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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その扉とびらには一対の眼がん球きゆうが嵌はまっていた。生体照合と危き険けん物ぶつ探たん査さの機能をもって入室者を見み透すかす電子の瞳ひとみを眼球と呼ぶのは必ずしも比ひ喩ゆではない。この界くにに住まう人々の半数以上は、すでに何世紀も前から、その瞼まぶたの内側に自然由来の光学器官を収おさめることを辞めている。

「──照合を終えました。エージェント・イドの入室を許可します」

　滑なめらかな人工音声がそう告げて、分ぶ厚あつい金きん属ぞくの扉が音もなく両開きになった。そうしてぽっかりと口こう腔くうを開けた薄うす暗くら闇やみの中へと、杖つえ先さきで床ゆかを叩たたきながら、ようようと言った体ていで黒衣の人ひと影かげが歩み入ってゆく。その足取りはいかにも危あやうげで、よく見れば左ひだり脚あしがほとんど動いていないことが分かる。

「……植民界候こう補ほ地ちにおける先せん遣けん工こう作さく員いんイド、命令に応おうじて出頭しました」

　薄暗闇のさなかで立ち止まり、発展界アルマダートに帰き還かんした〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟イドは平へい坦たんな声でそう言った。途と端たん、扉のそれと同じ冷たさを孕はらんだいくつもの双そう眸ぼうが、全ぜん域いきから彼を射い竦すくめる。その持ち主たるアルマダ人たちは、生身のイドとは違い、誰だれひとりとしてこの場を薄暗いと感知してはいないだろう。進歩を極めた科学技術からなる義ぎ眼がんは、集しゆう光こう性せい能のうからして生の眼球とは段だん違ちがいなのだ。

「傷の癒いえきらぬ身で御ご苦く労ろうだった。……辛いようなら椅い子すを出させるが」

　木製の杖というアナログ極まりない器具に頼たよるイドの姿を見かねてか、室内の一角からそのような声が上がった。少しずつ闇に慣なれてきた眼でイドが辺りを見回せば、観かん衆しゆうが座る席はイドの体を中心とした半はん円えん状じように設しつらえられている。満まん座ざの席には大学の講こう堂どうのように数段階の高低差があり、上下左右から注がれる視し線せんの密みつ度どには並なみ々なみならぬものがあった。

　イドは小さくかぶりを振ふって先方の気き遣づかいを辞した。その反はん応のうに、彼を見下ろす人々は、怪け我が人にんに対するわずかな容よう赦しやも払ふつ拭しよくしたようだった。

「それではさっそく報ほう告こくに移ってもらおう。まず確認するが、君が訪おとずれた植民界候補地は──」

「──待った。今回の件けんに限かぎって言えば、ここにいる全員が報告書を熟じゆく読どくして来ているはずだね。いちいち内容に確認を取っていくような手間は省こうじゃないか。口くち惜おしいことに、未いまだ我々の身に許ゆるされた時間は有限であり、それこそが第一の財ざい産さんなのだから」

　出で鼻ばなに議事の進行を遮さえぎったのは、半円状に並んだ席の右側中央寄よりに座る洒しや脱だつな紺こんのスーツ姿の偉い丈じよう夫ぶ──正確にはその立体映像ホログラムであった。大きく印象的な両の瞳は、アルマダ人の多分に漏もれず義眼でありながら、肉眼さながらの人ひと懐なつっこそうな愛あい嬌きようを伝えてくる。アルマダ人に特有の青せい髪はつを豊ゆたかに蓄たくわえ、外がい見けん年ねん齢れいにして三十代の半ばと言ったところだが、実年齢はその二倍以上。引き締しまった体つきは発展界ならではの高度な不ふ老ろう処しよ置ちと、本人の節制の賜たま物ものであろう。

　マルクト・ビンレィジ・ドルトン。その身の多た忙ぼうゆえ、今回の会議に立体映像ホログラムでの参加が許されている三名のうちのひとり。発展界アルマダートの最前線にして中ちゆう核かくをなす経済活動・植民界ビジネスに従じゆう事じする三さん大だい企き業ぎようのひとつ、ドルトン社のブランドを一身に背せ負おう敏びん腕わん経けい営えい者しやである。

「マークの言うとおりだわ。話し合うべき内容は限られているんだから、なるべく無む駄だは省きましょ。別にその犬ころを虐いじめたいわけじゃないんだから」

　小こ馬ば鹿かにするニュアンスでマルクトに同意を示したのは、左側中央寄りの席に腰こし掛かける豊ほう満まんな身体からだを派は手でな毛皮のコートに包んだ女──こちらもやはり立体映像ホログラム──だった。青というよりは紫むらさきじみた長ちよう髪はつが身体のラインに沿そって流れ、銀のルージュを引いた厚あつめの唇くちびるは蠱こ惑わく的てきな質感でもって異い性せいを刺し激げきし、さながら気ままに男を食らう女悪魔リリスのごとき印象を振ふりまいている。ライラ・フレキネット・テレバ──ドルトンと同格の大企業・テレバ社の頂ちよう点てんに君くん臨りんする女怪であった。

　議事の進行を務つとめる男は途と端たんに言葉を詰つまらせた。小さな咳せき払ばらいが席上で重なり、侵しん略りやく民みん族ぞくならではの野心に満ち充ちていた役員たちが、借りてきた猫ねこのように大人おとなしくなる。マルクトとライラの二名が意見を揃そろえるとき、それに面と向かって異を唱えられる存そん在ざいは、アルマダ広しと言えどもひとりしかいない。そのひとりが重い沈ちん黙もくを貫つらぬいている以上は、もはや場の主しゆ導どう権けんは彼らに握にぎられたも同然だった。

「ねぇ、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟のワンちゃん。つまらない確認は省くけど、これだけはしっかり質ただしておかなくちゃならないの。──ＭＰメタフイジツクス36号、我われらの愛すべきポセイダオンは、本当の本当に塵ちり一ひとつ遺のこさず異い界かいに果てたというの？」

　明らかな侮ぶ蔑べつを含ふくんだライラの言い様ざまにも、イドは苛いら立だちひとつ示さずに淡たん々たんと首しゆ肯こうするばかりだった。発展界と協力関係にあった強大な暴神の消しよう滅めつ──誰だれもがとっくに書類で了りよう承しよう済ずみの事実だったにも拘かかわらず、それを追つい認にんするイドの返答に一同がどよめいた。

「許ゆるしてくれたまえ、イド君。もちろん報しらせは受けているが、我々もいささか信じがたいのだよ。誤ご字じひとつなく正確な君の報告書の中で、それだけはただ一つ間ま違ちがいであって欲ほしいのだ。二ふた桁けた号ナンバーのＭＰメタフイジツクスが滅ほろぶという事件は、そのくらい珍めずらしいことなのでね」

　気さくな調子でライラの無礼をフォローしつつ、マルクトは全員の心情を代だい弁べんした。形而上に住まう者メタフイジツクス──それは物理法則の上部に位置する実存、固有の恣し意いをもって理ことわりを創そう破はする始原の世界卵、発展界の侵しん略りやく律りつを揺ゆるがす大いなる可能態デユナミス。その存在を表現するレトリックは様々にあれど、アルマダートの世界内にあってさえ、多くの人々は彼らを端たん的てきに『神』と呼よぶ。

　敵てき視しし、駆く除じよし、懐かい柔じゆうし、同どう盟めいし。侵略政せい策さくの傍かたわら、アルマダートはおよそ考えうる全ての方策をもって彼らという計測不能の脅きよう威いに対たい処しよしてきた。その歴史を通して見た時、ＭＰメタフイジツクス36号──ポセイダオンとの同盟関係は、ほとんど奇き跡せき的てきな僥ぎよう倖こうの部類にあった。二桁号ナンバー、それも五十より若い数字のＭＰメタフイジツクスともなれば、その存在は育ちすぎた怪かい獣じゆうにも喩たとえられ、正面から敵対するのはアルマダート側としてもリスクが大きい。だが反面、味方に付けられればこれ以上に頼たのもしい存在もない。であるからして、それが滅ほろんだ、しかも他の神に滅ぼされたという報せがアルマダ人たちに与えた衝しよう撃げきには並なみ々なみならぬものがあった。

　雇やとい主たちから詳しい説明を求める視線を受けて、イドは何から語るべきか少し考えた後、かいつまんで事の顚てん末まつを述のべ始めた。

「今回派は遣けんされた植民予定界、通つう称しようエナ・ガゼにおいて、第一次征せい服ふく施し策さくのマニュアルに則のつとり、私は世情不安の誘ゆう発はつのために相棒パートナー・オドと共に暗あん躍やくしました。例のＭＰメタフイジツクス36号とは、あれの気が向いた時に助力を得ていた程てい度どで、それほど緊きん密みつな協力関係にあったわけではありません。気まぐれな性格は時に不安要素ですらありました」

「ふむ。現場としては持て余あましていた、と受け取ってよいのかな」

「いえ、必ずしもそういうわけではありません。もとより36号の存そん在ざい意い義ぎは、植民界政策に反はん抗こうする第だい三さん勢せい力りよくへの牽けん制せいと考えていました。その意味で、今回の件けんでは目もく論ろ見み通りに働いてくれたとさえ言えます」

「そうよね。期待した通り、私たちの狩かり場ばに後から乱らん入にゆうした身の程ほど知らずの盗人ぬすつとと、我われらがポセイダオンは正面切って戦ってくれたのだもの。ただ一つの誤ご算さんは──あの暴神が破やぶれるなどという事じ態たいを、この場の誰だれひとりとして予想していなかったということ」

　ライラは憎にく々にくしげに銀色の唇くちびるを嚙かみ、毒でも吐はくように言葉を継ついだ。

「クルァシン……とか言ったかしらね。私たちを出し抜ぬいてくれた盗人の名前は」

「そう呼ばれていました。帰き還かんして後にヴェル・グルン本部の記録を照会したところ、過か去こ四十年に三つの植民界予定地で、類るい似じした存在が目もく撃げきされています。いずれも征服施策が末期に至いたろうとしていた界くにでのことで、その出現が大きな脅きよう威いになったという話は聞きませんが」

　そこが掘ほり下げるべき点だと判断したのか、マルクトが硬かたい声を挟はさんだ。

「イド君、私は現場で働く者の目を何よりも信用しているつもりだ。そのＭＰメタフイジツクスをどの程度のものと見積もっているのか、君の正直なところを、良ければ聞かせてもらえるか」

　イドは数秒だけ言葉を選び、なるべく慎しん重ちように推すい測そくを交えた見けん解かいを口にし始めた。

「……まだ若いＭＰメタフイジツクスという点では、ほぼ間ま違ちがいないと見ています。ことＭＰメタフイジツクスに関して、外見の特とく徴ちようは正確な指し針しんになり得ませんが……古いにしえに発展界によって観測された身であるならば、その号数を示して交こう渉しようの材料に使ってきたでしょう。必ずしも正確な指標とは言えませんが、我々にはＭＰメタフイジツクスの強大さを測る指針として号数ナンバーを用もちいる傾向がある。植民界政策に反目しようというＭＰメタフイジツクスが、その程度のことを知らないはずはありません」

「年齢トシを自じ慢まんしなかった以上は新参者って推理なのかしら？　……号数ナンバーが必ずしもＭＰメタフイジツクスの強大さと反比例するわけじゃないのは私も知ってるけれど、だからって、あのポセイダオンが生まれて間もないひよっ子に敗れるとは思えないわ」

　あくまで怪け訝げんな面持ちを崩くずさないライラを、マルクトが静かに諫めた。

「リーア、若いＭＰメタフイジツクスを侮あなどってよいものじゃない。……僕らはそれを、あの剣けん狼ろう神しんの事件から学んだはずだろう」

　その発言によって、室内は水を打ったように静まり返った。ある者は爪を嚙んで押おし黙だまり、ある者は寒気を覚えたように肩かたを抱だき。……それは彼ら全員にとって口に出すことさえ憚はばかられる忌いむべき過去だったが、それゆえに、現状についての警けい戒かいを促うながす効果は覿てき面めんだった。

「……確かに、マークの言うとおりね。悔くやしいけど、私たちは慎しん重ちような姿し勢せいで事に臨のぞむべきだわ」

「そういうことさ。でも、だからと言って泣き寝ね入いりを決め込こむつもりもない。なぜなら僕たちはアルマディアン、誇ほこりある征せい服ふく民みん族ぞくだからだ。無限の世界を永遠に併へい吞どんし続ける唯ゆい一いつ絶対の共同体だからだ。その身上である植民界政せい策さくに横よこ槍やりを入れてくる相手には、もちろん最大級の憎ぞう悪おをもって応こたえなければならない」

　人ひと懐なつっこい紳しん士しの雰ふん囲い気きを一変させて、典型的なアルマダ人の顔つきになったマルクトは、獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのように唇くちびるの両りよう端たんを吊つり上げた。

「なぁ、イド君。件くだんのＭＰメタフイジツクスについては、36号の消しよう滅めつという大だい金きん星ぼしばかりが目についてしまうが、だとすれば君もまた、賞しよう賛さんされるべき大戦果を挙げていることになるね。──報ほう告こく書しよの後半には、君がそいつに手て傷きずを負わせたとあるようだが？」

「はい。電磁兵装エレクトリクを用いて、奴やつの右みぎ腕うでを焼きました」

「実に結けつ構こう。かの暴神を滅ぼすほどのＭＰメタフイジツクスを相手取どって、生身の人間に過すぎない君が深手を負わせてのけたとは、まこと誇ほこるべき武ぶ勲くんだ。もちろんその原因の半分は、絶え間ない研けん鑽さんによって培つちかわれた君の優秀さにあるだろうが──もう半分については、どう解かい釈しやくするべきかな？」

　マルクトの言わんとするところを汲くみ取って、イドは迷まよわず頷うなずきを返した。

「……報告書にもある通り、戦いの終しゆう盤ばん、私はほとんど意い識しきを失っていたため、36号とクルァシンの戦いをはっきりと見み届とどけてはいません。しかし、二度に渡わたって後者と直接闘たたかった身として言わせてもらえば──36号とクルァシンの間には、暴神が油ゆ断だんした程てい度どでは覆くつがえらない圧あつ倒とう的てきな戦力差があったと断だん言げんできます。しかし、現実に36号は敗北した。この矛む盾じゆんする二つの情報を統とう合ごうして考えるのなら──クルァシンの実力には、極めて大きい振ふれ幅はばがあるものと解釈できます。それもおそらく、自分では調節が不可能な類たぐいの」

「素す晴ばらしい。私もまったく同じ見けん解かいだよ、イド君」

　マルクトは満足げに頷き、イドから視線を外して、周囲の人々へと高らかに告げた。

「植民界政策に反はん抗こうするＭＰメタフイジツクスの出しゆつ現げん、ヴェル・グルンの任にん務む失しつ敗ぱいに伴ともなう費ひ用よう対たい効こう果かの低下、そしてＭＰメタフイジツクス36号の消滅。……これら三つの不ふ安あん要よう素そから、エナ・ガゼの植民界化を諦あきらめるべきとする声も上がってきているようだ。しかし、植民界政策の株かぶ主ぬしたちよ、勇気ある投とう資し家かたちよ。今もってなお、ドルトン社に今回の計画から撤てつ退たいする意い志しは微み塵じんもないことを伝えておこう」

　マルクトの決意表明にどよめきが沸わき起こった。大小合わせて数百の企き業ぎようが参さん与よするエナ・ガゼの植民界化計画であるが、その中でも第二位──実に十七％もの株式保有率を誇るドルトン社が投資を継続するとなれば、この一いつ件けんは未いまだビジネスとして充じゆう分ぶんに「生き」である。しかし、注ぎ込んだ金の分だけ失敗時のリスクも巨きよ大だい化かすることを考えれば、マルクトの決断は勇ゆう敢かんと無む謀ぼうの境きよう界かい線せんに掲かかげられていた。

「し、しかしミスター・ドルトン。その投資に見合うだけの収しゆう益えきが、本当にエナ・ガゼの植民界化によって見込めるのですか？　事じ前ぜん調ちよう査さの結果を見る限かぎり、そこまでの期待は……」

　株かぶ主ぬしの一人が口にした当然の不安に、ちっちっ、とマルクトが舌したを打ち鳴らす。

「メイヤ君、君は分かっていない。この計画については、もはや単たん純じゆんな損そん得とく勘かん定じようで語るべきではないのだ。これはアルマダートという発展界の存そん在ざい理り念ねんに関わる問題だ。知っての通り、我われ々われのやり方に反目するＭＰメタフイジツクスによって、植民界政せい策さくが妨ぼう害がいされることはこれが初めてではない。どころか、連中は日を追うごとに調子づき、無む視しできぬ損そん失しつを我々にもたらし続けている。この傾けい向こうに誰だれかが歯止めをかけねばならないと、僕はずっと思い続けてきた」

　マルクトは固く握にぎりしめた拳こぶしを掲かかげ、己おのれの勇気ある決けつ断だんと、その正当性を強調した。

「発展界の正しさは今さら言葉にして語るまでもない。我々は宇う宙ちゆうの真理、すなわち弱肉強食と称しようされる根本理念を、より文明的にスマート化して体たい現げんする者だ。このやり方のみが確たしかな繁はん栄えいを約束すると知るが故ゆえに、無限の開かい拓たく精せい神しんをもって宇宙の大おお海うな原ばらをゆく者だ。その在あり方を貫つらぬくために、植民界政策に反目する存在は徹てつ底ていして叩たたかねばならない。それはあらゆる損得よりも優先されることだ。──それを忘れてしまったのなら、彼の姿すがたを見て思い出したまえ」

　マルクトは杖つえに頼たよって立ち続けるイドの姿をびしりと指差して、いかにも情じよう熱ねつ的てきにのたまった。

「イド君は命を惜おしまず我らの宿しゆく敵てきと戦い抜ぬき、その結果、無残にも片かた脚あしの機能を失って帰き還かんした。だというのに、彼の口から一言でも不満が漏もれたかね？　それどころか、傷きずの癒いえきらぬ体を押して、こうして召しよう喚かんに応おうじてくれているじゃないか。彼はそれが当然だと思っているのだ。アルマダ人としての責任を知るが故に、身の安全を省みず戦わねばならない時を知っているのだ」

　熱っぽいマルクトの演えん説ぜつを、イドはほとんど右から左に聞き流した。都合のいいプロパガンダとして自分が利用されているのは分かったが、そんなことには頓とん着ちやくしない性格だった。

「敵対者の妨害に対して、我々は決して及および腰ごしになるべきではない。イド君のように、前線で体を張はることは出来ずとも、精神こころだけは同じように戦い続けるべきだ。それがアルマダ人であるということだ！　──誰もが同じ意見であると信じるが、諸しよ君くん、いかがだろうか！」

　満まん座ざから拍はく手しゆが沸わき起こった。発展界人の誇ほこりを盾たてに取られては誰にも反対の仕様がない。が、そこで、熱湯じみて沸いた場を丁度いい温度に調節すべく、涼すずしげなライラの声が上がった。

「情熱的な男は好きよ、マーク。……でも、少しだけお待ちなさい。この植民界化計画は多くの人々の資し産さんと夢ゆめを乗せた、決して沈しずんではならない船。あなたという船長の冒ぼう険けんに多くの株主の方々を巻まき込こむのは、アルマダ人の誇りは別にしても、ビジネスとしてフェアじゃないわ」

　マルクトは腕うでを組んで考え込み、しかつめらしく頷うなずいた。脚きやく本ほんが透すけて見えるやり取りだった。

「なるほど、リーア、君の言うとおりかもしれない。……では、我々はどうするべきだろう？」

「まず確かめるべきは、この計画に立ちはだかる障しよう害がいがどれほどのものなのか、よ。それを小さく見積もれば途と中ちゆうで躓つまずくし、大きく捉とらえ過すぎれば拾える金貨を逃のがすことになる。……つまり、信しん頼らいのおける試金石の投入が最さい優ゆう先せんということ」

「試金石……。それは要するに、新たな〝ヴェル・グルン〟のことを言っているのかい？」

「そうよ。ただし、そこのワンちゃんより優ゆう秀しゆうな、出来れば最高の、ね」

　そう言ったライラがパチンと指を鳴らした瞬しゆん間かん、イドの背後で音もなく扉とびらが開き、薄うす暗ぐらい室内に眩まばゆい光が差し込んだ。光の一本道の上を悠ゆう然ぜんと歩いてくるのは、六ろく尺しやく強の長身に赤く筋すじの入った黒衣を纏まとい、頭には燻いぶしたように艶つやのない銀ぎん髪ぱつを蓄たくわえた男性であった。

「エナ・ガゼ植民界化計画における第三位の株かぶ主ぬしとして提てい案あんするわ。──このビジネスの成せい否ひを占うらなうために、私たちが有する中で最強の猟りよう犬けんを、前線に投入することを」

　ほどなく隣となりに並ならび立った男性の険けわしい横顔を視し界かいに捉とらえて、イドは愕がく然ぜんと両目を見開いた。

「……隊長」

　男もまた、イドの姿すがたをちらりと一いち瞥べつした。後は任されたと、その黒い瞳ひとみが語っていた。

「なるほど……良いアイディアだ、リーア。僕も賛さん成せいしよう。この人選は、かつて剣けん狼ろう神しんの事件で学んだ教訓を、これ以上ないくらいストレートに生かしている」

　マルクトは満面の笑みをもって男を迎むかえた。無ぶ骨こつな仕草で頭こうべを垂たれる彼からいっとき視線を外し、マルクトはライラと息を合わせて、半円状の席の中央に鎮ちん座ざする、ここまで沈ちん黙もくを保たもってきた立体映像ホログラム参加者の最後の一人へと言葉を投げた。

「いかがですか、筆頭株主」

「ドルトンとテレバは、彼の投入について合意しましたわ」

　二人の声が微び妙みように震ふるえていることに気付く者はいただろうか。……事前に口くち裏うらを合わせた上で結けつ託たくし、続けざまの発言によって場の空気を自分たちのものとして、ようやく彼らはその存在と正面から向き合うことができる。さもなければ、目を合わせた瞬しゆん間かんに心しん臓ぞうが止まりかねない。

「…………………………」

　重々しい沈黙が場を支配した。マルクトとライラが華はな々ばなしい演えん説ぜつによって暖あたためた空気も、その人物が黙考しているというだけで絶ぜつ対たい零れい度どまで冷え切ってしまう。無数の皺しわが刻きざまれた貌かおの中で、藍あい色いろの瞳がマルクトとライラの顔を順々に巡めぐっていく。立体映像ホログラムを通した視線にも拘かかわらず、それだけで二人の背せ筋すじに冷たい汗あせを流させた。

　ガブリオルト・〈植民王クイングス〉・ヤストターカス。平均寿命が一六〇歳さいというアルマダートにあって、御おん歳とし一九二歳を召めされる最長老。生ける伝説として崇あがめられる翁おきなは、それ自体が発展界の象しよう徴ちようとさえ言われ──誕たん生じようから二世紀近い年月を経へてもなお、その知性は往おう年ねんの冴さえを失っていない。

「…………若わか造ぞうどもが、精せい一いつ杯ぱいの知ち恵えを巡めぐらせよるわ…………」

　くつくつと含ふくみ笑いが零こぼれる。ドルトン、テレバ、ヤストターカス──この三つの複ふく合ごう企き業ぎようが、発展界における勢せい力りよく図ずの骨こつ子しを形作っている。前二社がヤストターカスを追う形も久ひさしく変わっていないが、それは下げ剋こく上じようを許ゆるさぬ植民王の意志が全ての謀ぼう略りやくを打ち伏ふせてきた歴史でもある。もちろん、隙すきあらばトップに躍おどり出ようとするドルトン・テレバの野心もまた不変のものだ。ひとたびアルマダ人として生まれたからには、そのプライドが二番手に甘あまんじることを許さない。

　今回の会議において、マルクトは発展界人としての誇ほこりを、ライラはビジネスの倫りん理りを、それぞれに説いた。その論ろん法ぽうによって導みちびかれる結けつ論ろんがエナ・ガゼ植民界化計画の続行であるならば、ガブリオルトもまた後ご手てを踏ふむわけにはいかない。全てのアルマダ人らしさを実じつ践せんし、その上で成功を収おさめる──それがヤストターカスのトップに代々求められる、唯ゆい一いつにして絶ぜつ対たいの成果であるからして。
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「良かろう。最強のヴェル・グルンを投入するというのなら、儂わしもこれまで以上の投とう資しを続けるに吝やぶさかではない。……しかし、貴き様さまらは今少し、儂のポケットから金以外の何かを出させたいのではないか」

　全てを見み透すかした上で植民王が問い返す。老ろう翁おうが全身から放つ吹雪ふぶきのような威い厳げんに気け圧おされながらも、マルクトとライラは懸けん命めいに自分のペースを取り繕つくろって要求を口にする。

「……御お察さつしの通り、計画の続行に当たって、どうしても拭ぬぐいきれない不安がある」

「敵てきは祖武神の系けい譜ふと名乗ったわ。その真しん偽ぎの確かく認にんと、仮かりに本当であった場合の彼女の出方を確認しておきたい。……それが出来るのは、植民王、あなたが子こ飼がいにしているＭＰメタフイジツクスだけのはずよ」

　老爺はつまらなさそうに鼻を鳴らす。もう少し意外なことを言ってみろ、とでも示しめすように。

「それについては案ずるな。どうせ求められると思ったのでな、もう向かわせてある」

　さらりと口に出された台詞せりふを聴きいて、マルクトとライラはぎょっと表情を強こわ張ばらせた。黙だまりこくって布石の応おう酬しゆうを見守っていた他の面々からも戦せん慄りつの声が漏もれる。彼ら全員の醜しゆう態たいを眺ながめたガブリオルトが、皺しわだらけの相そう貌ぼうに侮ぶ蔑べつの笑みを浮かべた。

「何を驚おどろく、若わか造ぞうども。儂が自分の所有物を動かすことに、なんぞ問題があるか？」

「……いえ、失しつ敬けい。アルマダ広しと言えども、その懐ふところに神すら所有できるのは植民王、あなた一人だ。しかし、事前に通達があれば、凡ぼん夫ぷの我われ々われとしても戸と惑まどわずに済すんだのですがね」

　マルクトは引きつった笑みを浮かべて控ひかえめに抗こう議ぎする。続いてライラが問いを投げた。

「筆ひつ頭とう株かぶ主ぬし。一いち応おうの確認ですが、祖武神のもとに向かわせたＭＰメタフイジツクスというのは……」

「分かりきったことを訊くな、小こ娘むすめ。貴様らも良く知る、あの鉄てつ臭くさい小こ僧ぞうだ」

　煩わずらわしげに答えてから、ガブリオルトはふと、懐なつかしむような視線を眼がん下かに向けた。この植民王には珍めずらしい、ひどく人間味のある表情の動きだった。

「……アルマダの繁はん栄えいを守ってくれるか、孤こ独どくなる神殺し。剣けん狼ろう神しんの牙きばから儂を守った、六十年前のあの時のように」

　植民王の言葉を受けて、男は異界の武ぶ人じんの仕草で頭こうべを垂たれた。それを敬けい意いの発はつ露ろと解かい釈しやく出来たのはガブリオルトのみだったが、そんな迂う遠えんなやり取りですら、老いた支配者を懐かしませた。

「……変わらぬ忠ちゆう義ぎに報ほう酬しゆうを。武ぶ運うんを祈るぞ──ルダ・ガイラン」








次なる地へ









　侵しん略りやく者しやたちが談だん合ごうする発展界から、今はまだ遠く隔へだたった場所にある発展途上界エナ・ガゼ。その唯ゆい一いつの大陸であるゴルォグンナ大陸の東方、有角民族国家ロケィラの首都、湯ゆ煙けむり馨かおる街ビンナスクの中心に位置する有角ユルフイネク皇おう族ぞくの宮きゆう殿でん。重じゆう厚こうな石いし造づくりの建けん築ちくの北側に面した一室で、ひどく珍めずらしい光景が展てん開かいされていた。

「セレィ。お前はまず、全ての文化は相対的なものであるということを知らねばならない」

　石切り窓まどから注ぐ陽光のおかげで仄ほの明るい史料室の中、一いつ風ぷう変わった容よう姿しの男が教師じみた語り口を続けていた。紅べにの深シン衣イに重ね着た翠みどりの貫カン頭トウ衣イ、膝ひざ下したまで落ちた二ふた房ふさの下さげ髪がみに、つるりと平へい坦たんな額ひたい。それだけでも充分な異い国こく情じよう緒ちよを発してはいるのだが、極め付けにおかしいのは、その説法にじっと耳を傾かたむける人物のやんごとなき素す性じようであった。

「人間はどうしても、己おのれの生まれ育った土地の文化を基き準じゆんに物事を捉とらえがちだ。異文化との交流に当たっては、そのせいで無用の軋あつ轢れきを生んでしまうことが多々ある。いわゆる文ぶん化か摩ま擦さつと呼ばれる現げん象しようだが……セレィ、今後のお前に立ちはだかる有う象ぞう無む象ぞうの障しよう害がいの中でも、これがもっとも手強い相手になるだろうことは想像に難かたくない」

　手ずから持ち込こんだ黒石板の表面に、男はカツカツと音を立てて白はつ灰かい棒ぼうで文字を書き連ねていく。セレィと呼よびつけにされた若き女皇は、その事実に憤ふん慨がいするでもなく、額に真白い一角つの、背中に純じゆん白ぱくの両りよう翼よくという混こん血けつたる己の身上を赤せき裸ら々らに晒さらして、専用に設しつらえられた席に座っていた。

「……郷ごうに入いっては郷に従したがえ、ということか？」

「それはもちろんだが、何よりも重要なのは、その土地における文化の構造を理り解かいすることだ。神話、身分、職しよく業ぎよう、娯ご楽らく、風ふう俗ぞく、慣かん習しゆう……現げん地ちで生まれ育たない者には奇き異いに見えても、そこには必ず、異文化の構造の中における役やく割わりがある。具体的には、そうだな……」

　古くなった油ゆ纏てん紙しの巻まき物ものが独どく特とくの酸すっぱい臭においを放つ史料室の中を、クルァシンはざっと見回し、その一角で、高い位置の巻物を取るためのものであろう細長い木の棒を見つけた。導神の傍かたわらに侍っていた侍じ女じよメリェが、言い付けられるまでもなく助手となり、それを取って来て彼に渡わたした。

「想そう像ぞうしろ。──お前は今、異国の旅りよ団だんに混まざって徒歩かちで平原を旅している。朝からずっと歩き詰づめで、いいかげん腹はらも減へってきた頃ころ合あいだ。そろそろ食事を摂とりたいと思っていたら、他の連中もちょうど足を止めた」

　セレィは目を瞑つぶって想像を働かせる。騎き馬ば民みんの皇族である彼女にとって、徒歩の長旅というのは馴な染じみのない行為だったが、それだけに疲つかれきっているだろうとも思った。

「思い描えがけたか？　──そうして今か今かと待っていると、ようやく飯が出来たようだ。そこで、連中のうちの一人が、椀わんに入った食事と一いつ緒しよに、二本のちっぽけな棒ぼう切きれを持ってきた」

　ぱきん、と手の中の棒を二つに折って、導神はそれをセレィに手て渡わたす。彼女はきょとんとして手の中の棒を見つめた。渡されたはいいが、まったく用よう途とが分からない。怪け訝げんそうに考え込む女じよ皇おうの手から、導神は苦笑して棒きれを取り上げた。

「分からんだろうな。……この棒は、こうして使うんだ」

　言いつつ、彼は二本の棒を右手の指で挟はさみ持ち、椀に見立てた左手からそれで挟み込こむようにして白はつ灰かい棒ぼうをつまみあげ、口に運ぶ仕草をする。セレィは眉み間けんに皺しわを寄よせてその使い方を見つめた。

「そなた、もしや私をからかってはいないか……？　もはや食事の道具というより、職しよく人にんのそれに見えるが」

「良い感想だ。確たしかに予よ備び知ち識しきが無ければ、一見でこれを食事道具と見み抜ぬけるものではない」

　かちかちと二本の棒を開け閉しめしつつ、導神は真しん剣けんな面おも持もちでセレィに向き直った。

「これは俺おれの故こ郷きようの文化だが……考えてもみろ。もし本当に疲ひ労ろうの窮きわまった状じよう態たいで、今のように棒きれを渡されたとしたら、使い方が分からないというだけで済すむか？　人間は理り解かいできない出来事には苛いら立だちを覚えるものだ。心に余よ裕ゆうがなければ尚なお更さら、短気な者は怒おこり出してしまうかもしれん。それは結果として、相手の好意を仇あだで返すことになるわけだ」

　セレィは得心した風に頷うなずいた。相手に思いやりが伝わらなかった時ほど悲しいものはない。

「そういった行き違ちがいが、異文化との交流に当たっては日常的に起こってくる。どれほど注意しようとも完全に回かい避ひできるものではない。……俺自身、未だに失敗を繰くり返す。それは時に、自分では想そう像ぞうもつかないほど深く、相手の誇ほこりを傷きずつけることになる」

　クルァシンは悔くいる表情で深く俯うつむいた。その様子から、彼の語る内容が、どれほど血の通った教訓であるかが察せられた。……共に過すごすに従したがって、少しずつ見えてくる導神の内面性と、それを育はぐくんだであろう過か去この出来事を想像して、セレィは胸むねの奥おくがずきりと痛いたむのを感じた。

「では……私もきっと、失敗を繰り返すのだろうな。器用な性しよう分ぶんでないことは自覚がある」

「ああ、そうなるだろう。……まして、お前は多くの人民を束ねる支配者だ。身軽な学者などとは違って、体一つで異い郷きように溶とけ込むわけにもいかない。加えて、異文化を真しん摯しに理解しようとする態度は、まずは強気に出るべしとする外交原則ともしばしば矛む盾じゆんする。だから……多くの王者たちはいつしか、自分の常じよう識しきを他者に押おし付けることを、当たり前と思うようになる」

　クルァシンはきつく拳こぶしを握にぎり締しめて自じ戒かいした。彼らがこれから成し遂とげていく大たい業ぎようと、その禁きん忌きとは、常つねに紙かみ一ひと重えのところにあるのだった。

「セレィ、お前はこれから大軍を引き連れてゴルォグンナ大陸を横おう断だんし、東方・中陸・西栄の諸しよ国こくを、アルマダートからの世界エナ・ガゼ防衛という志こころざしのもとに纏まとめていくことになる。それは間違いなく偉い業ぎようだが、同時に暴ぼう挙きよでもあるだろう。お前の采さい配はい次し第だいでは、一いち難なん去った後のエナ・ガゼに、支し配はい階かい級きゆうとして有角ユルフイネクの民を置くことも出来るからだ」

　セレィは悲しげに視し線せんを落とした。背中の両りよう翼よくも無意識に萎しおれた。他人ならばいざ知らず、この導神にそのような不信を抱いだかれるのが、彼女には何よりも辛つらかった。

「私がそのようなことをすると思うのか」

「今のお前ならば、天地が引っ繰くり返ってもするまい。……だが、非ひの打ちどころなく善ぜん良りような人間が、ひとたび権けん力りよくを握にぎったために見る影かげもなく変へん貌ぼうしていく有様を、俺おれは少なからず見て来た。権力ちからは禁きん断だんの蜜みつだ。一度でもそれを行使する快かい感かんを覚えてしまうと、必要のない時にまで使わずにはいられなくなる」

　女じよ皇おうの表情が物もの憂うげに沈しずむのを見かねて、メリェが指先で導神の背せ中なかをつついた。──それでようやく、今の釘くぎの刺さし方がいささか無む神しん経けいだったと、一いつ拍ぱく遅おくれてクルァシンも気が付いた。

「……気を悪くするな。お前がそうなると思っているわけじゃない。ただ、俺は……」

　クルァシンは曖あい昧まいに言い淀よどみ、セレィの顔から目を背そむけると、弱々しく言葉を継ついだ。

「……たとえ発展界の侵しん略りやくから、この世界を守り切ることができたとしても……お前の名前が、暴君として歴史書に記されることが耐たえられないのだ」

　それを聞くなり、セレィは顔色を取り戻もどして導神の顔を見上げた。横顔に覗のぞく頰ほおが、うっすらと紅こう潮ちようしているのを認めて、彼女の心中で持ち前の嗜し虐ぎやく心しんがむくむくと鎌かま首くびをもたげた。
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「すまん、導神どの。よく聞こえなかったので、面と向かってもう一度言ってくれるか」

「……。その意地悪さが暴君の資し質しつでないことを、俺としては祈るばかりだ」

　溜ため息まじりに呟つぶやいて、クルァシンは拗すねたように黒石板に向き直った。その後ろ姿すがたを微笑ほほえましげに見やって、セレィは穏おだやかな声で告げた。

「この世界の命運に比べれば、私ひとりの名めい誉よなど、路ろ傍ぼうの石ころよりも些さ細さいな話だが……そなたの思い遣やりには感謝するぞ、我わが友神」

「……ふん。まったく調子のいい」

　鼻を鳴らしつつ、まんざらでもない様子でクルァシンが呟いた。何とはなしに会話が途と切ぎれ、その頃ころ合あいを見計らったように、部屋の扉とびらが外側から慎つつましく叩たたかれた。

「許ゆるす。入れ」

　女じよ皇おうの許可が下り、恭うやうやしく扉を開けて入ってきた傍そば付づけ武官は、セレィらの手前で膝ひざをついて頭こうべを垂たれた。

「報ほう告こくいたします。たった今、西の隣りん国ごくアヌビシアに向かわせていた使者が帰りました」

「承しよう知ちした。引見の間にクェッタ・ソニドを召しよう喚かんせよ。私もすぐに向かう」

　打てば響ひびく速さで返答した女皇に対して、けれども武官は困った表情で言い淀んだ。

「畏おそれながら……クェッタ・ソニドは、未だ帰っておりません」

「どういうことだ」

　武官の様子に、平時の報告とは思えぬほどの緊きん張ちようが漂ただよっていることに気づき、クルァシンが横から問いを挟はさんだ。クェッタ・ソニド──先だってのオルワナ戦せん役えきで、その戦せん略りやく的てきな趨すう勢せいを決める一戦であったナバザ砦とりで攻略において、クルァシンと共に少数の別動隊を率ひきいて活かつ躍やくした副官の青年であった。その手て柄がらを買われて、この度も彼は外交使節団の隊長という大たい役やくに抜ばつ擢てきされていた。

　女じよ皇おうと導神の注ちゆう視しを同時に受けた武官は、恐きよう縮しゆくのあまり声を詰つまらせながら、たどたどしく告げた。

「む、向かわせた二十余よ名めいのうち、帰き還かんしたのは文官が一名のみ。その他は……アヌビシアに、囚とらわれたとのことです」

　セレィの眦まなじりが剣けん吞のんに吊つり上がる。西へと向かう女皇の大業に、新たな関門が立ち塞ふさがっていた。







　謁えつ見けんの間に立ち並ならぶ顔ぶれは、先だっての戦より以前までとは一変していた。軍事行動を視野に入れての会議なのだから、ロケィラ軍の上級諸しよ将しようが揃っているのは当然としても、それとほぼ同数の、背中に翼つばさもつオルワナ軍人たちが並んでいる有様には、当の本人たちでさえ違い和わ感かんを覚える。両国の同どう盟めいが確たしかなものとなった今、敵てき意いを剝むき出しにする者は既すでにいないが──どこか居い心地ごこち悪げにしている者は、未だに多かった。つい先日まで互たがいを宿敵として憎にくみ合ってきた歴史を思えば、当然のこととも言える。

「オロト書記官、状じよう況きようを明確に説明せよ」

　が、そういった不協和音さえ、ひとたび女皇の声が響ひびくとなりを潜ひそめるのだった。二種族の融ゆう和わの証あかしとして君くん臨りんするセレィ・メル・ロケィラは、背中の翼が自由になるよう作られた白地に銀ぎん刺し繡しゆうの玉ぎよく套とうを身にまとい、傍かたわらに佇たたずむ導神から神性を分け与えられたかのように、性せい別べつを超ちよう越えつした王者の風ふう格かくを全身から惜おしみなく発していた。

「ほ、ほほ、報ほう告こくいたします……」

　隣りん国ごくアヌビシアへの使し節せつ任にん務むから唯ゆい一いつ帰き還かんを果たした有翼民族の書記官オロトは、玉ぎよく座ざにて威い光こうを放つ女皇への畏い怖ふはもちろんとして、両脇から注がれる将軍たちの鋭するどい眼がん光こうにも、細い肩かたを震ふるわせずにはいられない。背中の翼を縮ちぢこまらせ、何度も浅い呼こ吸きゆうを繰くり返してから、彼はようやく報告を始めた。

「に、任にん務む自体の結果から申せば、使節は受け入れられませんでした。我われ々われの一団がアヌビシアの国土に入り、首都ノランドットを目指して西進している途と中ちゆう、盲種メルキエーナたちの襲しゆう撃げきを受けたのです。その時は多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいということもあり、クェッタ隊長の指示に従したがって無む抵てい抗こうを貫つらぬき、虜りよ囚しゆうの身に甘あまんじることにしました……」

「手て厳きびしい歓かん迎げいを受けたようだな。……して、その後は？」

「クェッタ隊長はあくまでも使節としての待たい遇ぐうを求めましたが、先方は聞き入れず、一昨日になって私だけを解かい放ほうしました。その際に、アヌビシア王ネレィクから、セレィ様への言こと伝づてを受け取っています。……不ふ愉ゆ快かいに思われるかもしれませんが、ここで口に出しても……？」

「構かまわぬ。一いち字じ一いつ句く違たがえず報ほう告こくせよ」

　オロト書記官は恭うやうやしく首しゆ肯こうすると、震ふるえる声でアヌビシア王の意思を伝えた。

「……ぶ、『無ぶ精しよう者ものめ。我われらと話がしたくば、せめて女じよ皇おう自らがやって来い』──と」

　謁えつ見けんの間が全ぜん域いきでざわついた。「不ふ遜そんな」「盲めしいごときが驕おごりおって」と、将軍たちはそれぞれの言葉で不快を示しめしている。露ろ骨こつな嘲あざけりと嫌けん悪おの念ねんがこもった罵ば言げんの数々に、女皇の傍かたわらに佇たたずむクルァシンの表情がわずかに陰かげった。

「クェッタや、他の使節たちは無事なのか」

　アヌビシア王の言こと伝づてに対しては感想を返さず、セレィはそれが第一とばかりに同どう胞ほうの安あん否ぴを尋たずねた。その慮おもんばかりに胸むね打うたれたのか、書記官は眼めから涙なみだを溢あふれさせて語った。

「ま──まだ、身を害された者は、いないはずです。でも、みんな暗くら闇やみに参っていました。あそこは昼間も暗くて、牢ろうの中も湿しめっていて、黙だまっていると気が狂くるいそうで……実は、私が一番先に音を上げたのです。それを気き遣づかってくれた隊長が、一人だけ解かい放ほうすると言われた時、迷まよわず私を選んでくれて……」

　オロトは涙ながらに語った。──有角種ユルフイネクの仲間を選んで解放してもらうことも出来たのに、クェッタ・ソニドはそうしなかったのだと。何の躊躇ためらいもなく、もっとも弱っているという理由で自分を選んでくれたのだと。

　その事実を聴きいた女皇は静かに頷うなずき、囚とらわれの身にある臣下を、内心で強く褒ほめ称たたえた。

「己おのれを責せめるな、オロト書記官。そなたは無事に皇おう都とまで帰りつき、アヌビシア王の意思を私に伝え、臣下としての務つとめを果たした。そなたが選ばれたのも、クェッタらが残ったのも、適てき材ざい適てき所しよを実行した結果に過すぎぬ」

「……勿もつ体たいない、お言葉……」

「もう下がってよい。……今はゆっくりと休み、疲つかれを癒いやすことだ」

　女皇にそう労われると、オロト書記官は袖そでで涙を拭ぬぐって立ち上がり、ぴんと背せ筋すじを正して謁見の間から立ち去っていった。傷ついた心がわずかでも救われただろうかと、セレィは今になって自分の君主ぶりに不安を覚える。

　引見者の入室が絶たえたのを見計らい、部屋の端はしに整然と佇んでいた侍じ女じよたちが動き出す。彼女らは隣りん室しつの物置部屋から次々と縦たて長ながの机つくえを運びこみ、その配置に沿そって、臣下たちの人数に見合うだけの椅い子すを並ならべた。ただちに机き上じようには大地色の掛かけ布ふが敷き詰つめられ、冷えた果か汁じゆうの注がれた銀ぎん杯ぱいが全員に供された。

「これより緊きん急きゆう会議を執とり行う。皆みな、着ちやく席せきせよ」

　クルァシンの開かい会かい宣せん言げんに従したがって、両国の重臣たちが粛しゆく々しゆくと取り決められた順番で席に着つく。導神自身もセレィの傍らをいっとき離れ、謁見の間を縦たてに割わる机の、セレィ側の突とつ端たんに設しつらえられた一席に落ち着いた。女皇と同様の、万まん遍べんない発はつ言げん権けんを象しよう徴ちようする席順だった。

「アヌビシアに送った使節が、虜とりことされたまま帰らない。この状じよう況きようについて、諸しよ兄けいの思うところを聴きこう」

　セレィが発言を促うながすと、将しよう軍ぐんたちが固まって座すわっていた一角から太い腕うでが上がった。灰色の大たい翼よくを威い圧あつ的てきに伸のばしながら立ち上がったのは、オルワナ海軍きっての猛もう将しよう、ダラィオン・ゴラ・ヌクサンカであった。

「考えるまでもねぇ。こっちの誠せい意いを無む視しして、先に喧けん嘩かを売ってきたのはアヌビシアの方だ。……開戦の理由としては充じゆう分ぶんすぎるくらいですぜ、セレィ女じよ皇おう！」

　戦争屋ならではの先走った主しゆ張ちようだったが、ロケィラ・オルワナの両りよう陣じん営えいから、少なからぬ同調者が賛さん同どうの声をあげた。クルァシンは軽い頭ず痛つうを覚えたが、主しゆ戦せん派はの割わり合あいを確たしかめるためにはいい機会と開き直り、さしあたり議ぎ論ろんの展てん開かいを見守ることにした。

「私は断だん固ことして反対します。少しは冷静になられませぃ。先せんだっての戦で、両国がどれほど消しよう耗もうしたか、早くもお忘わすれか」

　武ぶ人じんたちの主しゆ張ちように真っ向から異を唱えたのは、禿とく頭とうに鋭するどい一角つのを生やした四十がらみの建けん設せつ国こく長ちようダフェニ・ミナクシォであった。前皇ギォロラの代からロケィラに仕える忠ちゆう臣しんであり、長きに渡わたった戦せん乱らんによる国家の疲ひ弊へいを、もっとも切実に憂うれいる者の一人だった。

「アヌビシアなど放っておきなさい。いま何よりも優ゆう先せんするのは、内ない政せいに励はげんで失われた国力を取り戻もどすことです。主力海軍にほとんど損そん耗もうなく終戦を迎むかえたオルワナはまだしも、今のロケィラに続けざまの戦に耐たえうるほどの体力が残されているはずがありますまい。先の戦で負った傷きずは、未だ癒いえきらぬどころか、其そ処こ此こ処こで真っ赤な血を流し続けているのですぞ」

　外がい征せいなどもっての他とするダフェニの意見には、文官たちの間から賛同の声が多くあがった。その勢力が主戦派とほぼ拮きつ抗こうしているのを確認して、クルァシンはひそかに安あん堵どの息をつく。政せい策さくを議ぎ論ろんする場として、どうやら最さい低てい限げんの健全さは保たもたれているようだったが、それだけに両派の議論は白熱し始めた。

「ではダフェニ建長は、敵に虜とりことされた使節たちを見み捨すてるおつもりか！　聞き捨てならん、あの中には我われら有翼種クロトアの同どう胞ほうも含ふくまれているのだぞ！」

「その手しゆ段だんとして戦争に訴うつたえる判はん断だんが間ま違ちがっていると言うのだ！　使節たちの返へん還かんは外交を通して平和的に行えばよいであろう。刃は金がねのやり取りばかりが問題解決の方法ではない！」

「使者を問答無用で拉ら致ちするような連中と外交だと？　それこそ馬ば鹿かげた判断だ！　第一、いかに先の戦で消耗したとは言え、我らが盲民族メルキエーナごときに後れを取るものか！」

　喧けん々けん囂ごう々ごうの言い争あらそいが展てん開かいされ、机き上じようでは銀ぎん杯ぱいに注がれた果か汁じゆうが激はげしく波打った。主戦派・非戦派の両りよう陣じん営えいとも、理性的な見解というよりは、剝むき身の感かん情じよう論ろんをぶつけ合うようになった頃ころ合あいで、クルァシンが仲ちゆう裁さいの一ひと声こえを投じる。

「──陥おとされざる盲種の国アヌビシア」

　喧けん騒そうがしんと静まった。さしたる声量があったとも思えぬ導神の一言だったが、不思議と室内の全員の鼓こ膜まくを等しく震ふるわせていた。

「国土のほぼ全ぜん域いきが水包樹シヤンバラの広大な森林によって覆おおわれ、天てん井じようを密みつに覆う枝えだ葉はのせいで、昼なお陽光の恵めぐみが届とどかぬ暗黒の土地。そこに住まう盲民族メルキエーナたちは、生まれつき用をなさない両りよう眼めの代わりに、高度に発達した聴ちよう覚かくを有し、目開きおまえたちが立ち竦すくむような暗くら闇やみの中でも難なんなく動き回る。積極的に他国を侵しん略りやくした歴史は持たないが、その逆もまた然しかり。──あの国は、未だかつて、ただの一度も外部からの侵略に屈したことがない」

　主しゆ戦せん派はの者たちは一様に苦い顔をして押おし黙だまった。ロケィラ・オルワナの二に国こく同どう盟めいという状況に過か信しんを抱いだいていた連中も、まずは現げん実じつを見み据すえることを思い出したようだが、それだけではまだ納なつ得とくしない者もいた。

「……あの国が、そんなに大たい層そうなもんだとは思わねぇな」

　クルァシンの澄すまし顔を真っ向から睨にらみつけて、ダラィオンは挑ちよう戦せん的てきに言い放った。この海将が導神の意見に嚙かみついていくのは毎度恒こう例れいのことなので、周りの者たちも特に緊きん張ちようせず、両者のやり取りを見守っている。

「一度も侵略されたことがねぇって言うが、そもそもアヌビシアが最後にでかい戦をやったのは、もう百年以上も前のことじゃねぇか。そこから安定期が続いてるのは、たまたま東方と中陸の境きよう界かいにあった国土が仕切りとして利用されたからで、要するにツキに恵めぐまれただけのことだろ。肝かん心じんの防ぼう衛えい力りよくそのものについては怪あやしいもんだぜ」

「ふむ……。お前の口から一理ある反はん論ろんが出ると感動を覚えるぞ、ダラィオン」

　猛もう将しようの額ひたいに青あお筋すじが浮き上がり、無む意い識しきに羽ばたいた剛ごう翼よくが、左右に座っていた仲間の顔を直ちよく撃げきした。椅い子すごと仰あお向むけに倒たおれてしまった同どう僚りようには「お、悪い」とぞんざいに詫わびたのみで、ダラィオンの視線は再ふたたび論敵の顔に向けられた。

「まぁ、落ち着け。ここでお前と真っ当に議論するのも新しん鮮せんで良いが、対アヌビシア主戦派の筆頭としてお前が立っているのは、残念ながら些いささかお角かどが違ちがうだろう」

「なんだそりゃ……。どういう意味だ？」

「よく考えてみろ。アヌビシアの国土はほぼ全域が森林だぞ。こちらから攻せめていく以上、戦せん況きようがどう運んだとしても、お前が指し揮きする海軍の出番はない。樹じゆ木もくが邪じや魔まになるから天そら弓ゆみ隊たいも活かつ躍やくできん」

　うぐ、とダラィオンは喉のどを詰つまらせたように唸うなった。確たしかに、憚はばからず言って、今回の戦ではオルワナの戦力が当てに出来ない。地形との相あい性しようが最悪なのだ。

「そういうことだ。もちろん、ロケィラの主力である騎き馬ば隊たいについても同様だがな。……ここまで不利な条じよう件けんが揃そろっているのだから、無理をして攻略など試みず、今は大人おとなしく内ない政せいに励はげむべきとするダフェニの見けん解かいは、まったく正しい」

　神の口から保ほ証しようを受けて、ダフェニは誇ほこらしげに胸むねを張はった。……が、非戦派の陣じん営えいが賑にぎわってきたところで、クルァシンは不意打ちに逆ぎやく接せつする。

「だが、それは平時の話。今はエナ・ガゼ全体に関わる危き急きゆうの時代だ。多た少しようの無理は通していかねば、世せ界かい同どう盟めいという我われ々われの大たい望ぼうは成し遂とげられん」

　席上がざわついた。話の展てん開かいが怪あやしくなり、ダフェニは失望を滲にじませた表ひよう情じようで問い返す。

「では……結局は導神様も、アヌビシアを攻せめる方向で政せい策さくを練ねろうというのですか？」

「攻めはしない。ある意味で陥としはするがな。……そう嘆なげくな、ダフェニ建長。刃は金がねのやり取りばかりが問もん題だい解かい決けつの方法ではない──お前の言ったことは、まさしくその通りなのだ」

　さりげなく忠ちゆう臣しんの顔を立てると、クルァシンは身を翻ひるがえして玉ぎよく座ざのセレィに向き直る。ここまで発言せず議ぎ論ろんの展開を見守っていた女じよ皇おうは、どうやら己おのれの判はん断だんが迫せまられていることを察し、ぴんと張はりつめた空気を身に纏まとった。

「セレィ。端たん的てきに聞くが、先のアヌビシア王の言こと伝づてをどう受け取った」

　鋭するどく問いを投げられて、セレィは短い時間に熟じゆつ考こうした。

「……向こうも、こちらを探さぐっている、という印象を受けた」

「ふむ？」

「臆おく病びような野の兎うさぎに迂う闊かつに手を伸のばして、指先を嚙かまれてしまったような感じだ。向こうに敵てき意いがあったわけではなく、むしろこちらの気き遣づかいが足りなかったか。盲民族メルキエーナは太古の昔からアヌビシアの森林に隠かくれ棲すむ、尋じん常じようならざるほど用心深い民族だ。使者を送った程てい度どのことで意い志し疎そ通つうが出来ると考えたのが、そもそもの自うぬ惚ぼれだったかもしれぬ」

　セレィが一言一言、暗中を手で探さぐるようにして紡つむぎ出した見解を、クルァシンは満足げな微笑ほほえみで受け止めた。ダラィオンにもダフェニにも共通して欠けていた姿し勢せい──アヌビシアという相手を積極的に理解しようとする努力を、彼女の中に見て取ったからだ。

「そうだ。それこそがセレィ・メル・ロケィラのあるべき立ち位置、数ある有力者の中から俺おれが選び取った、新時代の統とう治ち者しやの資し質しつだ。──そこまで理解しているのなら、もはや、為なすべきことにも迷まようまい」

　セレィは力強く頷うなずいて立ち上がった。臣下たちの視し線せんを一身に集め、彼女は決けつ断だんを口にした。

「アヌビシアを──この眼めで、見てこよう」

　驚きよう愕がくの気配が机つくえの前列から徐じよ々じよに伝でん播ぱしていき、臣下たちが続々と仰ぎよう天てんして立ち上がった。女皇の決心は、彼らの耳には自じ殺さつ宣せん言げんにも等しく感じられた。

「なりませぬ、女皇陛へい下か！　敵の懐ふところに自ら飛び込んで行くなど！」

「どのような罠わなが待ち構かまえているか分かりませんぞ！　どうかお考え直しを！　最後の皇族である陛下を失えば、ロケィラ皇室はその瞬しゆん間かんに滅ほろんでしまう！」

　忠臣たちの懸けん命めいの説得にも、セレィは静かに首を横に振ふった。世界全体が侵しん略りやくを受けるかどうかの瀬せ戸と際ぎわに、一いち個こ人じんはもちろん、一国家でさえも、安あん易いな保ほ身しんに走ることは許ゆるされない。

「セレィは死なんさ。それをさせないために、俺がいるのだ」

　大地に根を下ろした大木のように揺ゆるぎなく、クルァシンは女皇の無事を請うけ負った。その言げん質ちには誰だれもが全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置かざるを得ない。つい先日まで犬けん猿えんの仲だったロケィラ・オルワナ両国を、奇き跡せきにも等しい御み業わざで同どう盟めいに導みちびいた立たて役やく者しやの言葉さえ疑うたがうのなら、もはや信頼という概がい念ねんはエナ・ガゼから絶たえてしまっているだろう。

　異い論ろんの声も尻しりすぼみに絶たえてゆき、すでに決けつ定てい事じ項こうとなった感のあるセレィのアヌビシア訪ほう問もんについて、導神はあらかじめ用意してあった詳しよう細さいを述のべ始める。

「今回の訪問に当たっては、同行者を二名選出しようと思う。人選はセレィの裁さい量りように任まかせるが、有角種ユルフイネクと有翼種クロトアから一名ずつが良いだろう。その数ならば、いざという時に俺おれ一人で守り切ることも出来るし、何よりお前の立ち位置を盲種メルキエーナたちに理り解かいしてもらうための象しよう徴ちようになる」

　それを聞いたセレィは、一いつ瞬しゆんだけ底そこ意い地じの悪そうな微笑ほほえみを浮かべたが、すぐに真顔に戻もどって「承しよう知ちした」と頷うなずいた。なんとなく背せ筋すじに冷たいものを感じたクルァシンだったが、ちょうどそこでダフェニが声を挟はさんできたために気を逸そらされる。

「導神さま……、正直にお答えください。アヌビシアとの同盟は、どの程度の公算で成功するとお考えですか」

　あからさまに失敗の可か能のう性せいを示し唆さするダフェニの質問に、他の文官たちは眉み間けんに皺しわを寄よせる。ロケィラ・オルワナ両国にとっての精神的心しん棒ぼうとなったクルァシンの言説を疑うことは、いまや彼らにとって暗あん黙もくの禁忌タブーにも等しい。だが、当の導神はむしろその不信を喜んだ。盲もう信しんよりは不信のほうが遥はるかに健全であると知っていたからだ。

「さて、な。相手の顔も見ないうちから成功の可能性を測はかれるほど、俺おれは交こう渉しようというものを極めてはいないが……」

　ダフェニの両目が険けわしく導神を見み咎とがめる。仮にも女じよ皇おうの身を敵てき地ちに連れ出すような危き険けんを冒おかすからには、曖あい昧まいな返答では満足しかねる──古臣ならではの忠ちゆう誠せいをもって真意を問う彼の瞳ひとみに、クルァシンは最上の誠せい意いをもって返答する。

「ただ、これだけは言える。──今後のセレィは、ロケィラの女皇という枠わくを遥はるかに越こえて、より高い領りよう域いきにおける統とう治ち者しやとして振ふる舞まわなければならないだろう。宮きゆう殿でんの玉ぎよく座ざに安あん穏のんと座っているだけでは、その資し質しつを磨みがくことは決して叶かなわない。そして、セレィの統治者としての成長はそのまま、エナ・ガゼ全体の興こう亡ぼうに関わるほど重要なことだ」

　そう言って、クルァシンは漆しつ黒こくの瞳をダフェニに向けた。釈しやく然ぜんとしない表情で黙だまりこむ老臣を好ましげに見やりつつ、彼はうっすらと微笑ほほえみすら浮かべて告げた。

「だが──ゆめゆめ俺を疑うことを忘れるな、ダフェニ建長。俺の言うことよりも優れた意見を常に皆で出し合えるようになったとき、この身は目め出で度たくお役やく御ご免めんとなる。そして、その時が来ることを誰よりも心待ちにしているのは、他ならぬ俺自身なのだ」








緑の闇









　通路として使えるようになったナバザ峡きよう谷こくを抜けて峻しゆん嶮けんなマガタ山脈を越こえ、途と上じようでオルワナ王都イシュディロゥに寄よって女王キュリマイェに挨あい拶さつした後、さらに馬の脚あしで西進すること二週間と半ば。クルァシンたち一行の道程みちのりは、いよいよアヌビシアの国土に差し掛かかっていた。

「これは、何ともはや……想そう像ぞう以上に陰いん気きな場所だな」

　水包樹シヤンバラの枝えだ葉はが天てん井じように分ぶ厚あつい帳とばりをなす林道を歩きつつ、セレィは正直な感想を漏もらした。緑の香こうと湿しめり気けを帯びた空気は植物の呼こ気きをそのまま吸すい込こんでいるようで、ともすれば濃のう密みつな香りに酔よってしまいそうになる。足元に群ぐん生せいする植物には水気をたっぷりと含ふくんだ多た肉にく種しゆが多く、所々に生じた水みず溜たまりでは、小さな陸魚たちが這はうように泳いでいた。

「このような土地を居きよ住じゆうに好こう適てきとなるまで切り拓ひらくのは、さぞや骨が折れたことだろう」

　人の気け配はいに気付いて間かん髪ぱつ入れず散ってゆく陸魚たちを見送りながら、セレィは盲種メルキエーナの開かい拓たく精せい神しんに感かん服ぷくした。そうして異い国こくの風土を肌はだで感じていた女皇に、後方から恨うらみがましい声がかかる。

「セレィ……。そうやって地道に見けん聞ぶんを広げていくのはまことに結けつ構こうなことだ。が、少しばかり俺おれの話も聞いてくれるか」

「今さら他た人にん行ぎよう儀ぎな。何なりと聞くぞ、我わが友神」

　大地色の旅たび装しよう束ぞくを揺ゆらして歩きつつ、セレィは首だけで導神の方を振ふり向いた。そうして覗のぞいた彼女の横顔に、暗い中でも見み間ま違ちがいようのない嗜し虐ぎやく的てきな微び笑しようが浮かんでいるのを認めながら、クルァシンは問いを投げた。

「では──出発の時も訊きいたが、この人選はどういう意図だ？」

　そう問うた導神の両脇では、右みぎ腕うでには小ぶりな一角つのの愛らしい侍じ女じよメリェがすがりつき、左側には細く引き締しまった体から白い両りよう翼よくを生やした斥せつ候こうコリォが慎つつましく寄より添そっていた。両者とも動きやすい衣服に外がい套とうを纏まとった万全の旅装束で、すでに結構な長旅を経へているにも拘かかわらず、まだまだ余よ裕ゆうのある表ひよう情じようを見せている。

「何か問題があるのか？　有角種ユルフイネクと有翼種クロトアから一人ずつという条件は満たしているが」

　セレィは露ろ骨こつにとぼけて見せた。その態度に軽い頭ず痛つうを覚えながら、クルァシンの性格上どうしても、生き真ま面じ目めに論ろん旨しを説いてしまう。その反はん応のうをこそ相手に楽しまれているとも知らず。

「……百歩譲ゆずって、コリォは良しとしよう。彼女は正せい規きの斥せつ候こう兵へいであり、その機動力と弓の腕前には高い信しん頼らいが置ける。お前の身内ということで、背せ中なかを守らせたい心情も理解できる」

　一いち応おうの賞しよう賛さんを受けたコリォが、ぱっと顔を輝かがやかせた。

「こ──光栄であります、導神さま！　不ふ肖しようコリォ・サリマニュイ、一命を賭としてセレィ陛へい下かの玉体を御お守まもりする所しよ存ぞんであります！」

　潑はつ剌らつと気き炎えんをあげる彼女を複ふく雑ざつな視し線せんで流し見やると、ついで導神は露ろ骨こつに辟へき易えきした表情になり、己おのが右みぎ腕うでに嬉々としてすがりつく有角種ユルフイネクの少女を指差した。

「だが、こっちはどうだ！　お前を守るどころか、こいつ自身の安全すら覚おぼ束つかないだろう！否いな、そもそも長旅に耐たえるだけの体力があるのか!?」

「侮あなどるな。メリェの根気強さは宮中の誰もが認みとめるところだぞ。かつて私の外がい出しゆつ許きよ可かを求めるために、父上の部屋の前で三みつ日か三み晩ばんを休みなく立ち尽つくした前例がある。粘ねばり強さではロケィラの誰だれも叶かなわぬ」

「気力と体力は問題が別だ！」

「出発時の議ぎ論ろんを蒸むし返すな、導神どの。先日の会議で、そなたは我われ々われに向けて何と言った？『有角種ユルフイネクと有翼種クロトアから二人選べ。その人数までなら守りきれる』──確たしかにそう言ったはずであろう。加えて、人選は私に一いち任にんするともな」

　うぐ、と導神はセレィの言い分に喉のどを詰つまらせた。出発時も同じように揉もめたが、同様の理り屈くつで言い負かされたのだ。ただでさえ危き険けんが伴ともなう旅立ちの日に、朝から神と君主が言い争っていては臣下たちも動どう揺ようするだろうと判断し、クルァシンもその時は強く反論できなかった。

「……確かに、俺おれの眼めの届とどく距きよ離りにいる限かぎり、この人数ならば安全を保ほ障しようできるつもりではある。だが……印象という面で見た時、この人選はあまりに極きよく端たんだ。相手側に侮られる原因ともなりかねん」

「まずは侮られるのも良いだろう。特に今回に限っては、むくつけき武人たちを引き連れて威い圧あつ的てきに出るよりは遥はるかにましだ。そのくらいでなければ、こちらに敵意の無いことが盲種メルキエーナたちに伝わるまい」

　クルァシンは軽く驚おどろいて女じよ皇おうを見つめた。そこまで考こう慮りよしての人選だったのか──一いつ瞬しゆんだけ感心しかけたが、セレィの表情はどう見ても面白がっている時のそれなので、後付けの理屈である公算も大だった。導神は消しよう沈ちんして溜ため息をつき、そこにメリェが脳のう天てん気きな声を挟はさんだ。

「導神さま、メリェは元気いっぱいですから、いつでも御ご用ようを申しつけください。なんなりとご奉ほう仕しいたします」

「では、とりあえず俺の右腕から離はなれ……」

　言われかけたところで、メリェはそれを読んでいたとばかりにするりと動き、導神の腰こしに後ろから抱きついた。その有様に既き視し感かんを覚えたクルァシンは、これ以上の注意を重ねる無意味を悟さとって、諦あきらめを絵に描かいたような面おも持もちでとぼとぼと歩き始めた。

「こらこら、クルァシン、そう肩かたを落として歩いてくれるな。この面々の中で、男手はそなただけなのだぞ。それが頼たよりなげにしていては、先方に侮られてしまうではないか」

「その理屈で俺を責せめるのか!?　『まずは侮られるのも良し』とした舌の根も乾かわかぬうちに！」

　その悲鳴さえ、濃のう密みつな水包樹シヤンバラの枝葉が作り出す薄うす暗くら闇やみに空むなしく吸すい込こまれていく。……かくして、道中の無ぶ聊りようを慰なぐさめるためにうってつけの遊びを見つけ出したセレィは、ますます上じよう機き嫌げんになってクルァシンをからかうのだった。







　林道と呼よべるかどうかさえ微び妙みような道を半日の間、小休止を挟はさみながら歩き詰つめ、枝葉を透すかして地面を照らしていたわずかな陽光すら得られなくなった頃ころ合あいで、クルァシンたちはようやくその日の足を止めた。

「野や営えいの準じゆん備びであれば、私にお任まかせ下さい。すぐに寝ね床どこと火を用意いたします」

　コリォは自信をもってそう告げると、きびきびとした動作で背はい囊のうから布地を取り出し、数分と経たたないうちに立派な天てん幕まくを張はって見せた。さらには、極力光が漏もれぬように木々で囲まれた空間を選んで枯かれ木きを組み上げ、手持ちの火打石と油紙を使って小さな焚たき火を燃もやした。手伝いを申し出る暇ひまもない見事な手て並なみに、他の一同からは感かん嘆たんの息ばかりが零こぼれた。

「……参ったな。元々のセレィの意図はどうあれ、コリォ、お前を連れて来たのは正解だったようだ」

　あっという間に準備された野営地の完かん璧ぺきな様相を見つめて、クルァシンは半なかば呆ぼう然ぜんとしながらそう言った。尊そん敬けいする導神から、今度こそ惜おしみない賞しよう賛さんを受けたコリォは、焚き火に炙あぶられたように頰ほおを赤くして俯うつむいた。

「と、とんでもありません。いち斥せつ候こう兵へいとして、この程てい度どの野や営えい技ぎ術じゆつは身に付けているのが当然であります。貴とうとい身分の方々にお手を煩わずらわせてはならないと思い、差し出がましい真似まねをいたしましたが……」

　恐きよう縮しゆくのあまり、コリォの声が尻しりすぼみに小さくなっていく。そんな彼女の頭を、じれったく思ったセレィが有無を言わさず撫なでまわした。

「謙けん遜そんをするな、姉としても鼻が高い。……後で褒ほう美びを遣つかわす」

　コリォはますます赤面して姉陛へい下かの愛情表現を受けた。主しゆ従じゆうとしても姉妹としても良好な関係を築きずいているらしい二人の様子に、クルァシンは知らず口元を綻ほころばせたが、そこでふと、絶たえず右みぎ腕うでに付きまとっていた侍じ女じよの姿すがたが無いことに気が付く。

「導神さまー！　行きますから、お願いしますー」

　まったく唐とう突とつに真上から声が降ふって来た。仰ぎよう天てんして樹じゆ上じようを仰あおぎ見たクルァシンは、今まさに枝えだから飛び降りんとしている少女の姿を認め、反射的に両腕を伸のばして受け止める構かまえを取った。

「ぬぅあっ！」

　飛び降りるメリェの動きには少しの躊躇ためらいもなかった。壊こわれ物でも扱あつかうようにして小しよう軀くを受け止めたクルァシンは、突とつ然ぜんの出来事に激はげしく脈打つ心しん臓ぞうを抑おさえつつ、腕の中で吞のん気きに微笑ほほえむメリェを怒鳴りつけた。

「な、ななな、いったい何をやっている！　俺おれが受け止めなかったらどうするつもりで──むぐっ!?」

　怒ど濤とうの勢いきおいで説教が溢れだそうとした導神の口に、かぽりと、何か丸いものが押おし込こまれた。咄とつ嗟さに嚙かみしめてしまうと、たっぷりとした汁しる気けが口中に染しみ出してくる。喉のどに流れ込んでいく甘あま酸ずっぱい果か汁じゆうに噎むせかけて、彼はようやくそこで、メリェが腕うで一いつ杯ぱいに抱かかえている果くだ物ものに気が付いた。

「蛇じやの目め葡ぶ萄どうが熟うれていました。今が食べ頃ごろですよ」

　クルァシンも何か言おうとするのだが、口の中のものを飲み下すたびに次の果実が詰つめ込まれるので、もごもごと咀そ嚼しやくする以上のことが許ゆるされない。その有様を傍はたから見ていたセレィは、さすがに苦笑を堪こらえかねた。

「得意の木登りか……。幼おさない時じ分ぶんにはよく付き合わせたな。宮中の木を全て制せい覇はしたのは確たしか、私が十三歳、お前が十歳の頃だったか」

「懐なつかしいです。まだ皇子だったセレィ様に、あの頃はずいぶん虐いじめられましたね」

「兄上方が激はげしく睨にらみあっていた頃の話だ。今にして思えば、父上を除のぞいては、気を許せる相手はお前くらいだった。食べられる果物についても、庭木からもぎ取ったものの毒見を任まかせているうちに憶おぼえたのだったか」

「気持ち悪くなったり、眠ねむくなったり、お腹なかが痛いたくなったりしましたけど、代わりにおいしいものをたくさん頂いただけました。おかげさまで、今のメリェはすっかり頑がん丈じようです」

　二人はひどく懐かしげに視し線せんを交わして、禍か福ふく入り混まじる自分たちの過去を顧かえりみた。一方で、蛇目葡萄を一ひと房ふさまるごと食べさせられたクルァシンは、二人の親しげな雰ふん囲い気きと甘ったるい満まん腹ぷく感かんに誤ご魔ま化かされる形になって、メリェを叱しかりつける気力が萎なえてしまっていた。彼はごほんと咳せき払ばらいをし、一いち応おうの威い厳げんを取り繕つくろってから口を開いた。

「……木登りが得意なのは、分かった。だが、高いところに登るときは事前に声をかけろ。あまり無茶をすると、いつか必ずくだらん怪け我がをするぞ」

　まるで愛娘を窘たしなめるように言いながら、クルァシンは両手で少女の体を地面に降おろしてやった。ほどなく全員が焚たき火を囲んで座すわり込み、メリェの採とってきた果物と、直じか火びで炙あぶったパンに塩えん脂しを塗ぬったものという簡かん単たんな夕食を摂とり始めた。

「すっかり葡ぶ萄どうで腹が充みちてしまったな。ううむ……こうなると、煙草たばこが吸すいたくて堪たまらん」

「たばこ？　何だそれは。そなたが育った世界の食べ物か」

「東方には喫きつ煙えんの文化はなかったか？　そうだな、それは神々の嗜し好こう品ひんとでも表現すべきか……。その煙を吸い込むことによって、我われ々われは至し福ふくの一時を得ることが出来るのだ。日にち常じよう的てきに肺はい腑ふを痛めつけるという代だい償しようはあるが、個人的には、その負ふ債さいを補おぎなって余あまりある文化だと思っている」

「……痴薬ノロエドの一種か？　感心せんな。東方五国では商あきないが禁きんじられている物ぶつ資しだぞ」

　セレィは軽く責せめる目つきで導神を睨んだが、クルァシンは顔を背そむけてその視線を受け止めず、素面しらふで生きるのが辛つらい時もあるのだと、珍めずらしく愚ぐ痴ちっぽい言い訳わけを零こぼした。

「……セレィ。お前は酒を嗜たしなむか？」

「もちろんだ。女じよ皇おうとしての立場上、飲まずには済すませられぬ場もある」

「では、その酒は、善ぜん悪あくどちらに属ぞくするものだと思う」

「それは……量が過すぎれば、身体からだと心を蝕むしばむであろう。だが、どのような良薬にも同じことが言えるはずだ。薬に喩たとえるのならば、処しよ方ほうを間ま違ちがえぬことが何よりも肝かん要ようなのではないか」

「ああ、それが真理だろうな。……俺おれの育った界くにでは、過去に禁きん酒しゆ法ほうという有名な悪法が敷しかれたことがあった。酒による酩めい酊ていを社会悪とみなし、その製せい造ぞうと販はん売ばいを全面的に禁止したのだ。その結果として何が起こったか？　政せい府ふが酒の流通と管理を放りだし、無む法ほう者ものたちがその代わりを務つとめ始めた。いかに法で禁じられようとも、酒を求める人々の需じゆ要ようまで抑おさえつけることは出来ず、その矛む盾じゆんの内に生じた軋あつ轢れきは、抗こう争そうという形で多くの流血をも誘いざなった……」

　クルァシンは赤熱した炭を木の枝えだでかき混まぜ、終しまいに、その枝自体も焚たき火に放り込こんだ。

「この歴史から学べる教訓は多い。第一に、倫りん理り観かん念ねんとは絵に描かいた餅もちであってはならないということ。第二に、文化という総そう体たいを構こう成せいする諸しよ要よう素そは、善悪の二に元げん論ろんで分けられるほど単たん純じゆんではないということ。そして、第三に──民みん衆しゆうという弾性をもつ粘土を、力ずくで正しい形に捏こねあげようとしても、必ず相そう応おうの反動が起こってくるということだ」

　そこまで言ってしまってから、クルァシンはハッとしたように両目を見開いた。自分が今、民衆という対象をどのような比ひ喩ゆで表ひよう現げんしたか──それを思い出したばかりに、彼は背せ筋すじが凍こごえるような感覚に捉とらわれた。

「……違う。粘ねん土どというのは、あくまでも便べん宜ぎ的てきな比喩だ。決して特定個人による大衆の独どく裁さいを肯こう定ていしようとした訳わけでは……」

　ほとんど独ひとり言のように呟つぶやくクルァシンの態たい度どに、セレィはただならぬ緊きん迫ぱく感かんを覚えて腰こしを上げかけたが、それに先んじて、コリォの押おし殺した悲鳴が場の空気を攫さらった。

「ひゃあっ！　メ、メリェさん、どこを触さわっているのですか!?」

　見れば、いつの間にかメリェはコリォの背はい後ごに回り込み、その純じゆん白ぱくの翼つばさを楽しげに指で弄もてあそんでいた。そこは思いのほか敏びん感かんな部位なのか、細い指が翼を撫なでるたびにコリォの口から悲鳴とも嬌きよう声せいともつかない鳴き声が漏もれる。

「あぁ、やっぱりふかふかで気持ちいいです～。セレィ様はくすぐったがって触らせてくれませんから、一度思う存ぞん分ぶん、こうしてみたかったんですよー。ああ、ふかふか～」

　翼に頰ほおずりする少女のうっとりとした表情に、コリォも諦あきらめがついたのか、くすぐったさを我が慢まんして好きにさせることにしたようだった。その光景をぼんやりと流し見ながら、そういえばと導神は思い返す。──初めてコリォと出会った時、自分は投げ返した矢で彼女の両りよう翼よくを貫つらぬいたのだったが、その傷きずは問題なく癒いえたのだろうか？

「え……ど、導神さま？」

「少し診みるぞ。背せ中なかから力を抜ぬけ」

　特に深くは考えず、単たん純じゆんに彼女の体を思いやるつもりで、彼はメリェと同じようにコリォの背中へと手を伸のばした。その真白い両りよう翼よくに指先が触ふれた瞬しゆん間かん、有翼種クロトアの娘の身体からだがびくんと強こわ張ばる。クルァシンは傷きずに障さわらないよう繊せん細さいな手つきで、翼つばさの先せん端たんから付け根に至いたるまでを、丹たん念ねんに指でまさぐり始めた。

「ふむ……すでに古ふる傷きずになっているな。この分なら問題はなさそうだが……」

「……あ、あ、ああ、あ……」

　どこか陶とう然ぜんとした声がコリォの口から零こぼれた。導神の指が翼の付け根に近付くにつれて、その声は高まっていき、背せ筋すじの辺りにまで至ると、逆に息を詰つめたように黙だまり込こんだ。その反はん応のうがくすぐったさを我が慢まんしているだけにしては大おお袈げ裟さだとクルァシンが気付いた頃ころ、セレィが制せい止しの声を上げた。

「待て、導神どの。そろそろ手を放してやってくれ。……それ以上続けられては、我わが妹の貞てい操そうに関わる」

「貞操!?」
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　ただならぬ単語が耳を突ついたので、クルァシンは慌あわててコリォの背中から手を離した。してみると、彼女は両手できつく自分の肩かたを抱だいて全身を震ふるわせている。眦まなじりには涙なみださえ滲にじんでいて、それを見た導神はようやく、自分がとんでもないことをしていたのだと直感した。

「父上から又また聞ぎききにした話ゆえ、私にも実感は無いのだがな……有翼クロトアの娘にとって翼とは、異性に対しては特別な相手にしか決して触さわらせない、いかにも大切な部位であるらしい。さらに、その付け根となると、さらに話は深しん刻こくになり……」

　クルァシンの直感を裏うら付づけるようにして、セレィは珍めずらしく言い辛づらそうに続ける。

「……その部位は、男女の夜の営いとなみにおいて、もっぱら愛あい撫ぶの対象となる箇か所しよだそうだ」

　今度こそ愕然と両目を見開いて、導神は目の前で肩を震わせる娘をじっと見やった。コリォは涙に濡ぬれた目でそっと後ろを見やり、唇くちびるからは掠かすれた吐と息いきばかりが零こぼれていた。それを見た途と端たん、強きよう烈れつな罪ざい悪あく感かんがクルァシンの頭を殴なぐりつけた。

「す、済すまん……！　深く考えずに触った俺おれが全面的に悪い！　だ──だが、なぜ拒こばまなかった!?　一言言えば、すぐにでも手を離したものを！」

　半なかば錯さく乱らんしながら問うてくるクルァシンに、コリォは震える声で応おうじる。

「……導神さまは、過か去こに一度、自害に及およぼうとした私の命を救ってくださいました。なればこそ、この身は導神さまの所有も同然。どのように扱あつかわれようと、私にそれを拒む意志はありません……」

　健けな気げな娘の言葉に、クルァシンは眩暈めまいすら覚えて自らの失しつ態たいを恥はじた。──文化の違ちがいというだけの問題ではない。自分でも意い識しきしない内に、神という地位を一種の強権として利用していた。そう考えるなら、「なぜ拒まなかった」などという問いすら、立場の暴ぼう力りよく性せいについて自覚の無かった己おのれの愚おろかさの発はつ露ろでしかない。

「……むー……」

　一方で、コリォの言葉を聴きいたメリェは、その内容に何らかの危き機き感かんを覚えたようで、クルァシンの背せ中なかにぴったりとくっつき、その陰かげからコリォの様子を窺うかがっている。幼おさない独どく占せん欲よくの表れか、頰ほおが小さく膨ふくらんでいた。

「なるほど……それが異い文ぶん化かとの交流に当たって起こってくるという、不ふ可か避ひの軋あつ轢れきの一例か。いささか過か剰じようなほど参考になった。そなたでもそのような失敗をするというのが、私には何よりも新しん鮮せんな事実であったが」

　セレィはいっそ感心した風に導神と妹を見比べた。的てき確かくな視し点てんから物事を学んでいくセレィの姿し勢せいにも、今ばかりは純じゆん粋すいな喜びを覚えられずに、導神はコリォに詫わびる言葉ばかりを探して思し索さくの海を彷徨さまよい続けるのだった。







　食事を終えると、薄うす布ぬの一枚を寝しん具ぐ代わりに用いて、三人の娘たちは仲なか睦むつまじく身を寄よせ合って川の字で床とこについた。独ひとり寝ねずの番をしながら目覚めていたクルァシンは、ふと、二つの規き則そく正しい寝息に混じって聞こえてくる、ほんの小さな呻うめき声を、耳ざとく聞き咎とがめた。

「セレィ、眠ねむれないのか」

　そう声をかけられると、女じよ皇おうはメリェとコリォの間から寝苦しそうに上体を起こした。よく眠っている他の二人とは違ちがい、横になってからずっと、浅い眠りにもつけずにいたらしい。彼女は寝入っている娘たちを起こさないようにそっと立ち上がると、そのまま焚たき火のもとまで歩いていき、導神の向かいで静かに腰こしを下ろした。

「……こやつらが妬ねたましい。このような寝床で、よくも熟じゆく睡すいできるものだ」

「外で寝ることに慣なれていないのか？　先の戦でも野や営えいはあっただろう」

「野営と言っても、あの時は私専せん用ようの大だい天てん幕まくが張ってあった上に、きちんと寝具まで用意されていたではないか。このように薄い敷しき物もの一枚だけで地面に寝そべるのは初めてのことだ」

　昏こん々こんと眠りこけるメリェの寝顔を、セレィは憎にくらしげにちらりと見やった。せめて手て持もち無ぶ沙さ汰たの慰なぐさめを星々に求めようとでも思ったのか、首を上に向けるが、その夜空もここでは、鬱うつ蒼そうとした枝えだ葉はに遮さえぎられてしまっている。女皇の口から小さな溜ため息が零こぼれ、しばらく重い沈ちん黙もくが流れた。

　気鬱な様子の彼女をじっと見ていたクルァシンが、妙みようなことを言い出して立ち上がった。

「──現在地の確認をしていなかった。セレィ、お前も付き合え」

「……？　それはどういう──わぁっ!?」

　女皇の返事を待たずして、力強い両腕によってその身体が一息に抱だき上げられ、紅べにと翠みどりの色しき彩さいが夜よ闇やみに躍おどっていた。彼女の体を抱きかかえたまま、木々の合間を蹴けり登っていったクルァシンは、やがて密みつ生せいした水包樹シヤンバラの天てん井じようを突つき抜ぬけて、何ら遮さえぎるもののない空中に躍り出た。

　導神の腕うでに抱だかれながら、セレィは驚おどろきと感動の両方に目を見開いた。森の中ではついぞ感じることの出来なかった夜風が頰ほおをなぶっていく心地よさにも心が洗あらわれる思いであったが、それにも増まして彼女を喜ばせたのは、雲一つない夜空の全天に散りばめられた那な由ゆ多たの星々と、その最さ中なかに王者のごとき貫かん禄ろくで君くん臨りんする、七つの月の玲れい瓏ろうな輝かがやきであった。

「天てん恵けいだな。曇くもっていれば無む駄だ足あしだった」

　幹みきの頂いただきから伸のびた枝えだに片足で立った状じよう態たいのまま、ほっとしたように呟つぶやくと、クルァシンは右手の人差し指と親指を立てて眼がん前ぜんにかざした。その腕の中でセレィは、目も眩くらむような高所にありながら少しの恐きよう怖ふも覚えず、ただ己おのれを抱きかかえる存そん在ざいに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを預あずけ、委細を忘わすれて久ひさ方かたぶりの夜空に見み入いった。

「たった一日、切り離はなされていただけで……夜空とは、星々とは、こんなにも美しく見えるものなのか」

「遠いものは美しく見える。その輝きに駆かり立てられた連中は、いつも残ざん酷こくな末路を辿たどるが」

　観かん測そくされた天体の位置から現在地の推すい測そくを終えると、クルァシンもわずかに目を細めて星々を見渡した。彼の言葉には少なからず含むところがありそうだったが、セレィは今少し風ふ情ぜいのある話題を求めて、自らの記き憶おくを探さぐり始めた。

「……夜空に浮うかぶ七つの月は、神代の昔、母神メリェノスと父神ネルマファが、八子神を産うむたびに新しく造つくり出しては、ひとつずつ空に置いていったものだとされている。ゆえに、エナ・ガゼに住まう人間にとっては皆みな等しく、あれらは両親の愛の象しよう徴ちようだ」

「八柱の子神に対して、七つの月が……？　嫌いやな感じのする非ひ対たい称しようだな。その論ろん法ぽうでは、生まれながらにして母に愛されなかった子神がいることになる」

「そうではない。なぜならば、かつて月は八つあったのだから」

　悲しげな瞳ひとみを夜空に向けたまま、セレィは訥とつ々とつと語り始めた。

「その昔、気の荒あらい兄神たちの喧けん嘩かに巻まき込こまれたばかりに、両の眼めを潰つぶされてしまった哀あわれな子神がいた。それが『盲もう目もくのメルキェーナ』──現在の盲民族メルキエーナの祖そとなる子神だ。光を失った我わが子を哀れんだ父母神は相談の末、もはや永えい遠えんに見ることが叶かなわないのならばと、月のひとつを空から取り払ってしまった。だから──七つしかない月は、その欠落も含ふくめて、やはり父母の愛の証あかしなのだ」

「しかし、やはり当のメルキェーナだけが、目に見える形で両親の愛を確かく認にんできなくなったのだろう。その悲劇に関しては、父母神は何か他のもので補おぎなおうとはしなかったのか」

「したとも。目の見えない我が子のために、地上の鳥たちに歌を与あたえた」

　そう言って、セレィは星々の瞬またたく視し界かいを瞼まぶたで閉ざし、息いき遣づかいさえ邪じや魔まになるというように呼こ吸きゆうを潜ひそませて、じっと周囲の物音に耳を澄すませた。まるで、夜中でもそうすれば、鳥たちの歌声が聞こえるとでも言うかのように。

「……たかが神話と、そなたはそう思うかもしれん。だが、数多あるネルマフカ神話の挿そう話わの中でも、私は特にこのくだりが好きだ。一いつ国こく一いち城じようを統すべる身となってからは尚なお更さら、感じ入るところが多くなったように思う。というのも──」

　たどたどしくも真しん摯しに、セレィは言葉を継つぐ。

「──アヌビシアの民は光を知らぬ。目を焼くような夕焼けの地平も、どこまでも青く染そまった広大無辺の大海も、数えきれぬ星々が瞬またたくこのような夜空も、ついには知ることが叶かなわない。だが、彼らは少なくとも一つだけ、我われ々われと同じものを知っている」

　紅こう潮ちようした頰ほおを隠かくすように導神から顔を背そむけて、それでもはっきりと、セレィは告げた。

「──愛を、知っているのだ。だから必ず、分かり合える」

　言ってしまってから、遥はるか高所にあることも忘れて、セレィは一いち目もく散さんに走って逃げ出したい思いに駆かられた。今になって振ふり返ると、ほとんど子供の寝ね言ごとに等しいことを、長々と口走ったのではなかったか──そんな不安を抱いだきながら、そっとクルァシンの横顔を盗ぬすみ見ると、

「…………セレィ。しっかりと、肩かたに摑つかまれ」

　そこには呆あきれでも嘲ちよう笑しようでもなく、ただ強い緊きん張ちようばかりが漂ただよう導神の表情があった。

　セレィの視界から夜空が消失し、たちまち濃のう密みつな緑の闇やみの世界が戻もどってくる。巨木の幹みきを地上に向かって駆けながら、クルァシンは既すでに、女じよ皇おうには見えない何者かの気け配はいを感じ取っていた。

「メリェ、コリォ、起きろ！　セレィを囲み、その場から動くな！」

　一いつ喝かつが飛び、彼らが着地すると同時に寝入っていた二人も覚かく醒せいする。彼女らは存ぞん外がいに素す早ばやい挙きよ動どうで各々の行動に移っていった。足あし手で纏まといであることを先せん刻こく承しよう知ちのメリェはすぐさま導神の指示する安あん全ぜん圏けんに退たい避ひし、コリォは足場の邪魔になりそうな荷物を片っ端ぱしからどけてしまうと、咄とつ嗟さに焚たき火を踏ふみ消そうと足を動かした。が、それは寸すん前ぜんで導神に留とどめられた。

「焚き火は消すな。この場合、目開きおまえたちの自由を奪うばうだけだ」

　コリォはハッとした表情で頷うなずいた。そうして今度は、就しゆう寝しん中ちゆうも肌はだ身み離はなさず抱かかえていた包みから愛用の弓を取り出し、その弦つるに三本の矢を纏まとめて番つがえる。

「良い動きだ。が、そう簡かん単たんに射いてはくれるなよ。お前たちの神を信しん頼らいするのなら」

　微び笑しようを浮かべて呟つぶやくと同時に、クルァシンの身体からだは残ざん像ぞうを残してコリォの眼前から消えていた。次の瞬間、草木の合間を縫ぬうようにして紅べにと翠みどりの人ひと魂だまが躍おどり、残像を生じさせるほどの速度で敵てきの包ほう囲い網もうへと迫せまっていく。この闇やみの中にあって彼は既に、四方八方から迫せまり来る複ふく数すうの存そん在ざいを捉とらえているのだ。

「潑ハッ！」

　強きよう襲しゆうを目もく論ろんだ相手方の意図に反して、先制はクルァシンが奪だつ取しゆした。暗い色いろ柄がらの装しよう束ぞくに身を包み、瞼まぶたは固く閉とざされたまま、両手で長なが槍やりを構かまえてにじり寄ってくる盲民族メルキエーナの兵士。彼らの姿を眼で捉えるなり、その頸けい部ぶを導神の拳けん足そくが掠かすめるように打撃していく。洗礼を受けた数人が纏まとめて地に倒れ伏ふした。

「──ッ!?」

　闇やみの中で息を吞のむ音が重なる。たった一度の交戦で包ほう囲い網もうの一角を崩くずされた敵側は、焦あせりを見せて導神に襲おそいかかってきた。四面から一いつ斉せいに突つき出される長なが槍やりを、クルァシンは身の捻ひねりで躱かわしつつ、さらには手近な一本に右の下さげ髪がみを絡からませて使い手から奪うばい去り、その切っ先にそっと指を這はわせた。

「やはり、丸めてあるか……。こちらの身の上には予想が付いているだろうに、死なない程てい度どに制せい圧あつしてからがアヌビシア流の外交というわけか？　交こう渉しように先立って心理的優位を奪うばおうとする姿し勢せいについては評ひよう価かできなくもないが……。お前たちを怯おびえさせたくない一心で、最小限の親しん衛えい隊たいすら連れて来なかったセレィの慮おもんばかりに比してみれば、この歓かん迎げいを命じた者の君主としての器は、並ならべるのも憚はばかられるほどに狭きよう量りようだな！」

　憤いきどおりを込めてそう叫さけぶと、クルァシンは丸めてある切っ先を幸いとばかりに、奪い取った槍を自らの得物として両手に構かまえた。無手でも充じゆう分ぶんな脅きよう威いであった相手が武器を握にぎったことで、アヌビシアの兵たちも輪をかけた慎しん重ちようさで間合いを離す。樹じゆ木もくを盾たてとして利用しつつ、導神の隙すきを見て刺し突とつを繰くり出そうというのが、彼らの算段であろう。

「それで防げるつもりなのか！　──剋カァッ！」

　湿しめった大地を強きよう烈れつな震しん脚きやくが揺ゆすぶった。発はつ勁けいを経へて繰り出された導神の一ひと突つきは、切っ先の尖とがらぬ槍をして大木の幹みきを一息に貫かん通つうし、その木こ陰かげに潜ひそんでいた兵士の胸むな板いたを、玄げん妙みように制せい御ぎよした余よ力りよくでしたたか突いてのけた。同どう胞ほうが吐と瀉しや物ぶつを撒まき散らして倒たおれ伏ふす様を、持ち前の鋭えい敏びんな聴ちよう覚かくで聞き届けたアヌビシアの兵たちは、揃そろって顔色を蒼あおざめさせた。

「指し揮き官かんよ！　聴きこえているのなら兵の引き際を考えろ！　このような争いは双方に益がない！　それ以前に、我われ々われは対等の立場で話し合いに来たのだぞ！」

　突き刺さったままの槍は捨て置き、後方にひとっ跳とびしてセレィらの傍そばへと立ち戻もどると、クルァシンは強い口調でそう叫んだ。木こ立だちの闇の奥深くまで、その声が尾おを引いて反はん響きようしていく。

　長い沈ちん黙もくを隔へだてて、金属を叩たたく澄すんだ音が数回、カァン、カァンと打ち鳴らされた。そうすると、導神たちを包囲する兵からは見る間に戦意が薄うすれてゆき、その背後の暗闇から、猜さい疑ぎ心しんを含んだ低い声が発せられた。

「……解げせぬ。有角ユルフイネクの女じよ皇おうを呼びつけにする其その方は、いったい何者だというのだ」

　応おうじようと口を開きかけたクルァシンを片手で制して、セレィが一歩前に進み出た。

「私が代わって答えよう。この者の名はクルァシン。我が唯一無二の友神にして、このエナ・ガゼに住まう全ての民族、全ての人間にとっての導きの神だ」

　凜りんと大気を揺ゆらした女じよ皇おうの言葉を耳にして、見えざる声の主は、いくぶん語調を改めた。

「……貴き公こうがセレィ・メル・ロケィラか。オルワナとの戦に勝利し、かの国をロケィラの属ぞつ国こくに降くだせしめた武ぶ勇ゆうは聞き及およんでいる。東方より吹ふきつける凶きよう風ふう、大陸に乱世を運ぶ蛮ばん勇ゆうの旋か風ぜだ。……そして、その蛮行を貴き殿でんに唆そそのかした、神を名乗る詐さ欺ぎ師しの噂うわさについても」

「オルワナはロケィラの属国となったわけではない。両国は対等の立場で同どう盟めいしたのだ。それを証しよう明めいするものとして、ここに伴ともなってきた二人の連れを挙げても良いし──何より、私の身の上については、そちらも既すでに聞き及およんでいるはずであろう」

「対等の立場、それに同どう盟めいなどという戯ざれ言ごとが、盲民族メルキエーナに好ましい現実をもたらした試しはない。ゆえに、我われ々われは他民族よそものの口にする言葉を信じない。その言葉さえ使者に預あずけて平然としているような者は、なおさら信じられない」

「それが過あやまちであったと気付いたからこそ、私自身がここに赴おもむいたのだ。出で無ぶ精しようの非礼は幾いく度どでも詫わびよう。内実のない言葉ではなく、ここに存そん在ざいしている私の行いそのものを、そなたらに知ってもらいたい。信しん頼らいに値するかどうかの判断は、それからでも遅おそくないはずだ」

　再び沈ちん黙もくが降おりた。それを思案のための間と汲くみ取って、セレィはじっと返答を待つ。

「……ならば、ここで貴公の心を試させていただこう」

　闇やみが提てい案あんした。持ち前のよく通る声で、セレィも迷まよいなく応おうじた。

「受けよう。どのような試練であれ、それが正しく心を測はかるものであるならば、何を恐おそれる必要があろうか。──して、どのように試してくれる」

「まず、両りよう眼めを瞑つぶっていただこう。そうしたら、私の声の方角に向けて、一人でゆっくりと歩いて来てもらいたい。私のもとまで無事辿たどりつけば、それが即すなわち終しゆう着ちやくだ。途と中ちゆうの進路については私が声で指示をする。貴公はそれに従えば良いのだから、何ら難むずかしい話ではない。ただし──」

　疑ぎ念ねんの火に油をそそぐ表現で、闇は言葉を継ついだ。

「──私の指示に従したがわなかった場合、身の安全は保ほ証しようしかねるがな」

　クルァシンとコリォの顔に緊きん張ちようが走った。この状じよう況きようで罠わながない方が不自然である。もっと穏おん便びんなやり方はないものかと、導神が文もん句くを口にしかけたが、その隣となりでは両眼を瞑ったセレィがすでに歩き始めている。クルァシンは慌あわてて彼女の肩かたを摑つかんだ。

「早まるな、セレィ！　これは余あまりに不ふ審しんだし、そこまで相手の意に沿そってやる必要はない」

「行かせてくれ、クルァシン。信頼を得るということは、相手に身を委ゆだねるということだろう」

「その覚悟は立派だが、危険性を測はかり間ま違ちがえている。俺おれたちは未いまだに相手の顔さえ見ていない。お前が危き険けんを冒おかすに値あたいする局面はもっと先、少なくともアヌビシア王への面通りが叶かなった後にあるはずだ」

　クルァシンはつとめて冷静に説いた。光無き森の中は盲民族メルキエーナたちの庭であり、周辺一帯を彼らに包囲されている今、その只ただ中なかをセレィ一人で歩かせる行こう為いが、どれほどの危険を伴ともなうかは語るまでもない。

「彼らに身を委ゆだねると同時に、私はそなたにも命を委ねよう。ならば危険など少しも無いはずだ。──何があろうとも守り切ってくれると、そなたは私に約束したであろう？　我が友神ともよ」

　セレィの言葉には導神への全ぜん幅ぷくの信しん頼らいが籠こもっていた。それを聞いたクルァシンは、頭の中で巡めぐらせていたアヌビシア攻こう略りやくのための緻ち密みつな権けん謀ぼう術じゆつ数すうを、いっとき綺き麗れいに忘わすれ去った。そんなものは、今のセレィの行動と比べれば、迂う遠えんに過すぎる回り道だとさえ思われた。

「……分かった。どのような罠わながあっても守り切ろう。行って来い、我われらが女じよ皇おう」

　肩かたを摑つかんだ手を引っ込めると、クルァシンは激げき励れいで彼女の背せ中なかを押おした。セレィは微笑ほほえみを湛たたえたまま、淀よどみない足取りで闇やみの中に歩を進めていった。

「止まれ。──そこで右を向き、二十歩ほど進まれよ。決して眼めは開かれるな」

　すぐに前方から指し示じが飛んできた。セレィは頷うなずいて体の向きを変え、つとめて一定の歩ほ幅はばで再ふたたび歩き始めた。……それも十歩を越こえた辺りから、周囲の闇が不気味な圧あつ迫ぱく感かんを放ち始めるのを、彼女は少しずつ感じ始めた。

「左を向き、小こ幅はばで三歩進まれよ。次に、右を向いて五歩、左を向いて二歩、さらに左を向いて七歩進まれよ」

　とうに始めの余よ裕ゆうは消し飛んでいた。視界の利きかない状じよう況きよう下かで、顔も知らない他人の指示に従したがって動くことがどれだけ恐おそろしいか、セレィは身を以もつて思い知ることになった。地面を這はいまわる小虫や小動物の足音、陸魚のギロギロという鳴き声、多た肉にく植しよく物ぶつの枝えだ葉はから滴したたる夜よ露つゆの音──それら森林の発する多種多様のざわめきが、彼女の神しん経けいをがりがりと鑢やすりがけしていく。

「────ッ、──ッ」

　一歩足を進めるたび、進路上に壁かべが聳そびえているのではないかという不安に襲おそわれる。わずかでも過あやまてば底なしの穴あなに落ち込こんでいくのではないかと、半なかば本気で危き惧ぐし始める。闇が孤こ独どくと組み合わさった時、その猛もう威いに対して、人の心は余あまりに脆もろいのだ。

「では──左を向き、私が良いと言うまで、全力で走られよ」

「…………ッ!?」

　セレィの息が止まる。ここに来て走れという指示は、溜たまりに溜まった恐きよう怖ふの堰せきを決けつ壊かいさせるとどめの一撃に他ならなかった。実行に移うつる前から、女皇の膝ひざがカタカタと笑った。戦場では最前線で兵たちを鼓こ舞ぶする勇ゆう敢かんさを見せたセレィ・メル・ロケィラが、闇が孕はらむ原初の恐怖と対たい峙じして、隠かくしようなく怯えていた。

「聞こえなかったか。全力で走れと、そう言ったのだが」

　もはや発せられている方角さえ不ふ明めい瞭りような声が、彼女に容よう赦しやなく次の動きを急せかす。セレィは頰ほおの肉を血が出るまで嚙かみしめ、それでどうにか勇気を復ふつ活かつさせた。湿しめった大地を蹴けりつける音が暗くら闇やみに響ひびく。駆かける体に少しずつ速度が乗ってゆき、確たしかに全ぜん力りよく疾しつ走そうと言える領りよう域いきまで加速したと、彼女がそう思った瞬しゆん間かん──右みぎ肩かたから腰こしにかけて、強きよう烈れつな衝撃に見み舞まわれた。

「かっ………ッ!?」

　全力疾走の反動を余さず受け止めた形で、セレィの身体からだは真後ろに弾はじき飛ばされていた。湿しめった地面に背せ中なかから倒たおれ込こみ、眼めから鼻にツンとした感覚が抜ぬける。いったい何が起こったのか、セレィにはしばらく理解できなかった。樹じゆ木もくの幹みきか何かにぶつかったのだと、そういった端たん的てきな推すい測そくは出来ても、それより先に思考を及およばせられない。……そんな彼女の困こん惑わくさえ肴さかなにする嘲ちよう笑しようが、闇の中から高らかに響ひびき渡わたった。

「おや、失念していたな。そういえば、そちらには立木があったのだったか」

　それでようやく、セレィは現げん状じようを的てき確かくに理解できた。──信しん頼らいをひとつ、裏うら切ぎられたのだと。

「……う、く……あっ」

　自然と、セレィの眦まなじりからは涙なみだが零こぼれていた。闇に潜ひそむアヌビシア兵たちが笑って罵ののしる。──いやしくも一国の君たる者が痛いたみに泣くとは、なんとも無ぶ様ざま極まりないと。

　セレィもまた、自身の反はん応のうに驚おどろいていた。……彼女が涙を流すのは、肋あばらの奥の臓腑はらわたまで今なお鈍にぶく残る、激げき突とつの痛みが理由ではない。彼女が堪こらえ切れなかったのは、裏切りの痛みだった。たった一度、信頼を反ほ故ごにされることで、たった今感じているほどの痛みが心に生まれようとは、彼女は予想だにしなかったのだ。皇おう族ぞくとして生まれ育ち、多くの臣下たちと忠ちゆう義ぎで結ばれておきながら、裏切りという罪つみの大きさを、彼女はこれまで実感として知らずにいた──。

「き、貴き様さまらっ……、姉上を侮ぶ辱じよくしたな……！」

　遠とお巻まきにセレィを見守っていたコリォは、この事じ態たいを見て一いつ瞬しゆんで頭に血を上らせた。弦つるに纏まとめて番つがえた三本の矢を怒いかりに任まかせて闇の中の盲種メルキエーナどもに放った瞬間、横合いから手を伸のばした導神が、それら全てを指の間に挟はさみ止めていた。

「ど、どうか止めないでください、導神様！　セレィ陛へい下かに対するあのような侮辱、いやしくも妹として黙だまって見み過すごすわけには行きませぬ……！」

「落ち着け、コリォ。……セレィの心は、まだ折れていない」

　敬けい愛あいする姉を侮辱されて怒り狂くるうコリォをどうにか宥なだめながら、クルァシンもまた、血が滲にじむほどに拳こぶしを握にぎり締しめていた。……ここで割わって入っては、全てが無む駄だになる。それを知るが故ゆえに、導神はいま少し、友が嘲あざ笑わらわれる光景に耐え忍んでいるのだった。そして、そんな二人のやり取りは、暗闇と嘲笑の只ただ中なかに独ひとり尻しり餅もちをつくセレィの耳にも、かろうじて届とどいていた。

「……私の心は、まだ折れていない、か。……クルァシン、そなたも私を信頼してくれるのだな」

　絶ぜつ望ぼうの淵ふちに横たわっていたセレィの心中に、ふと温かな感かん情じようが芽め吹ぶき、それは見る間に強い責せき任にん感かんへと成長していった。

「ならば裏切るまい。──そなたを悲しませては、アリィシア殿どのに会わす顔がない」

　拳こぶしで膝ひざをがつんと叩たたくと、セレィは再び両足でアヌビシアの大地に立ち上がった。背中の両りよう翼よくが力強くはためき、額ひたいの一角つのは闇やみを切り裂さくように真白く輝かがやいた。そして何より──この試練の不敗を示しめすように、ここに来てなおも、彼女の両りよう眼めは頑かたくなに閉とざされたままであった。

「──顔も知らぬ盲めしいの民よ。まだ私にその資格があるのなら、次の指し示じを頼たのもう」

　威い厳げんを取り戻した女じよ皇おうの声を聴きいてか、盲種メルキエーナたちの空気が嘲あざけりから動どう揺ようのそれに変わる。彼女に指示を出す例の声にも、わずかに気け圧おされたような雰ふん囲い気きがあった。

「……右だ。五十歩ほど進まれよ」

「承しよう知ちした」

　指示通りに右を向くと、セレィは泰たい然ぜん自じ若じやくを絵に描かいたような仕草で悠ゆう々ゆうと歩き始めた。闇への恐きよう怖ふが消えた訳でも、裏うら切ぎられる痛いたみを忘わすれたわけでもない。だが、それらを相殺して余あまりある責せき任にん感かんが、彼女に王者の風ふう格かくを与あたえているだけの話だ。

　二十歩ほど進んだところで、セレィは足の裏うらに違い和わ感かんを覚え始めた。もともと全ぜん域いきが湿しめり気けを帯びたアヌビシアの大地だが、今はさらに軟やわらかさを増まして、両足がくるぶしの辺りまで埋うまっていた。セレィが苦労して進むごとに、次の一歩では、ますます深みまで足が沈しずんでしまう。

「歩くには難なん儀ぎな沼ぬま地ちであろうが、べつだん底なしという訳わけではない。もっとも、貴き公こうの背せ丈たけだと、だいぶ長い時間、頭まで潜もぐって歩くことになりそうだがな」

　闇の中に盲種メルキエーナたちの乾かわいた笑い声が弾はじけた。だが、セレィは気にも留とめない。服の中にじわじわと染しみてくる泥どろの感かん触しよくも意に介かいさず、彼女は愚ぐ直ちよくなまでの誠せい実じつさで沼地の中を進んでいく。歩数が四十を数える頃には、腰こしの上まで泥どろに浸かって、女じよ皇おうはほとんど身動きが取れなくなっていた。

「どうした、早く進まれるがよい。残りはたったの十歩ばかりではないか」

　すでに悪意を隠かくそうともしない指示の声は、今やセレィの正面の近い位置から聴こえていた。間近に相手がいることが分かっても、重い泥に吞のまれたセレィには、もはや足を動かすことができない。沼地の只ただ中なかで、女皇は否いや応おうなく棒ぼう立だちする羽は目めになった。

「私が沼の底に沈んでいくのが、そんなに楽しいか、顔も知らぬ盲めしいの民よ」

　セレィは淡たん々たんと言った。内容とは裏うら腹はらに、その口調に相手を責めている気け配はいはなかった。

「私が逆の立場だったなら、そんな光景は楽しめそうにない。復ふく讐しゆうが甘かん美びなのは、それを果たし終える直前までだ。全てが終わった後には、いつも苦々しい虚きよ無むだけが残る」

　泥の中に身を埋うめながら、セレィはひどく悲しげに呟つぶやいた。その中に含ふくまれていた単語に、声の主が反はん応のうする。

「……復讐、だと？」

「そうだ。そなたが私をこんな目に合わせるのは、盲の民そなたらもまた、他の民族から同じような裏切りを受け続けてきたからであろう」

　セレィは平静なまま続けた。その身体からだも、すでに胸むねの下まで泥どろに埋うまっている。

「裏うら切ぎられるのは悲しいことだ。いま私が身をもって知っているように。……だからと言って、これまでの歴史に見合うまで、新たに向けられた信しん頼らいの全てを裏切り続けるつもりか」

　声の主はついに押おし黙だまった。もはや一分と経たたず泥でい中ちゆうに沈み切る運命にありながら、セレィは言葉を急ぐでもなく、聞き分けのない子を諭さとすような穏おだやかさで話し続けていた。……そこで初めて、セレィは視線を感じた。眼めが用をなさずとも、彼女という人間の在あり方を真しん摯しに視通そうとする相手の心しん境きようの変化を、この土ど壇たん場ばでセレィはようやく感じ取ることが出来たのだ。

「……そうだ、私という人間をよく測はかれ。余所よそ者ものの全てをはね退のけるのではなく、信頼に値あたいする相手を見定めることを思い出せ。……信頼とは、良いものだぞ。預あずけた信頼を守られた時はもちろん、預けられた信頼を守り切った時もな。復讐の味などとは、比くらべるべくもない……」

　ついに顎あごの先まで泥どろに浸ひたって、セレィは言うべきことは言ったという表情で口を閉とざした。同時に、潮しお時どきを見定めたクルァシンが地を蹴ける音が遠くに聞こえた。それで、ついに盲種メルキエーナたちに自分の誠せい意いは伝わらなかったのかと──脱だつ力りよくと共に、女じよ皇おうが嘆なげきの嘆たん息そくを零こぼした時、

「──摑つかまられよ」

　ぱさりと、すぐ目の前に何かが落とされた音がした。それで最後の力を振ふり絞しぼって、セレィは泥の中から上げた両りよう腕うでで、その命いのち綱づなを摑んだ。

　大の男で数人分はあろう力強さで綱が引かれていき、ともなってセレィの身体からだも久しぶりに泥の中から脱出した。皮ひ膚ふが外気に触ふれた途と端たん、濡ぬれた全身が軽い寒気に襲おそわれたが、それを補おぎなって余あまりある歓かん喜きが、女皇の身の内を温かく満たしていた。

「私がこれまで貴き公こうに向けて寄よ越こした、全ての非ひ礼れい極まりない言動について、心から詫わびよう。そして不ふ謹きん慎しんかもしれないが、今この身を満たす、望外の喜びについても知っていただきたい」

　確しかと大地を踏ふみしめて立ったセレィを出で迎むかえたのは、驚おどろくべきことに灯りであった。黄緑色の四角い紙かみ容よう器きの中に樹じゆ脂しを燃もしていると見えて、光こう源げんは今ひとつ頼たよりなく不安定であったが──盲民族メルキエーナにとっては無用の長ちよう物ぶつでしかないそれを、彼ら自身が持っていること自体が、熱ねつ烈れつな歓かん迎げいの意志を表していると言っても良かった。

「このアヌビシアが、真の意味で賓ひん客きやくと呼ぶに値する相手を迎むかえるのが何百年ぶりのことなのか、──もはや誰だれにも、正確に数えることはできないが」

　黄緑の光の中に浮かび上がったのは、両脇に屈くつ強きような兵士を侍はべらせた壮そう年ねんの男性だった。青白い肌はだに、色素の薄うすい長ちよう髪はつ。盲民族メルキエーナの常として永遠に閉ざされた両の眼めは、その男性に限って言えば、底知れない淵ふちを湛たたえた理知的な容よう貌ぼうを作る大きな要因となっていた。左の耳に付いた鋲身鈴ピアスがりりんと鳴り、それに追つい従じゆうするように、ゆったりとした衣服の至いたる所に付けられた金属製の装そう身しん具ぐが、玄げん妙みような和音を奏かなでた。

「名乗りが遅おくれた。私がアヌビシア国王、ネレィク・シフォンロット・シャリオンだ。よく来て下さった、セレィ女じよ皇おう。貴き公こうとその一行を、我々は全ぜん霊れいで歓かん待たい申し上げよう」

　盲種メルキエーナの国王は、そう言って恭しく有角ユルフイネクの女皇の手を取った。メリェとコリォの二人を抱えて沼ぬま地ちを渡わたって来たクルァシンは、その様子を見てほっと安あん堵どの息をつき──泥どろ風ぶ呂ろに浸つかった甲か斐いはあったようだなと、緊きん張ちようの反動から出た軽口で、女皇を祝福したのだった。
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　セレィたちがネレィクと出会った場所から、彼らはまず、歩いて三時間ほどの位置にあった集落に寄よって物ぶつ資しの補ほ給きゆうを済すませることになった。女皇らにとっては盲民族メルキエーナの暮くらしぶりを眼めにする最初の機会とも予想されたが──どういった理由があってか、村民たちから荷を受け取っている間、ネレィクは彼女らに集落の外れで待機するよう言い渡わたした。

「いささか残念ではあるな。異い国こくの民の生活を、この眼で見られないのは」

　泥どろにまみれた服をアヌビシアの衣い装しように着き替がえたセレィは、いくぶん手持ち無ぶ沙さ汰たな様子で、服に付けられた金きん属ぞく装そう飾しよくを指で弄もてあそんでいる。導神はその横で大木に背せ中なかを預あずけ、取り澄すました面おも持もちで両眼を瞑つぶっていた。

「向こうにもお前が残念がっていることぐらい分かるだろうさ。それでも見せようとしないのは、それなりに見せたくない理由があるからだろうな」

　意味ありげにそう言って、導神は指で大木の後ろを指差す。セレィがそこを覗のぞくと、丁てい寧ねいに草木が取り払はらわれた正方形の地面に、食用と見える何かしらの穀こく物もつが植えられていた。

「これは……もしや夏熟麦クズイラ・ノトか？　随ずい分ぶんと穂ほ丈たけが低いようだが……いや、それ以前に、この時期ならばとっくに収しゆう穫かくされているはずなのだが」

「外の気候を基き準じゆんに考えることは出来んだろう。昼なお薄うす暗ぐらいこの土地では、実りのために充分な日光など望むべくもない。無む論ろん、ここで育てられているからには、そういった環かん境きようにもある程てい度どは適てき応おうした品種なのだろうが……少なくとも、今年の収穫に関しては、豊ほう穣じようと呼ぶには程ほど遠とおい様子だな」

　それも見せたくない理由の一つなのだろう、とクルァシンは肩かたをすくめる。その傍かたわらで、メリェと喋しやべりながら周囲を警けい戒かいしていたコリォが、唐とう突とつに背せ中なかの弓に手をかけた。

「──そこに隠かくれているのは誰だれだ」

　硬かたい声でコリォが問う。その剣けん幕まくに怯えたのか、四人より少し離はなれた位置の木こ陰かげから、頰ほおのこけた盲民族メルキエーナの男性が姿すがたを現あらわした。何かの病でも患わずらっているのか、少し顔色が悪い。

「何か用だろうか。我われ々われはネレィク殿どのに言われて、ここで待機しているのだが」

　セレィの問いかけにも返答はない。それから少しの間、男は四人の方を向いたままじっと立ち尽つくしていたが、ふいに小さく口を開く。

「……女が三人、男が一人、か。……それなら同じ四人分でも、少しはマシだな……」

　誰にともなくそう呟つぶやくと、盲民族メルキエーナの男はいささか頼たよりない足取りで茂しげみの中へと消えていった。釈しやく然ぜんとしない面持ちで弓を下ろすコリォの肩を、クルァシンが軽く叩たたく。

「気にするな。あれはおそらく、ネレィクに引き渡わたす物ぶつ資しの量を測はかりに来ただけだ」

「引き渡す物資の量を測りに……ですか？」

「ああ。長旅であれば、道中の村落で食料や水を補ほ給きゆうするのは自然なことだ。しかし、我々四人の分は突とつ然ぜんの追加だろうからな。備び蓄ちくの少ない集落にとっては痛いた手でかもしれん」

　言いながら、クルァシンは背後の瘦やせた麦畑に視し線せんをやる。そうしながら、彼は思った──異い国こくの民の暮らしぶりを見たいというセレィの欲よう求きゆうは、いささか皮肉な形で叶かなったのかもしれないな、と。







　物資の補給を終えると、そこからは短脚馬ロバ車と徒歩を交こう互ごに切り替かえて進む、実にのんびりとした旅が始まった。人が走るよりは幾いく分ぶんまし、という速度で進むロバ車の幌ほろの中では、ネレィク自らがセレィと向き合って、その無ぶ聊りようを慰なぐさめていた。

「貴き公こうらにはじれったく感じられるだろうが、こればかりは許ゆるされよ。首都まで道路がまっすぐ走っていれば話は早いのだが、もし仮かりにそうであったとしたら、我々の国はとっくに外がい敵てきによって攻せめ滅ほろぼされていたであろうからな。外来者の移い送そうに当たっては、決まってこのように婉えん曲きよくな道程みちのりを取ってしまうのを、盲めしいの臆おく病びようさと笑われても仕方がない」

「要地の位置を隠かくそうとするのは当然の備そなえであろう。我がロケィラの皇おう都とビンナスクも、今でこそ定位置に栄えて数十年が経けい過かしているが、元来は身軽が信しん条じようの騎き馬ば民みんのこと。過去、オルワナとの戦局が難なん化かするたびに、何度となく都ごと引っ越こしたものだ」

　セレィ・ネレィクの両者とも、一国を治める立場にある者の特とく徴ちようとして、自分の国の歴史を一身上の出来事のように語る節がある。それは導神ですら馴な染じめない感覚のひとつであり、弁べん舌ぜつ巧たくみな彼であっても、二人の会話に安あん易いな横よこ槍やりを挟はさむことは憚はばかられた。

「時に、ネレィク殿どの。都合が悪いようなら答えてもらわずとも良いのだが、王であるそなたが直々に国土の周しゆう縁えんまで赴おもむいていたのは、これはどういった理由であろうか？」

「もちろん貴き殿でんらを迎むかえるために用意していたのだ……と言いたいところだが。貴殿の想像している通り、私がアヌビシアの東とう端たんまで出向いていた理由は別にある。それは近く首都で催もよおされるとある行事に、一人の娘を連れて行くためなのだが……まぁ、その詳しよう細さいは現げん地ちに着ついてからの楽しみということにさせていただこう」

　民族も年ねん齢れいも全く異ことなる二人の君主だったが、それだけに話題が尽つきることも無いようだった。時間の経けい過かも忘れて会話に没ぼつ頭とうできた両者は、実際のところ、この長旅において幸運な部類だったろう。




「導神さまぁ……むにゃむにゃ……」

「うぅん……待ってください、セレィ姉さま……」

　短脚馬ロバ車での旅も七日目を迎むかえていた。クルァシンが伸のばした脚あしを枕まくらにする形で侍じ女じよメリェが、それと並ならんで寝ねそべる形でコリォが、二人仲良くすやすやと眠ねむっている。彼女らが寝言に呟つぶやく言葉を数えて暇ひまを潰つぶしていたクルァシンだが、自分とセレィの名前だけで百を数えた辺りで投げ出してしまった。してみると、性せい格かくが生き真ま面じ目めな彼にはもっとも辛い、手て持もち無ぶ沙さ汰たな時間の到とう来らいである。

「うぅむ……むうぅ」

　同席している盲民族メルキエーナたちは未いまだ異い邦ほう人じんへの警けい戒かい心しんが根強く、必要以上に進んで会話をしようとはしない。足を組み替かえてみたり、柔じゆう軟なんがてら体中の骨ほねを鳴らしてみたりと、様々に工夫を凝こらす導神であったが、その程度では退たい屈くつからの根本的な救きゆう済さいには程ほど遠とおかった。頭の中で展てん開かいできる思考実験や遊ゆう戯ぎの類たぐいも一通り試してはみたが、元来が行こう動どう派はの彼であるので、身体からだを動かせないこと自体が如何いかんともしがたい苦く痛つうである。

「……本が読みたいな。創作フイクシヨンでも実録ドキユメンタリーでも構かまわんが、とにかく内容の濃こいものを」

　そう呟つぶやいてみてから、彼は学生時代に好きだった作家の名前をいくつか思い出したが、どの人物も今となっては存ぞん命めいかどうかさえ怪あやしいことに気付いて、今さらのように暗い気分になった。肌はだ身み離はなさず持ち歩いていた『地球東方其七』の筆者・ゲルダルだけは、今も元気にどこかを彷徨さまよっているのかもしれないが……。

「そういえば、セレィのやつ……何かと理由をつけて、あの本を俺おれに返すことを渋しぶっているな。読めない文字で書かれた本に、何の気まぐれを起こしたものやら」

　とはいえ、ここで返してもらったところで、全文を諳そらんじるまでに読み込んだ本が今さら暇ひま潰つぶしになるとも思えない。漫まん然ぜんとした思考もそこで行き詰づまり、当て所どなく続く無む為いの時間に耐たえかねて、クルァシンは口の中で詮せん無ない言葉を呟つぶやいていた。──ああくそ、煙草たばこ、煙草が吸すいたい。

「タ・バ・コ？」

　不意に声がかかり、クルァシンは軽く驚おどろいて俯うつむかせていた顔を上げた。彼の正面にはメリェと丁度同じくらいの年とし頃ごろの盲種メルキエーナの娘がいた。ネレィクよりはずっと質しつ素そだが、金きん属ぞく製せいの飾かざりが多おおく付いた衣服を身に纏まとい、小さな頭にはなぜか、上から嵌はめる形の耳当てを付けている。両の眼めはやはり閉じていたが、全体に整った顔立ちが、それが開いた時の愛らしい風ふう貌ぼうを思わせた。

「今の呟きが……聞き取れたのか？　そんな耳当てまで付けていながら」

　クルァシンは純じゆん粋すいに感心していた。盲民族メルキエーナの耳の良さについては聞き及およんでおり、ネレィクたちが何不自由なく日にち常じようの動作をこなしている姿すがたも実じつ際さいに確かく認にん済ずみだったが、今の出来事については少し事じ情じようが違ちがうのだ。誰だれに聞かせるつもりもない独ひとり言ゆえに、クルァシンはこの世界エナ・ガゼの言語ではなく、もう何十年と会話に用いていない故こ国こくの言葉で呟いたのである。その全く異質な音の並ならびから、この盲種メルキエーナの少女は二回間を置いて連なったという条件だけで、「煙草たばこ」という独どく立りつした単語を抽ちゆう出しゆつして見せたのだ。その事実は、単に聴ちよう覚かくが優すぐれているというだけには留とどまらない、この少女の「耳の良さ」を証しよう明めいしている。

　導神の黒い両目でじっと見み据すえられると、盲種メルキエーナの少女はぷいっと顔を背そむけてしまった。表情は少しも変化していないので、怯おびえたのか恥はずかしがったのか、あるいは単たん純じゆんに不ふ快かいだったのか、今ひとつ判はん然ぜんとしない。互たがいに初めての会話はそれで打ち切られ、手て狭ぜまな幌ほろの中で、長い沈ちん黙もくが息を吹ふき返した。




「髪かみの毛」

　少女が再び口を開き、決定的に静せい寂じやくを破やぶる端たん緒しよとなったのは翌よく々よく日じつの朝だった。だが今回は、その興味の対象に人差し指が向いていた。クルァシンはきょとんとして細い指先を見つめる。

「あなたの髪の毛、長い」

「……ああ、長いな」

「すごく、長い」

　クルァシンは内心で苦笑した。自分の髪について女性が言げん及きゆうするとき、それは例外なく「弄いじらせろ」の意味合いを含ふくんでいる。取り澄すました娘の顔を見ているうちに、導神の中にふとした悪戯いたずら心ごころが芽め生ばえた。──少しだけ、驚おどろかせてやるか。

　クルァシンはすぅと肺はい腑ふに息を吸すい込み、内力の応おう用ようによって、ほとんど身じろぎしないまま、左の下さげ髪がみだけを娘の眼がん前ぜんまで蛇へびのように這はわせて見せた。案の定じよう、盲種メルキエーナの少女はびっくりして、ロバ車の壁かべに背せ中なかをぶつける。

「……これ、生き物？」

「かもしれんな。迂う闊かつに触さわれば、嚙かみつかれることもあり得る」

　導神は意地悪く言う。途と端たんに少女は真しん剣けんな顔になって、手前に差し出された怪しげな下げ髪と睨にらめっこを始めた。いや──よく見れば、小さな両手が機を窺うかがうように時々ぴくりと動いている。また違ちがう趣おもむきになってきたと、クルァシンは面おも白しろがって少女の動向を見守った。

「────んっ！」

　彼女なりに万ばん全ぜんを期した頃ころ合あいで、下げ髪に向かって両手が伸のびた。好奇心の虫が疼うずけば蛇でも摑つかみたくなる性しよう分ぶんのようであり──釣つり糸いとを垂らした導神の側としても、そういう相手であればこそ、からかい甲が斐いがある。

　少女の両手が下げ髪を捕とらえる寸すん前ぜんに、クルァシンはまたしても内力を駆く使しし、下げ髪を自分のもとに素す早ばやく引き戻もどしてしまった。

「残念。そのように気が剝むき出しでは、一生かかってもこの下げ髪は捕えられんな」

　クルァシンが笑み混じりに呟つぶやく。すかを食う羽目になった盲種メルキエーナの少女は、むっとした顔を導神に向けた。初めて表情らしい表情を見せた娘を、導神は引き続き、暇ひま潰つぶしの相手として重ちよう宝ほうする。
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「そう怒おこるな。では、もう一度だけ機会をやろう」

　導神はしゅっ、と右の下げ髪を少女の手前に落としてやる。今度こそ逃にがすものかとばかりに両手を伸ばした少女は、またしても惜おしいところで獲え物ものに逃げられてしまう。

「残念無念。速ければ良いというものでもない。相手の不意を突つかなければな」

「……うーっ！」

　盲種メルキエーナの少女はますますむきになった。猫ねこをじゃらすような楽しさを覚えた導神は、適てき当とうなところで花を持たせてやろうと思いつつも、もう一度だけ、もう一度だけという具合に楽しみを引き延ばして行き──結局は際さい限げんなく、二本の下さげ髪がみで娘を弄もてあそび続けるのだった。







　そうこうしている内に、セレィ一行を乗せたロバ車は、九日間という長い行こう程ていを終えてアヌビシア首都ノランドットに辿たどりついた。到とう着ちやくを告げる御ぎよ者しやの声に目を覚ましたメリェとコリォが、それぞれに身体からだを伸のばしつつ、セレィと共に車から降おりていく。

「………………うーっ」

　人ひと気けの絶たえていく車内で、盲種メルキエーナの少女が口くち惜おしげに呻うめいていた。到着までの数時間を費やしても、ついに下げ髪を捕つかまえることが出来なかったのだ。クルァシンとしても引き際ぎわを見み誤あやまったことに反省の念があったが、ここまで諦あきらめずに挑ちよう戦せんし続けた少女の根こん性じようへの感心が勝っていた。

「残念だったな。まぁ、俺おれは今日からしばらくここに滞たい在ざいする。運が良ければ、またこいつらに挑いどむ機会もあるだろう」

　そう励はげましても、少女は憮ぶ然ぜんとして座り込んだままだった。ここで終わってしまうのが悔くやしくて堪たまらないのだろう。その分かりやすい負けん気の強さに、導神はひとつ褒ほう美びをくれてやろうという気になって、少女の目の前に立ち上がる。

「それ、敢かん闘とう賞しようだ」

「────っ!?」

　しゅるん、と二本の下げ髪が娘の両りよう腕うでに巻まきついた。慌あわてて摑つかみ取ろうとする少女だったが、その指の間を下げ髪は魔ま法ほうのようにすり抜けて、難なんなく導神のもとに戻もどってしまう。

「こいつらもお前が気に入ったようだ。──そら、いつまでも座っているな。元気を出して馬車を降りろ」

　両腕の皮ひ膚ふに残った髪の感かん触しよくに、少女はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがてゆっくりと立ち上がり、クルァシンの方に向き直った。

「……次は絶対、つかまえる」

　そうはっきりと言い残して、少女は素す早ばやく走り去っていった。衣服に付いた装そう飾しよく具ぐと、耳の鋲身鈴ピアスの奏かなでる和音が、娘の存在の残ざん滓しのようにして、車内の空間に残っていた。

「あのサーリャに懐なつかれたか。貴き公こうも単なる詐さ欺ぎ師しではなさそうだ」

　最後に馬車を降りたところで、セレィらと共に待ち受けていたネレィクから、皮肉とも見直しとも取れる言葉をかけられる。その手のやり取りは心得たもので、クルァシンは余よ裕ゆうの微び笑しようを浮かべて言い返した。

「さてな。小娘ひとり手玉に取れぬようでは、神も詐さ欺ぎ師しもやってはいけんだろう」

「腹はらに一いち物もつある者に、サーリャは決して懐なつかんよ。何しろあの娘は、次期『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の最さい有ゆう力りよく候こう補ほなのだ」

　聞き覚えのない単語に導神は首を傾げたが、それについては説明を加えず、ネレィクはセレィたち一同に向けて笑顔で言い放った。

「貴き公こうら、これまでの長旅、まことに御ご苦く労ろうだった。そして、ようこそ──アヌビシアの誇ほこる音おん響きようの都、首都ノランドットへ」

　ネレィクの持つ提ちよう灯ちんの小さな灯りが、彼がそう告げると同時に、視界一杯に広がった。

「───お、お──」

　セレィは憚はばからず感かん嘆たんの声を漏もらした。クルァシンですら言葉を失わずにはいられなかった。その光景たるや──家々の煙えん突とつから立ち上る煙けむりのせいでもあるのか、これまでの山道より幾いく分ぶん薄うすくなった頭上の枝えだ葉はを透すかして、黄緑色に染そまった陽光が、街の全体を柔やわらかく照らしている。目につく建造物には背せの低い木造りのものが多く、合がつ掌しよう組ぐみの屋根の突とつ端たんには決まって、盲種メルキエーナたちが衣服に付けている飾かざりを大きく複ふく雑ざつにしたような、各家に固有の金きん属ぞく製せいの装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　これだけ広い空間ともなると、大気の流れも生じてくるようで、道中はついぞ感じられなかった風の感かん触しよくを、セレィらは久ひさしく皮ひ膚ふに覚えていた。それと同時に、風を受けた家々の装飾が、それぞれに玄げん妙みような音色を奏かなで始めた。さもあらん──目開きの者たちにとっては一いつ風ぷう変わった装飾と見えるだろうが、耳で世界を捉とらえる盲民族メルキエーナにとっても、それらはやはり音の世界を彩いろどる華はなやかな飾りなのである。莫ばく大だいな音の洪こう水ずいが、セレィらの耳を不思議と心地よく慰い撫ぶしていく。これほどの音が余あまさず自じ己こを主しゆ張ちようしながら、どれ一つとして他の音と衝しよう突とつして無意味な雑ざつ音おんを生じさせることがない。それは多くの世界、多くの文化を見て回って来た導神でさえ寡か聞ぶんにして知ることのなかった、もはや奇き跡せきとさえ呼よべる調和の音界であった。

「クルァシン……此こ度たびの遠えん征せいは、やはり間ま違ちがいではなかった」

　セレィは陶とう然ぜんとした声でそう呟つぶやいた。言われるまでもなく、クルァシンも同じ気持ちだった。

「この光景を見ずして、この音響を聴きかずして、どうしてアヌビシアという国を理解できようか。我々が知っているつもりでいた盲民族メルキエーナの文化など、さながら群ぐん盲もうが象ぞうを撫なでるが如ごとき不完全な認識でしかなかった。本当の意味で盲もう目もくだったのは我々の方なのだ。偏へん見けんという暗あん幕まくに心の眼めを覆おおわれて、彼らの本当の姿を見み抜ぬこうという真しん摯しな姿し勢せいを持たなかった。その怠たい惰だによって失われた長い長い月日が、今はひたすらに惜おしまれてならない──」

　セレィの眼から一筋すじの涙なみだが伝った。そんな彼女の肩かたをそっと抱だいて、導神は囁ささやいた。

「セレィ、お前が悔くやむことはない。……これは始まりだ。お前が喜ぶべきは今後の成功であり、お前が悲しむべきは今後の失敗だ。それより以前に起きた事の責せき任にんは、その時代を生きた人間に預あずけておけばいい。どんなに偉い大だいな指し導どう者しやでも、長い歴史の全てを背せ負おうことなど出来はしないのだから」

　友神の慰なぐさめを受けて、セレィはこくりと頷うなずく。が、ふとそこで、涙なみだの滲にじむ瞳ひとみを彼に向けた。

「それと同じことを──神となる前のそなたにも、誰だれかが言ってくれなかったのか」

　いきなり自分に向いた矛ほこ先さきに、クルァシンは咄とつ嗟さの間面食らったが、すぐに苦々しげな面持ちになって答えを返した。

「……言ってくれた女ひとはいたし、自分でも分かっているつもりだった。そう──さっきお前が言っていたのと同じことだ、セレィ。知っているつもりほど愚おろかしいことはない。自分が盲もう目もくであることに気付けなかった者は、いつか破は滅めつの断だん崖がいを転がり落ちることになる」

　遅おそすぎる反省に、クルァシンの口からはそれ以上の自じ嘲ちようさえ出て来なかった。その有様が、どうしようもなく不ふ憫びんでならなくて──肩かたに回された導神の掌てのひらに、セレィはそっと片手を重ねるのだった。







「セレィ陛へい下か！　導神さま！　ああ、よくぞご無事で！」

　クェッタの歓かん喜きの声が上がる。ノランドットに到とう着ちやくしたセレィが最初に申し出たことは、虜とりことされている外交使節たちの解かい放ほうだった。待たい遇ぐうの変化に伴ともなって貸かし与あたえられたものであろう、多くの金きん属ぞく片へんによる装そう飾しよくが施ほどこされた衣服に身を包んだ使節たちは、しゃらしゃらと賑にぎやかな音を立てながら君主のもとに走り寄よってきた。そんな彼らを、セレィは温かい言葉で労ねぎらってやる。

「貴き兄けいら、よく耐たえてくれた。……辛い思いをさせたな。身体からだや心を病んだ者はおらぬか？」

「いえ、その心配はございません。というのも、我われ々われは八日前の朝には、すでに牢ろうから解かい放ほうされており、以後は手て厚あつく客分としてのもてなしを受けておりました。それもこれも、セレィ陛下の誠せい意いが、アヌビシア王を感服させたためと聞き及およんでおりますが……それにしても、まさか女じよ皇おう陛下自身が危き険けんを冒おかしてここまで来てくださるとは！　一度は自決すら覚かく悟ごした我ら一同、感かん激げきに震ふるえる心を抑おさえられませぬ」

　女皇の前にひざまずき、袖そで口ぐちで涙を拭ぬぐいながら、彼らは口々に感謝の言葉を述のべた。その一人一人の顔をつぶさに検あらためながら、セレィは労に報むくいる言葉を探していたが、そこでふと、彼らの言った内ない容ように奇き妙みような点があることに気付いた。

「待て、八日前とな……？　私がネレィク殿どのに試された日から翌よく日じつの話ではないか。ロバ車の脚あしでもこれだけ掛かかったというのに、そなたらは一日足らずでその情じよう報ほうを聞き知ったというのか。そんなことは平原で早馬を用いても不ふ可か能のうだ。いったいどのような連れん絡らく手しゆ段だんを用いたというのだ」

「さぁ……。我々は守しゆ衛えいの兵士から伝え聞いただけですので、その辺りは分かりかねますが……」

　クェッタはきょとんとした表情で首を傾かしげる。言われてみて初めて気づいたという様子だった。どうにも釈しやく然ぜんとしない思いに女皇が囚とらわれた頃ころ合あいで、クェッタが複ふく雑ざつな面おも持もちで、自分とセレィの格かつ好こうを見み比くらべた。

「セレィ陛へい下かまでも、この国の衣服を着きていらっしゃるのですか……。見ての通り、歩くたびにしゃらしゃらと音を立てる有様で、どうも私には馴な染じめません」

「そうか？　私はなかなか気に入っているぞ。儀ぎ典てん袍ほうや甲かつ冑ちゆうを身に付けるのとはまるで違ちがった趣おもむきだが、このように『音を纏まとって』歩くのも新しん鮮せんで良いものだ」

　セレィは悪戯いたずらっぽく微笑んで、右みぎ肘ひじの辺りから下がった三日月型の金きん属ぞく片へんを軽く爪つめで弾はじいてみせる。ちぃぃん、と澄すんだ音が空気を震ふるわせ、心地よい余よ韻いんを残して消えていった。その頃ころ合あいを見計らって、ネレィクが言葉を挟はさむ。

「見ての通り、彼らには使節として相応ふさわしい処しよ遇ぐうを与えている。寝ね泊とまりには三食の付いた専せん用ようの宿しゆく舎しやをあてがっているし……ああ、むろん牢ろう獄ごくのことではない。あそこは一日一食だ……体調の悪い者があれば申し出てくれればよい。そういった彼らの生活の諸もろ々もろについては心配めされるな。ただし、外出についてだけは、国民の不安感をいたずらに煽あおらぬように、いくつかの規き則そくを守っていただく。詳しよう細さいは追って部下に伝えさせるが……」

「承しよう知ちした。──諸しよ君くん、すまないが、それまでは宿舎の中で大人おとなしくしているように」

　セレィの口調が指し揮き官かんのそれになった途と端たん、使節たちも表ひよう情じようを引き締しめて整列し、敬けい礼れいの動作と共に命令を復ふく唱しようした。女じよ皇おうは満足げに頷うなずき、くるりとネレィクの方を振ふり返った。

「彼らの待遇については信しん頼らいしてお任まかせする。……ふむ。一番の気がかりが解かい消しようされたので、いささか張はっていた気が緩ゆるんでしまったな。今後の予定については、ネレィク殿どの、そなたの提てい案あんを受けようと思うが」

「では、明日の本祭に備そなえて、今日の前夜祭は欠席なされるのが賢けん明めいか。ここで体調を崩くずされては、今後の日につ程ていに不都合が生じようし」

　前夜祭という言葉に興きよう味みを引かれた全員の意思を代表して、クルァシンがその説明を求めた。貴公らは本当に良い時期に来たものだ──と思わぬ僥ぎよう倖こうを喜ぶように、ネレィクは整った相そう好ごうを崩す。

「明日が本祭で、今夜は前夜祭。厳きびしい篩ふるいにかけられた『聴士ラルゴウ』たちが火花を散らして名めい誉よの座ざを競い合う、ここノランドットでの出世をかけた一世一代の晴れ舞ぶ台たい──十年に一度執とり行われるアヌビシア最大の催もよおし事、『聴士選抜祭メニク・ラルゴウ・マドネツト』だ」

　ほう、祭りマドネツトか──そう呟つぶやくセレィの瞳ひとみが爛らんと輝かがやいた。同様に、クェッタを始めとする使節たち、もちろんメリェやコリォも、徐じよ々じよに浮うき足立った様子でざわつき始めるのだった。







　アヌビシアには『聴士ラルゴウ』と呼ばれる公こう職しよくがある。優れた聴ちよう覚かくを身上とする盲民族メルキエーナの中でも、一いち里り先の地面に落ちた針はりの音さえ聞き分けるという、そういった生え抜ぬきの人材のことだ。彼らの仕事は、第一には己おのれの聴覚が及およぶ区く域いきの出来事を完かん璧ぺきに把は握あくすることであり、第二にはそうして得られた情じよう報ほうを、隣りん接せつする区域の『聴士ラルゴウ』へと正確に、かつ要点を圧あつ縮しゆくして伝えることである。

　さらに、その『聴士ラルゴウ』たちの間にも、単たん純じゆんにして明めい快かいな序じよ列れつがある。能力の低い者は国土の外側を担たん当とうし、高い実力を持つ者ほど、国の中央近くの詰つめ所に職しよく務むを任にんじられるという決まりである。もちろん能力が低いと言っても、それは『聴士ラルゴウ』の間での相対的な差に過すぎず、下位の『聴士ラルゴウ』であっても他民族のそれとは比ひ較かくにならない聴ちよう力りよくを持つ。必然、国政の中ちゆう枢すうたるノランドットで働く『聴士ラルゴウ』は「都みやこ勤づとめ」として人々から多た大だいな尊そん敬けいを集め、敏びん感かんすぎる鼓こ膜まくを保ほ護ごするために耳当てを付けた彼らの姿すがたは、盲民族メルキエーナの若わか者ものであれば一度は目指す出世の最さい終しゆう到とう達たつ点てんでもある。

　かくして、ノランドットで働くことを許ゆるされたわずか五人の『聴士ラルゴウ』の中でも、都市のさらに中央部、国王の住まう宮きゆう殿でんと隣となり合って建てられた『栄の塔ホマセ・ユロ』の頂ちよう上じようで働くことが出来るのは、まさに『聴士ラルゴウ』の中の『聴士ラルゴウ』──掛かけ値ねなしに最優の聴ちよう覚かくを有すると認められた、たった一人の人間だけなのである。

「なるほど──それを聞いてようやく、使節たちがあれほど早いうちに、我われ々われの到とう着ちやくについて聞き及およんでいたことにも納なつ得とくがいった」

　枝えだ葉はを透すかして降ふり注ぐ陽の光も弱まり、目開きの来客たちが再ふたたび黄緑色の提ちよう灯ちんを頼たのみとするようになった頃ころ合あいには、セレィたちは前夜祭を余あますところなく楽しむために、ネレィクと共に貴き賓ひん席せきへと案内されていた。背の高い建物が少ないノランドット市内にあって、『栄の塔ホマセ・ユロ』に次ぐ高さを誇ほこる場所──そこは、アヌビシアの支し配はい階かい級きゆうが住まう宮殿の屋上であった。

「『聴士ラルゴウ』か……。素す晴ばらしい情じよう報ほう伝でん達たつ手しゆ段だんを持っているのだな、この国は。我々がいくら全力で馬を駆かったとしても、音の速さには及およばぬが道理だろう。……あるいはクルァシン、そなたならば音よりも速く走れるか？」

　椅い子すのゆったりとした背せもたれに身体からだを預あずけつつ、セレィが何なに気げなく発した問いに、導神はむっと眉まゆ根ねを寄よせて答えた。

「……仮に出来たとしても、俺おれを伝令としてこき使ったりはするまい？　参考までに言っておくが、俺の故こ郷きようにこんな言葉があった──〝神を試してはならない〟」

「それはまた使い勝手のよい至し言げんだな。メリェ、書き留とめておけ。『神』の部分を『皇おう』に変えれば私にも使えそうだ」

「ずいぶんと含ふくむところがありそうだな!?」

「そんなことはない。ただ、そなたの言げん行こう録ろくを作るのは実に面白そうだと思っただけだ」

　延えん々えんと軽口を応おう酬しゆうする両者の様子に、ネレィクはどこか感じ入った様子で口を開く。

「貴き公こうらの関係は、私が思っていたものとは大分違ちがうようだな……」

　その呟つぶやきの末まつ尾びを攫さらっていく形で、月光を透すかした薄うす明あかかりの下にぼんやりと浮かび上がるノランドットの街まち並なみの随ずい所しよから、祭りの開かい催さいを告げる鐘かねの音が響ひびき渡わたった。

「始まったな。──眼めは瞑つぶっていてくれて構かまわぬ。アヌビシアの祭りは今も昔も、耳こちらの世界で催もよおされるものゆえに」

　言われた通りにセレィたちが眼を瞑ると、街の全ぜん域いきで楽器の演えん奏そうが始まった。その音色は一秒ごとに数と種類を増ましてゆき、それでも互たがいに衝しよう突とつして破は綻たんすることなく、徐じよ々じよに明めい確かくな旋律メロデイーを奏かなでるようになっていく。地球アースの胡こ弓きゆうにも似にた音色の楽器が主しゆ旋せん律りつを奏で始めると、そこにいよいよ、盲種メルキエーナの女たちの豊かな歌声が乗せられていった。





　──父にネルマファ　母にメリェノス　間に生まれし八子神

　　　第八子の可愛かわゆい子　まんまるお眼めめのメルキェーナ

　　　父母兄弟に愛されて　ぬくい幸せに包くるまれて

　　　じきに始まる受じゆ難なんの日々など　何処どこに兆きざしを見取ろうか──






　始まったのは、盲民族メルキエーナの祖そ神しんメルキェーナを主役とする、長い長い物語であった。

　序じよ盤ばんの展てん開かいはセレィも語った通り。肉親の愛に満たされて揺ゆり籃かごの日々を送っていた八子神の末弟メルキェーナは、ある日、兄たちの諍いさかいに巻まき込まれる。牙きば鋭するどきヤシュタルガ、爪つめ長きイゼィリグの二神に命じられて、喧けん嘩かをしていた双そう角かくもつユルフィネクと八や重え羽ばのクロトァの仲ちゆう裁さいに入ろうとしたメルキェーナだったが、そこで彼は興こう奮ふんしたクロトァに背中を突つき飛ばされ、何とも不運極まりないことだが、その拍ひよう子しにユルフィネクの双角に両目を突き刺してしまったのだ。





　──父は嘆なげいた　母も泣いた　可愛い我が子は盲めしいとなった

　　　真っ暗くら闇やみしか見えなくなった　八つのお月も見えなくなった

　　　子を想う父は言いだした　見えぬ月など落としてしまえと

　　　子を想う母は言い添そえた　地上に落として種にすればと

　　　月は落ちた　落ちて砕くだけた　土に埋うずまり草木が生えた

　　　やがて果実が実るころ　渡り鳥たちがやって来た

　　　ついばむ木の実の美味おいしさに　たくさんの歌を囀さえずった

　　　音の世界を彩いろどって　メルキェーナを慰なぐさめめた──






　クルァシンは久しぶりに学がく術じゆつ的てきな興きよう味みを覚えつつあった。子を想って月を落とすくだりが、同時にアヌビシアの森林が誕たん生じようした原因としても語られている。つまりアヌビシアという地は、目の見えないメルキェーナを慰めるために作られた、盲民族かれら全てにとっての約束の地──巨大な永遠の揺ゆり籃かごなのだ。

　しかし、長く森の中に住み続けることに退たい屈くつを感じたメルキェーナは、新たな刺し激げきを求めてアヌビシアの地を出て行ってしまう。ネルマフカ神話の史観に即そくすならば、神と人が混こん在ざいして相争う混まざり代よの始まり。この時期からメルキェーナは、これまでの大人おとなしい印象とは一変して、いたずら者トリツクスターとしての神しん性せいを帯びてくることになる。





　──メルキェーナは彷徨さまよった　耳を澄すませて歩き回った

　　　喧けん嘩かを続ける兄たちの　企たくらみの声が聴きこえてきた

　　　「恨うらみ重なるユルフィネク　同じ大地に立つのも腹はら立だたしい

　　　どうにか彼方かなたに追いやれぬものか　せめて大地の端はしっこに」

　　　クロトァが一人呟つぶやいていた　メルキェーナはぴんときた

　　　「八や重え羽ばの兄よ　お聞きなさい　双そう角かくもつ兄上を　東へ閉とじ込こめてみませんか」

　　　「盗ぬすみ聞いたか盲めしいの弟　だが閉じ込めるとは　どういうことじゃ」

　　　「僕ぼくに任まかせれば簡かん単たんなこと　ちょいとお耳をかしなさい」──






　自分が盲めしいとなった事じ故こに関かん与よした兄たちへの、メルキェーナの陰いん湿しつな復ふく讐しゆう劇げきが始まる。

　まず、メルキェーナはクロトァと手を組んで、ユルフィネクをゴルォグンナ大陸の最東方まで呼び出す。父神ネルマファの左ひだり腕うでから成ったとされる大陸は東方、中陸、西栄の三つの領域に分けて呼ばれるが、東方と中陸を隔へだてる境きよう界かいこそがアヌビシアの森林であった。この森を迷まよわずに抜けられるのはメルキェーナだけなので、彼が帰り道の案内を拒こばむだけのことで、ユルフィネクは東方に閉じ込められてしまう。『陥おとされざるアヌビシア』の異い名みようは、ここに端を発していると言ってもよいだろう。

　続いてメルキェーナは、爪つめ長きイゼィリグ、牙きば鋭するどきヤシュタルガの二神を、ユルフィネクと同様の罠わなに嵌はめて東方の地に封じ込める。これでメルキェーナの復讐は大半が終わったが、最後の一神がいささか厄やつ介かいであった。翼つばさもつクロトァを森の仕切りで封じ込めることはできない。だが、その問題を当初より見み越こしていたからこそ、メルキェーナは憎につくきクロトァとも一時的に手を結び、復讐の順番を最後まで遅おくらせたのだ。





　──メルキェーナは西へ走った　残る兄たちに頼たのむため

　　　「助けてください兄上たち　クロトァのやつが大変なことを」

　　　メルキェーナは噓うそをつく　翼もつ兄の野心を騙かたる

　　　「我われらを東に封じ込め　この大陸を独占しようと」

　　　聞いた兄たちは怒いかり狂くるって　いざクロトァに詰つめ寄よった

　　　「東へ逃にげるか西で果てるか　好きな末路を選ぶがいい」

　　　恐れ慄おののいたクロトァは　自ら東へ飛んでいった──






　こうして乱暴者の兄たちを東に封じ込めたメルキェーナだったが、その行いの報むくいは、ある意味では相応ふさわしい形でもたらされることになる。他者の私語を盗み聞きする癖くせをつけたメルキェーナは、そのために兄たちの不信を買ったのだ。





　──「森へ帰るのだ盲めしいの弟　お前の聴きき耳にはうんざりだ」

　　　ある日兄たちがそう言った　メルキェーナは驚おどろき焦あせった

　　　「兄上たちを慕したっております　僕ぼくの心を信じて下さい」

　　　「ユルフィネクの双そう角かくもなしに　どうして心が見えようか」

　　　「言葉だけでは不足とあれば　ユルフィネクを連れて参ります」

　　　誠せい意いの証あかしを出そうとしても　兄たちはちっと舌打ちし

　　　「今さら呼よび戻もどせるものか　この大陸は我われ々われのものだ」

　　　兄たちの見せる剝むき身の野心に　メルキェーナは打ちのめされた──






　そうして、四神の兄たちを東方に封じ込めたメルキェーナは、自らもまたアヌビシアの森林に追いやられる結果となる。しかし、ゴルォグンナ大陸の混こん乱らんはここからが本番だった。

　争ってばかりの子神らを心配した母神メリェノスは、家庭を持って少しは落ち着ついてくれればという期待を込こめて、八子神の人数に合わせた八柱の女神を大陸に遣つかわせた。だが、これが見事に逆ぎやく効こう果かだった。子神たちは女神を巡めぐって相争い、産まれた子こ供どもには兄弟間の対立を引き継つがせた。八子神と女神の間にもうけられた子供たちは、父親の特とく徴ちようを色いろ濃こく受け継ぎながらも、両親よりもずっと虚きよ弱じやくかつ短命で、その代わりに沢たく山さんの数が生まれてきた。神と人間の区別はこの辺りから始まったという。

　時代が乱世に突入してからは、メルキェーナも黙だまってはいなかった。彼は必要に応おうじて東方の兄たちにアヌビシアの森を通つう過かさせ、西栄・中陸に残った兄たちと激はげしく覇は権けんを競わせた。女神の奪うばい合い、民族間で繰くり返す対立・同どう盟めい・融和・裏うら切ぎり。それはすでに単なる神話ではなく、史実と脚きやく色しよくの織おり交ざるエナ・ガゼの歴史物語であった。

　ふいに歌声が絶たえた。間かん奏そうに入ったようだと気が付き、すっかり物語に没ぼつ入にゆうしていたセレィたちは久しぶりに瞼まぶたを開ける。そうして椅い子すに身体からだを預あずけたまま、しばらく音界の余よ韻いんを楽しんだ。

「……混まざり代よの序じよ幕まくが終わったようだな。ここからは地区ごとに異ことなった演えん目もくが歌われるので、この位置から全てを聞き分けることは我々でも難むずかしい。食べ物や見世物の屋台も出てくるから、貴き公こうら、宮きゆう殿でんの周辺だけでも回ってきてはどうかな」

　ネレィクが気を利きかせて提てい案あんする。それをありがたく受けて、寝ね所どこの用意をしてもらう間、セレィたちは宮殿の外を見て回ることにした。




「おお──これは面白い。こんなにも暗いのに、こんなにも賑にぎやかだ」

　今がこの世の春と言わんばかりに歌って踊おどるアヌビシアの人々を、セレィは提ちよう灯ちんのわずかな灯りで照らして興きよう味み深ぶかく見て回った。メリェが何かの屋台を見つけて駆かけ寄っていき、一分後、両りよう腕うでに抱かかえきれないほどの飴あめ菓が子しをもらって帰ってきた。幸せ一いつ杯ぱいの表情で棒ぼうつき飴をくわえる少女に、クルァシンがぽかんとした表情を向ける。

「メリェ、お前……金もないのにどうやって？」

「ほはいはふひはは、ははへふへはひはほ～」

　飴あめをくわえたまま喋しやべるのでちっとも要よう領りようを得なかったが、付き合いの長いセレィが翻ほん訳やくした。

「歓かん迎げいしてくれているということだろう。ネレィク殿どのからお達しも回っているはずであるし、素す直なおに楽しめばよいと思うぞ。……そらコリォ、少し付き合え。野や営えいの時の褒ほう賞しようを見み繕つくろうとしよう」

「よ、喜んでお伴ともいたします、セレィ陛下……！」

　セレィとコリォが連れ立って喧けん噪そうに紛まぎれていく。提ちよう灯ちんの灯りが遠目にも目立つということもあって、姉妹水入らずに横よこ槍やりを入れることもあるまいと、クルァシンはあえて後を追わなかった。上じよう機き嫌げんで飴あめ菓が子しを舐なめるメリェと二人きりで残されると、クルァシンは歳としの離はなれた妹か、あるいは娘と一いつ緒しよにいるような気分になった。

「……お前が隣となりにいることにも、知らない間に馴な染じんでしまったものだな」

「はひ？」

「何でもない。……俺おれにもひとつ飴をよこせ」

　侍じ女じよから受け取った棒ぼう付つきの飴菓子を、クルァシンはぱくりと口に入れた。少し舐めていると砂糖の衣が剝はがれて、中から甘あまく煮にられた果実が顔を出す。甘あま酸ずっぱい味も歯は応ごたえも、日本の林りん檎ご飴あめによく似ていた。

　甘ったるくなった口の中を洗あらおうと、クルァシンは適てき当とうに見繕った屋台で薄うす緑みどり色いろの飲み物を貰もらった。店主の説明によると、それほど強くない酒らしい。導神は一言礼を言って屋台を立ち去り、セレィとコリォに目が届とどくことを確認してから、メリェと一緒に適当な場所で腰こしを下ろした。

「暗中の祭りか……。見れば見るほど、不思議な光景だ」

　言ってみてから、それを見て捉とらえようとすることの愚ぐを悟さとって、クルァシンはそっと瞼まぶたを閉とざした。眼めで捉える世界の寂さびしさに比くらべて、耳の捉える世界はあまりにも賑にぎやかだった。太たい鼓こを打つ重い音が、弦げん楽がつ器きの華はなやかな音が、風の歌のような笛の音が、ひとつの調和として世界を飾かざっていた。──飴菓子の味がまだ舌に残っていたせいもあるだろう。導神の胸きよう中ちゆうを、隙すき間ま風かぜのような郷きよう愁しゆうがよぎった。

「ああ、そうか……盆ぼんの日の晩ばんだ。確たしかに、こんな空気だった……」

　クルァシンの閉じた瞼の裏側に、過か日じつの光景が鮮あざやかに蘇よみがえった。──もうどれだけ昔のことだろう。アリーシアとテラトーと三人で縁えん日にちに行ったことがあった。冬ふゆ火ひから浴衣ゆかたを借りたアリーシアは、髪かみの色との相あい性しように頭を悩なやませていた……。

「…………ん？」

　甘く切ない記き憶おくの旅は、しかしごく短い時間で切り上げられることになった。獲え物ものを前にした猫ねこのような気け配はいが、背はい後ごからじりじりと近づいて来ていたのだ。

（ふ……これで忍しのび寄よっているつもりなら、なんとも可愛かわいらしいものだ）

　その余あまりの露ろ骨こつさに、クルァシンも今ばかりは感かん謝しやを覚えた。古い思い出に浸ひたるのは必ずしも良い傾けい向こうではない。人々を導みちびく立場にある者としては、懐かい郷きようの念には常つねに固く蓋ふたをして、心を揺ゆらさないように努めなければならない。

　二本の下さげ髪がみがひゅんと振ふり上がった。一いつ瞬しゆん前までそれらがあった辺りを、小さな手が空から振ぶって通り過すぎていく。クルァシンが振り向くと、案の定、そこには耳当てをつけた小柄な盲民族メルキエーナの少女がいた。

「またしても残念。思った以上に早い再さい会かいだったな。しかし、明日はお前の晴れ舞ぶ台たいだろう。こんなところで油を売っていていいのか、次期『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の筆ひつ頭とう候こう補ほ」

　少女──サーリャはしばらく、空気を摑つかんだ姿し勢せいのままでじっと硬こう直ちよくしていたが、そのうち「……また、逃した」と小さく呻うめいて、ようやくクルァシンと向き直った。

「……わたしの他にも候補はいる。『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の選せん抜ばつはいつも難なん関かん。終わってみるまで結果は分からない」

「その割わりには、こんなところで俺おれの髪などにかかずらっている暇ひまがあるようだが？」

「大丈夫。時間はかけない。すぐに捕つかまえて連れていくから」

「連れて行かれるのは困るな……。俺自身はともかく、連れが卒そつ倒とうする」

　会うのも二回目という気安さがあってか、サーリャは以前よりもずっと饒じよう舌ぜつに口を利きいた。心の距きよ離りが縮ちぢんでいるのを感じて、クルァシンは少しだけ踏ふみ込こんだ内ない容ようを問うてみる。

「ところで、明日の選抜というのは、具体的にどんな試験を課されるんだ？」

「『有事の際さいの正せい確かくかつ円えん滑かつな情じよう報ほう伝でん達たつ能のう力りよくを測はかる試験』。平たく言えば、戦争の予よ行こう演えん習しゆう。ノランドット付ふ近きんの詰つめ所から送られてくる情報と、それに対して司令部が下した決けつ断だんを、どれだけ迅じん速そくかつ正確にやり取りできるかが試される」

　サーリャは淡たん々たんと即そく答とうしたが、それによってクルァシンの中で少女の評ひよう価かはますます高まった。たとえ丸暗記にしろ、それだけの内容を一度もつっかえずに説明できること自体が、この少女の優ゆう秀しゆうさを示していた。

「送られてくる情報は二十六種類の音で信号化されている。これを言語化し直す作業と、司令部からの反はん応のうを信号化し直す作業の両方が、明日の試験では求められる。過か不ぶ足そくなく、要点を纏まとめて伝えなくては駄だ目め。出題者や評価者との相あい性しようもあって、難なん易い度どには毎回かなりばらつきがある」

「なるほど、柔じゆう軟なんな判はん断だんが求められる試験のようだな。では尚なお更さら、今こん晩ばんはよく休んでおいた方がいいんじゃないのか」

「分かってる。でも、選抜が始まる前に、どうしても『栄の塔ホマセ・ユロ』の傍そばに来てみたかった」

　そう言ってサーリャは、宮きゆう殿でんの真横に聳そびえる、ノランドット都内でもっとも背の高い建物に顔を向けた。『栄の塔ホマセ・ユロ』──今は闇やみの中にぼんやりと輪りん郭かくが見えるだけだが、明日の選抜に見事勝ち残れば、そこが今後の彼女の仕事場になるのだ。

「あの天てつ辺ぺんからなら、あなたの眼は、どのくらい遠くまで見通すことができる？」

　奇き妙みような質問だった。クルァシンは塔とうを見上げておおよその高さを把は握あくし、素直に答えた。

「視し力りよくで人後に落ちぬ自負はあるが……おそらく、どんなに眼めのよい者でも、都内を一望するのが精せい一いつ杯ぱいだろうな。他でもないアヌビシアの森林に遮さえぎられて、それ以上遠くまでは、どうやっても視し界かいが及およばん」

　言ってしまってから、彼は途と端たんに、それが適てき切せつな答えであったかどうか不安になった。だが、当のサーリャは特に何を思った風でもなく、「やっぱり、そう」と悟さとり切ったような返事を返すだけ。

　なんとなく沈ちん黙もくが流れたところで、クルァシンはふと、彼女が一人きりで出歩いている事実に違い和わ感かんを覚えた。人生の大おお一いち番ばんを前にした夜なのだから、この年とし頃ごろの娘が友人なり良りよう人にんなりと一いつ緒しよにいても良さそうなものだ。いや、それは何も今こん晩ばんだけに限かぎった話ではない。ノランドットに向かう短脚馬ロバ車の中でも、彼女は余所よそ者もののクルァシンとわずかに話したばかりで、同どう胞ほうたる盲民族メルキエーナたちともろくに口を利きいていなかった。

　何かしらの事情があることは容よう易いに察さつせられたが、さしもの導神にもそれ以上は突つっ込こんで追つい及きゆうできない。沈黙を誤ご魔ま化かそうと、彼は片手に持っていた杯さかずきを口に運び、その中身を口にして軽くむせた。

「ごほっ……!?　なんだこれは、おそろしく苦いぞ！」

「森林に自生する多た肉にく植しよく物ぶつから造つくられる苦味酒。あんまり苦いから、地元の人は飴あめを舐なめながら飲む。そっちの子が沢たく山さん持っているから、知ってるんだと思ってた」

　視し線せんがないので分かり辛いが、そこでサーリャの興きよう味みがちらりとメリェの方を向いたようだった。持ち前の怖こわいもの知らずな社しや交こう性せいでそれを察して、メリェは飴あめ菓が子しをひとつサーリャに差し出す。

「飴ちゃん、いかがですか？」

「もらう」

　サーリャの手がひょいと飴菓子を持っていく。やり取りは一いつ瞬しゆんだったが、それだけでも随ずい分ぶん打ち解とけたようだった。クルァシンの身体からだを挟はさんで、二人の少女の意い識しきが友好的に絡からんだ。

「……そろそろ、行く」

　照れたように相手から顔を背そむけて、サーリャが飴をくわえたまま立ち上がった。足早に立ち去っていく小さな背せ中なかに向けて、クルァシンは励はげましの言葉を投げる。

「明日は頑がん張ばれ。下げ髪こいつらと一緒に応おう援えんしているぞ」

　二ふた房ふさの下げ髪がぴょこんと首を上げる。その動きも聴ちよう覚かくで把は握あくしたのか、サーリャは一度足を止めかけたが、名残なごり惜おしさもどうにか払はらいのけて、そのまま振り返らずに走り去っていった。







　翌よく日じつのノランドットは祭りの喧けん噪そうを引き継ついで朝から賑にぎわっていたが、午前六時を回ったことを告げる鐘かねが鳴り響ひびくと、途と端たんに全ぜん域いきがしんと静まり返った。昼間から酒を飲んで騒さわいでいた連中も行ぎよう儀ぎよく黙だまり込こみ、ぴんとした緊きん張ちようさえ漂ただよわせながら、じっと耳を澄すませている。『聴士ラルゴウ』たちの頂ちよう点てんを決める最後の大勝負が始まろうとしているのだ。

「今回の受験者は十名で、一人あたりの試験時間は三十分といったところだ。貴き公こうにとっては退屈な時間になるだろうが、試験が始まったら最後、無む駄だな物音は極力立てないように」

　つい昨さく晩ばん、長い歌物語を聞き届とどけたばかりの宮きゆう殿でんの屋上で、クルァシンはネレィクから注意を受けていた。メリェ・コリォ・セレィの三人は、長旅の疲れもあってまだ寝ねているところだ。『選せん抜ばつ』の成り行きは盲民族メルキエーナ以外に聞き取れるものではないということで、そもそもセレィたちはこの場に呼よばれていない。祭りが終わればすぐに始まる本ほん格かく的てきな会談に備そなえて、女じよ皇おうに身体を休ませる意味もある。本来ならクルァシンも立ち会う必要はなかったのだが、たった二度顔を合わせただけのサーリャが、彼には妙みように気になっていた。

「抽ちゆう選せんの結果、サーリャの順番は二番手に決まった」

　たった今くじを引いてきたばかりのネレィクがクルァシンの隣となりに立った。その手には小さな銅ど鑼らが握にぎられており、それを棒ぼうで叩たたくことで、決まった順番を簡単な信号にして送っている。宮殿の隣に建ち、今回の試験会場でもある『栄の塔ホマセ・ユロ』から、すぐに委細を承しよう知ちした旨むねの連らん絡らくが返って来た。

　日中、枝えだ葉はを透すかして降ふり注ぐ明かりの中に見ると、『栄の塔ホマセ・ユロ』はなかなか特とく徴ちよう的てきな形をしていることにクルァシンは気が付いた。基き本ほん的てきには細長い円柱形の建物だが、その先せん端たん部分は大きな立方体になっていて、壁かべや天てん井じようの材ざい質しつが他の部分とは明らかに違ちがう石いし造づくりだ。東西南北の壁にはそれぞれ大きな穴あなが空いているが、それは内側になるほど小さくなっていくので、一見したところ、底に穴の空いた巨きよ大だいな皿が壁に埋うまっているようにも見える。いずれにせよ、音おん響きよう効こう果かを高めるための構こう造ぞうであることは一ひと目めで知れた。

「あの中や、アヌビシア各地の詰つめ所には、この銅鑼のような信号打楽器が二十六種類、ずらりと天てん井じようからぶら下がっている。その音色の組み合わせは、信号として有意なものに限かぎっても、おそろしく多た彩さいだ。『聴士ラルゴウ』はそれを聴きいて瞬しゆん時じに内容を汲くみ取らなければならず、また、連絡の際には自分でも打楽器を使いこなさなければならない。国土の周しゆう縁えん部ぶから送られてくる情じよう報ほうの量は、アヌビシアの中央にいくほど必然的に密みつ度どを増ますため、ここノランドットで働く『聴士ラルゴウ』は、有事の際に莫ばく大だいな情報を処しよ理りしなくてはならない。優すぐれた聴覚をもつのは当然のこととして、それにも増まして、頭の回転が優れていなくては務つとまらない仕事だ」

　ネレィクの説明に、導神は納なつ得とくして頷いた。サーリャの優秀さは二度会った中で垣かい間ま見ている。盲民族メルキエーナとしての最高の栄えい誉よを競うようになるまで、厳きびしい研けん鑽さんの日々を越こえてきたに違いない。

「このノランドットで『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の選抜を受けるほどの人間は、通常、幼おさない頃ころから両親によって英才教育を施ほどこされている。ノランドットに生まれ育った者はもちろんとして、国土の周縁部の小さな村落にも必ず一人は、村人の期待を一身に背せ負おい『聴士ラルゴウ』として出世するべく育てられる子こ供どもがいる。都育ちの『聴士ラルゴウ』に対して、そういった地方出身の『聴士ラルゴウ』は様々な面で不利な点が多い。だがそれでも、今回は十人中二人の受験者が地方出身という珍めずらしい結果になった」

　クルァシンが見下ろす先では、まだ年若い盲種メルキエーナの青年が、がちがちに緊きん張ちようしながら『栄の塔ホマセ・ユロ』の入口に入っていくところだった。その初々しい姿すがたを音の世界でも捉とらえているのか、ふっと温かい笑みを零こぼして、ネレィクは言う。

「彼がその片かた割われだ。名をニキィデと言って、耳も頭も良いが、何より人ひと柄がらの優すぐれた青年でね。都みやこ勤づとめは目前という段階まで出世の階段を駆かけ上りながら、現げん在ざいの自分に少しも驕おごるところがない。そういった点も含ふくめた総そう合ごう的てきな評ひよう価かでは、彼が盲民族メルキエーナの中でもっとも優秀な若わか者ものかもしれない」

「……『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の最さい有ゆう力りよく候こう補ほはサーリャだと、あなたは昨日言っていなかったか？」

　そう言われたネレィクは、複ふく雑ざつな感かん慨がいのこもった表情で俯うつむくと、いくぶん無む機き質しつな声で囁ささやいた。

「圧あつ倒とう的てきな実力は、時として百万の美び徳とくに勝る。……この『選抜』の場においては、特に」

　ニキィデ青年が『栄の塔ホマセ・ユロ』を登り切った頃ころ合あいで、ごぉん、と試験開始を告げる銅ど鑼らの音が鳴る。クルァシンとネレィクのいる位置からだと、塔とうの先せん端たんに空あいた穴あなのひとつから受験者の姿すがたを覗のぞくことができた。二人は同時に黙だまり込み、じっと試験の成り行きに耳を澄すませた。

　全ぜん霊れいで研とぎ澄すませた導神の聴ちよう覚かくが、刹せつ那な、ノランドットの外から響ひびいてきたわずかな音を捉とらえた。……なんと微かすかな音だ、と彼は内心で驚きよう愕がくした。神域の聴覚をもつ彼だからこそ辛かろうじて聞き取れるが、セレィやメリェでは音が鳴ったことさえ分かるまい。

　微かな音の伝達が途と切ぎれてしばらくすると、今度は誰にでも聴こえる近さから、続けざまに硬かたい音が打ち鳴らされた。受け取った信号を言語化して試験官に渡わたしたニキィデ青年が、今度は試験官から受け取った指し示じ内ない容ようを信号化して外部の詰つめ所に送っているのだ。その巧こう拙せつについてはクルァシンには判はんじようがないが、ネレィクの表ひよう情じようから察するに、そう悪い展てん開かいではなさそうだった。

　音を受け取り、音を発する。その一連の手順が五、六度も繰くり返された後、試験終了を告げる銅鑼が打ち鳴らされた。ネレィクはふぅと息をついて、固く組んでいた腕うでをほどいた。クルァシンは微笑ほほえんで問いかけた。

「ニキィデ青年は上手うまくやったのか？」

「それはまだ言えんよ。……だが、実力はきちんと出し切れたようだ」

　ふらふらになりながら『栄の塔ホマセ・ユロ』から出てきたニキィデ青年に対して、ネレィクは宮きゆう殿でんの屋上で何度か身体からだを揺ゆらした。衣服に付いた金きん属ぞくの装そう飾しよくが祝福の音色を奏かなで、それを聞き届とどけた青年ははっとしてアヌビシア王の方を向いた。青年は感極まってひざまずき、自分の衣服で返礼の音色を奏でた。

「確たしかに人が良さそうな青年だな。しかし、サーリャにとっては逆ぎやく風ふうというわけか」

　ふらつきながらも満足げに立ち去っていくニキィデ青年の背せ中なかを見送りながら、クルァシンは言う。それを聞いたネレィクはしかし、苦笑を浮うかべて首を横に振ふった。

「あの娘を止められる逆ぎやく風ふうなどありはしない。……おそらく貴き公こうにも、すぐに分かる」

　ネレィクがそう言った時には、すでにニキィデ青年と入れ替かわりでサーリャが『栄の塔ホマセ・ユロ』へと足を踏ふみ入れるところだった。学び舎やに登校する学徒のような自然な足運びに、緊きん張ちようの色は見て取れない。そして、彼女が高い塔とうを登り切った頃合いで、さっきと同じように銅ど鑼らの音が試験開始を告げる。

　クルァシンの視し線せんの先で、耳当てを取ったサーリャの横顔が、宮きゆう殿でん側を向いた塔とう先せん端たん部ぶの穴あなに覗のぞく。心の中で激げき励れいの声を送っていた導神は、しかしその瞬しゆん間かん、少女を包む空気の明らかな変へん質しつを感じ取った。あどけない横顔に湛たたえた、冷たい青せい磁じのような静けさ。一切の力みと無む駄だの省はぶかれたその佇たたずまいは、武ぶの達人の構かまえすら彷ほう彿ふつとさせた。

　ほどなく、ノランドットの外の詰つめ所から信号音が届とどき始めた。サーリャも微び動どうだにせず、複ふく雑ざつな意味を含んだ空気の振しん動どうに耳を澄すませる。その音がやむと、少女は同席している試験官に受け取った信号の内容を口頭で説明する。そして今度は逆に試験官の口から信号として鳴らすための内容が伝えられる。それを聞いてサーリャは立ち上がり、片手に三本ずつ指に挟はさんで握にぎった計六本のバチによって、己おのれを囲むようにぶら下げられた信号打楽器を次々と叩き始めた。

　クルァシンは息を吞のんだ。余所よそ者ものの彼にすら、もの数秒で先のニキィデ青年とのレベルの違ちがいが感じ取れた。端たん的てきに言って、ニキィデ青年は信号打楽器を叩いていた。だが、今のサーリャは奏でている。ひとつの信号から次の信号へと繫つなぐ動作がおそろしく円えん滑かつなのだ。時折挟はさまれるわずかの間さえも、演えん奏そう者しやが逡しゆん巡じゆんするための時間ではなく、聴きき手に余よ裕ゆうを与えるための文節であることが、信号自体を解かい読どくできないクルァシンにすら理解できる。それは信号というには余あまりにも美しい旋せん律りつであり、同時に抜ばつ群ぐんの機き能のう美びを備そなえた言語であった。

　感かん服ぷくしたクルァシンがちらりと視し線せんを横に向けると、ネレィクは難むずかしい顔でサーリャの奏かなでる旋せん律りつに聞き入っていた。どのような感かん慨がいを胸むねに潜ひそませているのか、その表情から正確に汲くみ取ることは難しい。ただ、クルァシンには何となく彼の気持ちが分かった。抜ぬきん出た才能というものの扱あつかいは、良きにしろ悪しきにしろ、常つねに為い政せい者しやが頭を悩なやませるところなのだ。

　試験終了を告げる銅鑼が鳴った。独どく演えん会かいも同然の手て際ぎわで試験を終わらせたサーリャは、さすがに疲つかれたのか、しばらく『栄の塔ホマセ・ユロ』の頂ちよう上じようから動こうとしない。が、数分もすると、さすがに試験官から促うながされたようで、渋しぶ々しぶといった様子で塔の階かい段だんを降おりてくる。一時間ぶりに地上に降おり立った少女は、小さな身体からだを猫ねこのように伸のばした。

「……やはり今回ばかりは規き則そくを捻ねじ曲げてでも、サーリャの順番を最後に回すべきだったか。これでは、残りの受験者の士気も萎なえるだろう……」

　そんなことを呟つぶやいて、ネレィクは去ってゆくサーリャに対して祝福の音色を送ろうとはしなかった。その事実にちょっとした不公平を感じたクルァシンは、宮殿の屋上から一息に飛び降り、少女のもとに歩み寄よっていく。

「御ご苦く労ろうだったな。心置きなく実力は出せたか」

「……………」

　並ならんで歩きながら話しかけてくるクルァシンに、サーリャは暗い声で応おうじる。

「……ネレィク陛へい下かの言うとおり。私の順番は最後に回すべきだった」

　クルァシンは言葉に詰つまった。その時になって気付いたことだが、大きな試練を乗り越こえた充じゆう実じつ感かんなど、少女の顔には少しも浮うかんではいなかった。自じ嘲ちようの念ばかりがありありと浮かぶ引きつった面おも持もちは、まだ幼おさなさの残る少女には、余あまりにも似につかわしくない。

「……そういじけるな。ネレィクには俺おれからも言っておく。全力を尽つくして試験を終えたお前に、あれはあんまりな言い様だった」

「仕方のないこと。あれは陛下の独ひとり言。……それを聴きいてしまう、私の耳が悪い」

　言って、サーリャは忌いま々いましげに耳当てをさすった。試験の最中は外されていたそれも、今は再ふたたび固い封ふう印いんとなって少女の耳を閉とざしている。……そこでクルァシンも気が付く。敏びん感かん過すぎる聴覚を保ほ護ごするという目的の他にも、それはもうひとつ、重要な役やく割わりを担になっていることを。

　導神が二の句くを継つげずにいると、サーリャもその気け配はいに気付いて力なく笑い、

「……それに、あなたの言う通りだった」

　そう言って、一いつ瞬しゆんだけ泣きそうに顔を歪ゆがませると、後は駆かけ足で立ち去っていった。最後の言葉が何を意味したものか分からず、クルァシンは内心で首を傾かしげる。だが、その後ろ姿を見送りながら、彼はふと、先日聴いたばかりのメルキェーナの神話を思い出し──聴き耳を立てる悪あく癖へきのせいで兄たちから嫌きらわれたかの子神と、たった今まで目の前にいた少女の姿すがたを、どうしようもなく重ね合わせてしまうのだった。







　十人の受験者全員が試験を終えて、午後一いつ杯ぱいは審しん査さ員いんたちによる評ひよう点てんのために費やされることになっていた。一方でノランドット市内の各所では、十年に一度の『聴士選抜祭メニク・ラルゴウ・マドネツト』の最さい高こう潮ちようを彩いろどるべく、様々な準じゆん備びが行われている。そんな時間帯に、おっとり刀がたなで起き出してきたセレィたちと合流して、クルァシンはノランドット市内を散さん策さくしていた。

「失しつ態たいだった。私としたことが、訪ほう問もん先さきで丸々半日も眠ねむり込こんでしまうとは……」

　まだ重みの残る瞼まぶたを手でこすりつつ、セレィは反省的に呟つぶやいた。自分で馬を駆った訳でもないのに旅の疲つかれを訴うつたえることを、騎き馬ば民みん族ぞくとしての自じ尊そん心しんが許ゆるさないのだろう。晴れない顔で往おう来らいを行く女じよ皇おうに、こちらもやはり眠ねむ気けの抜けきらない様子のコリォが追つい随ずいする。

「この街に着ついてから、俺おれは常つね々づね、疑ぎ問もんに思っていたことがある……」

　両脇に木造りの家々を侍はべらせた広い道を歩きながら、右みぎ腕うでにまとわりつくメリェに辟へき易えきしつつも、クルァシンは至いたって真面目な顔で疑問を打ち明けた。セレィは自ら両りよう頰ほほを張はって、強引に引き締しめた顔つきで導神を見る。

「初めて見聞きする物事ばかりで、私はまだ疑問の矛ほこ先さきさえ決めかねているところだ。さしあたってはクルァシン、そなたの興きよう味みの対象を見て回るのも良いと思うが」

「うむ。……と言っても、俺おれの疑ぎ問もんはしごく単たん純じゆんなものだ」

　クルァシンは両足の幅はばを広く取って仁に王おう立だちし、ノランドットの街まち並なみをぐるりと流し見た。あるものは家々の屋上で、あるものは人々の着き込こんだ衣服の随ずい所しよで、それぞれに固有の旋せん律りつを奏かなでる金きん属ぞく製せいの装そう飾しよく。導神の頭上に浮かんだ疑ぎ問もん符ふはそれらの存そん在ざいに向けられたものだ。

「家屋の骨ほね組ぐみこそ木材が中心だが、日用品から装飾具に至いたるまで、この街では至るところに金属が使われている。音に依よって立つ文ぶん化か圏けんなのだから、その利り便べん性せいは言わずもがなだろうが……それにしても、この大量の金属はどこから持って来ているというのだ？　アヌビシアは自給自足を旨むねとする国であるから、まさか他の土地から輸ゆ入にゆうしているわけではあるまい。かといって、これほど多くの金属を産出する鉱こう山ざんが国土の中にあるというのも……」

　流りゆう暢ちように疑問を並ならべていたクルァシンが、そこでふと言葉を切った。メリェを右みぎ腕うでにくっつけたまま、セレィとコリォを相手として喋しやべっていた導神であったが、その二人の後ろに、どこかで見み憶おぼえのある青年が立っていることに気が付いたのである。セレィとコリォも同じ気け配はいに気付き、怪け訝げんそうに背はい後ごを窺うかがった。自分に注意が集まったことに気付いたらしく、青年はたどたどしい口調で喋り始めた。

「あ、そ、その──ぼ、僕ぼくはニキィデと言います。外の国からいらっしゃった皆みな様さまを案内するようにと、ネレィク陛へい下かから言われまして……」

「案内を任まかされてくれるのか？　それはありがたい。ではニキィデとやら、よろしく頼たのむぞ。私はセレィ・メル・ロケィラで、これが護ご衛えいのコリォ・サリマニュイだ。それと、そっちが……」

「導神クルァシン様と、巫女みこのメリェ様ですね。お伺うかがいしております」

　ニキィデは素そ朴ぼくな笑顔を浮かべて頭を下げた。見る者をほっとさせる雰ふん囲い気きをもつ青年だった。その印象は、聴士ラルゴウ選抜の試験で『栄の塔ホマセ・ユロ』を出入りする姿すがたをクルァシンが遠目にした時と少しも変わらない。

「申し出はありがたいが、お前は選抜試験の結果を待つ身だろう。我われ々われの案内など手につくのか？」

　クルァシンの気き遣づかいに、青年は心から驚おどろいた顔になった。

「わ、私が選抜試験に出ていたことを知っていらっしゃるのですか？」

「知っているも何も、ネレィクと一いつ緒しよにこの目で見ていたが」

　ニキィデは途と端たんに赤面して、衣服の金属装飾ごと両腕できつく身体からだを抱だいた。その独どく特とくの仕草は、おそらく羞しゆう恥ちを表現するものなのだろうと推すい測そくしつつ、クルァシンは苦笑する。

「そう恥はずかしがるな。言うなれば、お前はこの祭りの主役だろう。それを外と様ざまの我々が独どく占せんしても良いものかと思ってな。実際のところ、ほうぼうから引く手数多あまたなのではないか？」

　クルァシンはちらりと辺りに視し線せんを巡めぐらせる。……相手が目の見えぬ盲民族メルキエーナゆえ、注目が集まっているという表現は正しくないが、それでも周囲の人々が自分たちに大きな関心を寄よせていることは雰ふん囲い気きから分かる。異い邦ほう人じんであるセレィたちへの恐おそれと興きよう味みはもちろんとして、都みやこ勤づとめの『聴士ラルゴウ』に就しゆう任にんする可能性が高いニキィデへの関心も、当然のように大きい。

　それを改めて意い識しきしたせいか、ニキィデは赤らめた顔をさらに真っ赤にして、消え入りそうな声で囁ささやいた。

「……それなのです。ノランドットに来てからというもの、どこにいても、知らない人から声をかけられてしまって。子こ供どもに懐なつかれるのはまだ嬉しいのですが、女性の誘さそいを断ことわるのが大変で……」

　すっかり縮ちぢこまってしまった青年の肩かたを、クルァシンは同どう情じようの念を込こめて軽く叩たたいた。女性に振ふり回されることの苦労については、この導神に一いち日じつの長ちようがある。

「……案内を願おうか。我われ々われと一いつ緒しよにいれば、周囲の注目もいくらか紛まぎれるだろう」

　ニキィデはほっとしたように微笑ほほえんで、では、とクルァシンたちの先頭に立った。

「どんな場所へご案内しましょうか。私はノランドットの出身ではありませんが、今回の選せん抜ばつのために、二月ほど前からここに滞たい在ざいしています。その間に回るべき名所の位置は、おおむね把は握あくしたつもりですが……」

「近場にあるようなら採さい鉱こう場じようを頼たのむ。もっぱらの関心は金きん属ぞく資し源げんの在あり処かなのでな。可能なら、冶や金きんの現げん場ばも見てみたい」

「それでしたら南区画ですね。歩くにはちょっと遠いので、ロバ車を呼よびましょうか」

　心得た風に頷くと、ニキィデはひとり道の端はしまで歩いていく。そこには背せ丈たけも胴どう回まわりも青年とちょうど同じくらいの案山子かかしのような柱が立っていて、左右に伸のばした腕うでのように見える部分からは、それぞれに材質の違ちがう鐘かねがぶらさがっている。備そなえつけのバチを右手に持つと、ニキィデ青年は向かって右の鐘を一定の間隔を空けて何度も打ち鳴らした。興きよう味み深ぶかげに彼の様子を眺ながめながら、セレィは言う。

「それは馬車を呼ぶためのものだったのか。街の至いたるところに備えつけてあったが、私はてっきり、火災の発生などを迅じん速そくに伝えるための、非常用の報ほう知ち器きだと思っていた」

「そのような用途にも使われますし、鐘の叩たたき方によって信号の意味合いは異ことなってきますね。今のようにカンカンカン、と三回連続で鳴らすことを繰くり返すのがロバ車を呼ぶ時です。もちろん火災時の信号もありますが、ちょっと今はお聞かせできません。平時に鳴らすと国法で裁さばかれますので」

　ニキィデが冗じよう談だんめかして言った内容に、一同からも笑いが零れた。そこでちょうど、曲がり角を折れてやって来たロバ車が目に入る。老いた御ぎよ者しやがぴしゃりとロバの尻しりを鞭むち打うって車体を止めた。今度のロバ車は短たん距きよ離り専せん用ようと見えて幌がなく、むき出しの座ざ席せきには御者を除のぞいて最大六人が座れるようになっていた。

「さぁ皆みなさん、お乗りください。楽しい観光にしましょう」

　五人を乗せたロバ車が出発する。首都に来た時と同様の、のんびりした道行が始まった。







　ノランドットの南区画は鉱こう物ぶつ資し源げんの採さい掘くつと金きん属ぞくの精せい製せいに特化した工業地区である。クルァシンの印象では鉱夫というものは、有毒ガスと塵じん肺ぱいの危険に晒さらされながら坑こう道どうに潜もぐって働く過か酷こくな職しよく業ぎようであったが、それは少なくとも、ここアヌビシアでは当てはまらないことが証しよう明めいされた。

「ここで鉄が採とれるだと!?」

　導神の愕がく然ぜんとした声が大気を震ふるわせ、黙もく々もくと作業に従じゆう事じしていた盲民族メルキエーナたちの注意を引く。だが、そんなことは少しも意に介かいさず、クルァシンは揚よう々ようとした足取りで採さい鉱こう場じように踏ふみ入った。

　拓ひらけた土地だった。四方半里に至いたるまで木々は悉ことごとく取り払われ、その表面を広く浅く徐じよ々じよに掘ほり下げていく形で、巨大な擂すり鉢ばち状じようの穴あなが出来ている。掘った穴からは、始めこそ湿しめった土の他に何も出てこないが、掘り下げていくうちに固い砂すなの感かん触しよくが混まじるようになる。採掘作業に従じゆう事じする者たちは、手にした掘削器スコツプでそれを搔かき集めて台車に載のせ、積せき載さい量りようが一杯になった端はしから冶や金きん場の方に運んでいく。

　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちでその光景を眺ながめているクルァシンに、ニキィデが恐おそる恐る声をかける。

「あ、あの……どうかされましたか？　私の案内に何か手て違ちがいでも……」

「こんな平らな土地で露ろ天てん掘ぼりだと……。坑こう道どうをよほど深くまで掘り下げているならまだしも、どうして地表からこんなに近い地ち層そうに鉱こう床しようがあるのだ？　しかも見たところ、相当に広こう範はん囲いに渡わたって広がっているようだが……」

　眼めの輝かがやきを研究者のそれにして、クルァシンはぶつぶつと呟きながら採鉱場の地面を歩いて回る。余よ人じんの声を聞いてくれるような雰ふん囲い気きではない。途と方ほうに暮くれて立ち尽つくすニキィデの肩かたに、ぽんとセレィの右手が載せられた。

「しばらくそっとしておいてやれ。とはいえ、私もおそらく、導神どのと同じ疑ぎ問もんを抱いだいているのだが……」

「この採鉱場が、どこか変ですか？」

「うむ。……我わが国ロケィラでも金属は採れるが、それは鉱山と呼ばれる土地に限定してのことだ。識しき者しやの見解によれば、金属というものは本来的に地下深くに眠ねむっているものだが、大地に流れる血脈のようなものが活かつ性せい化かすると、ときおり地表まで押おし上げられてくるのだという。だから金属が取れる土地は、周囲と比べて必ず隆りゆう起きしているのだ」

　セレィの説明に、ニキィデはきょとんと首を傾かしげ、奇き妙みようなことを問い返した。

「では……他の国では、金属の採れない土地というものがあるのですか？」

「それはもちろん、採れる土地の方が少ないが……いや、ちと待て。今の言い方では、まるでアヌビシアでは、どこでも金属が採れるとでも言うようだが」

　どこでも、という表現に肩を震わせたクルァシンが、ニキィデの正面に一いつ瞬しゆんで走り戻もどった。

「──確かか？　アヌビシアの地では、どこを掘っても鉄が出てくると？」

「え、ええ……。この採さい鉱こう場じようも長く使われていますが、同様の施し設せつが国内にいくつもあります。発はつ掘くつがしやすいよう、比ひ較かく的てき乾かわいた土地を選ぶ傾けい向こうはありますが……」

　気け圧おされ気味に上体をのけぞらせるニキィデからそう確かく認にんすると、クルァシンは再ふたたび難むずかしい顔で呟つぶやき始めた。武ぶ器き防ぼう具ぐは言わずもがな、工具類を始めとした日にち常じよう的てきな生活用品にも多おおく利用され、文明の発はつ展てんに大きく寄き与よする金きん属ぞく資し源げんの埋まい蔵ぞう量りようは、土地の価か値ちを測はかる上でもっとも重要な焦しよう点てんのひとつなのだ。

「……土地の性せい質しつと金属の埋蔵量が明らかに嚙かみ合わない。まさか、これは隕いん鉄てつか？　ネルマフカ神話においては、月が地上に落ちたところからアヌビシアの森林が生じたとあったが、それも単なる神話と侮あなどれるものではないのかもしれん……」

　呟きながら、クルァシンは掘ほり下げられた穴あなの中に歩いていき、金属粒りゆう子しの混じった粗あらい砂すな粒つぶを地面から摘つまみ上げて、それをじっと検あらためた。

「……思えば、この森の生せい態たい系けいは東方のそれに比くらべて独どく特とくに過すぎる。過去に落ちた金属質の隕石が影えい響きようを与あたえた結果と考えるなら筋すじが通る……いやいや、いくらなんでも考えが飛ひ躍やくしすぎか？　そんな巨大な質量が落ちたのなら、当時のエナ・ガゼにとっては壊かい滅めつ的てきな打だ撃げきだったろうし……」

　導神の思し索さくは止とどまるところを知らない。一方、話題に入っていけないメリェとコリォは、二人で寂さびしげに土いじりなどしている。

　やがて推すい測そくを捏こね回すのにも限げん界かいが来たのか、クルァシンが低く声を上げた。

「……次は、冶や金きんの現場を見せてもらえるか」

「ええ、もちろん。あれは圧あつ倒とうされますよ」

　無事に案内を進められることにほっとした様子で、ニキィデは一同を先せん導どうして再び歩き出す。それを追って歩きながら、クルァシンはアヌビシアという国の有する価か値ちについて、頭の中で訂てい正せいを重ねなければならなかった。







　採鉱場に隣りん接せつした巨きよ大だいな建物に入っていくと、中は汗あせが噴ふき出すほどの温度だった。

「「「「「「「ひと踏みオノミザ、ふた踏みスルミザ、みっつ踏みハルアミザ！」」」」」」」

　掛かけ声に合わせて、屈くつ強きような男たちが力強く板いた張ばりの床ゆかを踏ふみこむ。ごうごうと木炭が燃もえさかる音と共に、沈しずみ込んだ床ゆかの隙すき間まから熱風が噴ふき出してくる。豪ごう快かいな力仕事が延えん々えんと続く一方で、その下では作業員が炉ろの口を開け、見事に溶よう解かいした金属を鋳い型がたに流し込んでいた。

「踏鞴たたら場ばか……！　これは見み応ごたえがあるな！」

　クルァシンが歓かん声せいを上げて製せい鉄てつの光景に見入った。屈強な男たちが踏み込んでいるのは空気を送り込こむための巨大なポンプで、ふいごを通して送り込まれた新しん鮮せんな空気が、炉の中の火か勢せいを飛ひ躍やく的てきに高める仕組みになっている。原理的には、地球アースでかつて行われていた冶や金きん術じゆつと同じだ。

「どうですか!?　少々暑いですが、大したものでしょう！　私たちの衣服や家屋に付けるための金きん属ぞく製せい品ひんの原料は、ほぼ全てがここの製せい鉄てつ所じよで生産されるんです！」

　男たちの掛かけ声に搔かき消されぬよう、ニキィデは精せい一いつ杯ぱいの大声で解かい説せつを加える。額ひたいの汗あせを袖そでで拭ぬぐいながら、セレィが導神の脇わき腹ばらを肘ひじでつついた。

「いかにも力仕事という風ふ情ぜいだが、導神どの、そなたも少しあれに参加してきてはどうだ。ここしばらく神らしい振ふる舞まいを見せておらぬし……そなた流に言えば、なけなしの信しん頼らいを作るいい機会ではないか？」

　踏鞴たたら場ばの男たちとセレィの顔を見み比くらべて、ふむ、とクルァシンは頷うなずいた。

「……それも悪くないな。俺おれとしても丁度、身体を動かしたかったところだ」

　言うが早いか、クルァシンは一息に踏鞴を踏みこむ男たちの場所まで駆かけ上がった。突然の闖ちん入にゆう者しやを困こん惑わくして見返す盲種メルキエーナの男たちへ、良ければ手伝わせてくれと、導神は威い勢せいよく提てい案あんする。

「破ハァッ！」

　一人の男と交代するや否いなや、導神の震しん脚きやくが床ゆか板いたを深々と沈しずめこむ。それまでと比べて二倍近い足場の落差に、他の男たちが慌あわてて支えの棒ぼうにしがみつく。そうなると、床板を踏ふみこんでいるのは事実上クルァシンひとりだけになったが、遠えん慮りよが無用になった分、彼はむしろ活き活きと足あし腰こしを動かし始めた。

「す、すごい……。大の男が二十人がかりで動かす踏鞴たたらを、あんなにも簡かん単たんに……」

　ニキィデは感かん嘆たんの声をあげて導神の活かつ躍やくを聞き届とどけた。支えの棒にしがみついていた男たちも、客人に仕事を取られてたまるかと躍やつ起きになって踏み込みの作業に戻もどっていく。そうして男たちと一いつ緒しよになって汗あせを流すクルァシンの表情に、セレィはふと、今までに見たことのない生気の輝かがやきを見た。

「ふ……呆あきれるほど良い顔だな。そなたが支配者に向かぬわけだ」

　そう呟つぶやくと、セレィは上うわ着ぎを脱ぬいで腕うでまくりし、コリォが止めるのも聞かずに自ら踏鞴たたらの方へと上がっていった。男の仕事も女の仕事もなく──ただ友神があんまり楽しそうだったから、彼女もそれにあやかろうと思った。それだけのことであった。







　熱気に中あてられたせいか、冶や金きん場じようから出てきたセレィたちは、途と端たんに強きよう烈れつな喉のどの渇かわきを覚えた。気を遣つかったニキィデが近くの屋外酒場に行こうと提てい案あんしたが、ロバ車を呼べる場所まで向かう途と中ちゆう、一同は興きよう味み深ぶかい光景を目にした。

　何十本もの肉にく厚あつの葉をもつ植物が、細長い花か壇だんに並ならんで生えている。冶金場から出てきた仕事帰りの男たちは、そこを通りがかるついでに葉を一本ずつもいでいく。それをどうするのかと思えば、彼らは何ともぎ取った葉の断面に口を付けて、溢あふれだしてくる液体をちゅうちゅうと吸すったのだ。セレィは驚おどろいて傍かたわらの青年に問うた。

「ニキィデ。彼らは何をしているのだ？」

「ああ、マリュダの葉ですね。肉体労働者が好む植物の一種です。お客様に出すようなものでもありませんが……よろしければ、試してみますか？」

　ニキィデは人数分の葉をもぎ取ってくると、それを一本ずつセレィたちに渡わたした。植物の体たい液えきにしては粘ねん性せいの少ない、サラサラとした透とう明めいな液えき体たいが断だん面めんから零こぼれている。いち早くそれを口に運んだのはメリェであった。

「あっ……甘いです。喉のどにすっと染しみ込む甘さです。ああ、止まらないです～」

　幸せ一杯の表情で、メリェはちゅうちゅうと甘かん露ろを吸すう。それでわずかな躊躇ためらいも払ふつ拭しよくされて、他の一同も揃そろってマリュダの葉を口に運んだ。

「んっ……ふむ、これはいいな。果か汁じゆうとは一いつ風ぷう変わった甘味だ」

「ほのかな苦みも感じるな。ニキィデ、これが肉体労働者に好まれる理由は？」

「やはり味が良いのと、水分と糖とう分ぶんが同時に補ほ給きゆうできるからですね。それに、これを摂とると傷きずの治りが良いとも言います。マリュダ自体も再生力の高い植物で、二ふた晩ばんも置けば、もぎ取った葉が再さい生せいしてしまいますから」

「あの……もう一本、いただけますか？」

　よほど喉が渇かわいていたのか、コリォが遠えん慮りよがちにマリュダの花か壇だんを指差す。ニキィデは邪じや気きのない笑顔で頷うなずいた。

「どうぞ、二本でも三本でも。ですが、あまり飲むと晩ばん御ご飯はんの前にお腹なかが膨ふくれますよ。とても栄えい養よう価かの高い植物ですから」

　青年がもぎ取って寄よ越こした葉を、コリォは背せ中なかの翼つばさをきゅっと縮ちぢめながら受け取った。そうして結局、ロバ車を呼べる場所に辿たどりつくまで、一同は揃ってマリュダの葉をくわえたまま歩き続けたのだった。







　水包樹シヤンバラの枝えだ葉はを透すかして降ふり注ぐ黄緑色の陽ひ射ざしが少しずつ陰かげってゆき、セレィたちが街中を歩きまわることに困こん難なんを感じ始めた頃ころ、都中央の『栄の塔ホマセ・ユロ』から甲かん高だかい銅ど鑼らの音が鳴り響ひびいた。午前中に行われた聴士ラルゴウ選抜試験の審しん査さが終わり、その結果発表に移うつることを示すものだった。

　午後一いつ杯ぱいをセレィたちの案内に費やして、今は彼女らと共に屋外酒場で酒を酌くみ交わしていたニキィデだったが、その音色を聴きいてさすがに緊きん張ちようを見せた。人生を決定する一大発表を前にした青年に、クルァシンが穏おだやかに話しかける。

「いよいよだな。今日は昼間からずっと付き合ってもらって、こちらとしては非ひ常じように助かったが……。その、こんな大事な発表を一いつ緒しよに聴くのが、本当に我われ々われで良かったのか？　お前はここの出身ではないそうだが、付き添そいくらいはいたのではないか」

「いえ……むしろ、皆みなさんと一緒にいられてありがたいです。僕の故こ郷きようはアヌビシアの東の端にある貧しい村でして、僕ぼく一人を試験のためにノランドットに送り出すだけでも、村全体に大変な負ふ担たんをかけました。親類知人が当日に駆かけ付けるほどの余よ裕ゆうは、とてもありません。……こうして皆みなさんの案内をするように言われたのも、僕が一人であることを知っている、ネレィク陛へい下かの気き遣づかいなのでしょう」

　ニキィデ青年の覗のぞかせた苦労人の側面に、場がしんみりと静まり返ったところで、いよいよ『栄の塔ホマセ・ユロ』から試験結果の発表が始まった。当然のように音による信号で伝えられるので、直ちよく接せつ聞いてもセレィたちには理り解かいできない。それを承しよう知ちしていたニキィデは、期待と不安に弾はじけそうな胸むねを片手で押おさえながら、健けな気げにも彼女らのために信号の翻ほん訳やくを始めた。

「『北聴首ラルゴウ・ジルヤスマ』……受験番号九番、テクニスモ・ラドキレィ。『西聴首ラルゴウ・ジルビレイ』……受験番号六番、メイシャン・バジ。『南聴首ラルゴウ・ジルカンツ』……受験番号五番、ヒュゥジ・ミンケスタ」

　三つの役やく職しよくと名前が並んだが、ニキィデとサーリャの名前は未いまだに挙あがっていない。都みやこ勤づとめに該がい当とうする役職は、首都ノランドットの四方に配備される『聴首ラルゴウ・ジル』と、中央に座る『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の計五つ。受験者は総そう勢ぜい十名であるから、確実に半数は落とされることになる。

　既すでに五つの役職のうち三つが埋うまり、残る椅い子すは二つきり。勿もち論ろんそれらがニキィデとサーリャのために残されているとは限らない。加えて、二人がどれほど力を尽つくしたところで、『聴士ラルゴウ』の頂点に立つ『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の名めい誉よは一人にしか与えられない仕し来きたりである。セレィもクルァシンも、コリォもメリェも、それぞれに固かた唾ずを飲んでニキィデの翻ほん訳やくを待つ。

「『東聴首ラルゴウ・ジルトエロン』…………」

　そこで一いつ旦たん、ニキィデは言葉を切った。……そのわずか数秒で、どのように心の整理をつけたのかは分からない。ただ、改めて口を開いた時の青年の顔は、ひどく晴れ晴れとしたものだった。

「……受験番号一番、ニキィデ・トリカッソ」

　微笑ほほえみながら自分の名前を告げると、青年は座すわっていた椅子に深く身体からだを委ゆだねた。あらゆる感情の波に先さき駆がけて、試験が終わった事実への安あん堵ど感かんがこみ上げたのかもしれない。──だが、この期ごに及およんでなお、彼は勝者に対する敬けい意いを忘わすれなかった。

「『大央聴ラルゴウ・オオデキム』……受験番号二番、サーリャ・ラプスェトエナシェ！」

　ニキィデは声を張はり上げた。万事について大人おとなしく謙けん虚きよな青年が、この瞬しゆん間かん、自分を負かした相手を褒ほめ称たたえるために、一度も出したことのない大声を肺はい腑ふから絞しぼり出した。クルァシンは今さらながら、青年の人ひと柄がらに対するネレィクの評ひよう価かが正しかったことを思い知った。

「乾かん杯ぱいしてください、皆みなさん！　彼女の勝利に！　サーリャさんの『大央聴ラルゴウ・オオデキム』就しゆう任にんに！」

　ニキィデは椅子の上に立ち上がると、酒場に居い合あわせた人間の全てを巻まき込こんで、乾杯の音おん頭どを取り始めた。気のいい酔すい漢かんたちもすぐに乗ってきて、酒の入った杯さかずきを打ち合わせては、ニキィデの身体をもみくちゃにした。それは決して慰なぐさめの酒ではなかった。サーリャの勝利と共に、彼の『東聴首ラルゴウ・ジルトエロン』就任も間ま違ちがいなく祝福されていた。

「おめでとう、サーリャ！　おめでとう、ニキィデ！」

　セレィもすぐさま祝いの宴うたげに便乗した。有角ユルフイネクの女じよ皇おうに祝福されたニキィデは、泣き笑いの表ひよう情じようを浮かべながら、彼女を含ふくむ周囲の人間と何度も何度も酒しゆ杯はいを打ち合わせた。

「俺おれも、心から祝わせてもらう。……おめでとう、ニキィデ」

　そう言って、クルァシンは静かに酒杯を掲かかげた。その一いつ杯ぱいを干ほすと、知らない誰だれかがすぐに酒を注ぎ足した。酒しゆ宴えんの盛もり上がりはいきなり最さい高こう潮ちようまで上りつめ、人々は酒を片手に、席に腰こしをぶつけながら机の間を行き交った。

　戦いを終えた『聴士ラルゴウ』たちを誰だれもが祝福し、もはや都育ちも田舎いなか者ものも余所よそ者ものもなく、手にした杯さかずきで乾かん杯ぱいを交わして互たがいの喜びを交こう換かんし合った。中には感情に任まかせて踊おどりだす者もいて、そんな彼らが店内を滅め茶ちや苦く茶ちやに散らかしていく様子を、けれど店主は苦笑するのみで見み逃のがす。倒たおれた木机も割われた酒杯も倒たおれこんだ酔よっ払ぱらいも、全ては祭りの夜の夢ゆめであった。
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「わぁ、みんなすごく楽しそうですね、導神さま……あれ？」

　ふとメリェが首を巡めぐらせると、隣となりに座すわっていたはずのクルァシンの姿すがたが忽こつ然ぜんと消えていた。コリォと一いつ緒しよになって辺りを見渡しても、紅べにと翠みどりの鮮あざやかな色しき彩さいはどこにも見当たらず、二人の娘はきょとんと顔を見合わせるのだった。







　聴士ラルゴウ選抜試験の結果発表が終わり、祭りが最後の盛り上がりを見せている夕ゆう暮ぐれ時。酒場の喧けん騒そうから抜け出したクルァシンは、提ちよう灯ちんを片手に見知った少女の姿を求めて街中を走り回っていた。

「虱しらみ潰つぶしにしていっても埒らちが明かないか……。まだ明るいうちに、どこか高いところに行こう」

　そう決めると、導神は持ち前の身の軽さで手近な家屋の上に飛び乗り、そこから屋根伝いにさらなる高所を目指して進み始める。彼の辿たどった跡あとでは屋根上の気流が搔かき乱みだされ、そのせいで金きん属ぞく装そう飾しよくが奏かなでる音色も微び妙みように異ことなっていく。その小さな変化に気が付く者もいたが、導神の動きが速すぎるせいもあって、まさか屋根から屋根へと飛び移うつっていく者がいるとは夢ゆめにも思わない。

「ここにもいない……ここにも、いない……」

　少しでも広い範はん囲いを俯ふ瞰かんできる場所を探しながら、クルァシンは眼がん下かに練ねり歩あるく群ぐん衆しゆうの中に、耳当てを付けた少女の姿すがたを探さがす。もちろん、屋内の酒場などでニキィデと同じように祝福を受けているのなら、どんなに探しても見つかるはずはない。だが、導神もそれはないと確信していたからこそ、見つけ出してやらねばならないと思ったのだ。

「ここではまだ低いか。……『栄の塔ホマセ・ユロ』はさすがに無理にしても、宮きゆう殿でんの屋上ならば」

　ノランドットの中央に向けて、クルァシンは屋根から屋根へと全速で駆かけ抜ぬけた。黄緑色の陽ひ射ざしはいよいよ弱りきって、今にも街は森林の中と同じ緑の闇やみに沈しずもうとしている。導神の心中に焦あせりが生まれ始めた。──ここで自分が見つけてやらねば、おそらく誰だれもあの娘を見つけてやれない。

　門もん衛えいの兵士の脇を疾風はやてとなって通り抜け、階段を上がるのも面めん倒どうとばかりに、クルァシンは宮殿の外がい壁へきを駆かけ上った。最さい短たん距きよ離りで屋上まで辿たどりつくと、朝方にサーリャとニキィデの試験を見守ったその位置から、彼はあらためて街まち並なみを眺ながめ下ろす。しかし一歩遅おそく、アヌビシアの誇ほこる音おん響きようの都ノランドットは今まさに、夜よ闇やみの訪おとずれの中に沈しずむところだった。

「くそっ……！」

　導神の眼めをもってしても、もはや街中を行き来する人々の顔を正せい確かくに見分けることはできない。誰彼たそがれの暗黒が、小さな孤こ独どくを完全に隠かくしきってしまったように思われた。

　はぁ、と力なく溜ため息をついたクルァシンが、ふと力なく視線を上に移うつしたところで──皮肉にも、今まで探し求めていた相手を、そこに見つけた。

「……何だ、そこにいたのか」

　一度見つけてしまえば、もはや導神に逡しゆん巡じゆんはなかった。わずかな練れん気きを経へて、渾こん身しんの力で床ゆかを蹴ける。屋上から跳ちよう躍やくしたクルァシンの身体からだは、風に運ばれる木の葉のような軽やかさで『栄の塔ホマセ・ユロ』の頂ちよう上じように辿たどりついた。

「職しよく場ばの下見か？　祭りの日の晩ばんから感心なことだな」

　音おん響きよう効こう果かを高めるために開けられた穴のひとつから顔を出して、クルァシンは建物の中で蹲うずくまる少女へと声をかけた。……今や名実ともに『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の地位を勝ち取ったはずのサーリャ・ラプスェトエナシェは、むしろ肉親の訃ふ報ほうでも聞いたかのように表情を沈しずませて、暗闇の中で膝ひざを抱かかえていた。

「……まさか跳とんでくるとは思わなかった。すごい跳ちよう躍やく力りよく」

「これでも神の端はしくれなんでな。この程てい度どの曲芸はこなすさ」

　言いつつ、クルァシンは狭せまい穴あなを足からくぐり抜ぬけて室内に入り、持ってきた提ちよう灯ちんを足元に置く。ぼうっとした黄緑色の灯りの中に浮かび上がったのは──四面の穴の他は、天てん井じようも床も全てが分ぶ厚あつい石の壁かべで作られた、冷たい圧あつ迫ぱく感かんのある部屋だった。天井から釣つる瓶べのようにぶら下がる形も厚さも様々な金きん属ぞく片へんは、ネレィクも話していた二十六種類の信号打楽器だろう。ともあれ、最さい優ゆうの盲民族メルキエーナが働く職場としては、いささか狭せまいし殺風景に過すぎるように導神には感じられたが──もちろんそれも、眼めを頼たのみとする人間の感想に過すぎない。

「お前の『大央聴ラルゴウ・オオデキム』就しゆう任にんを祝いわいに来たが……当の本人は、あまり祝われたくなさそうだな」

「…………」

　サーリャは黙だまり込こんだ。冷たい壁に背せをもたれさせながら、クルァシンは続けた。

「ニキィデは見上げた好青年だな。人生の大おお一いち番ばんに負けた直後で、ああまで他意なく勝者を祝える人間はそういるまい。だというのに、肝かん心じんのお前が勝利を誇ほこっていないのは皮肉なことだ」

「彼には分からない！」

　空気が震ふるえた。それは、クルァシンが初めて聞く少女の怒ど声せいだった。あるいは悲鳴であったかもしれない。固く握にぎりしめた小さな拳こぶしの震ふるえからは、そのどちらとも取ることが出来た。

「ニキィデと同じ東の辺境で育った私は、彼の評ひよう判ばんについてもよく耳に入ってきた。……ネレィク陛へい下かも言っていた通り、ニキィデは最優の盲民族メルキエーナ。それは耳の良さを問う以前に、盲種メルキエーナとして生を受けた自分を心から誇っているから。彼は『大央聴ラルゴウ・オオデキム』として働くことが人生で最高の価か値ちだと信じている。だから、それが叶かなわなかった今でさえ、自分を負かした相手に心から尊そん敬けいの念を抱いだいてやまない。……でも、それは大きな間ま違ちがい」

「何故なぜだ。自分は尊敬に値あたいしないと？」

　サーリャは答えず、抱いた膝ひざの間に顔を埋うめた。……かと思えば、まるで違う話を始めた。

「私には、木登りができない」

　脈みやく絡らくのない告白に、けれどクルァシンは口を挟はさまず、じっとサーリャが続きを口にするのを待った。少女をまっすぐに見み据すえる漆しつ黒こくの瞳ひとみには、すでに多くの事情が見えているようだった。

「今回の受験生の中で、私とニキィデだけが田舎いなかの出身。地方の村で生まれた子供たちの中から、耳の良さを見込んで選ばれた『聴士ラルゴウ』の候こう補ほ生せい。村の人々の期待を一身に背せ負おって、回り道なく出世の階かい段だんを駆かけ上っていくのが、唯ゆい一いつにして絶ぜつ対たいの私たちの義ぎ務む。……『大央聴ラルゴウ・オオデキム』を輩はい出しゆつした村には、アヌビシア王室から特別の援えん助じよ金きんが支し給きゆうされる。それは小さな村が数十年は食べるのに困らなくなるほどの額がくで、貧まずしい村落にとっては喉のどから手が出るほど欲しいもの」

　村の数だけ『聴士ラルゴウ』の候補生がいて、候補生の数だけ出世競争は苛か烈れつさを増ます──サーリャはそう語った。その内容は、この二日間の華はなやかな祭りからは想そう像ぞうも付かない、人々の生活に直結した聴士ラルゴウ制度の裏うら側がわだ。

「アヌビシアは決して豊ゆたかな国じゃない。森の中で育てられる作物も、養うことのできる家か畜ちくも、実はとても限られている。その上、外の国から物ぶつ資しを輸ゆ入にゆうすることもできない。閉へい鎖さした系けいの中で自給を続けるやり方は……本当を言えば、ずっと昔から無理を抱かかえている」

「では、この二日間の祭りの華やかさは──」

「普段の貧しさの裏返し。あるいは、アヌビシアの国力をあなたたちに侮あなどられたくなかった、ネレィク陛下の見み栄え。……ロバ車でこの街まで来た時のことを憶おぼえている？　ものすごく時間がかかった。本当はもう二日くらい早く着つけたはず。でもそうなると、祭りが始まる前のノランドットが、あなたたちの中で第一印象として定着してしまう。ネレィク陛下はそれを避さけたかった」

　クルァシンは唇くちびるを嚙かんで押おし黙だまった。彼も薄うす々うすは気付いていたことだ。──十年に一度の『聴士選抜祭メニク・ラルゴウ・マドネツト』が、たまたま彼らが街を訪おとずれたその日に始まったと考えるよりは、来らい訪ほうの日につ程ていに微び調ちよう整せいがあったと考えるほうが自然だろう。

「私は『聴士ラルゴウ』として出世するために、地方でも出来る限りの教育を受けさせられてきた。でも、その環かん境きようは、村の人々の生活を切りつめて整えられたもの。……毎日毎日、ものすごい抑よく圧あつを感じていた。これだけお膳立てしてやっているのだから、何が何でも出世して村に金を持ち帰れと。そのまま言葉にして言われることもあったし、そうでなくても皆の気持ちは伝わってきた。だから、私は必死になって耳を鍛きたえるしかなかった。……他のことをしている暇ひまなんか、なかった」

「……木登りさえも、か」

「一度だけ、大人の眼めを盗ぬすんで登ろうとしたことがあった。途と中ちゆうで落っこちたところを見つかって、ものすごく怒おこられた。『お前の身体からだはお前だけのものじゃないんだから、危き険けんな遊あそびは金こん輪りん際ざいするな』って。……でも、どうして私が木なんか登りたがったのか、誰だれもその理由に気付いてはくれなかった」

　何かを待つように、サーリャはそこで口を閉とざした。わずかな沈ちん黙もくが告こつ解かいの時を告げる。

　クルァシンは悩なやみに悩み抜ぬいた末に、思い至いたったその理由を、口にすることにした。

「……青い空が、見てみたかったか」

　決して外に漏もれることがないように、間ま違ちがっても余よ人じんの耳に入ることがないように、導神の声は言葉として聞き取れる限げん界かいまで潜ひそめられたものだった。が、分厚い耳当て越しにも完全にそれを聞き取ったサーリャは、そこで初めて、膝ひざに埋うめた顔をゆっくりと起こしていった。

「いつから、気付いていたの」

　ちりぃん、と耳に付けた鋲身具ピアスが鳴り響ひびき──ふたりの視線が絡む。

　提ちよう灯ちんの薄うすぼんやりとした灯りが照らしだす、監かん獄ごくめいた石いし造づくりの小部屋の中で、

　小さな顔の、並ならんで開いた瞼まぶたの奥にふたつ、大おお粒つぶの翡ひ翠すいが輝かがやいていた。

「綺き麗れいな眼だな。……秘めておくには、勿体のない宝石だ」

　がらりと印象を変えた少女の顔をじっと見つめて、クルァシンは素す直なおな感想を零こぼした。サーリャは薄うすく笑って応こたえた。

「この眼で何かを見たことはあっても……この眼を見たのは、あなたが初めて」

　言いつつ、サーリャは視し線せんで最初の問いを重ねた。いつ気付いたのか、と。

「盲民族メルキエーナの同どう族ぞく意い識しきの根底にあるものは、耳が良いことではなく、眼めが見えないことだ。『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の座を勝ち取った結果を、素直に喜べないお前の負い目は、おそらくその辺りに根ざしているのではないかと思った。……まぁ、半ば以上は直感だったがな」

　苦笑混まじりにクルァシンは答えた。が、今度は真顔になって言葉を足す。

「……だが、『あなたの言うとおりだった』──あの一言が、最後の決め手だったな。俺おれが『栄の塔ホマセ・ユロ』に関して言げん及きゆうした記き憶おくは、二度目にお前と会った時、あの天辺から見えるだろう景色の限げん界かいについて推すい測そくした、その一度きりだったのだから」

　サーリャはこくりと頷うなずき、片手をこめかみに当てて口を開いた。

「……ノランドットに向かうロバ車にあなたたちが乗り合わせた時、ひょっとしたらそういう巡めぐり合わせなのかもしれないとは思った。見えることを周囲に秘ひめ隠かくしたまま『大央聴ラルゴウ・オオデキム』になろうとしている私の裏うら切ぎりを、この人たちが裁さばいてくれるのかもしれないと」

「……その眼は、一種の先せん祖ぞ返がえりか？」

「多分、そう。……何千人かにひとり、私みたいに、盲民族メルキエーナでありながら眼が見える『忌子いみこ』が生まれる。そういう者は両眼を潰つぶさなくちゃならないしきたり。でも私は、その事実を秘め隠したまま、ここまで来てしまった。他の誰だれにも、両親にさえも打ち明けずに」

「……よく今まで、ばれなかったものだ」
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「六歳さいのとき、それまで開かなかった瞼まぶたが突とつ然ぜん開いた。初めは混こん乱らんしたけれど、子こ供ども心ごころにもそれが異い質しつな感覚であることは分かった。説明する言葉を持たなかったことが幸いして、誰も私が見えるようになった事実に気付かなかった。……その後は、『聴士ラルゴウ』としての教育を受けているうちに、これが視覚という感覚である事実を知ることができた。同時に──メルキェーナの神話に歌われているにも拘かかわらず、大人おとなたちには説明することのできない色々な言葉の意味を、知りたいと思うようになった」

　堰せきを切ったように、サーリャは果てしなく語り始めた。──星々の瞬またたきとはどんなものか、地平線に没ぼつする紫むらさき色いろの夕日とはどんなものか、潮うしおの満ち引きに上下する大海原とはどんなものか、雲一つなく無む限げんに広がる蒼そう穹きゆうとはどんなものか。実際この眼めにしたのなら、それらはどんなに美しいのかと──。

「その全てが、望むだけで罪つみになることだと知っていたし、その罪に対して待ち受ける二に者しや択たく一いつの刑けい罰ばつさえも見えていた。目が見えることが知られたのなら、この両眼は潰つぶされて、二度とものを見ることが叶かなわなくなる。知られなかったのなら、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』としてこの牢ろう獄ごくの中に閉とじ込こめられたまま、どんな美しい景色も見ることなく半生を過すごすことになる」

　少女の語る内ない容ようの悲ひ痛つうさに、クルァシンは思わず息を吞のんだ。サーリャにとって、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』という役職は栄えい誉よではなく刑けい罰ばつだったのだ。この小部屋が牢ろう獄ごくに似にていると思ったのは、必ずしも導神の独ひとりよがりな認にん識しきではなかった。

「唯ゆい一いつの慰なぐさめとして期待したのが、ここから眺ながめ下ろすことのできる景色だったけど……それもあなたの言ったとおり、緑の闇やみを越こえた場所までは見み晴はらせなかった」

　自じ嘲ちようの微笑ほほえみを浮かべたまま、サーリャはクルァシンをじっと見つめた。導神には咄とつ嗟さに返す言葉がなかった。故こ郷きように閉じ込められるという苦しみは、彼の経験してきた長い放ほう浪ろうと、全くの対極にあるものだったからだ。

「今の私は、こうして存そん在ざいしているだけで同どう胞ほうを裏うら切ぎり続けているのも同じ。……その報むくいは、メルキェーナの神話でも教訓として示しめされるところ。眼の見える私は盲民族メルキエーナになりきれないし、この耳が余よ計けいなことまで聞いてしまうばかりに、どこへ逃にげても疎うとまれることになる」

　少女は泣き笑いの表情で訥とつ々とつと告げた。長い葛かつ藤とうに疲つかれきった心の、触ふれれば折れてしまうような脆もろさを、生まれて初めて白はく日じつのもとに晒さらして。

「兄神たちに嫌きらわれたメルキェーナには、このアヌビシアの森林が最後の逃げ場だったけれど……ここにすら馴な染じめない私には、もう、どこにも行き場がない」

「…………」

「このことを、ネレィク陛へい下かに話す？」

　そうしてくれても構かまわないと言うように、サーリャは諦てい念ねんの煮に詰つまった口調で問うた。少女は裁さばかれることを望んでいた。だが、導神は固く拒こばむように首を横に振ふった。彼は人を裁くことが自分の領りよう分ぶんだとは思っていなかったし──何よりも、サーリャの抱いだいた望みの形が罪つみだとは思わなかった。

「……異なる世界と親しみたいという素そ朴ぼくな気持ちに、いったい誰だれが罪を問えるというんだ」

　かつて人であった頃ころに口にした言葉を、導神はここで改めて憤ふん然ぜんと告げた。その怒りは少女にではなく、少女の心を追い詰つめた運命の構こう造ぞうへと向けられていた。その言葉は少女の罪を裁くためではなく、少女の心を罪の意い識しきから解とき放つために紡つむがれていた。

「サーリャ、お前に責められる謂いわれが無いとまでは、余所よそ者ものの俺おれには言う権利がない。……だが、ニキィデも、ノランドットの市民たちも、決してお前を疎うとんではいなかった。お前に祝福を受けるに足りるだけの実力と研けん鑽さんの日々があったからだ。……その全てが、眼めが見えるという事実ひとつで無に帰すだと？　ふざけるな、そんな理り不ふ尽じんがあってたまるか！」

　サーリャの細い肩かたを両手で摑つかんで、クルァシンは必死に言い連ねた。卑いやしくも神の眷けん属ぞくを名乗る身ならば、何を置いても正さねばならない綻ほころびがそこにはあった。

「有角の神ユルフイネクにかけて誓ちかおう。この事は決して誰だれにも口こう外がいしない。……今約束できるのは、それだけのことだが」

　導どう神しんは己おのれの無力を恥はじて口ごもった。……どうして胸むねを張はれるだろう。神を名乗っておきながら、現げん状じようで少女に約束できるのは、たったそれだけのことなのだから。

　サーリャが力なく笑って頷うなずくと、左耳の鋲身具ピアスまで弱々しい音色を奏かなでた。摩ま耗もうしきった心が見て取れるその仕草だけで、見ている導神は胸が抉えぐられる思いだった。

「これからは、朝から晩ばんまで、ここが私の職場。……夜よる遅おそくになるけど、お勤つとめが終わったら、また会ってくれる？　外の世界の話、聞かせて欲ほしい。あなたが本当に神様なら……きっと私には想像もつかないくらい、色々なものを見てきたはずだから」

「ああ……適てき当とうに話を付けておくから、滞たい在ざいしている間は毎日でも会いに来い。どんな話が聞きたい？」

「綺き麗れいな景色の話。この部屋の中でも、ずっと想そう像ぞうして楽しめるくらい」

　任まかせろ、と導神は力強く請うけ負った。……たとえその記き憶おくの大部分が、二度と思い出したくもないような地じ獄ごくの光景に彩いろどられていたとしても──その中からとびきり美しい景色の話を選び抜ぬいて聞かせてやろうと、彼は固く心に誓ちかうのだった。
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『聴士選抜祭メニク・ラルゴウ・マドネツト』が終わった。それは同時に、女じよ皇おうセレィにとっては、アヌビシアとの本格的な外交の始まりを意味していた。ここまでの視し察さつを準じゆん備び段だん階かいとするなら、彼女の最終目的はあくまでもロケィラ・オルワナの二に国こく同どう盟めいにアヌビシアを組み入れることにある。

「ここからが正念場だ。……セレィ、昨日までの祭り気分は残していないだろうな？」

　侍じ従じゆうに引いん率そつされて宮きゆう殿でんの廊ろう下かを進みながら、クルァシンは隣となりを歩くセレィに注意するが、女皇は愚ぐ問もんとばかりに鼻を鳴らした。昨日まで着きていた借り物の衣服も返へん却きやくし、今はロケィラ・オルワナ二国同盟の長としての立場を示しめすべく、背せ中なかの翼つばさが自由になるよう設しつらえられた白地に銀ぎん刺し繡しゆうの外がい套とうを身に纏まとっている。額ひたいの一角つのは窓まどから注ぐ黄緑色の光を反射して鋭するどく輝かがやき、引き締しまった口元にも気の緩ゆるみは見て取れなかった。

「案ずるな、クルァシン。私とて気の入れどころは心得ている。浮うわついた気持ちで会談に臨のぞむ気などさらさらない」

「ならば良いが……俺おれも口を挟はさむとはいえ、今回の会談でもっとも重視されるのは、アヌビシアを同盟に加えた後の未来について、お前がどれだけ具体的で現げん実じつ的てきな像を持っているかだ。言うまでもなく、実じつ現げん性せいを伴ともなわない立案には何ら意味がない」

「アヌビシアを鎖さ国こくから解とくことの難むずかしさについては、そなたとも何度となく話し合ったことだろう。だが……今ならば、私は思い描えがくことができる。神代から続く対立の克こく服ふく、孤こ独どくから解き放たれた盲民族メルキエーナの姿すがたを」

　自信に満ちた言葉を口にする女皇の横顔を見て、クルァシンは嬉しげに眼めを細めた。一角つのと翼を共に衆しゆう目もくに晒さらし、有角種ユルフイネクと有翼種クロトアの両方を統べる立場となった女皇が、この短い月日でどれだけの思し索さくを己おのれに課したものか。彼女を見守る立場の導神には、その成長が何よりも頼たのもしい。

　二人が通されたのは、宮殿の二階にある風通しのよくない大部屋だった。中央には木製の大おお机づくえが据すえられ、樹じゆ脂しで塗と装そうされた表面は頰ほおずりしたくなるほどに滑すべらかだったが、その机を囲む人々の内心まで同じとはいかないようである。同盟側の陣じん営えいとしては、使節団の中から選出された三人の文官だけが肩かた身み狭せまそうに着席しており、それ以外の盲民族メルキエーナたちは皆、ある者は警けい戒かいを、ある者は不信を、ある者は敵てき意いを表ひよう情じように湛たたえて、セレィとクルァシンの入室を無言で出で迎むかえる。

「まずは掛かけられよ、貴き公こうら」

　一様に固い表情でいる重じゆう鎮ちんたちの中で、例外的にネレィクだけが歓かん待たいの意い志しを微笑ほほえみで示しめす。言われるままに空いた席へ着ついた二人はそこで、側面と正面に居い並ならんだ盲民族メルキエーナたちから、一いつ斉せいに値ね踏ぶみされる圧あつ迫ぱく感かんを感じることになった。

「セレィ殿どの。初めに断ことわっておくと、貴き公こうがその席に着ついたこと自体が既すでに偉い業ぎようだと言っていい。この数百年というもの、国こく防ぼうの観点から、アヌビシアは外交という行こう為いをほとんど放ほう棄きしていたのだからな」

　ネレィクの口調は息いき巻まく子こ供どもを諭さとすようだった。それがまるで「過か剰じような期待は持つな」と釘くぎを刺さされているようでもあり、クルァシンは少なからず出で鼻ばなを挫くじかれた思いに囚とらわれる。が、セレィは少しも堪こたえていない顔で、逆に揚よう々ようと言い返した。

「ネレィク殿、ロケィラにはこんな諺ことわざがある。──『ひとつ首級を上げたのならば、それを喜ぶ前に、ふたつ目の首級を取りに行け』。元来は戦場の心こころ構がまえだが、全ての物事に共通する真理ではないかな。小さな手て柄がらに満足して、より大きな手柄を立てる機会を失う。これは愚おろか者か、さもなくば臆おく病びよう者もののすることだ」

　席上がざわついた。「野や蛮ばんな」という声も上がる。戦場の諺ことわざを会談の場に持ち出したセレィに対する非ひ難なんであったが、ネレィクはそのことについては言げん及きゆうせず、ただ机き上じようで両手を組み合わせて苦笑した。

「臆病と賢けん明めいの境きよう界かい線せんはいつだって曖あい昧まいなものだ。アヌビシアにも似にたような諺ことわざがある。『敵てきの胸むねを突ついたのなら、次は自分の胸が突かれる番だと思え』──もっともこれは、功こうに逸はやる兵士を諫いさめるための言葉だが」

「功に逸る……か。肝きもに銘めいじておこう。しかし私も、多少の無理は通す覚かく悟ごでこの場にいる」

　隣となりの導神にちらりと視し線せんを向けて、セレィはこのまま話を続けて良いものかを無言で問うた。クルァシンは軽く頷うなずいて両りよう眼めを閉とざす。彼の存在が周りに意識されるのは、もう少し話が先に進んでからでいい。その意図を汲くみ取った女じよ皇おうは、遠えん慮りよなく弁べん舌ぜつをふるい始めた。

「それでは──ロケィラ・オルワナの二国同盟から出されたアヌビシアへの提てい案あんを、順を追って並ならべていこう。まず一つ目が、物ぶつ資し全ぜん般ぱんの輸出入の解かい禁きんと、そのための経けい路ろの確かく保ほについてだ。貴国が同盟入りすることによって得られる利り益えきは、その説明によって端たん的てきに理解してもらえると思う」

　この内ない容ようを議題として、互たがいに論ろんを交わすこと自体に異い論ろんはないだろうか──その確かく認にんの意味を込めて、セレィは席上に視線を走らせる。さすがにこの時点では反論が上がらなかったが、アヌビシアの重じゆう鎮ちんたちは多くが重い沈ちん黙もくを貫つらぬいており、提案に対して好意的であるという印象も得られなかった。

「では、まずは、余よ剰じよう分ぶんを取引に使えるような、アヌビシアの代表的な生産品を挙あげてもらえるか？」

　セレィの質しつ問もんに即そく応おうする者はなかった。無む為いの沈黙が数秒ほど続き、焦じれたネレィクが指先で机つくえを何度か叩たたく。それでようやく、渋しぶ々しぶとした面おも持もちで臣下のひとりが立ち上がった。牧歌的な丸顔をした初老の男性、国内の資源管理を担になうリシュム・アンレィ総そう監かんである。彼はいくぶん間ま延のびした口調で話し始めた。

「……えー、アヌビシアの特産品と言えば、もちろん第一に木材が挙あげられます。水包樹シヤンバラから切り出した木材は一定の乾かん燥そう期き間かんを置かなくては使い物になりませんが、きちんと処しよ置ちをすれば、適てき度どなしなりを備そなえた優すぐれた建材として利用できます。問題としては、我わが国は国こく防ぼう上じようの観点から森林の減げん少しようを嫌きらっているので、輸出に回せる木材の量には制せい限げんがかかるということですが……」

「それだけじゃねぇ。ヘタに外国と商売なんか始めたら、食い詰つめた地方の部落は自分で木を切って売りに出すぞ。その日を食いつなぐために二に束そく三さん文もんで売っちまえば、そんなのは資し源げんの垂たれ流しも同然じゃねえか」

　やや乱らん暴ぼうな口調でリシュムの説明を補ほ足そくしたのは、税ぜい務む総そう督とくのヤイカ・スオゥダ。地方の住民から租そ税ぜいを徴ちよう収しゆうする憎にくまれ役を日ひ頃ごろから務つとめているだけに、貧まずしき者がどう動くかについては、誰だれよりも精せい密みつな想像が働くようであった。

「確たしかに……今のアヌビシアの治安は、民みん衆しゆうが外に眼めを向けないからこそ保たもたれている部分はあります。どのような物資の輸出を始めるにせよ、交こう易えきの過か程ていはあくまでも国が管理し、公共の利り益えきに反する者には厳きびしい罰ばつを与あたえる。その内ない容ようを明記した、新たな商法を公こう布ふしなければなりません」

　涼すずしい声を挟はさんだのは公安大隊長のニシァ・エンテ。顎あごに手を当てて逡しゆん巡じゆんする仕草が、育ちの良さを窺うかがわせる優やさ男おとこである。

「貴き公こうらにはすでに知られているだろうから、加えておくが……同様の問題は金きん属ぞく資し源げんについても言えることだ。この国の全土で鉄が取れるという事実を、諸しよ外がい国こくは未いまだに知らない。だが、ひとたび明らかになってしまえば、アヌビシアの侵しん略りやくに食指を動かし始める国家もあるだろう。そうなると、鎖さ国こくを解といたこと自体が国防の妨さまたげになる」

　ネレィクが言い添そえた。アヌビシアという国が外に向かって開かれることで生じてくる多くの危き険けんを、彼らはそれぞれの視し点てんから羅ら列れつしていった。一つ一つの解決法を探さがして論ろんを戦わせていっては時間がかかり過すぎるが、幸いとセレィには大まかな要点が見えている。

「はっきり言うが、現げん在ざいのアヌビシアにとって、鎖国政策を続けることには利益よりも不利益の方が多いはずだ。ここの土地が農のう耕こうにも遊牧にも向かぬということは一見して想そう像ぞうがつく。森林そのものが国防の要であるがゆえに畑を広げられず、同じ理由から家か畜ちくに草を食はませるのにも気き遣づかいが要るのだろう。国土の面積に比くらべて、実じつ際さいに養っていける人民の数は極きよく端たんに少ないのではないか？」

　否ひ定ていできない点を突つかれて、盲民族メルキエーナの重じゆう鎮ちんたちは一様に苦い面持ちで黙だまり込こむ。その沈ちん黙もくを苦にせず、セレィは続けて説いた。

「貿易の観点から見た時、この国の有する鉱こう物ぶつ資し源げんの豊ほう富ふさは大きな武器だ。鎖国状態にあっては半ば持ち腐ぐされになっている金属類が、それらを欲ほつする国との取引に持ち出されることで、効こう率りつよく富とみに化ける。農作物や家か畜ちくの自給に限げん界かいが見えているのなら、その生産を他所の国に委い託たくすることも考えてみるべきだろう。その際さいに同どう盟めいという形で武ぶ力りよくを束ねておけば、アヌビシアの資し源げんを狙ねらってくる外がい敵てきへの牽けん制せいにもなる。……しかし無む論ろん、ニシァ殿どのの懸け念ねんも理り解かいできる。そこで必要となるのが、資源の輸ゆ出しゆつに関する密みつな取り決めと、掟おきてを破やぶった者に対する罰ばつ則そくの規き定てい。加えて、商取引を行う者たちを実じつ際さいに監かん視しする存そん在ざいだろう。言うまでもなく、この国においては『聴士ラルゴウ』が該がい当とうするものと思う。いささか憎にくまれ役を付ふ与よすることにはなるが」

　セレィの提てい案あんを聞いた盲民族メルキエーナたちは、しばらく黙もつ考こうした後、苦い面おも持もちで首を横に振ふった。

「……机き上じようの空論ですな。貴女あなたには盲民族われわれの心が見えていない」

　端たん的てきに否ひ定ていしたリシュム総そう監かんを補ほ足そくして、ヤイカ税ぜい務む総そう督とくが口を切った。

「その通りだ。認にん識しきが甘ぇよ、女じよ皇おう様。考えてもみろ、地方の『聴士ラルゴウ』は村落の期待を一身に背せ負おって育ってきた連中だぞ。故こ郷きように対する恩おん義ぎは他の誰だれよりも身に沁しみているんだ。そんな奴やつらが、食うに困ってやっちまった近きん隣りん住じゆう民みんのちょっとした悪事を、目こぼししないとは限らねぇだろうが」

「それも予想がつく。ならば、『聴士ラルゴウ』という存そん在ざいが、体たい制せいに対して忠ちゆう義ぎを誓ちかう気になるような仕組みを作ればよい。そこで私が提てい案あんするのが、『聴士ラルゴウ』という人的資源の貸たい与よ制せい度どだ」

　ぽかんと口を開けるヤイカ税務総督に対して、セレィは丁てい寧ねいに説明を続ける。

「先日の聴士ラルゴウ選抜試験を見ていて思ったのだ。もしアヌビシアの外に『聴士ラルゴウ』がいれば、迅じん速そくな情じよう報ほう伝でん達たつが必要とされるあらゆる局面で、素す晴ばらしい活かつ躍やくを見せてくれるだろうと。馬で走る伝令よりも、音はそれこそ何十倍も速い。仮かりに、ロケィラの主だった町々に『聴士ラルゴウ』が常じよう駐ちゆうしてくれれば、それだけで交流の活性化が見込めるだろう。また、我わが国では未いまだに遊牧生活を営いとなんでいる集団も多いので、そういった旅団に『聴士ラルゴウ』が一人いてくれれば、私は国内における諸しよ勢せい力りよくがどのように動き、どのように暮くらしているかを、極めて小さい時間差で知ることができる」

「……まぁ、そりゃ分かるが。それがどうして、地方の『聴士ラルゴウ』が体制に忠ちゆう義ぎを誓ちかう結果になるんだ？」

「貸与された『聴士ラルゴウ』には、アヌビシア全体への見返りとはまた別に、借り受けた国から一定の給きゆう金きんが支し払はらわれる。貧まずしい村を少なからず潤うるおすことができるだけの金きん額がくを考えるつもりだ。そして、外国に貸与される『聴士ラルゴウ』は、担当している地区における働きぶりの、総そう合ごう的てきな評ひよう価かによって選抜される」

「ちょ、ちょっと待てよ！　それじゃ他でもない『聴士ラルゴウ』自身が、点数稼かせぎのために周辺住民の犯はん罪ざいをでっち上げるんじゃねぇのか!?」

「『聴士ラルゴウ』の目的が故郷に金を持ち帰ろうとするものである限りは、そのような間ま違ちがいは起こらないだろう。もちろん、『聴士ラルゴウ』の働きぶりを評価する人間は国こく政せいの中心から派は遣けんするべきだ。任にん期きは短く取って、派遣地の住民に情が移うつらないようにすると良いだろう。念には念を入れて、ひとりの『聴士ラルゴウ』につき複ふく数すうの評価者を、無む作さく為いな交代であてがうべきだろうな。賄わい賂ろなどの不正が起こりにくい土ど壌じようを作ることが肝かん心じんだ」

　ヤイカは口の中でぶつぶつと呟つぶやきながら、焦あせり顔で女じよ皇おうの提てい案あんを考こう慮りよし始めた。その様子に、今が畳たたみ掛かける好機と見て、セレィはさらに補ほ足そくする。

「『聴士ラルゴウ』の貸たい与よ制せい度どがアヌビシアにもたらす利り益えきは金きん銭せんに留とどまらない。任にん期きを終えた『聴士ラルゴウ』たちが持ち帰ってくるであろう、異い国こくの技ぎ術じゆつや文化もまた然しかりだ。例えば、このように湿しめった風土であっても保存したものを腐くさらせにくい、ロケィラ式の乾かわき倉ぐらなどに興きよう味みはないだろうか？」

　流れに乗ったセレィの演えん説ぜつをじっと聞いていた公安大隊長ニシァが、そこで鋭するどく言葉を挟はさんだ。

「聞こえの良い例えばかりではなく、本ほん音ねも出してはどうですか、セレィ女皇」

「本音と言うと？」

「あなたは『聴士ラルゴウ』を戦争の道具として使いたい。彼らの一番の利り用よう価か値ちはそれでしょう？」

　席上が一いつ斉せいにざわついた。セレィは一いつ拍ぱく置いて、ふぅと溜ため息をついた。

「……違ちがう、とは言うまい。今後、戦線が東から西に延のびていくにつれて、全体の意い思し統とう一いつはますます困こん難なんになるだろう。ロケィラの諺ことわざで言うなら、『早朝に尾おを踏ふまれた大だい蛇じやが、夕方にようやく痛いたがった』というところか。そうならないためにも、前線から後方まで、可か能のうな限かぎりの速さで情報を伝えたい。そのための理想的な要員として、私が『聴士ラルゴウ』を想定していることは事実だ」

「でしょうね。そこで根本的な問題に帰るのですよ、セレィ女皇。あなたはどのような意図があって、ゴルォグンナ大陸を東から西に駆かけ抜ぬけようというのか。あなたは覇は王おうなのか、暴ぼう君くんなのか、蛮ばん人じんなのか、それとも聖せい者じやなのか。いずれにせよ、このアヌビシアを侵しん略りやくの橋きよう頭とう堡ほとするつもりなら、私達は断だん固ことした態たい度どをもって、その野望を挫くじかなくてはならない」

　重い沈ちん黙もくが降おりた。どのような政せい治じの論ろん理りを用いたとしても、最終的にセレィ・メル・ロケィラという人間が信しん頼らいを得られないことにはどうしようもない。セレィは無む意い識しきに額ひたいの一角つのをさすった。そうしながら、信頼という宝石を購あがなうに足る魔法のような言葉を、知る限かぎりの語ご彙いの中に必死で探し求めていた。

「──改めて言うが、私の最終的な目的は、周しゆう辺へん諸しよ島とうも含めたエナ・ガゼ全体の同盟であり、それは決して私という専せん制せい君くん主しゆの一元的な支し配はい下かに世界を置こうとするものではない。私の思い描えがく未来の理り想そう像ぞうは、全ての民族と国々が互たがいを頼たより、頼られることのできる、そういった健全な関かん係けい性せいを築きずき上げることだ」

「それが上手うまくいくという保ほ証しようは？　大部分の盲民族メルキエーナは、一歩でもアヌビシアより外に出れば、自分達は確かく実じつに迫はく害がいされると思っている。だからこそ、我われ々われが他の民族に対して確たしかな優ゆう位いを誇ほこることのできる、この森の中に閉じこもるのです。あなたは先ほど『聴士ラルゴウ』の貸たい与よ制せい度どを提てい案あんされましたが、単身で国外に出ていかねばならない彼らとその家族の不安を考えられましたか？　いえ、それ以前に──今のロケィラやオルワナに、盲民族メルキエーナという異い分ぶん子しを受け入れるだけの発達した社しや会かい制せい度どがあるのですか？」

　女皇はぐっと言葉を詰つまらせ、悔くやしそうに視し線せんを下に落とした。

「残念だが……それはまだ、ない」

　あちこちで溜ため息が零こぼれた。セレィが言い負かされたものと早合点した人々の反はん応のうであったが、傍かたわらのクルァシンにはそれが間ま違ちがいだと分かった。女じよ皇おうの眼めは確たしかに生きていた。それが逆ぎやく境きようであるほど強い光を湛たたえるものであることを、導神はよく知っていた。

「なぜなら、そういった諸しよ制せい度どの整せい備びは、そなたらと共に成し遂とげていくべき今後の課題だからだ。私は先ほど健全な関係という言葉を使ったが、それは対等と言い換かえてもらっても差し支つかえない。アヌビシアが人じん的てき資し源げんとしての『聴士ラルゴウ』を提てい供きようしてくれるのなら、我われ々われはその価か値ちに見合うだけの返礼をそなたらに送るつもりでいる。その繰くり返しの中で、盲民族メルキエーナを巡めぐる環境は少しずつ変化していくことだろう。それは一方の献けん身しんから成るものではなく、互たがいの努力によって育はぐくまれるべき結果なのだ」

　セレィは毅き然ぜんとそう告げた。なおも疑うたがいの眼まな差ざしを送ってくるニシァに対して、彼女は己おのが一角つのを差し出すように、机つくえに手を着いて身を乗り出した。
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「その結果に辿たどりつくまでの過か程ていで、我々は決して努力を惜おしまないだろう。衝しよう突とつがあるかもしれない、すれ違ちがいがあるかもしれない。……だが、互たがいの文化を尊そん重ちようする姿し勢せいがある限かぎり、それらの摩ま擦さつは少しずつ解かい消しようされていくはずだ。私が在ざい位いしている間には、ロケィラとオルワナの民が、そなたら盲民族メルキエーナを同どう胞ほうと呼ぶことを躊躇ためらわぬようにしてみせる。この一角つのにかけて、必ず」

　ニシァは黙だまり込こみ、しばらく俯うつむいて思し慮りよにふけった。ふとクルァシンが辺りを見回せば、他の誰だれもが同じように考え込んでいる。導神は心の中で快かい哉さいを叫さけんだ。

「……セレィ殿どのの言い分は分かった。私としても、貴き公こうの人ひと柄がらが信しん頼らいに足るものだとは思っている。しかし、それだけに不安でならないのだ。もしや、貴公の真っ直ぐな性格につけ入って、徒いたずらに世の中を乱みだそうとする存そん在ざいが背はい後ごにあるのではないかと」

　途と端たんに、クルァシンは目に見えない圧あつ力りよくを感じた。視線という形を取らずとも、これまでセレィに向けられていた注目が、疑ぎ心しんや敵てき意いと合わせて自分に向けられるのを感じ取った。

「導神クルァシン殿、次は貴公が示しめす番だ。──貴公が百年に一度の詐さ欺ぎ師しではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの導きの神であることを」

　ネレィクに促うながされて、導神は一度大きく深しん呼こ吸きゆうをし、心の中で気を引き締しめた。──セレィは仕事をやり遂とげたのだ。ならば、この愛すべき女じよ皇おうの顔に、今さら自分が泥どろを塗ぬるわけにはいくまいと。

「ようやく出番が回ってきたか。今や語ることにも飽あいた演えん目もくだが、聴ちよう衆しゆうから求めがあるのならば是ぜ非ひもない、謹つつしんで語らせてもらおう。──このエナ・ガゼを襲おそおうとしている未み曽ぞ有うの人じん災さい、発展界による侵しん略りやくについて」

　馴な染じみの教きよう壇だんに立ったやり手の教きよう授じゆのように、クルァシンは滑なめらかな口調で語り始めた。







　予定の時間を大おお幅はばに過ぎて、会談がひとまずの解かい散さんとなったのは、ノランドットの街まち並なみが闇やみに沈しずんだ頃ころであった。セレィらにとって状じよう況きようは芳かんばしくない。まったく進しん展てんがなかったわけではないが、盲民族メルキエーナが他民族に対して抱いだく根こん源げん的てきな悪あく感かん情じようは如何いかんとも拭ぬぐいがたく、それに加えてクルァシンの語った外界からの侵しん略りやく者しやという話も容よう易いに受け入れてもらえず、同どう盟めい政せい策さくを巡めぐる論ろん議ぎは、互いの信しん頼らいという支柱の建けん設せつ場ば所しよを探して堂どう々どう巡めぐりに陥おちいっている感があった。

「ふぅ……。どの世界に来ても、信しん頼らいばかりは容易たやすく得られんものだ」

　風通しのよくない室内で半日間、弁べん舌ぜつを振ふるうことに終始したクルァシンは、気き疲づかれからくる鈍にぶい痛いたみを頭に覚えていた。セレィと共に宛あてがわれた一室に帰る途と中ちゆう、彼は廊ろう下かの壁かべの開けられた窓まどに腰こし掛かけけて、独どく特とくの青っぽい苦味のする外の空気を吸すい込こんだ。

「長なが丁ちよう場ばはもとより覚かく悟ごの上だった。私より先にそなたが参るようでは困こまるぞ」

　窓のすぐ横の壁に背せ中なかをもたせかけながら、セレィも励はげますように言う。それを聞いた導神は、苦笑して首を横に振ふった。

「まさか、こんなところで音ねを上げたりはせんさ。難なん儀ぎな交こう渉しようだが、決して絶ぜつ望ぼう的てきというわけではない。お前が予想以上に上手うまくやってくれているおかげもあってな」

　導神の褒ほめ言葉にも相そう好ごうを崩くずさず、セレィは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「そうか？　その割に、今のそなたは随ずい分ぶんと気き鬱うつのように見えるのだがな。……先さきの溜ため息、疲つかれのせいばかりではあるまい」

　じろりと責せめる視し線せんを向けられて、導神は参ったように両手を上げた。

「見み透すかされていたか。さすがは他人の心に近しき有角ユルフイネクの女じよ皇おうだ」

「一角これに頼るまでもない。そなたの内心は、そなた自身が思っている以上に顔に出ている」

　自分の頰ほおを指で軽くなぞり、クルァシンは諦あきらめの苦笑を零こぼした。

「クルァシン、悩なやみがあるならば包み隠かくすな。そなたの深しん慮りよ遠えん謀ぼうには及およばずとも、友として話を聴きく程度のことは私にもできる。前々から思っていたが、内に溜めすぎるのはそなたの悪い癖くせだぞ」

「いや、悪かった。別にお前が相談相手に不足だったわけではない。……ただ、今日のお前は本当によくやってくれたからな。この話をすると、その正当な評ひよう価かに水を差すように思えて、いささか躊躇ためらった」

　窓の外の暗くら闇やみに視線を向けたまま、導神はぽつりと問いを発する。

「──アヌビシアに鎖さ国こくを解とかせることが、本当に正しい判断なのだろうか」

　その内容に、セレィはきょとんとした顔になり、少なからず返答に窮きゆうした。

「……何を言っているのだ、クルァシン。世界同盟という我われ々われの目的を忘れたのか？　外界の侵しん略りやく者しやたちは今も虎こ視し眈たん々たんとこの世界を狙ねらっているかもしれぬのに、閉とじた国と足あし並なみを揃そろえてやっていけるわけがあるまい」

「それはその通りだろう。……だが、緊きん急きゆう時じという大たい義ぎのもとに、俺おれはこの国に対して、発展界と同じことをしようとしているのかもしれない」

　導神の言わんとするところが理解できず、セレィは困こん惑わくした顔で押おし黙だまる。クルァシンは淡たん々たんと続けた。

「鎖国を解いたアヌビシアと貿ぼう易えきを始めるということは、この国を巨きよ大だいな市し場じよう経けい済ざいに組み込こむということだ。そこには不ふ可か避ひ的てきに競争が生じてくる。資し源げんや工こう業ぎよう技ぎ術じゆつといった売れるものの豊ほう富ふな国はそうでない国に対して優ゆう位いに立ち、国力の格かく差さは否いや応おう無なく広がっていく。……その最終的に行き着つくところが、お前には分かるか？」

　問われたセレィは少しだけ黙もつ考こうし、やがてハッとした顔で息を吞のんだ。幸か不幸か、導神の言葉を戯ざれ言ごととして聞き流すには、彼女の頭は少しばかり聡さとすぎた。

「……商品として差し出せるものが乏とぼしい国は、最後に残された資源である人民そのものを売るしかなくなる。富とんだ国々は安あん価かな労働力として、大喜びで貧まずしい国の人々を雇こ用ようするだろう。そこには当然のように身分の差が生まれ、富ふ者しやは貧ひん者じやを奴ど隷れい同然の待たい遇ぐうで酷こく使しするようになる」

　女じよ皇おうは次々と因いん果がを繫つなげていく。その察しの良さは、今はむしろ彼女自身にとって残ざん酷こくだった。

「つまり、そなたはこう言いたいのか。鎖さ国こくを解といたアヌビシアの行き着く先は──つまるところ、加害者か被害者かの二に者しや択たく一いつでしかないと」

　クルァシンは肯こう定ていも否ひ定ていもしない。だが、暗く沈しずんだ表ひよう情じようが、内心の全てを物語っていた。

「……愚ぐにもつかない弱音であることは分かっている。だがセレィ、俺おれは時に恐ろしくて堪たまらないのだ。アルマダートの脅きよう威いを退のけるために、俺自身がアルマダートと同じものになってしまうことが。……そして、このエナ・ガゼまでを、侵しん略りやくと繁はん栄えいと飽ほう和わを無む限げんに繰くり返すだけの、おぞましい円えん環かんに導みちびいてしまうことが」

「違ちがうぞ、クルァシン。それは断だんじて違う」

　セレィは強く断言した。窓まど辺べに寄よりかかる導神の背せ中なかが、責せき任にんの重さに潰つぶれてしまいそうなほど小さく見えた。今はわずかの言い淀よどみさえも許ゆるされないと思いながら、有角ユルフイネクの女皇は懸けん命めいに言い募つのる。

「そなたは極論に陥おちいっている。他国との貿易を始めることが、そのまま侵略を意味するわけではあるまい。互たがいに得るものがあると思うからこそ人々は交流するのだ。互いを敬うやまい、共に栄えていくことも可か能のうなはずだ。……たとえ完全な平等がありえぬとしても」

「新たな物差しを持ち込むだけで破は壊かいされてしまう類たぐいの文化もある。市場原理はそれに関わる人々の価か値ち観かんを功こう利り主しゆ義ぎ的てきに一元化する。富とんだ国の文物は豊ゆたかさの象しよう徴ちようとして羨うらやまれ、貧まずしい国に元々あったであろう文化や伝でん統とうに成り代わる。極論を承しよう知ちで言えば……異い文ぶん化か間の交流というものは、当事者が意図するか否いなかに関わらず、それ自体が侵略の側面を持っている」

　セレィは激はげしくかぶりを振ふった。導神の口にする論ろん理りは余あまりにも究極的で、それゆえに救いがなかった。魂たましいの尊とうとい部分に罅ひびが入る苦く痛つうに襲おそわれて、彼女の眦まなじりからつぅと涙なみだが零こぼれ落ちた。

「それも違う……！　クルァシン、私を見ろ！　そなたと出会ってから、私の物の見方は確たしかに大きく変わった。だが、私はその変化をそなたに心を侵略されたとは思わない！　少々の揺ゆらぎを受け入れてこその人の心だろう、より優すぐれた考え方があれば受け入れるのが君子だろう！　その尊とうとい心の交流と、相手を慮おもんばかるところが少しもない一方的な価か値ち観かんの押おし付けを、ひとしなみに侵しん略りやくと呼よべるはずがない！」

　ずっと女皇に背せ中なかを向けたままだったクルァシンが、そこでようやく身体からだごと振ふり向いた。彼は労いたわるような動作でセレィの頰ほおから涙なみだを拭ぬぐい、どこか儚はかなげに微び笑しようした。

「ああ、そうだな……セレィ、きっとお前が正しい」

　服の袖そででごしごしと目元を拭い、威い厳げんを取り繕つくろってから、セレィは再び口を開く。

「……そなたは何事につけ、物事を遠大に捉とらえすぎる。もう少し目の前のことだけを考えるようにするべきだ。他に手しゆ段だんがない時に、自分が取っている行動を疑うたがうのは、時に命取りにもなりかねないぞ」

「肝きもに銘めいじておく。……そうだな、俺おれとてお前から学ぶことは多い。だのに、それを侵しん略りやくなどと呼んだのは、我われ々われの間で育はぐくんできた信しん頼らいに泥どろを塗ぬったも同然だった。どうか許ゆるせ、セレィ」

　導神は真しん摯しな声で謝しや罪ざいを述のべたが、セレィはすげなくそっぽを向いた。

「ふん……。許せと、男同士であればその一言で済すむのであろうがな。今の私は女じよ皇おうゆえ、そう簡かん単たんに許してはやれぬ。どのような文化であれ、女の涙なみだを止めるためには、それなりの順じゆん序じよというものがあろう」

　ひとつ甲か斐い性しようを見せてみろ、とセレィは挑ちよう発はつ的てきに言う。たちまち困こまりきった表情になったクルァシンの様子に、いかにも意地悪い微笑ほほえみを浮かべると、そのまま女皇は彼の胸むな板いたに軽く寄よりかかった。

「……そこで戸と惑まどってしまう性格も、私は決して嫌きらいではないぞ、導神どの」

　そう囁ささやくと、セレィはそのまま導神から身体からだを離し、再び廊ろう下かを歩き出した。白い外がい套とうを揺ゆらして早あし足ばやに去っていく後姿を、今の心しん境きようを言葉にする術すべもなく、クルァシンは呆ぼう然ぜんと見送るばかりだった。







「導神さま、お帰りなさい」

　憔しよう悴すいした導神を、提ちよう灯ちんを片手にしたメリェが出で迎むかえた。相手の疲つかれが分かっているのか、無む邪じや気きに抱だきついていくようなことはせず、寝しん台だいに腰こしかけたクルァシンの額ひたいにそっと冷たい手て拭ぬぐいを当ててやる。飲み物を欲ほしがっているのか、顔を洗あらいたいと思っているのか──そういった導神の細かな機き微びを察することにかけては、もうメリェにはお手の物だ。

　ひんやりとした手拭いに頭の凝こりを心地よくほぐされながら、クルァシンは上体を倒たおして寝台に横たわる。それを就しゆう寝しんの合図と見たメリェは、手早く下さげ髪がみを解ほどきにかかったが、そこで思い出したように導神が制せい止しの声を発した。

「待て、メリェ。まだ下げ髪は解いてくれるな。そいつらには接せつ待たいの役やく割わりがある」

「？　誰だれかいらっしゃるんですか？」

「ああ、大事な客がな。……いや、解かれては困こまるが、乱みだれているのも考えものなのか？　ほつれがあるようなら直してくれるか」

　メリェは嬉々として導神の下さげ髪がみを検あらため始めたが、どこを見てもほつれどころか枝えだ毛げひとつ見当たらないので、少しだけつまらない。髪をいじれない不満のはけ口として、少女は右の下げ髪を首に巻まきつけて遊ぶことにした。

「……乱れがないなら放せというのに。そのうち首が締しまるぞ」

　そう言われても、メリェは微笑ほほえんだまま下さげ髪がみを離はなさず、あまつさえ自分から身体からだを回して髪かみを巻まき取り始めた。くるくると回転しながら近づいてくる少女に、導神は溜ため息をついて、寝ねそべっていた上体を起こす。自分で巻きつけた髪に引っ張ぱられて、メリェの身体も持ちあがった。

「あうー、苦しいですー」

「だから首が締しまると言ったのだ」

　首を左に傾かたむけて、少女の首に巻きついた下げ髪を、クルァシンがくいくいと引っ張る。ちょっとした意地悪だが、二人のいつもの戯たわむれであった。嬉しくなったメリェは調子に乗って身体を回し、頰ほおと頰が触ふれるほどの距きよ離りまで、下げ髪を巻き取りながら近づいていく。

「えへへー」

　二つの身体が寄より添そう形になったところで、メリェはにっこり笑って導神の胸むねに身体を預あずけた。この程度の密みつ着ちやくはいつものことで、もうクルァシンも慌あわててて拒こばんだりしない。幼おさない愛あい情じよう表ひよう現げんを素す直なおに受け止めて、温かな気持ちで頭を撫なでてやるだけだ。

　とろんとした眼めで導神を見返して、メリェは熱っぽく囁ささやいた。

「導神さまぁ……」

「なんだ」

「わたし、身体、きれいにしてますよー……」

「…………」

「おっぱいは、まだちょっと小さいですけど、がんばって大きくしますよー……」

「…………………」

「期き間かん限げん定ていですよー……。青い果実ですよー……。今の私は、今しか味わえませんよー……あいたっ」

　ぴし、とでこぴんが少女の額ひたいを叩たたいた。かつてない眩暈めまいを覚えながら、導神は片手で頭を押おさえる。

「……最後の言い回し、誰だれに教わった？」

「え……？　えっと、セレィ様に教わりました。次はこう攻めてみろって」

　メリェはあっけらかんとして答えた。クルァシンの脳のう裏りに高笑いする女じよ皇おうの顔が浮かび、そうすると胃の辺りが無む性しようにきりきりと痛いたんだ。メリェの首に巻きついた下げ髪を取り去ると、クルァシンは寝ね床どこの上を後ずさりして、少女からちょっとだけ距きよ離りを置いた。

「見事に邪じや心しんを植え付けられたな……。メリェ、しばらく密みつ着ちやくは禁止だ。巫女みこらしく滝たきにでも打たれてこい」

「いやですー。わたしは巫女である前に、導神さまのひっつき虫です」

「妙みような開き直りを覚えたな……。どちらにせよ、ひっつき虫に俺おれの髪をいじらせる気はないぞ」

「だめです。導神さまは御ご自じ分ぶんの髪かみがどれだけ大変なものか分かっていません。わたしが手入れしてあげないと、すぐに汚よごれてだめになっちゃいます」

　誇ほこらしげに胸むねを張はりながら、メリェはいつの間にか、下さげ髪がみの先せん端たんをがっちりと両手で握にぎっていた。寝ね床どこの上で静かな綱つな引ひきが展てん開かいされていると、ふとそこで、廊ろう下かから小さな足音が響ひびく。

「どうやら客が来たようだ。メリェ、髪を放してくれ」

　そう言われても、メリェはぷぅと頰ほおを膨ふくらませたまま、下げ髪を手放そうとしない。導神は困こまり果てたが、ちょうどその頃ころ合あいで部屋の扉とびらが叩たたかれて、遠えん慮りよがちな声が外側から響いてきた。

「……いる？」

「サーリャか。ああ、入ってくれ。少々込こみ入っているが……」

　メリェは最後まで下げ髪を手放さなかったので、部屋に入ってきたサーリャが初めに聴ちよう覚かくによって把は握あくしたのは、自分ではどうやっても捕つかまえられなかった二匹ひきの細長い生き物が、同年代の娘の手で完かん膚ぷ無なきまでに捕ほ獲かくされている様子であった。瞼まぶたの閉じた相そう貌ぼうに驚きよう嘆たんがありありと浮うかび上がる。そんなサーリャの驚おどろきを知らないメリェは、来客が見知った顔であると気付くや、両手に獲え物ものを握ったまま脳のう天てん気きに挨あい拶さつをした。

「あっ、こんばんは。また会いましたねー」

　サーリャは途と端たんに佇たたずまいを正して、何を思ったか、その場で深々と一礼した。

「……感服。これからは、師し匠しようと呼よぶ」

　ちりぃん、と耳の鋲身具ピアスが奏かなでる涼すずしげな音の中で、有角種ユルフイネクと盲種メルキエーナの少女は再会した。







　メリェを挟はさんでクルァシンとサーリャが向かい合う形で、寝台に三人が並んで座った。その配置にどういう意味があるものかサーリャには測りかねたが、他でもない導神の指示であるのだから、聴きき手としては従したがうに否ひはない。

「サーリャ、お前はメリェの手を握れ」

　わずかに躊躇ためらいを見せた盲種メルキエーナの少女の手を、メリェの方からさっと握ってやる。そうされたサーリャは少しだけ顔を赤らめたが、やがて自分から相手の手を握り返していった。

「それでいい。──では、メリェ。一角つのを俺おれに向けろ」

　左手でサーリャの手を握ったまま、メリェは首だけを右に向けて小さな一角つのを差し出す。導神はそこに掌てのひらを押し当てる形で、有角ユルフイネクの少女の小さな頭に右手を置いた。一角つのの先せん端たんが肉に食い込こんで血が滲にじんだが、クルァシンは眉まゆひとつ顰ひそめなかった。

「サーリャ、なるべく物を考えずに心を落ち着つけろ。──何が見えたとしても、それは現げん実じつではない」

　警けい告こくめいたクルァシンの言葉に、サーリャは訳わけも分からず頷うなずいた。途と端たん、メリェの手と自分の手が触ふれ合った部分に、彼女は痺しびれるような熱を感じた。痺れは次第に強さを増ましていき、やがて有角ユルフイネクの少女の手を通して何かが流れ込んでくるような感覚に囚とらわれ、

「─────っ」

　ふと気づけば、生しよう涯がいの中で一度も見たことがない、桃もも色いろの花々に彩いろどられた楽園にいた。

（見えるか？　無理な注文かもしれんが、あまり興こう奮ふんするな。心の同調が乱みだれる）

　導神の忠ちゆう告こくも耳に入らなかった。固く閉とじた瞼まぶたの内側で再さい生せいされた光景は、それほどの感かん銘めいをもってサーリャに委細を忘わすれさせた。一つの蕾つぼみも余あますところなく満開に咲さいた桃色の花々は、今が盛さかりの生命力に満ち充みちて、いっそ花か弁べんの形をした炎ほのおのようですらあった。足元を埋うめる芝しば生ふは鮮あざやかな新緑で、一匹の小さな紅娘てんとうむしが葉の上を歩いていく。それを呆ぼう然ぜんと目で追った後、下を向いていたサーリャの視し線せんが、今度は視点ごとゆっくりと上に持ち上がり、

　そこで、今まで夢にも見られなかった、蒼穹あおの正体いろを知った。

「あ……………」

　吸すい込こまれる、と少女は思った。地に足を着けていることが不思議に思えるほど、それは余あまりにも広く、そして途と方ほうもなく深かった。足元からぞくぞくとした感かん触しよくが這はい上がり、寒さむ気けにも似にたそれが頭まで到とう達たつした途と端たん、サーリャの両りよう眼めから大おお粒つぶの涙なみだが滴したたり落ちた。悲しみ以外の感情でもそれが流れるということを、少女はこのとき初めて知った。

「ここは、どこ」

　風に乗って流れてくる花弁を指でつまみ、その滑なめらかな感触までを鮮明に感じ取りながら、サーリャは虚こ空くうに向けて問うた。頭の中に直接語りかけるように、導神の声が響ひびく。

（俺おれが修しゆ業ぎよう時代を過すごした地だ。多くの世界の多くの神話に記される神しん仙せん境きよう、散ることを知らぬ花々が永遠の美しさを湛たたえた幽ゆう玄げんの郷さと。俺の記き憶おくに残る中で、もっとも美しい場所のひとつだ）

　導神は懐なつかしげに語った。桃色の花と、新緑の芝生と、永遠を暗あん示じするような蒼あおい空。サーリャにとってはどこまでも新鮮な光景でありながら、彼女までもが原風景めいた郷きよう愁しゆうを感じてしまうのは、今この時、クルァシンの主観が少女の認にん識しきと融とけ合っているからだった。

（有角種メリエの精せい神しん感かん応のうを応おう用ようして、俺の記憶をお前に見せている。情動に混乱があるかもしれないが、そればかりは許ゆるせ。俺が見た景色をお前に伝えようと思えば、どうしても、俺がその景色に対して抱いた感慨まで伝わってしまうのだ）

　導神がそう断ことわると、サーリャの視界は一度暗転し──そこからは、さながら画集の中に身体からだごと飛び込んだかのような、めくるめく絶ぜつ景けいの遊ゆう覧らん行こうが始まった。

　朝焼けに染そまる沿えん岸がん。夕ゆう暮ぐれの大峡谷グランドキヤニオン。氷ひよう塊かいの上空で妖あやしい輝かがやきを放つ光帯オーロラ。夜空を切り裂さく無数の流りゆう星せい群ぐん。雲海の彼方に沈しずむ太陽。電子望遠鏡の中に覗く銀ぎん河が。無数の衛えい星せいを持つ青い星。

「あ──ああ──」

　息をつく暇ひまもない。夢む想そうだにしなかった光景の数々に、サーリャは言葉を失って魅み入いられた。そうして、入れ替かわり立ち替わりに幾いく百ひやくの景色が、少女の眼めを楽しませた後だったろうか。──歓かん喜きに満たされた時間にも、ついに終わりが告げられる。

（さて、そろそろ見み納おさめだ。……充じゆう分ぶんに楽しんでもらえたか？）

　その一言で、歓喜に満たされていたサーリャの心が芯しんから震ふるえた。名残なごり惜おしいなどという言葉では片づけられない。ひとつ新たな景色を見れば見るほど、少女の中には新たな光景に対する果てしない渇かつ望ぼうが生じてきた。サーリャは固くかぶりを振ふって旅の終わりを拒こばんだ。南国の海中を漂ただよっていた彼女の意い識しきは、その瞬しゆん間かん、深海に黒々と渦うずを巻まく穴あなを見つけた。それが新たな記き憶おくへと至いたるための入口であることを、少女はほとんど直感的に理り解かいした。

（なっ──待て、サーリャ、そっちへ行くな！　それはお前のために蓋をした記憶──）

　制せい止しの声など耳に入らない。解とき放たれた好こう奇き心しんの赴おもむくまま、サーリャは異ことなる記憶の領りよう域いきへと飛び込んで行く。深く、深く、クルァシンの声すら届とどかない遥はるかな深しん層そうまで。長い暗くら闇やみの道を泳いで抜ぬけて、ついに彼女は固く錠じよう前まえの掛かかった扉とびらを強引に蹴けり破やぶり、

　そこで、軽々しく直視するべきではない、絶望の正体いろを知った。

「ひっ……!?」

　石いし造づくりの建けん造ぞう物ぶつを悉ことごとく薙なぎ払はらう極光、成せい層そう圏けんまで立ち上るキノコ雲、火ぶくれした全身を引きずって喘あえぐ群ぐん衆しゆう、死都と化した街に降ふり注ぐ黒い雨、抱だき合ったまま息いき絶たえた母子の死体、フレームの溶よう解かいした自転車、中身の炭化した弁べん当とう箱ばこ、生せい存ぞん者しやたちの間で繰くり広げられる略りやく奪だつ、強ごう姦かん、虐ぎやく殺さつ、生首を蹴けり飛ばして遊ぶ子こ供どもたち、路ろ傍ぼうに放置された死体に集たかる蠅はえと蛆うじ。

　閉とじた瞼まぶたの中で再生される光景には、眼めを閉ざすという逃げ道がない。そして何よりも恐おそろしいのが──その光景を見み届とどけた本人の感かん情じようまでもが、今のサーリャには自分のものとして感じられること。

「あ……いや、あ、ああぁぁぁぁ……！」

　精神がずたずたに引き裂さかれる。あらゆる負の感情が心を苛み、サーリャは崩ほう壊かいしかける自じ己こを引き留とどめることに全ぜん霊れいを費やすしかない。こんな痛いたみには一秒だって耐たえられないと、一目散に別の記憶へと逃にげ込んでも、そこもまたしても地じ獄ごくだった。死し蠟ろうと化した遺い骸がいが無数に積み重なる最果ての荒こう野やだった。心を苛さいなむ激げき痛つうは少しも緩ゆるまず、むしろ後こう悔かいの味はいや増ました。

　サーリャは半なかば狂きよう気きに駆かられて記憶から記憶へと逃げ惑まどった。だが地獄には果てがなかった。どこまで逃げても死と破壊に彩いろどられていた。いつしか少女の意識は鉄てつ火かと崩壊の中に埋もれ、流りゆう砂さの中を延えん々えんと沈しずみ続けるような時間の果てに──最深の場所まで、落ち込こんでいった。

「………ここ、は……？」

　金きん属ぞくが擦こすれ合う音に気付いて、少女はようやく眼を覚ます。おそるおそる辺りを見み渡わたせば、どうやら地獄の続きではなく、円柱形をした天てん井じようが高い堂の中にいるようだ。そうして視し線せんを巡めぐらせていくうちに、サーリャは部屋の中心で膝ひざをつく彼の存そん在ざいにも気が付いた。

　恐おそろしい数の鎖くさりに身体からだを縛いましめられた男だった。腕うでも、足も、胴どうも、首も、自由になる部分は一いつ箇か所しよとしてなかった。無数の鎖は一本一本が生命を持つかのように蠢うごめき、その度たびにきしきしと金きん属ぞくが擦こすれ合う音を立てている。

　サーリャは恐る恐る男の顔を覗のぞき込こむ。わずかな鎖の隙すき間まから、見知った導神の顔が露ろ出しゆつしていた。彼の両りよう眼めはうっすらと開かれていたが、その瞳ひとみに意い志しの輝かがやきはなかった。

「おや、またお客さんか。こんな地獄の底の底までどうやって迷まよい込こんでくるのだか」

　知らない女の声が堂の中に響ひびき渡わたったので、サーリャはびくりとして辺りを窺うかがった。眼に見える場所に人ひと影かげはなかったが、導神の身体を戒いましめる鎖の中から、一本の青い鎖が飛び出してきた。それが渦うずを巻まいて人ひとり分くらいの塊かたまりを形成したと思うと、蛾がが繭まゆから抜ぬけ出すように、その中からひとりの女が現れる。導神と同じような紅べにと翠みどりの衣服に身を包む、青せい髪はつの美女であった。

「ここはたった一人の罪ざい人にんのために存そん在ざいする永えい遠えんの牢ろう獄ごくだ。君のような乙女おとめに用がある場所とは思えないが、さて、何のためにこんな所へ来たのかな？」

　サーリャに応おうじる言葉はなかった。元々が警けい告こくを無む視しして突つっ走った果てに行きついた場所である。来らい訪ほうに目的などあろうはずもないが、今のサーリャにはただ、目の前の女に対する得体の知れない畏おそればかりがあった。美しい以上に恐ろしい存在だと、少女の直感がそう叫さけんでいた。

　返答を拒こばむサーリャを、青い女は冷れい淡たんな眼つきで見やった。その瞳ひとみには敵てき意いが宿り始めていた。

「……まさかとは思うけど、君まで、彼を解き放つために来たとは言わないだろうね」

　青い女がひとつ指を鳴らすと、導神を縛めていた鎖の一部が解とけて消える。そうして露あらわになったクルァシンの首から上を、女は愛おしげに両腕で抱き締しめ、さらには頰ほおに接吻くちづけした。緩ゆるやかな弧こを描えがいた女の唇くちびるに、サーリャは全身の肌はだが粟あわ立だつのを覚える。

「そう簡かん単たんには渡わたせないよ。彼は死人わたしたちのために戦い、死人わたしたちのために傷きずつき、死人わたしたちのために苦しんでくれる最愛の奴ど隷れいなんだ。生きている者は一歩引いてくれなくては困こまるだろう。生者なんかに彼の愛を受ける資格はないんだから」

　女は導神に対する絶ぜつ対たいの独どく占せん欲よくを示しめした。そこでサーリャは直感した──およそ青という色は、闇の表層を示す色なのだと。空の青も、海の青も、その奥底には等しく無む窮きゆうの闇やみを湛たたえている。だからこそ底知れない美しさを放つのだと。

　青い女もまた同じく、黒々と渦を巻く情じよう念ねんを内心に抱いだいていた。それゆえの凄そう絶ぜつな美しさに魅みせられてしまったばかりに、毒どく蛇じやのような鎖の群むれが自分を取り囲んでいることにも、サーリャは最後まで気付かず、

「ここにいたんですか。さぁ、帰りましょう」

　ぽん、と肩かたを叩たたいたメリェの手の感かん触しよくに、すんでのところで理性を取り戻もどすことができた。

　二人の周辺から瞬またたく間に鎖が散っていった。青い女の両りよう眼めが新たな来客を睨にらみつけるが、メリェはにこにこと微笑ほほえんだまま、少しの脅きよう威いも感じている様子はない。

「……また来たのかい、メリェ。もうここには来るなと言ったはずだけれど」

「お久しぶりです、アリィシアさん。わたしは導神さまの侍じ女じよですから、導神さまのいるところには、どこだって行きますよ」

　そう言うと、メリェは迷まよいなく導神のもとへと寄よっていった。怒いかりの形ぎよう相そうで威い嚇かくする青い女の横を平然と通り過すぎて、鎖くさりに縛いましめられたクルァシンの身体からだに少女は手を伸のばす。そうすると、何本かの鎖が彼女の腕うでに移って絡からみつき、逆にその分だけ導神の縛めが緩ゆるんだ。わずかに露ろ出しゆつした彼の身体からだを、鎖の締しめ付けに苛さいなまれながら、メリェは慈じ母ぼの手つきで優やさしく撫なでさする。

「苦しいですか、導神さま……。これで少しは、楽になれますか……？」

　腕から全身に鎖の縛めが回っても、メリェの顔はどこまでも穏おだやかだった。その有様を横目にしながら、青い女はきつく唇くちびるを嚙かみしめて指を鳴らす。それを合図に、メリェの身体からは全ての鎖が引いていき、導神を縛める役割へとそれぞれ戻もどっていった。

「……もう満足だろう、そろそろ帰ってくれ。暴神との戦いの前夜、彼と心を重ねた君が初めてここに来た時から、どうも私は君のことが苦手で仕方ないんだ」

「あのときは急にお邪じや魔まして失礼しました。次は何かおみやげを持ってきますね」

「だから、もう来ないでくれと言っているじゃないか……」

　青い女が弱り切った顔で溜ため息をつくのを、サーリャは意外な思いで見つめた。メリェの着きた暖だん色しよくの宮きゆう中ちゆう着ぎが柔やわらかな光を発しているように見えた。それは死人が嫌きらう光であり、同時に、サーリャの心を現実に引き戻す切っ掛かけにもなった。

「さ、帰りましょう、サーリャさん。導神さまが待ってます」

　そう言ってメリェが差し出してきた手を、盲種メルキエーナの少女はそっと両手で握にぎり返した。その感かん触しよくは夢の終わりを感じさせた。そうして、何度目とも知れず視し界かいが暗転し、

「───サーリャ！」

　現実に戻った少女が最初に見たものは、安あん堵どに満ちた導神の顔だった。

「ようやく帰って来られたか！　俺おれが誰だれか分かるか？　吐はき気や眩暈めまいはないか？」

　矢や継つぎ早ばやに浴あびせられた質問に、サーリャはこくこくと頷うなずいて答えた。彼女は導神の両腕に抱だかれる形で横になっていた。提ちよう灯ちんのぼんやりとした光に照らし出されたクルァシンの顔をじっと見ているうちに、彼女は遅おくれながら自分の失態に気がつく。

「あ……眼、開いて……」

「今さらだな。最初の景色を見せた辺りからずっと開いていたぞ。……もっとも、この期ごに及およんでメリェに隠かくし事をしようとすること自体が無意味だが」

　そう言われてようやく、サーリャは自分を抱きかかえた導神のすぐ横に有角ユルフイネクの少女がいることに気が付いた。導神の心の中で見た時と同じく、メリェはにこにこと穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべていた。

「お帰りなさい、サーリャさん。……ところで私に弟で子し入りするんでしたら、導神さまの御お髪ぐしの扱あつかいは、きちんと眼めで見て覚えなきゃだめですよ」

　言いながら、メリェは右手に握にぎった導神の下さげ髪がみをサーリャに差し出す。細長いそれを一いつ瞬しゆんだけ鎖くさりと錯覚して、サーリャは咄とつ嗟さに身を硬かたくしたが──メリェが少し指を動かすと、ぱちんと音を立てて髪かみ留どめが外れ、きつく編あみ込まれていた毛もう髪はつが一いち条じようの清流となって流れ落ちた。

　その光景を見ながら、サーリャは思い出す。導神の身体からだをきつく縛いましめていた無数の鎖もまた、この小こ柄がらな有角ユルフイネクの少女の手によって、優しく解ときほぐされていたことを。

「……改めて、感服。師し匠しようはすごい」

　救われたことへの感かん謝しやと、心からの尊そん敬けいを込こめて、サーリャはじっとメリェの顔を見つめた。その視し線せんを受けて、メリェは小さな胸むねを誇ほこらしげに反らした。皮肉にもクルァシンだけが、二人の心が通じ合った理由を知らず、きょとんとした面おも持もちで首を傾かしげているのだった。







　それから三日の間、セレィとクルァシンは会談の中で熱ねつ弁べんをふるい続けた。開国と同どう盟めいに関する大まかな要よう綱こうから、より微びに入いり細さいを穿うがつ法制度の整せい備びまで、重要な議ぎ論ろんの種は大方が出で尽つくし、その中からは双そう方ほうの合意を得ることが叶かなった案あん件けんもぽつぽつと生じ始めていた。発展界による侵しん略りやくという事実に関しては、盲民族メルキエーナたちも未いまだに半はん信しん半はん疑ぎではあったが……説得に次ぐ説得、激げき論ろんに次ぐ激論の甲か斐いあって、どうやら状況は二人に小さな手て応ごたえを感じさせていた。

　一方で、そういった話し合いの展てん望ぼうは、『栄の塔ホマセ・ユロ』で職しよく務むに従じゆう事じして毎日を過すごす『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の少女にとっても無関心でいられることではなかった。アヌビシアの鎖さ国こくが解とかれるということは、同時にサーリャが外の世界へ出られる可か能のう性せいも生まれるということだ。『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の任にん期きの間は外遊も難むずかしいとしても、まれに取ることのできる長ちよう期き休きゆう暇かや、十年の務つとめを終えた後にならば充じゆう分ぶんに現げん実じつ味みがある。だから、ともすれば選抜試験の晩ばんよりも緊きん張ちようして、サーリャは同どう盟めい政せい策さくが成じよう就じゆすることを密ひそかに願っていた。

　ところで、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の務つとめは職場での拘こう束そく時じ間かんが長い。明け方から『栄の塔』に入り、都の人々が寝ね床どこに入る時間までは勤きん務むを続けなくてはならない。その間、ノランドット全ぜん域いきの治安はサーリャが一手に引き受けていると言っても、それほど過か言ごんではないだろう。選抜試験においては有事の際さいの伝でん達たつ能のう力りよくが重点的に測はかられたが、実際に『大央聴ラルゴウ・オオデキム』となった彼女が日常的に行わなくてはならないのはむしろ、聴ちよう覚かくが及およぶ限かぎりの領域で起こっている出来事を正せい確かくに把は握あくすることである。これは地方の『聴士ラルゴウ』にしても同じことで、警けい戒かいの対象がもっぱら外がい敵てきの侵しん入にゆうであるか、首都の内部で同どう胞ほうが引き起こす事じ故こや犯はん罪ざいであるか、それだけの違ちがいでしかない。もっともサーリャの場合、その最さい優ゆうの聴覚は、ノランドットの全域を遥はるかに越こえた範はん囲いまで網もう羅らしているのだが。

　その日は夕方まで目立った事じ件けんもなく、定てい時じ報ほう告こくを終えたサーリャは、さしあたり信号打楽器を手入れしようと腰こしを上げた。が、前ぜん任にんの『大央聴ラルゴウ・オオデキム』が仕し事ごと納おさめに磨みがき抜ぬいたらしく、種々の金きん属ぞく片へんには錆さびひとつない。ざっと乾から拭ぶきを済ませると、それですっかりサーリャは手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまった。

　そんな時に彼女がすることは、いつも決まって、四面の穴あなのひとつから首都の街まち並なみを見下ろすことだった。森の外を見み渡わたすことこそ出来ないが、彼女は決してそこから一望する街並みが嫌きらいではない。耳で感覚した物音を眼めで見た光景と重ね合わせるのが、彼女の退たい屈くつを慰なぐさめる数少ない娯ご楽らくのひとつだった。

　階下で扉とびらが開く音がして、背せの高い男性が『栄の塔ホマセ・ユロ』を出ていくのがサーリャの視し界かいに入った。清せい掃そうを始めとした塔の環かん境きよう整せい備びのために常じよう駐ちゆうしている管理人のカイリェ・ゼムテンである。普ふ段だんは塔とうの中ちゆう層そうにある部屋で過すごしているが、日に二度の休きゆう憩けいの時、ごくまれに外に出る。ほとんど他人と話したがらない変わり者だが、個こ人じん情じよう報ほうの機き密みつ性せいが皆かい無むという理由から誰だれもやりたがらない『栄の塔ホマセ・ユロ』の管理人を買って出てくれているので、王室からは重ちよう宝ほうされている。もちろんサーリャにも独どく身しん男だん性せいの日常生活を盗ぬすみ聞く趣しゆ味みは無いので、普段は彼に関する物音を意図的に意い識しきから外していた。そのくらい器用な真似まねが出来ないようでは、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の仕事は務つとまらないのだ。

　人の流れの中に消えていくカイリェの姿すがたをぼんやりと視界の端はしに収おさめながら、心の中でサーリャは、宮殿の中で喧けん々けん囂ごう々ごうの議ぎ論ろんを繰くり広げていたクルァシンたちのことを考えた。思っただけでなく、彼女にはつい先ほどまでそれが聴こえてもいた。『栄の塔ホマセ・ユロ』と宮きゆう殿でんは目と鼻の位置にあるのだから当然のことだ。サーリャの耳が捉とらえるところによれば、セレィ女じよ皇おうと比くらべると、導神が盲民族メルキエーナの重じゆう鎮ちんたちから信しん頼らいを得るためには長い時間がかかっているようだが、その労も遠からず報むくわれる気け配はいがあった。

　先日、導神によって見せられた多くの光景を、何度目とも知れずサーリャは思い出す。眼めを瞠みはるような絶ぜつ景けいの数々も、眼を覆おおいたくなるような惨さん憺たんたる風景の数々も、そのもたらした衝しよう撃げきは軽い精せい神しん的てき外がい傷しようとなってサーリャの中に刻きざまれていたが、新たな傷きずは彼女にひとつの悟さとりを強いた。

　すなわち──眼が見えるということは、美しいものばかりを見られるということではない。それとは反対のものも見なくてはならず、現実を生きていく上では、そちらの方がむしろ多いのだと。

「私に……それを、受け入れられるの」

　サーリャは自問した。彼女もまた、多くの聴きたくない物音を聴きかされて育ってきた少女だ。今は言うまでもなく、地方で『聴士ラルゴウ』の見習いを務めていた時分から、サーリャは村民たちの口にする様々な負の声を否いや応おうなく耳にしていた。嘲あざけりや、罵ば倒とうや、怨えん嗟さや、悲鳴や、時には断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようさえも。なまじ優ゆう秀しゆうな聴覚を持ってしまっただけに、サーリャにはそれらを受け止めるだけで精せい一いつ杯ぱいだったとも言えるのだ。

　嫌いやな記き憶おくが蘇よみがって、サーリャはこみあげる吐はき気に胸むねを押おさえた。……ずいぶん昔に、どこからか迷まよい込こんできた異い民みん族ぞくを村人たちが処しよ刑けいしたことがあった。その侵しん入にゆうに真っ先に気付いて報ほう告こくしたのもサーリャだったので、彼女には後々まで後ろめたさが付き纏まとった。何よりも、処しよ刑けい場じようで殴なぐり殺された異民族の末期の声を、サーリャは『聴士ラルゴウ』として宛あてがわれた櫓やぐらの中で震ふるえながら聴きいていたのだ。家か畜ちくを縊くびり殺す時のそれに似にた、けれど明らかに人間のものと分かるその声が──。

「─────え？」

　その声が、聞こえてきた。

　ただし、古い記き憶おくの中からではなく、現実いまの側から。

　サーリャは壁かべの穴あなから身を乗り出す。方角も距きよ離りも余あまりに近かった。緑の闇やみの訪おとずれに沈しずもうとしているノランドットの街の中、『栄の塔ホマセ・ユロ』から見下ろすことのできる路地の一角で、その異い変へんは起こっていた。

　男が一人、うつぶせに倒たおれていた。断だん末まつ魔まと同時に聴こえてきた、衣服の装そう飾しよく具ぐと耳の鋲身具ピアスが奏かなでる独どく特とくの和音──盲民族メルキエーナが個こ体たい識しき別べつの指標とするそれを聞き付けたことで、サーリャには既すでに倒たおれている男が公安大隊長ニシァ・エンテだと判はん別べつ出来ていた。宮きゆう殿でんで行われていた例の会談から帰き宅たくする途と中ちゆうだったのだろうが、倒れ伏ふしたその身体からだの下には大きな血ち溜だまりが生まれつつあった。

　そして、その隣となりに、もう一人の人物が立っていた。赤く筋すじの走る黒衣を六ろく尺しやく強の長身に纏い、燻いぶしたように艶つやのない銀ぎん髪ぱつを無む造ぞう作さに逆さか立だてた異様な男。その右手に握にぎった二尺余りの刀からは、使い手の凶きよう行こうを証しよう明めいする赤い液えき体たいが滴したたっている。

　サーリャは呼こ吸きゆうを忘れて男の全ぜん容ようを見つめた。どう見ても盲民族メルキエーナの風ふう貌ぼうではない。かといって有角種ユルフイネクでも有翼種クロトアでもありえない。遠目にもそう確信できるほど、男の佇たたずまいから発せられる雰ふん囲い気きは決定的に異い質しつであった。

「……あっ……！」

　次の瞬しゆん間かん、サーリャの視し界かいから男の姿すがたが消えた。彼女も足音を追おうと耳を澄すませるのだが、まるで宙ちゆうを滑すべっているかのように、男の移動にはまったく足音が伴ともなわなかった。幽ゆう霊れいでも見てしまったかのように、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の少女は全身を強こわ張ばらせた。──この距きよ離りで移動する人間の足音を辿たどることなど、赤子の手を捻ひねるよりも簡かん単たんなはずなのに！

　その後、サーリャはしばらく男の足音を求めて耳を澄ませていたが、それが叶かなわないと知ると、すぐさま信号打楽器を用いて事じ件けんの報ほう告こくに回った。今代の『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の身上である、信号と呼よぶには美しすぎる旋せん律りつも、この時ばかりは焦しよう燥そうに先走る印象を聴き手へもたらしたという。
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　一夜が明けて、セレィたち一行は朝早くからネレィクに呼よび出されて『栄の塔ホマセ・ユロ』の麓ふもとに集まった。彼女らにも一見して只ただ事ごとではないと分かった。そこにはネレィクとサーリャを始めとして、不安げにざわつくクェッタたち使節の一いち団だんと、険けわしい顔つきをした首都の治安隊員たち、さらには一いつ般ぱん人じんと思しき大おお勢ぜいの盲民族メルキエーナたちが揃そろっていたのである。

「朝早くに呼びつけてしまってすまない。だが、どうしても確かく認にんしなければならないことがある」

　そう切り出すネレィクの表情は強こわ張ばっていた。その隣となりではサーリャが青ざめた顔をして立ち尽つくしている。いったいどれほどの異い常じよう事じ態たいが起こったものなのかと、セレィは説明を求める視し線せんをネレィクに寄よ越こした。

「事のあらましはこうだ。──昨日の夕方、宮きゆう殿でんからそう遠くない路地の一角で、貴き公こうらもよく知る公安大隊長のニシァ・エンテが斬ざん殺さつ体たいで発見された」

「ニシァ・エンテ……あの男がか!?」

　セレィが驚おどろくのも無理はない。数日に渡わたって激げき論ろんを戦わせた会談の面々の中でも、公安大隊長のニシァ・エンテはとりわけ手強い論ろん客かくであった。昨日の会談でも導神とセレィの語る論理の綻ほころびを鋭するどく突ついてきて、油ゆ断だんならない印象を強めたばかりである。

「背はい後ごから袈け裟さ掛がけに斬きられており、ほとんど即そく死しであっただろうと推すい測そくされる。第一発見者はここにいるサーリャで、被ひ害がい者しやが斬り殺される瞬しゆん間かんを『栄の塔ホマセ・ユロ』の上で聴きき付けた」

　サーリャはこくりと頷うなずいた。動作に伴ともなって衣服の金きん属ぞく装そう飾しよくが奏かなでる音色が、導神には心なしか弱々しく感じられた。

「しかし残念ながら、サーリャには犯はん人にんを特定することが出来なかった。その理由に、犯人が鋲身具ピアスを付けていなかったという事実がある。外から来られた客人には分からないだろうから説明するが──この鋲身具ピアスは、アヌビシアで生まれた盲民族メルキエーナであれば、三歳さいを迎むかえた日に左耳に通すことを義ぎ務む付づけられたものだ。耳を裂さかない限かぎりは取り外せる作りではないし、特別の許きよ可かなく壊こわしたりすれば裁さばかれる掟おきてとなっている。加えて」

　ネレィクは自分の耳に通した鋲身具ピアスを指で弾はじいてみせた。りりん、と独どく特とくの音色が鳴り響ひびく。

「この鋲身具ピアスは一種の鈴すずになっており、この通り、揺ゆらすと音を立てる。森の中に入ると木の葉の擦こすれ合う音などに紛まぎれてしまい、盲民族メルキエーナ以外の人間にはほとんど聞こえなくなるのだがな。この音は一つ一つの鋲身具ピアスで微び妙みように違ちがい、盲民族われわれが互たがいを識別するための大切な指標になっている。もし仮に、一度壊して外した鋲身具ピアスを形だけ直したとしても、微妙な音色の違いが生じてしまうことは避さけられない。……ここまで説明すれば、私の言いたいことも分かってもらえるだろうか」

　使節の一いち団だんからクェッタが一歩進み出て、憤いきどおりに燃もえる瞳ひとみでネレィクを睨にらみつけた。

「つまり……ネレィク陛へい下かはこう言いたいのですか。この事件、盲民族メルキエーナは容よう疑ぎから外れる。よって、異邦人われわれの中に犯人がいると」

　使節の集団が一いつ斉せいにどよめいた。それで治安隊員たちの間にも緊きん張ちようが走ったのを見て、状じよう況きようの無意味な悪化を防ふせぐため、すかさずセレィが臣下たちの興こう奮ふんを諫いさめる声を上げた。

「諸しよ君くん、落ちつけ！　嫌けん疑ぎは晴らせば良いだけのことだ！」

　殺人の容疑をかけられた使節たちが、口々に怒いかりの声を上げる。それを懸けん命めいに宥なだめているセレィに代わって、クルァシンがネレィクに問い返した。

「いささか推すい理りが安あん易い過すぎはしないか。犯はん行こう時じ刻こくが正せい確かくに分かっているのなら、まずはその時間帯における全員の動向を調ちよう査さするべきだと思うが」

「もちろんそのつもりだ。そのために事件の参考人となる一いつ般ぱん人じんまで呼よび集めたのだからな。セレィ殿どのに尋じん問もんの許きよ可かをもらえるのなら、今すぐにでも」

「待て、部下への質問は私がする！　今ここで行うのならば文もん句くはあるまい！」

　セレィは強い口調で言った。女じよ皇おうの自分から問うことで、部下たちの反発を少しでも和らげようとする計らいであった。何度か深しん呼こ吸きゆうを重ねてから、彼女はつとめて冷静に問いかけた。

「この中に、昨日の夕方、宿しゆく舎しやから外出していたものはいるか」

　その質しつ問もんに対しては半数ほどが挙手した。手を上げた者の顔を検あらためつつ、セレィはひとりひとりに犯行時刻の行動について語らせていく。酒場にいた者、名所を見て回っていた者など、時間の使い方は各人それぞれであった。全員から話を聞き終えたところで、彼女は参考人として集められた一般人の方を向いた。

「そなたらの中に、彼らの行動について証しよう言げんできる者はいないか！」

　凜りんと響ひびくセレィの声に怯おびえを見せつつも、盲民族メルキエーナの参考人はぽつぽつと証言を始めた。案の定、使節たちの供きよう述じゆつの大部分は彼らによって証しよう明めいされた。一いつ緒しよに酒を飲んでいた者もいれば、立ち話をした者もいる。歩き慣なれない街で移い動どうの痕こん跡せきを残さない方が難むずかしいのだ。セレィは満足げに微笑ほほえんでネレィクに向き直った。

「……どうだ、ネレィク殿。彼らが犯行時刻に現場にいなかったことは、これで証明されたと思うが」

「確かに、犯行時刻に外出していたと申告した彼らは犯人ではないようだ。……しかし、そう申告しなかった残りの半分については、未いまだ容疑を拭ぬぐいきれてはいない」

　ネレィクの反論に対して、今度はクルァシンが異いを唱えた。

「待て。宿舎の中で過すごしていたとする彼らの申告を疑うのなら、それを覆くつがえすような参考人の証言があるのだろうな？　第一、使節たちの宿舎にはそちらの衛えい兵へいが張はり付いていたはずだろう。彼らがこっそり抜ぬけ出したりすれば、すぐに気付くのではないか」

「私も初めはそう思った。しかし話を聞けば、今回の事件の犯人は、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』のサーリャですら捕ほ捉そくし損そこねるほど練れん度どの高い隠おん密みつだという。まるで幽鬼のように音もなく移動し、どこかへ消え去った、というのが彼女の報ほう告こくだ。ならば、衛えい兵へいの耳を誤ご魔ま化かすことも容よう易いであった可能性は否ひ定ていできない」

　幽ゆう鬼きのように、という言葉にクルァシンの肩かたがぴくりと震ふるえる。そのくだりが放つ印象は、彼の怨おん敵てきたる最悪の侵しん入にゆう者しやを想そう像ぞうさせた。

「……明らかな暴ぼう論ろんだ。物ぶつ的てき証しよう拠こも何も無しに、そんな曖あい昧まいな根こん拠きよで人間に罪つみを着きせられるものか」

　頑がんとして使節たちの潔けつ白ぱくを主しゆ張ちようするセレィとクルァシンに対して、ネレィクは小さく溜ため息をつき、今度は治安隊員たちに命じて何かを持って来させた。

「貴き公こうの言う、物的証拠というのは……こういったもののことか」

　さしもの導神も言葉を失った。治安隊員がその両手に捧ささげ持っているのは、血に濡ぬれた一ひと振ふりの刀だった。反った片かた刃はを一角つのに見立て、柄つかの部分に馬ば蹄ていの意い匠しようをあしらった外見は、紛まぎれもなくロケィラ兵が携たずさえる武ぶ具ぐのそれであった。

　あっ、という声が使節たちの中で上がった。顔色を真っ青にしたひとりの武官が、おそるおそる挙きよ手しゆして口を開いた。

「そ、それはおそらく、私の剣です……。宿しゆく舎しやに置いてあったはずのものが、どうしても今朝けさは見つからなくて、クェッタ隊長に報告はしてあったのですが……」

　武官は泣きそうな顔で告げた。頰ほおに残る青あお痣あざは上官による指し導どうの名残なごりだろう。軍の備び品ひんを無くしただけでも懲ちよう罰ばつものの失しつ態たいだというのに、それが最悪の頃ころ合あいで見つかるとあっては、彼はこの場から全力で逃にげ出したい心しん境きように違ちがいなかった。

　険けわしい顔で黙だまりこんでしまったセレィへと向けて、ネレィクは窘たしなめる声で言った。

「セレィ殿どの……。臣下を庇かばいたい気持ちは分かるが、さすがにこれでは擁よう護ごしきれまい。かくなる上は、貴き公こうの判断で、この一いつ件けんの犯はん人にんを一人に特定してもらいたい。それさえ遂とげてくれるのなら、時期も時期であるし……こちらとしても、今回の一件をこれ以上大きな問題にするつもりはない」

　ただし、とネレィクは厳きびしい声で逆ぎやく接せつする。反はん論ろんを許ゆるさない語調であった。

「貴公がなおも、彼らの中に犯人はいないと主しゆ張ちようするのであれば……それは犯人が盲民族メルキエーナではないとした『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の能力を信じぬということであり、ひいては盲民族メルキエーナ全体に対する不信の表れと受け取らざるを得ない。ここまで進めてきた会談も、その中で培つちかってきた互たがいの信しん頼らいも、全てが水すい泡ほうに帰すことになるだろう」

　それは完全な最さい後ご通つう牒ちようだった。『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の証しよう言げんというのは、それほどに盲民族メルキエーナにとって揺ゆるがし難がたいものなのだ。セレィはごくりと唾つばを飲のみ込んで使節たちに向き直った。

「諸しよ君くんの中に……噓うそをついた者は、いるか」

　使節たちは身じろぎひとつしなかった。彼らはただ真っ直ぐに君主を見み据すえ、その視し線せんをもって己おのれの潔けつ白ぱくを主張していた。睨にらみ合いが数分間も続いても、誰だれひとり眼めを逸そらすことはおろか、瞬まばたきさえしない。途と端たん、額ひたいの一角つのが疼うずき、セレィの頭の中に無数の声が流れ込んできた──「虚きよ言げんは弄ろうしません」「私たちは潔白です」「どうか信じてください、我わが君主！」──偽いつわりに怯おびえる声など、その内には一つとして含ふくまれてはいなかった。臣下たちの内心を余あますところなく汲くみ取ると、セレィはゆっくりと瞼まぶたを閉とざした。

「……私は、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』が間ま違ちがったことを言ったとは思わない」

　使節たちの瞳ひとみが悲ひ嘆たんに染そまった。だが、彼らの君主はそこでかっと両眼を見開き、背せ中なかの両りよう翼よくを力強くはためかせ、毅き然ぜんと胸むねを張はって言葉を継ついだ。

「だが、それと同じくらい、私の臣下たちが噓をついているとも思わない！」

　セレィの瞳がまっすぐにネレィクを捉とらえた。もう彼女は迷まよわない。二つの前ぜん提ていから導みちびき出されるただ一つの結けつ論ろんを、それが相手にどれだけ空しく聴きこえるかも承しよう知ちした上で、何の躊躇ためらいもなく口にした。

「これは外部の者の犯はん行こうだ！　このノランドットには、第三勢力の隠おん密みつが潜せん伏ぷくしている！」

　場のほぼ全員があんぐりと口を開けた。弁べん護ごされたはずの使節たちですら、その意見には咄とつ嗟さに同調しかねていた。一いつ拍ぱくの沈ちん黙もくを置いて、今度は盲民族メルキエーナたちの間に別の感かん情じようが込こみ上げてきていた。ふざけるな、という怒いかりであった。

「セレィ殿どの……戯ざれ言ごとはそこまでになされよ。ここノランドットがどれだけ念を入れて国土の中に秘ひめ隠かくされているか、長々とロバ車に乗ってやってきた貴き公こうが知らぬ筈はずはあるまい。我われ々われとて『陥おとされざる盲種の国アヌビシア』の異い名みようには自負がある。然しかるべき手引きも無しに、外部の人間がこの街に潜入することなど、絶ぜつ対たいに有り得ないと言い切れる」

「生あい憎にくだが──私もこの結論の他に真実はないと、己おのが一角つのに誓ちかって言い切れるのだ」

　セレィが一歩も引かずに言い返したために、さしものネレィクも少したじろいだ。が、その周囲では他の盲民族メルキエーナたちがいよいよ殺気立ち始める。荒あら事ごとの気け配はいを察したクルァシンは両りよう腕うででメリェとコリォを抱だき寄よせた。最悪の場合、包囲を強引に突とつ破ぱしてでも逃にげ出さなければならない。

「………サーリャ」

　導神は一いち縷るの期待を込めて『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の少女を見つめた。彼らの潔白を証しよう言げんしてやりたいのはサーリャとしても山々だったが、それは口で言うほど容易たやすいことではない。

　もちろんサーリャの方でも、セレィたちを弁べん護ごする方法をこれまでずっと考えていた。そのために取り得る方針は大きく二つある。ひとつ目は、「犯はん行こう時じ刻こくに外出していなかったと申告した使節たち全員が、その時間帯には間違いなく宿しゆく舎しやにいた」と証言すること。しかし、これはさすがに難むずかしいだろう。使節たちの宿舎は西部地区の端はしにあり、その室内に至いたるまでサーリャの聴覚の守しゆ備び範はん囲いではあるのだが、守しゆ衛えいの兵士が付いていたこともあって、中の人数にまでは意識を向けていない。第一、『栄の塔ホマセ・ユロ』にほど近い路地で凶きよう行こうに及およんだ犯人の足取りを追えなかったというのに、それと同じ時間帯に遥はるか遠方の宿舎にいた使節たちの正確な人数については把は握あくしていたというのは、いくらなんでも話としておかしい。

　ふたつ目の方法はより単たん純じゆん明めい快かいに、「この眼めで犯はん人にんを見た」と言ってしまうことである。しかし、これはセレィたちを冤えん罪ざいから救うと同時に、サーリャにとっては最悪の事じ態たいをもたらす。ずっと周囲に隠かくし通してきた彼女の秘密──盲種メルキエーナでありながら眼が見える『忌いみ子こ』であるという事実が、白はく日じつの下もとに晒さらされることになるのだ。そうなれば彼女は『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の職しよくを失うことはもちろん、盲民族メルキエーナの掟おきてに則って、今からでも両眼を潰つぶされることになるだろう。

　それもやむを得ないことと、サーリャも半なかばは覚悟を決めていた。──盲民族メルキエーナとして生を受けた以上、本当なら眼は見えなくて当然なのだ。まして今回の事じ件けんは、せっかく開国に向けて動き出したアヌビシアを再び自じ閉へいさせるばかりか、ロケィラ・オルワナの二国との間に無用の軋あつ轢れきを起こすきっかけとなりかねない。私し情じようを捨すてて真実を話すべきだと、聡明な『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の少女は理り屈くつではよく分かっている。

　だが、いざ勇気を出して証言しようとすると、肝かん心じんの言葉が喉のどにつかえて出てこない。どうして──サーリャは焦あせりの中で自問する。裁さばかれる覚かく悟ごはとっくの昔に出来ていたはずなのだ。だからこそ、眼が見える事実を導神に知られた時も口止めさえしなかった。国の一大事を見送ってまで『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の地位にしがみつきたいとは、彼女は少しも思わない。

　だが──今度こそと心に決めて口を開こうとすると、それをさせまいとするかのように、少女の脳のう裏りに閃ひらめく光景があるのだ。新緑の芝しばの上を歩く紅娘てんとうむし、生命を燃ねん料りように燃もえさかる炎ほのおのような満開の桃ももの花々、無む窮きゆうの闇やみを内に秘めてどこまでも広がる蒼そう穹きゆう──。

　サーリャの人生の中でもっとも幸せな時間であったその体験さえ、所しよ詮せんは他人の思い出を分け与あたえられたものに過ぎない。それを知っている彼女は、だからこそ、自分の中に新たな願望が生まれるのを止められない。……次はこの両眼に、自分のためだけの光景を焼き付けたいと。誰だれの主観にも染そまらない、自分だけの感動を得たいのだと。

「……………っ」

　その願いに、縛しばられた。夢のような時間の後に彷徨さまよった、死と破は壊かいに彩いろどられた地じ獄ごくの景観さえも、今はかえってサーリャの願いを強める原げん因いんとなっていた。……温室に咲さいた大輪の花よりも、ひび割われた荒こう野やに咲いた一輪の花に、人がより強い美を感じるように。両極の体験を経へたことによって、美と醜しゆうは表ひよう裏り一いつ体たいのものなのだとサーリャは悟さとっていたのだ。

　葛かつ藤とうに心を引き裂さかれながら、ふとサーリャは自分を見つめる導神の気け配はいに気づき、ごくりと唾つばを飲のみこんで立ち尽つくした。少女が自白するまでもなく、彼にはサーリャが眼開きである事実を暴あばくことができるし、その必然もある。彼女が「目もく撃げきしていた」がゆえに証言出来ない可能性に思い至いたったのなら、それを実行に移さない理由はない。決して口外しないと誓ちかったサーリャとの口約束など考こう慮りよにも値あたいしないだろう。彼らが危き険けんを冒おかしてアヌビシアを訪おとずれたのは、ひとえに同どう盟めい締てい結けつのためであって、今はそれが御ご破は算さんになるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなのだから。

　サーリャは薄うす目めを開けてクルァシンの顔を見た。喧けん喧けん囂ごう囂ごうに言い争う使節たちと民みん衆しゆうの傍かたわらで、彼の漆しつ黒こくの瞳ひとみが、じっと『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の少女を見つめていた。見透かされている、とサーリャは直感した。次にその口が開かれる時は、自分の罪つみを暴くために違ちがいないと。皮肉な安あん堵どさえ覚えながら、彼女はいよいよもって観念した。せめてもの小さな願いとして、導神の顔に浮かんだ苦く渋じゆうが、自分との約束を破やぶることへの遺い憾かんの表れであって欲しいと思った。

　だが、導神の口が開かれることはなかった。彼はサーリャから視し線せんを外すと、興こう奮ふんしたノランドットの民衆から庇かばうように女じよ皇おうの前に立ったのだ。言葉の無力を悟さとったのか、彼はもう何も語らなかった。

「静かにビアレイセッ！」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを口々にがなり上げ、使節たちと取っ組み合う寸すん前ぜんだった民衆を、ネレィクが鋭するどい一いつ喝かつのもとに治めた。

「……まことに残念だ。貴き公こうらを歓かん迎げいした我々の心に噓うそはなかった。このアヌビシアを長きに渡わたる閉へい塞そくから解とき放ってくれるのではないかと、ここ数日は年とし甲が斐いもなく興こう奮ふんしていたのだが」

　ネレィクは心から名残なごり惜おしそうに言った。彼の一声によって、盲民族メルキエーナたちは辛かろうじて怒いかりの爆ばく発はつを自じ重ちようしていた。このまま私し刑けいに処しよされることも覚かく悟ごしていたクルァシンは、そうなった場合に失われたであろう使節たちの命の数を思ってか、さすがに安あん堵どの表情を見せた。

「出会いの際にセレィ殿どのが見せてくれた度量に免めんじて、今回はこれ以上の追つい及きゆうなく、貴き公こうらを国外に退たい去きよさせるに留とどめよう。……昼までにロバ車を用意させてもらう。重ねて言うが、このような結末になってしまって非ひ常じように残念だ」

　最後の手た向むけとばかりにそう言うと、ネレィクは両手を打ち合わせて解かい散さんを告げる。まずは治安隊員たちが隊列を維い持じしたまま整然と去っていき、ついで参考人に呼よばれた一いつ般ぱん人じんたちも、口々に不満を呟つぶやきながら徐じよ々じよに散っていった。

「貴公らとの再会が、戦場でのそれにならないことを祈っている。……しかし、これは憶おぼえておいて欲しい。武ぶ力りよくによる侵しん攻こうに対しては、アヌビシアはいつでも受けて立つ準じゆん備びがあるということを」

　ネレィクがそう言い残して立ち去ると、後にはサーリャを除のぞけば、悄しよう然ぜんと肩かたを落とす異い邦ほう人じんたちだけが『栄の塔ホマセ・ユロ』の麓ふもとに残された。

「………っ」

　最後に残った『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の少女は、自分との口約束を守り切った導神の姿すがたを見つめて、ぎゅっと唇くちびるをかみしめた。その瞬しゆん間かん、少女の瞳ひとみに何かしらの決意が宿った。彼女は職場である『栄の塔ホマセ・ユロ』に戻もどっていく途と中ちゆう、クルァシンの背はい後ごでぴたりと歩みを止めた。

「……２、６、９、11、17、23」

　少女は口の中だけで囁ささやいた。近い位置にいたクルァシンだけが辛かろうじて聞き取れる声量だったが、その数字の羅ら列れつに何の意味があるのかまでは測はかりかねた。振ふり向いて意図を質ただそうとする彼の動きを片手で止とどめて、サーリャはなおも囁く。

「今後の私の連れん絡らくから、それらを抜ぬいてみて。あなたには意味が分からなくても、『聴士ラルゴウ』なら必ず分かるはずだから。……役に立つかどうかは分からない。けど、私はノランドットの中心から、出来る限りあなたたちの味方をする。それを憶えていて」

　そこまでを伝え終えると、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の少女は早足に『栄の塔ホマセ・ユロ』の階かい段だんを登っていった。彼女の目もく論ろ見みが摑つかめないまま、クルァシンはその後ろ姿すがたを横目で見送るしかなかった。








アヌビシア侵攻









　アヌビシアとの同どう盟めい締てい結けつに失敗して首都から追い出されたセレィたちは、行きと同じく鈍のろいロバ車での長旅を失意のうちに過すごした。森林を抜け、オルワナの国土を通り過すぎ、彼女らが皇おう都とビンナスクまで帰き還かんしたのは、ノランドットを出発してから実に四週間後のことだった。

「それでは結局、今回のアヌビシア訪ほう問もんでは、得るものがなかったわけですな……」

　帰都から間を置かずに開かれた御ご前ぜん会かい議ぎでは、建設国長ダフェニが憚はばからず溜ため息を漏もらしていた。さしもの導神もその点について反はん論ろんはできない。セレィの見聞を広めるという意味では無む意い義ぎな旅でもなかったが、それが同盟締結に結びつかなかったのは国こく策さくとして明らかな失敗だ。

「それでは、今後どうされます。陛へい下からがアヌビシアを訪おとずれている間、我われ々われは命じられた通り、ダマカスカ、ギリェ・イゼンとの外交を続けておりましたが、二国とも同盟には慎しん重ちような態たい度どを見せています。アヌビシアを取り込めなかったとなると、こちらが切れる札は大きく減へりますが」

「……ってより、ありゃあコーチアドさえ回かい廊ろうに使えりゃ、すぐにでも手を組んでこっちに攻せめ込こみたいって雰ふん囲い気きだったぜ。レプト商会長には通商に便べん宜ぎを図る旨むねを念ねん押おししてあるから、すぐにそれが現げん実じつになるこたぁねぇだろうが……。それにしたって、ああいう風かざ見み鶏どりみたいな連中を、いつまでも信用していいもんじゃねぇ」

　小指で耳の穴あなをほじりながらダラィオンが言った。ロケィラ・オルワナの二国同盟を巡めぐる状じよう況きようは時を追うにつれて差し迫せまってきている。アヌビシアとの同盟締結、ひいては輸ゆ出しゆつ入にゆうの解かい禁きんは、ダマカスカとギリェ・イゼンの二国に同盟のうまみを教えるための前ぜん提ていだった。現状は「急がば回れ」の迂う回かい路ろで壁かべに突つき当たったようなものだ。

　席上の面々が黙だまり込こむのを見計らって、ダラィオンが大おお机づくえをがんと拳こぶしで叩たたいた。

「……悩なやむこたぁねぇ。せっかく女じよ皇おう陛へい下かじきじきに出張ってやったものを、アヌビシアの連中はその誠せい意いを汲くみ取るどころか、冤えん罪ざいを着きせてこっちに送り返しやがった。前と同じことを言うが、開戦の理由には充じゆう分ぶんだ。あの国を陥おとさなけりゃ先に進めないってんなら、今度こそ正面から攻せめればいいだけの話よ！」

　主しゆ戦せん派は筆ひつ頭とうとしての立ち位置は変わっていないと見えて、ダラィオンは他の武官たちを味方に付けて開戦を主しゆ張ちようする。呆あきれ顔で反はん論ろんを口にしようとしたダフェニだったが、その前にクルァシンが声を発した。

「そこまで言うからには、戦せん略りやくのひとつやふたつは考えてあるんだろう。言ってみろ、ダラィオン」

「もちろんよ。真っ先に考えたのは火ひ責ぜめだな。国土の森林に火を放っちまえば、アヌビシアの連中は丸焼きになる他あるめぇ」

「清すが々すがしいまでの外げ道どうぶりはさて置くとしても、アヌビシアの森林を形成するのは単なる樹じゆ木もくではなく水包樹シヤンバラだ。そう簡かん単たんには燃もえないだろうし、仮に成功したとして、丸焼けの焦しよう土どになった国を支し配はい下かに置くのか？」

「もちろん火責めは冗じよう談だんだ。俺おれが本命に考えてるのはこっちの方よ」

　含ふくみ笑ってそう言うと、ダラィオンは自分の足元から何か丸くて平たいものを持ち上げた。重い金きん属ぞく音おんを立てて机き上じように置かれたそれは、進軍の合図などに使われる銅ど鑼らだった。

「盲民族あいつらが暗くら闇やみの中でも自じ在ざいに動けるのは耳が良いからだろ。なら、こっちはそれを逆手に取ってやるのさ。大勢の兵に銅鑼こいつを持たせて鳴らしまくる。そうすれば連中は、良すぎる耳が災わざわいして、何が何だか分からなくなるはずだ。その隙すきを突つきゃあいい」

　猛もう将しようが自じ慢まんげに提てい案あんした戦せん術じゆつに、クルァシンは軽く鼻を鳴らした。

「その発想は俺も真っ先に考えたがな……実際にこの眼めで見てきた者として言わせてもらえば、その程てい度どの小細工で機能を殺せるほど、盲種メルキエーナの聴ちよう覚かくは脆もろいものではなかった。耳が良いということがそのまま大きな音に弱いことにはならないし、仮にそうだったとしても、銅鑼の音が辛くない程度に耳当てでもされた日には、意味もなくこちらの位置を教えることになる。まぁ、陽動くらいには利用出来るかもしれないが、それでも初戦で嫌いやがらせをするのが関の山だろうな」

　ダラィオンは銅鑼を右手に握にぎって押おし黙だまった。苛いら立だたしげに振ふるわれた背せ中なかの翼つばさが、またしても両りよう隣どなりの同どう胞ほうの顔面を直ちよく撃げきする。鼻を押おさえてうずくまる被ひ害がい者しやに対して、海将はやはり「お、悪い」とぞんざいに詫わびるのみ。

「両名とも、不毛な口こう論ろんはそこまでにせよ。アヌビシアと戦をする考えはない。交こう渉しようが失敗したからといってすぐに武力に訴うつたえるのでは、子こ供どもの我わが儘ままと変わらないだろう」

　物ぶつ騒そうな方向に逸それたままの話を、そこでセレィが本ほん筋すじに戻もどした。両りよう眼めに宿る意い志しの力が、より優すぐれた次の一手を求めていた。

「私の理想を言わせてもらえば、もう一度ネレィク殿どのとじっくり話し合いたい。ニシァ・エンテが殺された事じ件けんには必ずや第三勢力の陰いん謀ぼうがあるはずなのだ。……クルァシン、そなたもそう思うであろう？」

　セレィに同意を求められると、導神は即そく答とうせず、顎あごに手を当てて考え込んだ。

「……確たしかに、あの事件には〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の影かげがちらつく。サーリャの耳から逃のがれるほど隠おん密みつの技わざに長たけた連中が、他にいるとは考えがたい。しかし、ノランドットの街中では『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』の波動を感じられなかった。発展界の機器を一度も使っていないのか……だとすれば一体、どうやってあの街で、盲民族メルキエーナたちに見つからぬまま潜せん伏ぷくを続けているのか」

　クルァシンは考え込む。光学迷彩ステルスや消音装置サイレンサーといった利器による補ほ助じよがあるのならば、潜ひそむこと自体は可能だろう。しかし、それでは盲民族メルキエーナの耳は誤ご魔ま化かせても、導神の感覚までは誤魔化せない。あらゆる発展界の機械は、異い世せ界かいで使用すれば、例外なく『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』の波動を発するのだから。

「……つまり、本当に潜んでいるとすれば、利器テクノロジーを必要としないほどの手て練だれというわけか。それはそれで、当たっていて欲ほしくはない予想だな……」

　戦せん慄りつを感じながらクルァシンは呟つぶやいた。不安げにその顔を覗のぞき込こむ臣下たちだったが、彼らの神はそこで不意に面を上げて、なぜかセレィとダラィオンを交こう互ごに見比べた。

「……ここはひとつ、二つの意見を擦すり合わせてみるのはどうだ。話し合いのためならば戦も辞さず、だ。ある程てい度どの兵力を伴ともなってノランドットまで辿たどりつけば、向こうも交こう渉しようの席に着かざるを得なくなる。上品とは言えない示じ威い行こう動どうだが、この際さいそこまでの贅ぜい沢たくは言っていられまい」

　ネレィクも戦を覚かく悟ごしているはずだろうしな、と導神は付け足す。いつになく乱らん暴ぼうな彼の提てい案あんを、セレィは眉まゆ根ねを寄よせて一考する。

「もはや穏おん便びんな形で会談を再さい開かいすることが望めない以上、そういった強きよう行こう策さくも止むを得んか……。だが、真っ正直にノランドットまで兵を連れて行こうとすれば、その途と中ちゆうで迎げい撃げきに出てきたアヌビシア兵と何度も戦わねばならないだろう。多少の衝しよう突とつは不ふ可か避ひとしても、そんなことを続けていては、首都に辿りつく前にこちらが全ぜん滅めつする。そうならないためには、『聴士ラルゴウ』の索さく敵てきを潜くぐり抜ぬけてノランドットに向かわねばならないが……」

　それこそ不可能事だろう、と口にするまでもなく女じよ皇おうの眼めが語っている。ここまでアヌビシアを攻めることの難むずかしさを何度も話し合ってきた後だったから、臣下たちも同様の思いで導神の顔を見つめる。だが、クルァシンは首を横に振ふった。

「実じつ際さいにあの国を訪おとずれる前ならば、俺おれもそう思ったことだろう。だが、一見して鉄てつ壁ぺきと思われる『聴士ラルゴウ』制せい度どにも、その実じつ態たいを見てきた今ならば綻ほころびが見て取れる。それに、何より……」

　導神の声が尻しりすぼみになる。勝算を語っているはずなのに、なぜか彼は苦い表情を浮うかべた。

「……ノランドットのど真ん中に、小さな友人がいてな。こういうやり口には、出来れば巻まき込こみたくなかったが……彼女の意図を俺が正せい確かくに汲くみ取れていれば、この策は、おそらく成る」

　クルァシンは唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。そうしながら、彼は自問する──あの娘に記き憶おくを見せようと思った時に、ここまでの展てん開かいを予よ測そくしていただろうか。故こ郷きようを裏うら切ぎらせることになるかもしれない、その可能性には思い至いたっていたはずだ。では……自分の行いはどこまでが誠せい意いで、どこからが欺ぎ瞞まんだっただろうか。あの少女を救いたいと、その言葉を口にする資し格かくが、今の自分にあるのだろうか？

「……くそ、迷まような。俺の採った行動に、少なくとも方ほう法ほう論ろん的てきな欠けつ陥かんはなかった」

　導神はひとりごちた。それが言い訳わけなのか、それとも自じ虐ぎやくなのか、言った本人にすら分かりかねた。……鎖くさりがじゃらじゃらと擦こすれ合う音がする。使えるものは迷わず使え──死者の言葉だけが絶ぜつ対たいの指し針しんとなって、奴ど隷れいの手足を否いや応おうなく突つき動うごかす。







　三週間後の正午、アヌビシアの東ひがし国こつ境きよう前まえにロケィラの歩兵が立ち並ならんでいた。兵数にして約四千だが、二人組で乗ってきた馬を手近なオルワナの集落まで連れ戻もどすために、うち半数はこの時点で戦列を離はなれることになっている。残る兵力にいささかの不安を覚えた女じよ皇おうは、戦列の先頭で傍かたわらの導神に問うた。

「クルァシン、本当にこの数で大だい丈じよう夫ぶなのか？　二千という兵数は、攻せめるためとしてはもとより、示じ威いのために動員する数としても充じゆう分ぶんとは思えんが」

「これでいい。アヌビシアという国家に示威行動をするのに充分なほどの戦力は、そもそも今のロケィラ・オルワナ二に国こく同どう盟めいにはない。我われ々われがこいつらを見せつけねばならないのはアヌビシアに対してではなく、あくまでも首都ノランドットに対してだ。見てきたお前なら分かるだろうが、あの街は敵てき軍ぐんに攻められることを想定した造つくりにはなっていない上、昼間ならば都の中も明るい。二千で陥おとせるとまでは言わずとも、相手に危き機き感かんを抱いだかせて交こう渉しようの席に着つかせるには充分なはずだ」

　それに加えて、とクルァシンは苦笑いして続ける。

「これ以上の戦力を動員しては、先の戦争で疲ひ弊へいしたロケィラの国力にかける負ふ担たんが大きすぎる。ただでさえダフェニ建長には溜ため息を連発させているというのに、ここで内政を慮おもんばからない作戦を取るわけにもいくまい。あの忠ちゆう臣しんを失望させるのは、お前もなるべく避さけたいところだろう？」

「決まっている。ダフェニはロケィラの政まつりごとに必要不可欠な人材だ。あの男の判はん断だんを軽んじる理由はない」

　そう言い切ると、セレィは覚かく悟ごを決めた面おも持もちで眼がん前ぜんの森林を見つめた。女皇の覇は気きにいささかの衰おとろえもないことを喜びつつ、クルァシンは歩兵の戦列へ向けて一声を投じる。

「クェッタ・ソニド工作隊長、前へ！」

「はっ！」

　威い勢せいよく返答して、下に反り気味の一角つのをもつ兵士が先頭に進み出る。余よ計けいな気負いというものがないクェッタの面持ちに、クルァシンはいつもながら頼たのもしさを感じた。

「クェッタ、まずは初戦だ。が、全てが上手うまくいけば、戦じみたことをするのはこの一回だけで済む。例によって、お前の仕事は指し揮き官かんというより監かん督とくだが、文もん句くがあるなら聞くぞ」

「ありませんよ。監督で結けつ構こうです。土木作業で人死にが減へるのなら是ぜ非ひもありませんからね」

　かつて導神に言われた台詞せりふを、クェッタは少し皮肉っぽく言い返した。それを聞いたクルァシンはさすがに苦笑して、若わかい下士官の肩かたを叩たたく。

「……監かん督とくと開き直るからには、死ぬなよ。もちろん部下も死なせるな。土木作業で死ねば、それは戦死ではなく事じ故こ死しだ。誉ほまれも何もあったものじゃない」

「承しよう知ちしています。監督の誉れはただ一つ、仕事を最後までやり遂とげることですから」

　クェッタは強気な笑みを浮うかべて言い切った。その返答に満足して、導神は戦列の全体を見み渡わたした。

「精せい強きようなる有角ユルフイネクの兵たちよ！　勘かん違ちがいするな、今回のお前たちの敵てきは盲民族メルキエーナではない。アヌビシアの森林が孕はらむ無む窮きゆうの暗くら闇やみそのものだ！　暗闇との戦いは心の戦いであり、その必勝を約するはお前たちの勇気の他にない。なればこそ、心の内に光を灯ともせ。緑の闇に怯おびえるな！」

　導神の激げき励れいに応こたえて、兵たちが一いつ斉せいに気き炎えんを上げた。そうして高まった士気をすかさず引き継つぎ、セレィが満を持して出発の号令をかける。アヌビシアの木々を揺ゆらして、有角種ユルフイネクたちの進軍が始まった。







　アヌビシアの国土の東とう端たん、東とう方ほう諸しよ国こくの脅きよう威いともっとも身近な位置で働く『聴士ラルゴウ』ニンゼ・デコリトが、真っ先に退たい屈くつな勤きん務むを終えることになった。東の方向から響ひびき始めた、無数の靴くつ音おとを聞き咎とがめたのだ。

「ッ！　同どう盟めい軍ぐんの侵しん攻こうか!?　数は…………千五百……いや、二千か！　異い民みん族ぞくどもめ、ついに来やがったな！」

　極東の『聴士ラルゴウ』はごくりと唾つばを飲のんで耳を澄すませた。本格的な侵攻にしてはいささか半はん端ぱな兵力だったが、もちろん見み過すごせるものではない。彼は慌あわてて立ち上がって天てん井じようからぶら下がった信号打楽器をバチで打ち鳴らし始めた。早馬を遥はるかに勝る速度によって、詳しよう細さいな状じよう況きよう報ほう告こくを含ふくんだ信号が遠方に届とどけられ──。




「──出動要よう請せいだ！」

　ほとんど間を置かずに防さき人もりたちが動き出した。『聴士ラルゴウ』からの出動要請を受けて、周辺の村落に暮くらす彼らは一斉に各々の武器を手に取った。戦の支度をしながら、『聴士ラルゴウ』から発せられる続ぞく報ほうによって敵てき軍ぐんの位置を知り、自分たちがどこで迎げい撃げきするべきかまでも把は握あくする。平時にも油ゆ断だんなく続けられていた訓練によって、それぞれの日にち常じようを送っていた最中の出動にも拘かかわらず、防人たちの動きにはそれほど無む駄だがない。

　セレィも手放しで評ひよう価かしたように、『聴士ラルゴウ』という情じよう報ほう伝でん達たつ手しゆ段だんの優秀さは、エナ・ガゼ全土においても他に並ならぶものがない。他国において、離はなれた場所との意い思し疎そ通つうのためには狼煙のろしを上げるか、さもなくば手て旗ばた信しん号ごうが用いられるが、伝達できる距きよ離りと伝達できる情報量の両面において、『聴士ラルゴウ』はそれらを大きく上回っているのだ。音という信号の性せい質しつ上じよう、昼夜の区別なく使える利点も大きい。

　そんな鉄てつ壁ぺきの『聴士ラルゴウ』たちからなるアヌビシア防ぼう衛えい制せい度どの数少ない瑕きずとしては、国力の都合上、養っておける兵士の数をあまり増ふやせない点がある。そういった数の問題に加えて、辺へん境きようの防ぼう備びにあたるのはもっぱら半兵半農の防さき人もりたちなのだが、弱兵とは呼よべぬまでも、専せん業ぎようの兵士と比べると練れん度どに劣おとるという不安もある。

　とはいえ、その程てい度どのことで有利不利が覆くつがえるほど、森林という地形は盲種メルキエーナ以外の異い民みん族ぞくに対して甘くない。『聴士ラルゴウ』によって一方的な索さく敵てきがなされ、情報伝達の速度においてもアヌビシア側が遥はるかに上回る以上、初めに強きよう襲しゆうを受けるのは常つねに攻せめ込こんだ異民族の側になる。視し界かいの利かない薄うす暗くら闇やみの中で襲しゆう撃げきを受けたとき、眼開きの精せい神しんがどれだけ脆もろいか、盲民族メルキエーナたちは経けい験けん的てきによく知っていた。




「よし、この辺りから始めるぞ。……思いきり打ち鳴らせっ！」

　クェッタの指し示じに応こたえて、銅ど鑼らを携たずさえた兵士たちが、一いつ斉せいにそれらをバチで叩たたく。けたたましい金きん属ぞく音おんが木立の中を幾いく重えにも反はん響きようし、その騒さわがしさたるや、叩いている本人たちでさえ頭ず痛つうをもよおすほどであった。指示を出す声さえまともには届とどかない状じよう況きよう下かだが、あらかじめ打ち合わせを済すませてあった別動隊が、素す早ばやく目配せして動き始める。四十人ほどの規き模ぼの小隊が五つ、ひっそりと本隊を離はなれて、闇やみの中に消えていった。




　一方で、敵軍が間かん断だんなく打ち鳴らし始めた銅鑼の音に、初めこそ度ど肝ぎもを抜ぬかれた『聴士ラルゴウ』ニンゼだったが、本隊から離れて森の中を進んでくる別動隊の存そん在ざいを耳で感知すると、すぐにその意図を看かん破ぱして鼻で笑った。

「陽動作戦のつもりか？　見積もりが甘あますぎるな。この程てい度どの雑ざつ音おんを入れたくらいで、我われら『聴士ラルゴウ』の耳を誤ご魔ま化かせるとでも思ったか！」

　銅鑼をうるさく鳴らすばかりで、進軍自体は止まったままの敵てき本ほん隊たいからは半なかば意識を外し、余よ計けいな物音を立てずに忍しのび寄よってくる五つの別動隊に、ニンゼは集中して耳を傾かたむけた。──どの足音も、少しずつこっちに近づいてくる。どうやら信号打楽器の音を逆さか手てに取って自分の櫓やぐらを目指しているものと判はん断だんし、ニンゼはさすがに嘲ちよう笑しようを堪こらえかねた。

「確たしかに、俺おれさえ抑おさえてしまえば、指し揮き系けい統とうを失ったこちらは一気に不利になるが……そう簡単に、そんなことをさせるかよ！」

　ニンゼは荒あら々あらしく信号打楽器を打ち鳴らした。敵の別動隊の位置を自軍に知らせ、近い位置にいる部隊を迎げい撃げきに向かわせる。多少の取りこぼしがあったとしても、『聴士ラルゴウ』の櫓には守しゆ備びの小隊も付いているのだ。これで敵の戦せん略りやくは完全に崩くずれた──そう確信して、彼は次の指示に移うつる。

「残りの部隊は、敵本隊に向けて一斉に突とつ撃げきだ。……馬ば鹿かの一つ覚えみたいに騒そう音おんを垂たれ流している連中に、アヌビシアの力を思い知らせてやる！」







「た、隊長、まだ奥おくに進むんですか……？」

　震ふるえる声で問うてきた部下に、別動隊の一つを率ひきいる小隊長のベクティン・サルバは返答代わりの拳げん骨こつを見み舞まった。絶ぜつ対だいに口をきくなと言っただろう、敵の『聴士ラルゴウ』に聴きかれたらどうするつもりだ──見開いた両りよう眼めがそう語っていた。

　しかし、部下の弱気を厳きびしく叱しかるベクティンも、内心では彼らが臆おく病びようになるのも仕方がないことだと思っている。本隊を離はなれて進み始めてから既すでに一時間余あまりが経けい過かし、彼らはたった一個小隊で、ずいぶん森の奥まで入り込んでしまった。もはやいつ盲民族メルキエーナたちによる襲しゆう撃げきがあってもおかしくはない。怯おびえるなという方が無理な話だ。

　だが──今ばかりはその怯えに耐たえてもらわなくては困こまるのだ。そう思いつつ、ベクティンは自らも歯をきつく嚙かみしめる。銅ど鑼らを打ち鳴らす本隊が陽動を務め、その隙すきに少数の部隊が『聴士ラルゴウ』の櫓やぐらを目指して隠かくれ進む──そういう作戦だと、敵に思ってもらわなくては困るのだ。

　限界に近い緊きん張ちよう感かんの中、無言の行軍を続けていた小隊が、そこでぴたりと足を止めた。

「…………」

　ベクティンの眼めつきが険けわしくなる。他の四つの別動隊の隊長もそうだが、もとより彼は敵の襲撃を察する勘の良さを買われて今回の作戦に抜ばつ擢てきされた男である。彼は部下たちに目配せして心の準じゆん備びをさせた。何度となく戦場を駆かけ抜ぬけるうちに研とぎ澄すまされた彼の五感が、危き険けんの接せつ近きんを告げていた。

「……ヘィジ、下がれ！」

「へ……？　うわっ！」

　ベクティンは直感に任まかせて部下の体を突つき飛ばす。直後、尻しり餅もちを突いたヘィジの股またの間の地面に、暗くら闇やみから飛んできた槍やりがざくりと突き刺ささった。戦せん慄りつした彼が喉のどから悲鳴を絞しぼり出すより先に、松明たいまつの光も届とどかない茂しげみの向こうで無数の気け配はいが動き出した。

「──殺せ！　異い民みん族ぞくどもを生かして帰すな！」

　木々の合間から現あらわれた盲民族メルキエーナの防さき人もりたちが、一斉にベクティンの部隊へと襲おそいかかってきた。隊長は背せ筋すじにどっと汗をかき、それでも過か去この遍へん歴れきから培つちかわれた豪ごう胆たんによって、この頃ころ合あいで言わなければならない台詞せりふを、つとめて自然に聞こえるよう口にする。

「くそっ……陽動作戦を見み抜ぬかれていたか！」

　事前の打ち合わせと一いち字じ一いつ句く違ちがわない上官の台詞を合図にして、小隊の兵士たちが一斉に退たい却きやくを始める。もちろん防人たちは彼らの包囲を試みていたが、最さい優ゆう先せん事じ項こうは『聴士ラルゴウ』の櫓を守ることであったため、その包ほう囲い網もうは必然的に小隊の前方から後方へと造つくられていた。それが完成する一歩前、すなわち退路を断たたれる寸すん前ぜんに退却を始めたことが、ベクティンたちにとっては生死の分かれ目であったと言える。

「総そう員いん、全力で後退しろ！　慌てず目印を辿れ！」

　隊列の先頭から一転して殿しんがりを務めつつ、ベクティンは全ぜん力りよく疾しつ走そうする部下たちに向けてそう叫さけんだ。彼らがこれまで辿たどってきた道には、退却の際に目印となる樹脂ロウソクが随ずい所しよに置いてある。退却する小隊の先頭を率いる部下にも入り組んだ道を記き憶おくするのが得意な者を宛あてがっているので、道みち迷まよいに陥おちいる可能性は低いはずだった。

「ヘィジ、ヨロヨロしてんじゃねぇよ！　転んでも助けねぇぞ！」

「は、はいぃっ、ベクティン隊長！」

　防さき人もりたちの突き出す槍やりの切っ先に追い立てられ、ベクティンは部下を叱しつ咤たしながら必死に走り続ける。渾こん身しんの力で地を蹴けりつつ、彼は心の中で叫さけばずにはいられなかった──ああくそ、割わりに合わねぇ仕事だなぁおい！







「皆みな、息を潜ひそめて槍を構えろ。銅ど鑼らの音はすぐ近くだ……」

『聴士ラルゴウ』の指し示じを受けて、アヌビシア側の勢せい力りよくが着ちやく々ちやくとロケィラ軍の本隊に近づきつつあった。ある程てい度どまで兵力が集まったところで突とつ撃げきの合図が下る手て筈はずになっているが、その瞬しゆん間かんはもう間近のはずである。本来、ニンゼが管かん轄かつする区画だけで二千のロケィラ軍と同数の兵力を集めるのは難むずかしいのだが、この場合はそこまで集める必要がない。緑の闇やみの中でまともに戦えるのは盲民族メルキエーナだけなのだから、実質的なロケィラ側の戦力は数の半分以下だ。一度の攻撃で全ぜん滅めつさせることは出来ずとも、突撃と撤てつ退たいを何度も繰くり返せば、ロケィラ側の戦力を一方的に削けずることができる。

「くそ、いつまでもガンガン鳴らしやがって……。陽動ってことは、とっくにばれてんのに」

　口々に文もん句くが零こぼれる。勝ち戦を目前にしたアヌビシアの防人たちにとって、何よりも辛つらいのは突撃までの待ち時間だった。何の調和も規き律りつもなくうるさいだけの音が、延えん々えんと鼓こ膜まくを叩たたき続けるのである。耳の良い彼らからすれば堪たまったものではない。難なん聴ちようの心配をするほどではないにせよ、彼らの苛いら立だちは確かく実じつに高まりつつあったが、ようやくそこで朗ろう報ほうがもたらされた。

「………っ！　来たぞ、突撃の指示だ！」

　はるか遠方の櫓やぐらから響ひびいた信号打楽器の音を聞き届とどけて、苛立ちを募つのりに募らせた防人たちへと、いよいよ指し揮き官かんが突撃を号令する。凶きよう暴ぼうな笑みを顔に浮かべて一いつ斉せいに走り出した彼らは、まもなくロケィラ軍の本隊と出くわす。一いち応おうの方ほう陣じんを組んでいるようで、隊の外周には盾たてを構かまえた兵たちがずらりと並ならんでいた。アヌビシアの防人たちはそこに迷まよわず槍やりを突き入れた。

「て、敵てきの襲しゆう撃げきだ！　総員、下がれ、下がれーっ！」

　接せつ敵てきと同時に、ロケィラ兵たちは銅ど鑼らを捨すてて後こう退たいしていく。その臆おく病びようぶりにアヌビシアの防人たちはますます勢いきおい付いて、盾の上からでも構かまわず槍を突き込んでいった。比ひ較かく的てき少数で敵てき陣じん営えいの奥まで食い込むことの危き険けんも意に介かいさない。この瞬しゆん間かんに様々な角度からロケィラ軍本隊めがけて、同どう胞ほうが一いつ斉せいに突撃をかけていることを防さき人もりたちは知っている。緑の闇やみの中で、眼開きの連中が自分たちをまともに迎むかえ撃うてるわけがないと、盲民族メルキエーナたちは自うぬ惚ぼれていた。

「……よし。どの集団も充分に引きつけたな」

　後退するロケィラ軍の中で、士官のひとりがぼそりと呟つぶやく。──その驕おごりゆえに、盲民族メルキエーナたちには分からない。外周の兵たちに徹てつ底ていして盾たてを持たせていたロケィラ軍の真意に気付くことが出来ない。今──彼らは怯おびえて逃げ惑まどっているわけではなく、確かくたる計画に基もとづいて後こう退たいしているのであり、

「各自、応戦してよし！」

　その精せい強きようぶりを存ぞん分ぶんに発はつ揮きできる戦場をひそかに構こう築ちくし、そこに敵を誘さそい込むことが、彼らの当初からの目的であったのだと！

「「「「「「「有角万歳ゴラアアアン・ユルフイネク！　同盟万歳ゴラアアアン・カイルサスタアド！」」」」」」」

　盾の壁かべが割われる。その内側から、切っ先を丸めた槍やりを構かまえた有角ユルフイネクの兵士たちが、掛かけ声と共に出しゆつ現げんする。先行していたアヌビシアの防人たちは、瞬まばたきの間に胸むねを突かれて地に伏ふした。アヌビシア側にとってあまりに予想外の反撃だったせいで、斬きり合いが起こる間もなかった。

「なっ、なんだあいつら！　どうしていきなり──ぐぇっ！」

　事のからくりを推すい理りする暇ひまもない。調子に乗って敵陣の奥深くまで食い込んでいたのが災わざわいして、アヌビシアの防人たちは、全周からロケィラの兵士たちによる攻勢を受けることになった。彼らも必死になって応おう戦せんするのだが、数はもとより一兵一兵の戦力がまるで違ちがう。突き込んだ槍も巧たくみに打ち払われて、死に体たいになったところを容よう赦しやのない打突に見み舞まわれる。状じよう況きようがまったく理解出来ないまま、けれど確実に減へっていく味方の数に、防人たちは絶ぜつ叫きようした。

「ど、どうなっているんだ！　このアヌビシアの森の中で、どうして異民族がこんなに器用に戦えるんだ!?　眼開きは暗闇に弱いはずなんだ。緑の闇はいつだって我われ々われに味方するはずで──」

　そこまで言ったところで、防人のひとりは小さな違い和わ感かんに気付いた。──うなじに冷たい風を感じたのだ。水包樹シヤンバラの枝えだ葉はで天てん井じようを分ぶ厚あつく覆おおわれたアヌビシアの森林では、上から吹ふき込む風というものは普通なら有り得ない。にも拘かかわらず、それを感じているということは──。

「そ、そうか……お前ら、木の枝を切り落として──ぐふっ!?」

　真実に至いたろうとした者も、その寸すん前ぜんで地に倒たおれる。有角種ユルフイネクの戦士に押し包まれた盲民族メルキエーナの防人たちから、みるみる内に二本の足で立っている者が減へっていった。







「な───」

　狭せまい櫓やぐらの中、ニンゼは愕がく然ぜんとした面おも持もちで、倒たおれていく防さき人もりたちの絶ぜつ叫きようを聞き届とどけた。自分が謀たばかられていた事実を認められるまでには、それから数分の猶ゆう予よが必要だった。

「銅ど鑼らを……鳴らしていたのは……陽動のためじゃなくて……枝えだを切り落とす音を、隠かくすため、だった……？」

　然しかり。ロケィラ軍の狙ねらいは最初から、盲民族メルキエーナたちに気付かれぬよう、自分たちが全力を発はつ揮きできる地形を作り上げるところにあった。──天てん井じように生い茂しげる枝葉が日の光を遮さえぎるというのなら、その枝葉を切り落としてしまえばいい。それさえ叶かなえば、残された課題は出来上がった決戦場に敵てきを呼び込むことだけになる。そして、その呼び水となるのがベクティンらの指し揮きする形だけの隠おん密みつ部ぶ隊たいであった。発見されることを前ぜん提ていに置いた彼らの部隊によって、銅鑼をやかましく打ち鳴らす狙いを隠密行動のための陽動と思い込ませ、『聴士ラルゴウ』にロケィラ側の作戦を見み抜ぬいたと早はや合が点てんさせる。となれば必然、隠密部隊を迎げい撃げきするためのわずかな人員を除のぞき、『聴士ラルゴウ』は動員した兵たちに全力でロケィラ軍本隊を叩たたきに向かわせることになる。そこに光という名の罠わなが待ち構かまえているとも知らずに。

　事のおおよそを理解したところで、ニンゼの胸きよう中ちゆうに猛もう烈れつな後こう悔かいの念が湧わき上がった。──もっと注意して本隊の動向を聴きいていれば、枝を切っている物音くらいは気付けたはず。別動隊が出たところで本隊の役割を陽動と決めつけて意識から外したのが間ま違ちがいだったのだ。彼は床ゆか板いたに拳こぶしを打ちつけて慟どう哭こくした。──もう取り返しがつかない。自分の間違った采さい配はいで、あまりに多くの同胞を死なせてしまった！

「お、おお、おおおおおおお……！」

　それでもニンゼは泣き崩くずれることはせず、涙なみだに濡ぬれた両手でバチを握にぎって懸けん命めいに信号打楽器と向き合った。──この区く域いきで集められる戦力の大半は壊かい滅めつしてしまった。こうなってしまった以上、彼に残された仕事は、可能な限りの敵の情報を別区域の『聴士ラルゴウ』へと伝えることだけである。

　一生打つことはあるまいと思っていた「当区域、陥かん落らくす」の信号を、彼が力なく打ち始めようとしたところで──その両手が、何者かにがっちりと押おさえられた。

「最後まで仕事を全まつとうせんとする意い識しきは立りつ派ぱだが、その連れん絡らくは待ってもらおう。こちらには交こう渉しようの用意があるのでな」

「な──っ」

　後ろから羽は交がい絞じめに四し肢しを拘こう束そくされて、ニンゼは身動きひとつ取れない。彼はいよいよ自分の耳が信じられなくなりつつあった。人が接せつ近きんしてくるような物音は一度もなかったというのに、守しゆ備びの兵士たちの耳まで誤ご魔ま化かして、この相手はどうやって櫓の中に忍しのび込こんだというのか？

「安心しろ、お前の仲間は一人も死んでいないし、これから殺すつもりもない。……とりあえず、この区域の有力者を集めて一席設もうけてくれ。きちんと話を聞けば、お前たちも興きよう味みを持たずにはいられないはずだ」

　ニンゼの耳元で導神が囁ささやいた。両手に握にぎり締しめたバチの使い道について、辺へん境きようの『聴士ラルゴウ』は、それからしばらく迷まよわなくてはならなかった。







　一方その頃ころ、首都ノランドットの中央に聳そびえる『栄の塔ホマセ・ユロ』では、いつものようにサーリャが『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の職しよく務むに従事していた。取り澄すました無む表ひよう情じようは常つねと変わらず──だからこそ、その内心を搔かき立てる不安と焦しよう燥そうについて、余よ人じんには知る術すべがない。

（どこ……!?　あの男は、一体どこに隠かくれているというの……！）

　セレィの一行がノランドットを追い出されてからというもの、その職しよく務むの傍かたわら、サーリャが余よ力りよくの全てを費やしていた事じ項こうがそれだった。ネレィクは戯ざれ言ごとと一いつ蹴しゆうしたが、街の中に潜ひそむ第三勢力の隠おん密みつによる犯はん行こう──それが正しい答えであることを、彼女だけが知っている。そしてその犯人は、未いまだにノランドットの内部に潜せん伏ぷくし続けている可能性が高いのだ。犯人の目的がセレィらの大たい志しを間接的に挫くじくことにあるのなら、アヌビシアを二度と開国に向かわせないためにも、ここノランドットで折につけ暗あん躍やくし続けるのが理想的であるからだ。

（発見できれば、終わるのに……。あの人たちに罪つみがないことを証しよう明めいして、アヌビシアの同どう盟めい入りについてだって話し合い直せるかもしれないのに！　どうして私の耳は、こんな時に限かぎって役立たずなの……！）

　サーリャは唇くちびるを嚙かみしめて無力を呪のろった。そうしながらも、全ぜん霊れいで研とぎ澄すませた聴ちよう覚かくの集中だけは絶ぜつ対たいに欠かさない。……仮に、相手が全く音を立てずに歩けるのだとしても、行こう為いの種類、あるいは本人の油ゆ断だんによって、物音を立ててしまうことは可能性としてあり得るはず。そうやって少しずつでも潜伏場所を絞しぼっていければ、治安隊員たちに捕らえさせることも不可能ではない。サーリャはそう信じて、この二月余あまりを犯人の追つい跡せきに費やしてきた。だが──その行動に実りがあったかと言われれば、答えは否いなである。

（解げせない……。これだけ長期に渡わたって潜伏しているのなら、色々な面で入いり用ようの物が出てくるはず。特に食しよく糧りようと水……盲民族メルキエーナでなければ、店で取引することだって出来ないのに。店頭から盗ぬすんでいるのかとも考えたけど、関係のありそうな窃せつ盗とう事じ件けんはこの二ヶ月の間に起こっていない。あの男、霞かすみでも食べて生きているというの……）

　ごぉん、と勤きん務む時じ間かんの終わりを告げる鐘かねが遠くで鳴った。神経を鑢やすりがけするような緊きん張ちようと思し索さくのうちに長い一日が過すぎ去って、サーリャはこの日もふらふらになりながら立ち上がると、職場である塔とうの頂ちよう上じようの一室を出て、足を踏ふみ外さないように注意しながら階かい段だんを降おりていった。

（だめ……頭が回らない。何でもいいからお腹なかに入れないと……）

　塔も半なかばまで降りてきた辺りで、サーリャは管理人室の扉とびらの横にマリュダの鉢はち植うえを見つけた。普ふ段だんなら見向きもしないところだが、今は極度に疲ひ労ろうした頭と体が早急に栄養を欲ほつしている。肉にく厚あつの葉を一本もぎとると、彼女はそれを口にくわえて残りの階かい段だんを降おりて行くのだった。








一刀鬼









「……うん、これでよし」

　朝あさ霧ぎりの立ち込こめる早朝、首都ノランドットの東とう端たんに立つ櫓やぐらの中で、『東聴首ラルゴウ・ジルトエロン』を務つとめる好青年ニキィデ・トリカッソが仕事道具の手入れを行っていた。二十六枚の信号打楽器に、予よ備びを合わせて六本のバチ。それらを一つ一つ、布ふ巾きんでぴかぴかになるまで磨みがくのが、三日に一度の彼の日課であった。

「さぁ、お勤つとめの始まりだ。君たち、今日も良い音こえで歌ってくれよ」

　厚あつさも大きさもまちまちな四角い金きん属ぞくを一つずつ手に取って、天てん井じようから下がる二十六本の紐ひものそれぞれに、ニキィデはそれらを括くくりつけていった。作業をしながら鼻はな唄うたを歌っているあたり、サーリャとは反対に、心から自分の仕事を愛している風である。

「ふーんふふふーん。ふふふーんふーん……………、え？」

　最後の一枚を紐に下げたところで、ニキィデは歌っていた鼻唄をぴたりと止めた。……すると、彼の聴ちよう覚かくが及およぶ領域のもっとも端はしから、徐じよ々じよに恐おそろしい密みつ度どの足音が聴きこえ始めるではないか。

「ええっ……!?」

　彼はぎょっとして耳を澄すませた。どれほどの規き模ぼの集しゆう団だんが近付きつつあるか、彼にもまもなく察さつせられた。──人数にして二千。全員が武ぶ器きと鎧よろいを帯びた、それは明らかな軍隊だった。

「ど、どど、どういうことなんだ……!?　近きん隣りんの『聴士ラルゴウ』からは何の連れん絡らくも無かったのに！」

　あってはならない事じ態たいに混こん乱らんしながらも、彼の取った行動は素す早ばやく適てき切せつだった。ニキィデは自分で磨みがいたばかりのバチを両手に握にぎって、動どう揺ようで打ち損そんじをしないよう、二度ほど深しん呼こ吸きゆうをする。

「と、とにかく、首都に連絡を──」







「総そう員いん、止まれぇぇーい！」

　先頭を歩くセレィの命令によって、二千人の進軍が一いつ斉せいに停止する。美しい隊列を維い持じしたまま、毅き然ぜんと胸むねを張はって佇たたずむロケィラ兵たちの正面に、こちらは三百余あまりの首都守しゆ備び兵へいを引き連れたアヌビシアの国王ネレィク・シフォンロット・シャリオンが、苦々しい面おも持もちで現あらわれた。

「この再会は予想しなかったぞ、セレィ殿どの……。貴き公こうら、一体どのような魔法を使ったのだ。『聴士ラルゴウ』たちの索さく敵てきを潜くぐり抜ぬけてここまで辿たどりつくことなど、絶対に不可能だったはずだが」

「あまり趣しゆ味みではないが、搦からめ手てを使わせてもらった。……しかし、我われ々われがこうして無事にノランドットまで辿たどりつけたという事実は、そなたにとっても無む視ししがたい教訓を含ふくんでいる。よって、魔法のタネはこちらから進んで説明しよう」

　セレィが厳おごそかに口を切る。濃のう霧むの海に半なかば沈しずんだ木立の中で、二人の君主が長い会話を始めた。







　時は三週間ほど遡さかのぼり、セレィらが奇き策さくによって緒しよ戦せんを勝利で飾かざった直後のこと。

「──あー、ロケィラの女じよ皇おう陛へい下か。つまりあんた様は、このアヌビシアがロケィラ・オルワナの同どう盟めいに加われば、わしらはもっと豊ゆたかな生活が出来ると言いたいのかな」

　ロケィラ軍が初めに陥おとした『聴士ラルゴウ』ニンゼが管かん轄かつする区く域いき、その村落に立つ大きな家で、辺へん境きようの有力者たちを集めての会談が行われた。疑ぎ念ねんの宿る面持ちで席に着く彼らに対してセレィが説明したのは、ノランドットにおけるネレィクらとの会談で話したのと同じ、同盟入りの利点についてである。もっとも力を入れて話したのは、市場の解かい放ほうによる物ぶつ資しの充じゆう実じつと、『聴士ラルゴウ』の貸たい与よ制せい度どによって辺境の村落に富とみをもたらす可か能のう性せいについてだ。

「大まかにはそういうことだ。聞けば、アヌビシアの民みん衆しゆうの多くが貧まずしい暮くらしを送っているという。それはこの国が閉へい鎖さした環かん境きようの中で全てを賄まかなおうとしているからだ。外の風を取り込こむことで改かい善ぜんする部分も多くある」

「そういう話は、首都のお偉えらいさんとやってくれんと……。わしらにはよく分からんなぁ」

「すでに試みた。しかし、せっかく纏まとまりかけたところで思わぬ邪じや魔まが入り、話し合いが中ちゆう断だんしたままなのだ。切れた糸を結び直すために、我われ々われはもう一度ノランドットまで辿たどりつかなければならぬ。そなたらには、そのための手助けをして貰もらいたいのだ」

　年配の有力者たちの間に沈ちん黙もくが降おりる。その代わりに発言したのは、吊つり上がった瞳ひとみが勝かち気きな印象を与あたえる『聴士ラルゴウ』の青年、先さきの戦せん闘とうで辺境の防さき人もりたちを指し揮きしたニンゼ・デコリトであった。彼は老人たちを脇に押しのけて、セレィの目前まで無遠慮にやって来た。

「それで、俺おれたちに国を裏うら切ぎれって言うのか。ここの防さき人もりたちをあんたの軍ぐん勢ぜいに加えて、一いつ緒しよにノランドットまで攻せめのぼれと？　──冗じよう談だんじゃないぜ。ここであんたらに皆みな殺ごろしにされるのと、それじゃ最終的な結果が同じだ」

「我々は決してそなたらに危き害がいを加えない。戦闘に際さいして切っ先を取り払はらった槍やりを使用したことから、その意い志しを察してはもらえないか」

「ッ、誰だれがその程てい度どで信用してやれるもんかよ！　とっくに首都から連れん絡らくが来てるぜ、あんたの同どう胞ほうが公安大隊長のニシァ・エンテを殺したってな！　その上、あんたは身内を庇かばって、犯はん人にんを別にでっちあげたそうじゃないか。それも言うに事欠いて第だい三さん勢せい力りよくの隠おん密みつだぁ？　──ハッ！　他所よその国ならともかく、『聴士ラルゴウ』が守るこのアヌビシアに、そんな輩やからが潜せん入にゆうできてたまるか！」

　青年の瞳がぎろりと女じよ皇おうを睨にらみつける。セレィの傍かたわらに待機していた導神が、彼の懸け念ねんについて淀よどみなく説明した。

「兵力を貸かせとは言わん。具体的にやって欲ほしいのは、この区く域いきに隣りん接せつする別の『聴士ラルゴウ』の管かん轄かつ区く域いきの中から、我々の意見に賛さん同どうしそうな区域を選んで、そこに渡わたりを付けることだ。そうして先方の説得が済すめば、我々は安全に次の地域を歩くことが出来るし、更さらにそこの『聴士ラルゴウ』の手を借りて、次の次に進む地域にも渡りを付けられる。連絡、説得、通つう過か。この一連の行こう程ていを繰くり返して、我々はノランドットまで軍を進めるつもりだ」

「なっ───」

　ニンゼはあんぐりと口を開けて沈ちん黙もくした。半なかば驚おどろき、半ば呆あきれと言った面おも持もちであった。

「……正気かよ？　そんな綱つな渡わたりみたいな交こう渉しようを繰り返して、本気で首都まで進んで行けるつもりなのか。良心から忠ちゆう告こくするが、どんなに上手うまく相手を選んでも、その方ほう針しんは絶ぜつ対たいどっかで破は綻たんするぜ。いくら貧しいっつっても、誰だれも彼もが異い民みん族ぞくの口車に乗せられて国を裏切るなんて思うんじゃねぇよ」

　ニンゼの意見がもっともだと思ったのか、他の有力者たちも揃そろって首を上下させる。が、その反はん応のうすら予想のうちというような澄すまし顔で、クルァシンはまったく関係なさそうなことを口にした。

「……ここ一ヶ月の間に、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』からの連れん絡らくはあったか？」

「は？　なんだよ、突とつ然ぜん」

「サーリャ・ラプスェトエナシェからの連絡はあったかどうかと訊きいている。大事な点だ、答えてくれ」

　有力者たちは顔を見合わせた。他の誰だれも喋しやべらないので、仕方なくニンゼが答えた。

「……首都からの通達って意味なら、三度、あった。一度目が『混こん血けつの女じよ皇おうは使節たちの無実を主しゆ張ちようしたが、彼らが犯はん人にんではないというのは通らなかった。我われらがネレィク陛へい下かの判はん断だんは、異い民みん族ぞくの国と同どう盟めいするべきではないとする結けつ論ろんに落ち着ついた』って内ない容ようだったが」

「２、６、９、11、17、23」

「は？」

「その連絡から、今言った数字を抜ぬいてくれ。ただし『聴士ラルゴウ』のやり方でだ」

　言われたニンゼはしばらく考え込こんだが、やがてぴんと来たのか、袖そでに付いた金きん属ぞく装そう飾しよくをかちんと鳴らした。

「──分かった。連絡の内容を元の信号に戻もどして、そこからあんたが言った番号の信号打楽器の音を抜けってことだな？　ちょっと待ってくれ、ええと……『使節たち……無実……』」

　ニンゼの顔色が徐じよ々じよに変わる。頭の中で文章を組み立てながら、彼はその驚おどろくべき内容にも真っ先に気が付いた。

「……『使節たち、無実。彼ら、犯人ではない。我ら、異民族の国と同盟するべき』」

　発言を控ひかえていた有力者たちが一いつ斉せいにざわついた。クルァシンは畳たたみかけるように次を促うながす。

「二度目の連絡は何だった」

「あ、ああ……『東から導神と名乗る詐さ欺ぎ師しに唆そそのかされた異民族が攻せめてくる恐おそれがある。警けい戒かいを強めよ。が、辺へん境きように住まう同どう胞ほうたちは、彼らに屈くつすることなく、有事の際さいは互たがいに協力して敵てきに立ち向かうべし』だった」

「同じように抜いてみてくれ」

「分かってる。ええと……『導神、異民族、攻めてくる恐れ。が、辺境に住まう同胞たちは、彼らに協力して』……って、おい、ちょっと待て！」

　ニンゼは強引に会話を切った。話の主しゆ導どう権けんを持っていかれている現げん状じように危き機き感かんを覚えたのだ。

「こりゃあ何の冗じよう談だんだよ！　どうして天下の『大央聴ラルゴウ・オオデキム』が、公式な連絡の中にこんな含ふくみを持たせてるんだ!?」

「サーリャが我々の意見に同調したからだ。つまり、この進軍には『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の後あと押おしがある」

　クルァシンは断だん言げんした。その言葉には彼が予想した以上の力があったようで、会合の席に着いた有力者たちが次々に口を開いた。

「こんりゃ参った……。『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の命令とあっちゃ、聞きかないわけにもいくめ」

「まさかサーリャの娘っこがねぇ……。愛想はねかったけど、とにかく耳と頭ン良い子だったよなァ。あの子が外国と同どう盟めいした方が良いって言うんなら、そりゃ本当にそうなのかもしれねぇべ」

「国はなーんもしてくれねぇかんなぁ。ウチの村も、全員が飢うえずに来年を過すごせる保ほ証しようはねぇ。あんたたちと組めば飢えずに済すむってんなら、そうした方がいいんじゃねかなぁ」

　盲民族メルキエーナたちの態たい度どは今や一変していた。クルァシンも予想していた通り、辺へん境きよう出身の『聴士ラルゴウ』であるサーリャの判はん断だんを支し持じする者は多い。それに加えて『大央聴ラルゴウ・オオデキム』という役やく職しよくは盲民族メルキエーナたちの精神的心しん棒ぼうでもある。たとえ王室と秤はかりにかけても勝ち目があると踏ふんだ導神の推すい測そくは正しかったのだ。







　セレィの種明かしを聞き終えたネレィクは、そこで思わず後ろによろめき、転てん倒とうしかけたところを危あやうく兵士たちに支ささえられた。強い頭ず痛つうを覚えたように両手で額ひたいを押おさえて、アヌビシアの国王は息も絶たえ絶えに呻うめく。

「なんということだ……『聴士ラルゴウ』と人民たちを順々に懐かい柔じゆうして、貴き公こうらはここまで辿たどりついたというのか。そんなにも容易たやすく、彼らはアヌビシアという国家を裏うら切ぎったのか」

「そう責せめてやるな。そなたが思っている以上に、民たみ草くさは貧まずしさに耐たえかねていたということだろうし……何よりも『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の後あと押おしがなければ不ふ可か能のうなことだった。『聴士ラルゴウ』という人々が体たい制せいよりも民みん衆しゆうの側に心を置く存在であることは、先だっての会談でもヤイカ税ぜい務む総そう督とくが教えてくれたことだったからな。我わが友神が視し察さつと会談の合間を縫ぬって、サーリャ・ラプスェトエナシェと育はぐくんだ絆きずなが、こうしてもう一度我らが対話する機会を作ってくれたというわけだ」

「最初にして最大の綻ほころびは、あのサーリャか……。やはり彼女を『大央聴ラルゴウ・オオデキム』に据すえたのは間ま違ちがいだったようだな。能力はともかく、盲民族メルキエーナとしての自覚が足りてないとは、私も常つね々づね思っていたのだ」

　憤いきどりを滲にじませて呟つぶやくネレィクに、しかしセレィは静かにかぶりを振ふってみせた。

「そうではない、ネレィク殿どの。綻びがあったとするなら、それはサーリャという個人にではなく、アヌビシアという国の構こう造ぞうにあったのだ。極きよく端たんな閉へい鎖さ性せいについてもそうだし、『聴士ラルゴウ』候こう補ほ生せいへの大きすぎる期待や、『忌いみ子こ』に対する因いん習しゆうもまた然しかり。あの娘の人じん格かくは、それらの要よう因いんからなる複ふく雑ざつな環かん境きようの中で形成されていったものに過すぎない。今回の出来事も、結局はその延えん長ちよう線せん上じようにあるものだ」

「……？　どういうことだ。なぜここで『忌子』の話が出てくる」

　未いまだに事じ情じようの全てを知らないネレィクは困こん惑わく顔で問い返す。だが、その疑問に即そく答とうしてやることはせず、セレィは朝あさ霧ぎりの向こうにあるはずの首都ノランドットを遠く見やった。

「ネレィク殿どの、まずは共に街へ入るとしよう。……何も焦あせることはない。我が友神ともの予想通りなら、そなたの全ての疑問の答えはそこに待っているはずなのだ」







「…………来た」

　同じころ、『栄の塔ホマセ・ユロ』の頂ちよう上じようでは、精せい根こん尽つき果てたサーリャが床ゆかに両手をついていた。セレィ率ひきいる軍ぐん勢ぜいの到とう着ちやくをその耳で捉とらえて、この数週間ずっと張はりつめていた緊きん張ちようの糸が緩ゆるんでしまったためだ。

「……結局……あの男は、見つけられなかった……」

　大きな溜ため息が零こぼれる。今この一いつ瞬しゆんまで、彼女は同どう胞ほう殺ごろしの真しん犯はん人にんを求めてノランドットの街中に神しん経けいを張り巡めぐらせていたのだ。捜そう索さくを始めて一月が過すぎた辺りからは、もう犯人は都内にいない可か能のう性せいの方が高いのではないかとも思ったが、それでも万が一の可能性が頭から離れず、彼女はついに捜索を打ち切ることが出来なかった。

「……ひどい、役立たず……」

　自じ虐ぎやくの言葉を呟つぶやいて、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の少女は力なく床ゆかに横たわった。気を抜ぬけば即そく座ざに眠ねむりに落ちかねない疲ひ労ろう感かんの中で、それでも彼女は舌したを嚙かんで必死に睡すい魔まに抗あらがった。……こうなった以上、彼女の裏うら切ぎりはすぐにノランドット全ぜん域いきに知れ渡わたる。今日の夜にでも両りよう眼めを潰つぶされる運びになってもおかしくはない。とっくに覚かく悟ごは決めていたサーリャだが、眠りこけたまま処しよ置ちをされて、次に起きた時には何も見えなくなっているというのだけは避さけたかった。

「……眠りたい……。……でも、最後の一いつ瞬しゆんまで、何かを見ていたい……」

　鉛なまりのように重い瞼まぶたを懸けん命めいに持ち上げて、サーリャは切なる願いを口にする。涙なみだの雫しずくが頰ほおをつたって口に流れ込み、舌先に感じた塩しお辛からさが、侘わびしい気持ちをいっそうに搔かき立てた。

　そうして声もなく少女が泣いていると、直接床に接していた右の耳に、階下から扉とびらを開かい閉へいする大きな音が伝わって来た。当の管理人のカイリェ・ゼムテンであろう。まだ休きゆう憩けい時じ間かんでもないのに、彼が部屋を出入りするのは珍めずらしい──朦もう朧ろうとした意識の中でサーリャがそう考えていると、いやに力強い足音が、塔の階段を一歩ずつ上り始めた。

「─────ッ!?」

　瞬しゆん間かん、あらゆる理り屈くつに先立って、サーリャの背せ筋すじに怖おぞ気けが走った。右耳が捉とらえるその歩調に、その歩ほ幅はばに、その踏ふみ込こみの強さに、彼女は理由もなく恐きよう怖ふを覚えた。『大央聴ラルゴウ・オオデキム』に就しゆう任にんしてから今に至いたるまで、ずっと同じ『栄の塔ホマセ・ユロ』の中で働いてきた同どう胞ほうの足音が、かつてない凶きよう兆ちようとなって彼女を脅かした。

「まさか──」

　サーリャは疲労を押し殺して再び聴ちよう覚かくを研とぎ澄すませた。……聴きこえてくる鋲身具ピアスの音は確たしかにカイリェ・ゼムテンのもの。しかし、奇き妙みような点がひとつ。鋲身具ピアス以外の金きん属ぞく装そう飾しよくが一いつ切さい音を立てていない。聴きこえてくるのはわずかな衣きぬ擦ずれの音ばかりだ。一歩ずつ塔とうを登ってくる異い質しつな気け配はいをひしひしと感じながら、サーリャは少しずつ状じよう況きようを理り解かいし始めた。

（……階下でカイリェが立てる物音については、彼の私生活を侵おかさないため、意い識しき的てきに耳を傾かたむけないようにしていた。でも、それは同時に私の心理の死角でもあった……？　この二カ月、私は草の根分ける気き構がまえでノランドットの街中を索さく敵てきし続けたけれど、『栄の塔ホマセ・ユロ』から離れた場所ほど注意を傾けていた反面、苦労せず状況を把は握あくできる近場に関しては疎おろそかになっていた部分が否定できない）

　足音がさらに近づく。高まってくる危き機き感かんとは裏うら腹はらに、サーリャの思考は瀬せ戸と際ぎわの冴さえを見せ始める。

（この塔とうを出る時はカイリェの服を着きて行き、ニシァ・エンテを殺害する時だけは自前の服に着き替がえて凶きよう行こうに及およんだということ。でも、潜せん伏ぷくを始めたのは……本物のカイリェ・ゼムテンと入れ替わったのはいつ？　少なくとも私が『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の職しよくに就ついてからじゃない。それなら歩き方の変化で気付けたはずだから。入れ替わりはそれ以前……おそらく『聴士選抜祭メニク・ラルゴウ・マドネツト』の開かい催さい中ちゆうだった可能性が高い。『栄の塔ホマセ・ユロ』が管理人のカイリェを除のぞいて空だった期間は、その時期をおいて他にないから）

　この土ど壇たん場ばで、サーリャが逃にげ出すこともせずにひたすら推すい理りを続けるのは、まだ自分では意い識しきしていない絶ぜつ望ぼうの裏うら返がえしでもあった。彼女が今いるのは塔の頂ちよう上じようであり、階下に向かう螺ら旋せん階かい段だんは当然のように一本きりしかない。どう逃げようと必ず相手と鉢はち合あわせすることになる。避さけ得ない死の運命を直ちよく視しすることを拒こばむ、それは知性の逃とう避ひであった。

（「衣」と「住」に関してはそれで解かい決けつする……。カイリェのものを奪うばえばいいのだから。でも、「食」に関しては？　管理人室に二ヶ月を凌しのぐほどの食しよく糧りようが備び蓄ちくしてあったとは思えない。休きゆう憩けい時間中に外出することはあったけれど、私以外の近隣住民は入れ替わる前のカイリェを知っている可能性があるから、迂う闊かつに買い物なんて出来るわけがない。ただでさえ盲民族メルキエーナは他所よそ者ものの気け配はいに敏びん感かんなのだから尚なお更さらのこと。じゃあ一体何を食べて──）

　サーリャはハッとして部屋の隅すみに視線をやった。そこには、風変わりな墓ぼ標ひようのようにしてくず入れに刺ささった、数本の干ひからびた植物の葉があった。

（マリュダの葉……！　あれで飢うえを凌いでいたというの!?　まさか、確たしかに再生力が高い植物だけど、男一人が食い繫つなぐためには、大きな鉢はち植うえが三つは必要になるはずなのに！）

　アヌビシアという閉へい鎖さ環かん境きように生まれ育った少女には知りえない世界がある。およそ隠おん密みつと呼ばれる人種は、無む駄だな体力を極きよく力りよく消しよう耗もうせず行動する技ぎ術じゆつに長たけているものだ。『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の耳を誤ご魔ま化かしきるほどの手て練だれともなれば、一ひと握にぎりの兵ひよう糧ろうでそれこそ十里を駆かけるだろうし、潜せん伏ぷくし続けるだけならばさらに容よう易いであっただろう。

（でも、まだ最大の問題が残っている。鋲身具ピアスをどうやって奪ったの!?　耳から千切り取って奪ったところで、針はり先さきにあたる部分はとっくに溶よう接せつされているから、自分の耳につけ直すことはできない。無理に壊こわせば音色がおかしくなる。いや──それにも拘かかわらず、あの男は確たしかに犯はん行こう時じにはそれを外していた。だから、ただ鋲身具ピアスを奪っただけではなく、その自由な脱だつ着ちやくまで可能にしていることになる！　一体どうやって──）

　サーリャの思考がそこまで至いたった瞬しゆん間かん、いよいよ死神の足音が彼女の仕事場の前まで辿たどりついた。もとより鍵かぎが掛かかる作りにはなっていない扉とびらを押し開けて、ニシァ・エンテ殺しの犯人がゆっくりとその全ぜん貌ぼうを晒さらす。

「…………ッ！」

　四面の穴あなから差し込こむ光だけが灯りとなる薄うす暗ぐらい部屋で、その姿すがたを視し界かいに収おさめた瞬しゆん間かん、サーリャは戦せん慄りつと共に納なつ得とくした。六ろく尺しやく強の長身、腰こしに佩はいた太刀たち、赤く筋すじの入った黒衣、燻いぶしたように艶つやのない銀ぎん髪ぱつ──それらの特とく徴ちようは、彼女が以前に目もく撃げきしたものと大差ない。だが、一いつ箇か所しよだけ明らかに異ことなる部分があった。左の耳だけが異い様ように分ぶ厚あついのだ。右のそれと比くらべて二倍の厚さはあろうか。まるで耳たぶを二枚重ねているかのような──。

　かのような、ではなかった。そこには確たしかに、男の自前の左耳にぴったりと重なって、もう一枚の干からびた耳が貼ってあった。きちんと鋲身具ピアスは残したまま、画が鋲びようのような数本の針はりで男の耳に固定されたそれが──今はもうこの世に存そん在ざいしない『栄の塔ホマセ・ユロ』管理人、カイリェ・ゼムテンの変わり果てた姿すがただった。

「耳ごと鋲身具ピアスを切り取って……!?」

　上体だけを起こした姿し勢せいで、サーリャは愕がく然ぜんと相手の姿を見上げた。その両りよう眼めに覗のぞく翡ひ翠すいの輝かがやきに気が付いて、銀髪の男がすっと眼を細める。

「……娘、見えているのか」

　用済みになった鋲身具ピアスを干ひからびた耳ごと引き千切って捨すて去り、男はぼそりと口をきいた。命いのち乞ごいの暇ひまもなく殺されると思っていたサーリャは少なからず意外に思ったが、それを最後に許ゆるされた覚かく悟ごの時間と決めて、ふぅと重い息を吐はく。

「……私を、殺しにきたの」

　男は重々しく頷うなずいて腰から太刀を抜ぬいた。──いや、それはよく見ればニシァ・エンテを殺害した時に男が使っていたロケィラ風の刀とう剣けんではなかった。長さにして四よん尺しやく四よん寸すん、両りよう刃ばの分厚い刀身は反りを持たない。切れ味よりも斬ざん撃げきの重さを優先した段だん平びらという印象である。

「一分やる。その間に何かを恨うらめ」

　重い得え物ものを右手に下げて、男は唐とう突とつにそう告げた。サーリャは力なく首を横に振ふった。

「何も……恨むつもりなんか、ない。眼が見えることを周囲に隠かくして、身に余あまる望みを抱いだいて、そのあげくに盲民族メルキエーナの精神的心しん棒ぼうであるべき『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の役やく職しよくに、こんな裏うら切ぎりの前例まで作ってしまって……。どんな風に殺されても、仕方のないことをしたから」

　男の眉まゆ根ねがわずかに寄よった。能のう面めんじみた無む表ひよう情じように、確かな不ふ快かいの色が滲にじんだ。

「娘、己の罪が天意によって裁かれるなどと驕るな。天はお前のちっぽけな罪ざい業ごうになど少しの興きよう味みもない。お前の死は天の意思ではなく、より一いつ層そうの繁はん栄えいを謳おう歌かしたい人間たちの果てしない欲よく望ぼうからもたらされるものに過すぎない。天は何も裁さばいたりはしない。それはお前たちに弱肉強食という絶ぜつ対たいの真理を押おしつけるだけだ」
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　サーリャはふっと微笑ほほえんだ。男の口にする無む慈じ悲ひな真理も、今の彼女にとってはただの言葉でしかなかった。貰もらいものの記憶アオゾラを思い返しつつ、『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の少女は言う。

「美しい景色ものと、見るに堪たえない景色ものの両方が存そん在ざいすることを、あの人に教えてもらった。……それを知った上で、まだ私はこの世界に片かた思おもいしている。不思議なこと。どんなにつれない相手と分かっていても止められない。……あの人も同じ気持ちなのかもしれない」

　誇ほこらしげに言い切ると、サーリャは座すわったまま首を俯うつむかせ、無む防ぼう備びなうなじを自ら男に晒さらした。

「手放しに幸せと言える人生じゃなかった。……でも、恨うらみ辛つらみで締しめくくるしか無いほどじゃない。少なくとも、犯おかした罪つみの代だい償しように得ようとしたものについて、私は最さい期ごに後こう悔かいしないで済すんだ」

「…………」

「とっくに一分経たった。やって」

　言いたいことを言い終えて、刑けいの執しつ行こうを急かしたのは罪ざい人にんの方だった。銀ぎん髪ぱつの男もそれに応こたえて段だん平びらを振ふり上げる。うなじにちりちりとした痺しびれを感じつつ、土ど壇たん場ばの意い識しきの中で、サーリャは『栄の塔ホマセ・ユロ』に向かって飛んでくる鳥の羽音を聞いた。

（……やけに大きい鳥が、群むれでやってくる。先頭の一いつ匹ぴきは、脚あしに何かをぶらさげて──？）

　今いま際わの際きわ、彼女がぼんやりとそう思った瞬しゆん間かん、

「──コリォ、よく運んでくれた！」

　聴きき憶おぼえのある声が耳じ朶だを震ふるわせるのと、銀髪の男が段平を振り下ろしたのは、まったくの同時だった。







　骨ほねと鉄の軋きしむ音が重なり合う。穴あなから乱らん入にゆうした人物が交差した両りよう腕うでの中心で、銀髪の男の振り下ろした段平の、分ぶ厚あつい刃やいばが受け止められていた。

「……つくづく思っていたことだ。この世界には、自分の首を安く見積もる女が多すぎると」

　薄うす暗くら闇やみの中に紅べにと翠みどりの色しき彩さいが浮うかび上がり、本人の乱入によって生じた気流に二本の下さげ髪がみが揺ゆれる。段平の重い斬ざん撃げきを受け止めた両腕は鋼はがねのように張はりつめ、皮一枚たりとも刃の侵しん攻こうを許ゆるさない。

「……クルァ、シン……」

　少女の唇くちびるが無意識にその名を呼よばわった。断だん頭とうの一撃から自身を庇かばって立ち塞ふさがる背せ中なかは、今のサーリャには大だい盤ばん石じやくよりもなお頼たのもしく見えた。

「そう簡かん単たんに人生から足あし抜ぬけはさせん。罪ざい業ごうに対しての判はん決けつを自分一人で決めるな。法ほう廷ていを開き、審しん議ぎを重ね、多角的な視し野やから検けん証しようを進めろ。責せき任にんを負おわせた一個人を排はい除じよするだけでは、何ら根本的な問題は解かい決けつしないのだから」

　背後のサーリャに対して説ときつつ、その一方で、クルァシンは眼めの前の怨おん敵てきにも鋭するどい視し線せんを浴びせる。銀髪の男は静かに口を開いた。

「……早い到とう着ちやくだな。都の手前で吞のん気きに話し込こんでいるものと思ったが」

「急ぎもするさ。……つい昨日まで、あんたにサーリャを殺すメリットはなかった。何しろ『大央聴ラルゴウ・オオデキム』はアヌビシアの国こく防ぼうの肝きもであり、放っておいても我われ々われの障しよう害がいになってくれるのだからな。だが、ここノランドットまでセレィの軍ぐん勢ぜいが辿たどりついてしまった以上、どのような形で落ち着つくにせよ、もはやアヌビシアの同どう盟めい入りは必ひつ至し。難なん敵てきだった『聴士ラルゴウ』たちも一転して我々の心強い味方となる。だから、あんたが最後まで我々の邪じや魔まをしたいのなら、ここでサーリャを殺して逃にげるのが最さい善ぜんの手だ。こちらは優ゆう秀しゆうな『聴士ラルゴウ』を一人失うというだけじゃない。『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の後あと押おしありきで盲民族メルキエーナたちの指示を得た我々は、これから盲民族メルキエーナと良好な関係を築きずくためにも、絶対にこの娘を失えないのだからな」

「……適切な読みだ」

「でなくとも、彼女の体たい制せいへの裏うら切ぎりが白はく日じつの元に晒さらされた今、その事実に逆ぎやく上じようしたネレィクが早まった行動に出ないとも限らない。……真っ先にサーリャを保ほ護ごすべきとする優ゆう先せん順じゆん位いの設せつ定ていは、どう考えても明めい々めい白はく々はくだった」

　言いつつ、クルァシンは膂りよ力りよくを込こめて受け止めた刀とう身しんを押おし返した。力の拮きつ抗こうが崩くずれ、クルァシンが乱らん入にゆうしてきたものとは反対の穴あなの方向に、男の身体からだがじりじりと後こう退たいしていく。

「さぁ、どうする……。最低でも二人一組で動くのが〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟の原げん則そくと聞くが、あんたはおそらく例外だろう。これだけの長期間、何の器具の補ほ助じよも無しにサーリャの耳から逃のがれ続けられる人間が、ざらにいるはずはないからな」

「…………」

「前のイドとかいう男も相当なやり手だったが……あんたはおそらく、桁が違う。降こう伏ふくする気がないのなら、手て加か減げんは一いつ切さい出来ないぞ」

　身体で圧あつする力を強めながら導神が警けい告こくした。ほとんど壁かべ際ぎわまで後退したところで、さすがに状じよう況きようの不ふ利りを悟ったのか、男はゆっくりと口を開き、

「手加減？　──驕おごるな、ＭＰメタフイジツクス」

「──ッ!?」

　刹せつ那な、段だん平びらを受け止めた両りよう腕うでに鋭い熱を感じて、クルァシンが反はん射しや的てきに後退した。

「な──」

　両腕から流れ出す鮮せん血けつを愕がく然ぜんと眺ながめ、導神はサーリャを背せ中なかに庇かばって男と間合いを取る。

（──何が、起きた!?）

　クルァシンには咄とつ嗟さに状じよう況きようが理解できなかった。浅くない傷きずだが、それでも腕が繫つながっているだけ僥ぎよう倖こうである。一瞬でも反はん応のうが遅おくれていれば両腕を一息に切せつ断だんされていただろう。密みつ着ちやくした状態から排ハイ打ダ功コウを無力化する斬ざん撃げき──考えうる可能性としては超振動兵装ヴアイブレイタが真っ先に挙がったが、発展界の兵器を用いる際さいの兆ちよう候こうとなる『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』の気け配はいがなかった。だからこそ導神も手傷を負おわされたのだ。

　クルァシンが怯ひるんだ隙すきに、銀ぎん髪ぱつの男は背はい後ごの穴あなから迷まよわず外へ跳とんだ。導神もすかさず後を追って空中に身を躍おどらせる。眼めも眩くらむ高さからの落下に際して、男は塔とうの外がい壁へきに段平を突つき立て、巧たくみに落下速度を削けずりながら地上に向かっていく。

「逃にがさんッ！」

　後を追う形になったクルァシンが、外壁を不足ない足場として全速で駆かけ降りる。その眼がん下かでは、遅おくれて駆けつけた数人の盲民族メルキエーナの衛えい士したちが、突とつ如じよとして地に降おり立った銀髪の男を前に、咄嗟の対たい応おうが取れず呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。そこに導神が割わり込こむよりも早く、男は少しの躊躇ためらいもない動作で、手近な衛士の胸むねに段平を突き刺さした。

「え──？」

　痛いたみを感じる暇ひますらなかっただろう。胸むな板いたに深々と分ぶ厚あつい刀とう身しんを突き込まれた衛士は、しかしその場にくずおれて大人おとなしく死を待つことすら許ゆるされなかった。なぜならば、

「──浮フッ！」

　男は少しの間も置かず、剣けん先さきに引っ掛かけた犠ぎ牲せい者しやを、そのまま真上に放り投げたからだ！

「なッ……!?」

　未いまだ空中に身を置いていたクルァシンは、その予定外の飛来物を正面から受け止めてしまった。末まつ期きの鼓こ動どうが抱だきとめた身体からだから否いや応おうなく伝わり、導神の心を冷え冷えとした絶ぜつ望ぼうで満たす。

「疾シッ──」

　瀕ひん死しの衛えい士しを抱えたまま着ちやく地ちした導神に、男の容よう赦しやない斬ざん撃げきが浴びせられる。それを何とか跳とび退すさって避よけようとしたクルァシンだったが、いかに彼であっても、腕うでの中の相手まで救うには身が重すぎた。

「……あ……」

　後こう退たいが間に合わず、背せ中なかから腰こしまでを両りよう断だんされた衛士の身体が、導神の腕からずるりと抜ぬけ落ちる。その死体と、真っ赤に染まった貫カン頭トウ衣イとを呆ぼう然ぜんと見み比くらべて、クルァシンは頭ず蓋がいが軋きしむほどに奥おく歯ばを嚙みしめる。

「な、なんだ、貴き様さまら……。一体どこから……！」

　残った四人の衛士たちが恐きよう怖ふに顔を引きつらせながら槍やりを構かまえた瞬しゆん間かん、導神は迷まよわず地面に震しん脚きやくを叩たたきつけた。臓ぞう腑ふを揺ゆすぶる大震動によって戦意を挫くじかれた彼らへと、導神は重々しく忠ちゆう告こくする。

「下がれ。その数では無む駄だ死じにするだけだ」

　衛士たちが身を竦すくめて硬こう直ちよくしたのを見み届とどけると、クルァシンは頭上に片手を掲かかげた。

「……天そら弓ゆみ隊たい、囲め！」

　導神の命令に即そく応おうして、ノランドットの低い空に翼つばさもつ影かげが飛び交う。コリォを筆頭とする有翼クロトアの弓兵たちは、矢を番つがえた弦つるをぎりぎりと引き絞しぼり、油ゆ断だんなくその狙ねらいを男に定めた。

「逃がさんぞ……。彼女らの手を借りるのは不本意だが、あんたはここで確かく実じつに捕とらえきる」

「…………」

「警けい告こくなどしたくもないが、よく聞け。サーリャの耳を誤ご魔ま化かすほどの軽身の技わざも、この局面に至いたっては意味を成さない。何より、これほどの数の弓から一いつ斉せいに狙ねらわれては、人の身で抗あらがう術すべはあるまい」

　言いながら、導神は嫌いやな寒気が背せ筋すじを這はい登のぼってくるのを感じた。実力行使に訴うつたえず、執しつ拗ように降こう伏ふくを勧すすめるのも、その心理の裏返しであったろう。たった一合の手合わせで相手の実力を測はかり切れたわけではない。にも拘かかわらず、直感が叫さけんでいるのだ──この相手と戦うべきではないと。

「……これが最後だ。剣けんを捨すてろ、〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟！」

　導神の最終通告も耳に入った風はなく、男は両手に握にぎった段だん平びらを中段に構かまえた。降伏が望めないと知ったクルァシンは、迷まよわず上空の兵たちに叫さけぶ。

「手足を狙ねらえ！　──斉せい射しやッ！」

　無数の弦つる音おとが一いつ斉せいに鳴り響ひびき、男を針はり鼠ねずみにするのに充じゆう分ぶんな数の矢が放たれた。弓的を国こく技ぎにもつ有翼民族の面めん目もく躍やく如じよ、弓兵たちの仕事には一矢たりとも仕し損そんじはなく、放たれた矢は悉ことごとく男の手足に突き刺ささる。しかし、

「ふッ……！」

　男が一度力むと、たったそれだけで刺さっていた全ての矢が抜ぬけ落ちた。その異い様ような光景に、有翼クロトアの兵士たちがぎょっと眼めを見開く。寸すん毫ごうの傷きずさえ与あたえられたのかどうか、男の手足からは一いつ滴てきの血も零こぼれ出さない。驚きよう愕がくの表情を浮かべる導神を睨にらみつけて、銀ぎん髪ぱつの男は低く唸うなった。

「何を驚おどろく。剛ごう体たい法ほうを使えるのが自分だけだとでも思ったのか、ＭＰメタフイジツクス」

　クルァシンはごくりと唾つばを飲む。彼が祖武神から学んだ軽ケイ身シン功コウと排ハイ打ダ功コウは、細かな技ぎ法ほうの違ちがいこそあれ、多くの格かく闘とう技ぎに共通する基本の体たい術じゆつと言える。剛体法なる呼よび名も男が身に修おさめた流派における呼こ称しようなのだろうから、それ自体は驚くに当たらない。問題は、鉄の鏃やじりに肉を貫つらぬくことを許ゆるさないほどの技の練れん度どが、既すでに常人の域いきにないことだ。

「この二ヶ月で、貴き様さまのあらゆる能力を測はからせてもらった。……知ち略りやく、人望、機転。残された未知の要よう素そはただ一つ、その純じゆん粋すいな戦力だけだ」

　重々しくそう告げた途と端たん、チリリリ……と耳鳴りを催もよおすほどの高音が、男の構えた段だん平びらの刀身から響ひびき始めた。その正体を一目で見み破やぶったクルァシンは、咄とつ嗟さに声が震ふるえるのを抑おさえかねた。

「まさか……震しん刃じん勁けいか……!?」

　そう──それが導神の腕うでを切り落としかけた斬ざん撃げきの正体。刀身を超ちよう高こう速そくで微び振しん動どうさせることによって、斬きる対象の硬こう度どに関わらず、分子結合のレベルから切せつ断だんしてのけるのが超振動兵装ヴアイブレイタだが、それと同じことを何の器具による補ほ助じよもなく剣一本で行うのが震しん刃じん勁けい──地球アースの古流剣術において「斬ざん鉄てつ」、あるいは「兜かぶと割わり」と呼ばれる絶ぜつ技ぎである。

　功クン夫フーの極みとも言うべき奥おう義ぎを前にして、クルァシンの脳のう裏りにふと蘇よみがえる記き憶おくがあった。──なぜ今まで思い出せなかったのか。燻いぶしたように艶つやのない銀ぎん髪ぱつ、断だん頭とう人にんめいた長大な両りよう刃ばの直刀。外見の特とく徴ちようは、まさに祖武神から伝え聞く通りだというのに。

　地球アースの年月にして六十年ほど昔のこと。当時のアルマダートを震しん撼かんさせた一いつ匹ぴきの狼おおかみがいた。三さん大だい複ふく合ごう企き業ぎように名を連ねるドルトンとテレバの前トップを殺害し、その過か程ていでアルマダの誇ほこる機械化猟兵部隊メカナイズド・フオース二個中隊を独どく力りよくで殲せん滅めつ。その猛もう威いはもはや天てん災さいの域いきに達していたという。

「そして……殺さつ戮りくに次ぐ殺戮の果て、ついにはヤストターカスの植民王までも牙きばにかけようとした未み曽ぞ有うの凶きよう狼ろうは、アルマダの面目を粉々に破は壊かいする大たい業ぎように肉にく薄はくしながらも……それを成す直前で、最後の現場に居合わせた一人の青年によって仕留められた」

　クルァシンは畏い怖ふの視し線せんで相手を見つめた。植民王を守った功こう績せきを買われて〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟に入隊して以後も、その男を巡めぐる伝説は留とどまる所を知らない。曰いわく、アルマダートの守しゆ護ご戦せん鬼き。曰く、ＭＰメタフイジツクスを相手取って策さく略りやくと機械兵器を必要としない唯ゆい一いつの男。曰く──

「──最強の神殺し。〝一いつ刀とう鬼き〟ルダ・ガイラン！」

　段だん平びらの切っ先がぴんと跳はね上がる。名乗りを上げる手間が省はぶけたとでも言うように、ルダ・ガイランの相そう貌ぼうには決然たる戦意が宿った。

「推おして参る」

　足あし裏うらが音もなく地を滑すべる。構かまえと重心を維い持じしたままでの運足、剣道で言うところの「継つぎ足」による踏ふみ込こみ。そこから繰くり出された斬ざん撃げきは、何の小細工もない真まつ向こう唐から竹たけ割わりであった。が、

（速い……！）

　鼻先一いつ寸すんのところで斬撃を後こう退たいして躱かわし、導神はその一刀から敵てきの底知れぬ実力の程ほどを垣かい間ま見た。──構えにも運足にも刀身の振ふり下ろしにも、およそ一切の無む駄だが見て取れない。一挙一動がまごうことなき達人の所しよ作さ。武の領りよう域いきにおける熟じゆく練れんの程は、自分のそれに勝るとも劣おとるまい。

　空気の焦こげる臭においが鼻び腔こうを掠かすめ、導神の背せ筋すじを本ほん能のう的てきな戦せん慄りつが駆かけ上る。が、その一切を闘とう志しで押おし殺して、クルァシンはすかさず身の内に勁けい力りよくを練ねり始めた。

「疾シィッ！」

　逃にげた相手を追ってルダが刺し突とつを放つ。身の捻ひねりでそれを躱かわしたクルァシンは、反はん射しや的てきに攻こう防ぼう一いつ体たいの外門頂肘ひじうちを繰くり出そうとしたが、右みぎ脇わき腹ばらの横でこれみよがしに停止した段平が少しも殺傷性能を失っていない事実を思い出し、刹せつ那なの英えい断だんで横っ跳とびして敵の間合いから逃のがれた。案の定、震ふるえを纏まとった刀身が横よこ薙なぎにされ、導神の残ざん像ぞうを両断する。実体があっても剣の軌き道どうは少しも変わらなかっただろう。震しん刃じんによる斬撃に速度はいらないのだ。

「避よけたか。楽に死ぬ好機を逃のがしたな」

　引き続き段平を中段に構えながら、ルダ・ガイランが挑ちよう発はつ的てきに言う。クルァシンは追い詰つめられた獣けもののように吼ほえた。

「そんな機会は……神になった時点で、とっくに失っている！」

　踏ふみ足が大地を打ちつけ、二本の下さげ髪がみが地面と平行にたなびく。やぶれかぶれの突とつ進しんもむべなるかな。防ぼう御ぎよが意味をなさない以上、受けに回るのは愚ぐの骨こつ頂ちよう。斬きられる危き険けんは承しよう知ちの上で剣けん閃せんをかいくぐり、一足一刀の間合いを詰つめる他に活路はない。

「疾シィッ！」

　一本の刃と四本の拳けん足そくが果てしなく交こう錯さくする。軽ケン身シン功コウを駆く使しして疾しつ風ぷうのように攻せめ立てるクルァシンだが、剣の間合いより内側にはルダ・ガイランも断だん固ことして踏み入れさせない。段だん平びらの鈍どん重じゆうな外見からは考えられないほどの剣速が、導神の腕うでに浅い傷きずを何本も走らせる。

（……遠い！　たった数歩の距きよ離りが、こんなにも……！）

　虚きよ実じつ織おり交まぜた導神の足運び、一息に十数打を数える晦くらましの打だ撃げきにも、一いつ刀とう鬼きは決して惑まどわされない。油ゆ断だんなく焦あせりなく、細かな隙すきを活かして敵の腕に創そう傷しようを重ねながら、鋭するどい両りよう眼めがじっと必殺の機会を窺うかがっている。木石のごとき不動の精せい神しん、静せい謐ひつな水面にも似た無む我がの境きよう地ち。その重じゆう厚こうさの前では、クルァシンが祖武神のもとで励はげんだ三十年の修行すら霞かすんでしまう。

（……ッ、駄だ目めだ、攻せめ切れん！）

　攻めあぐねた導神が、一旦間合いを取って仕切り直しを図ろうと、両足の発条ばねを使って後方に跳とんだ、その一いつ瞬しゆん──彼の心から攻めの意識が消失した間かん隙げきを突ついて、ルダ・ガイランはすかさず他を刈りに回った。

「割カッ！」

　死し闘とうを繰くり広げる両者から、間ま違ちがいなく十歩以上は離れた位置にいたはずの衛えい兵へいの身体からだが、上半身と下半身で真っ二つに分かたれる。その傍そばにいた二人目が胸むねから血を噴ふき出し、ついで後ろにいた三人目の首が胴どう体たいから転がり落ちる。石いし畳だたみの上をごろごろと転がった後、横よこ倒だおしになった衛兵の首は、己おのれの状じよう況きようを理解できない面おも持もちのまま、唇くちびるでぱくぱくと何事かを呟つぶやいた。

「な──」

　導神は絶ぜつ句くすることさえ間に合わなかった。時間にして二秒にも満たぬ一瞬のことである。導神が攻め立てることを止めて間合いを取った隙すきに、一刀鬼は無む防ぼう備びに立ち尽つくしていた衛兵へと即そく座ざに狙ねらいを移うつしたのだ。一ひと振ふりにつき一人ずつを確かく実じつに絶ぜつ命めいさせた一連の動作には、見る者が怖おぞ気け立だつような機き能のう美びすら伴ともなっていた。

「きッ、貴き様さまァァァ──ッ！」

　導神が弾はじけ飛ぶように間合いを詰め直す。怒りの震しん脚きやくと共に放たれた拳こぶしが、間合いに阻はばまれて敵の眼がん前ぜんで留とどまった。すかさず伸のび切った腕を狙って走るルダ・ガイランの一刀。が、咄とつ嗟さに何かを直感したのか、剣士は斬撃の軌き道どうを変えて顔の横で段平を縦たてに構かまえなおした。即そく座ざに重い感かん触しよくが剣の腹はらを叩たたき、甲かん高だかい金属音を鳴らす。──導神の伸ばした右腕の陰かげから迸ほとばしった、下さげ髪がみによる鞭べん打だであった。

「剋カァァァッ！」

　奇き襲しゆうは防ふせがれたが、そのための防ぼう御ぎよ動どう作さによってわずかな好機が生まれた。髪かみ留どめによる不意打ちを受け止めた剣けんの腹はらに、クルァシンは重ねて右の回し蹴げりを叩たたき込こむ。幅はば広ひろの刀身で自ら視し界かいを狭せばめていたルダは、導神が間合いを詰めにかかるだろうと読んでいたこともあって、死角から襲おそってきた蹴りに刃を立てるのが一いつ瞬しゆん遅おくれてしまった。

「…………！」

　鋼はがねの刀身がみしみしと悲鳴を上げる。勢いきおいの乗った蹴りをまともに受け止めて、剣士の身体からだが堪たまらず横に流れた。追つい撃げきの好機とも見えたが、憤ふん怒どに煮にえ滾たぎる心を強引に冷れい却きやくして、導神はそれ以上の深追いをしない。最上の結果は既すでに得ているし、彼にはもともと、決死の覚悟で敵の懐に潜り込むつもりはない。

「……震シンを帯びた刃を、迷まよわず蹴けりに来たか」

　間合いと態たい勢せいを同時に整えながら、神殺しがぼそりと感心を漏もらした。確たしかに、少しでも蹴りの角度を誤あやまれば、あるいはルダの方から刀身を傾かたむけていれば、導神の右足は脛すねから先が無くなっていてもおかしくはなかった。超ちよう振しん動どうを帯びた剣の腹を恐おそれず正確に蹴りつける胆たん力りよくは賞しよう賛さんに値あたいするが、それはまだ剣士を感心させている原因の半分に過すぎない。

「懐ふところに潜もぐり込こむつもりなど最初はなからなく……貴き様さまの本当の狙ねらいは、武器破壊か」

　ルダはちらりと自分の得え物ものを見下ろした。鋼はがねの刀身にくっきりと蹴りの跡あとが残っている。今のところ芯しんに歪ゆがみはないが、同じような蹴りをもう一度受ければ、今度こそ剣としての機能に支し障しようをきたすだろう。

　そこまで見み抜ぬかれているのならば隠かくす意味もないだろうと、クルァシンも会話に乗る。

「相手よりも先に、まず相手の得物を無力化するのは、無手で剣士を相手取る時の常じよう道どうだ。両りよう腕うでで受け止めた時に分かったが、その段だん平びらはこの世界エナ・ガゼで現げん地ち調ちよう達たつしたものだろう。折れないことを第一に考えて選んだのだろうが、鍛きたえの程てい度どは低く、使い手よりもよっぽど壊こわしやすい」

　震しん刃じん勁けいは強力な技わざだが、それ故ゆえに身体と刀身にかける負ふ担たんも激はげしい。軽く頑がん丈じような刃物と相性が良いが、そのような優れた軽けい金きん属ぞくはエナ・ガゼの文明程てい度どでは望むべくもない。分ぶ厚あつく重い段平だけが、容易たやすく折れないという最さい低てい条じよう件けんを辛かろうじて満たす得物だったのだろう。

「あんたが俺おれを斬きり伏ふせるのが先か、俺がその段平を叩き折るのが先か。そう分の悪くない勝負と見た」

　すでに心理戦が始まっている。武器破壊が狙いと導神が自分から印象付けているのは、今度こそ懐ふところに飛び込むための伏ふく線せんかもしれないと、ルダ・ガイランは疑うたがうだろう。実じつ際さいはそうやって警けい戒かいさせること自体がクルァシンの目もく論ろ見みだ。警戒している部分が分かれば、油ゆ断だんしている部分も自然と見えてくるもの。まして舌ぜつ戦せんは導神の得意とする土ど俵ひようなのだ。

「……乗ってきたところを、悪いが」

　黒衣の剣けん士しが途と端たんに声を低くした。それに伴ともなって、彼の顔から全ての感かん情じようが消え失せていた。

「小こ賢ざかしい騙だまし合いには付き合えん。──こちらはもう、遊びをやめる」

　中ちゆう段だんに構かまえていた段平の切っ先がぴんと跳はね上がり、頭上を越こえたところでぴたりと静止する。右手と左手の握にぎりの距きよ離り、出足と蹴けり足に配分される重心も微び妙みように変わった。だが、そんな有ゆう識しき者しやの眼めでなければ見えないような些さ細さいな部分は全て脇によけて、何よりも雰ふん囲い気きが一変していた。

「な──」

　クルァシンの呼こ吸きゆうが止まった。中段から大上段に構えを移い行こうした──客観的にはそれだけの話である。だが、それが意味するところは、その構えと実じつ際さいに対たい峙じしない限かぎりは伝わらない。

　まず導神には、目前の剣士の体たい軀くが数倍の大きさになったように感じられた。ついで、攻せめの基点となる隙すきがまったく見えなくなった。その間合いに入ったが最後、何の抵てい抗こうをする間もなく斬きり伏ふせられるだろうと絶ぜつ望ぼう的てきに確かく信しんできた。

　そして最後に──頭上に屹きつ立りつした段だん平びらの刀身が、まるで長大な鬼おにの一角つののようだと思った。

「一分やる。その間に何かを恨め」

　淡たん々たんと鬼が告げた。その全身から放たれる威い圧あつに、二人の周囲で硬こう直ちよくしていた衛えい兵へいたちまでもが膝ひざを震ふるわせ、空中では天そら弓ゆみ隊たいの面々が弦つるに番つがえた矢を取りこぼした。ルダ・ガイランの宣せん言げんは一分後に斬り伏ふせる相手へ送る最後の礼れい儀ぎだった。己おのれがこの構えを取った瞬しゆん間かんには、すでに戦場が刑けい場じようになっていることを知るが故ゆえに。

（何だこれは……。攻め手が、無い……！）

　自明の真理として、完璧な構えなどというものは存そん在ざいしない。構えの性せい質しつは二極化して表すことが出来るが、それは「汎はん用よう」と「専せん門もん」の二つ。どちらに傾かたむいたにせよ、あるいは慎しん重ちように両極の中間を選び取るにせよ、そこに「完璧」の二文字はない。

　だから、武ぶ人じんが「完璧な構えに出会った」と口にする時、それは「この構えに挑いどめば確実に倒たおされる」という敗北の予感を体よく言い換かえたものでしかない。少なくともクルァシンは祖武神からそう教わってきた。だから彼は、戦わずして敗れる瀬せ戸と際ぎわでどうにか絶ぜつ望ぼうに抗あらがえた。

（落ちつけ……！　直感は大きな武器だが、それも場合によりけりだ）

　乱みだれた気息を懸けん命めいに整えつつ、導神は凝じいと相手の構かまえを洞どう察さつした。とはいえ、大上段という構えから想像される展てん開かいは一つしかない。即すなわち、小細工なしの真っ向勝負、全身全霊の斬り下ろしである。
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　間合いに入った相手を全力で斬きる──剣けん技ぎと呼よぶには余あまりにも単たん純じゆんな理り屈くつだが、これを理想とする流派は意外にも少なくない。地球アースの古流剣術においては示じ現げん流りゆうがそれに該がい当とうし、仮に一撃で仕し留とめられずとも、決着がつくまで渾こん身しんの一刀を繰くり返す。駆かけ引きの余よ地ちを残さない究極的な戦せん闘とう姿し勢せいと言えるだろう。

（普通なら、そんなものが実戦で通用するはずはないと鼻で笑える……。だが、震しん刃じん勁けいという要よう素そと組み合わさったことで、一撃必殺の名目が実じつ質しつを得た。それに加えて、あの構えはおそらく、向かってくる相手の迎げい撃げきに限定したものではない）

　湿しめった大地を踏ふみしめるルダ・ガイランの二本足に、じわじわと力が蓄たくわえられていくのが導神の眼めには見て取れた。こちらが攻めなければ、一分後にあちらから攻めてくる。その確かく信しんは、土ど壇たん場ばの導神に早急な覚かく悟ごを促うながした。

（あの構えに挑いどんでも、俺おれは勝てない……。だと言うのに、次にあの構えが解とかれるのは、一いつ刀とう鬼きが俺を斬きり伏ふせたその後だ）

　一いち分ぶの隙すきもない必敗の論ろん理り。クルァシンの腹はらの底から痙けい攣れんのような笑いがこみ上げた。

（ならば簡かん単たんな話だ……斬られてやればいい）

　もはや開き直りの心しん境きようで、クルァシンは体内で練ねり上げた力を足あし腰こしに溜ためていく。鬼おにの寄よ越こした最後の一分が経けい過かするまで、まだ幾いくばくかの猶ゆう予よがあったが──三秒を残して、導神は勝負に出た。

「……ヒュゥッ……」

　一刀鬼の息いき遣づかいが止まる。その瞬しゆん間かんから、ルダ・ガイランは間合いに入った万ばん物ぶつを等しく両りよう断だんするだけの単たん純じゆん機き構こうと化した。極きよく限げんの集中によって一いつ刹せつ那なが百倍にも引き伸のばされ、クルァシンが勝負を賭かけた神速の踏ふみ込こみも全く意味を無くす。剣士の膝ひざ・腰こし・肩かた・腕うで・手首の動作が完全に一いつ致ちし、長い修しゆう練れんの時を経へて極限まで洗練された無む謬びゆうの斬ざん撃げきを実じつ現げんする。

　引き裂さかれた大気の絶ぜつ叫きようと共に、段だん平びらによる一いつ閃せんが地面を斬り割わった。一瞬遅おくれて剣士が片膝を着つく。──もはや本人には面を上げて確たしかめるまでもない。渾こん身しんの剣閃が、間合いに入った獲え物ものを確実に両断していた。

（ああ──見事に、斬られたな）

　頭とう頂ちようから股また下したまで一息に両断された自分の姿すがた。凄せい惨さんな己おのが末まつ期きの有様を──その背中から見届けて、導神の唇くちびるがにやりと吊つり上がる。彼の眼めの前で、彼自身の虚きよ像ぞうがゆらりと霞かすんで消えた。

（そして──俺を斬ったことで、構えが崩れたな！）

　千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を前にして、導神は迷まよいなく敵へと駆かける。──実体を伴ともなわぬ殺気のみを飛ばして敵てきを欺あざむく気影身キエイシンの奥おう義ぎ。虚きよ像ぞうを結ぶまでに濃のう縮しゆくされた闘とう志しが、目もく視しによっては判はん別べつ能あたわざる分身を作り上げる。使い手にとっても極めて消しよう耗もうの激はげしい騙だまし技わざだが、破れぬ構かまえを崩すために、これ以上の手段はない。どのような達人であれ、戦いが終われば構えを解とくのだから。

（これで終わりだ、一刀鬼……！）

　無む防ぼう備びに俯うつむいた相手の頭部を目め掛がけて、踏ふみ込こみざまに放たれる決着の一いち撃げき。極限の集中が時間を歪ゆがませ、導神には自分で打ち出した拳こぶしがひどく鈍にぶく感じられた。その到とう達たつまでの間、加速した思考は時間をもてあまし、一つのとりとめのない疑ぎ問もん点てんについて考察し始める。

　──どうしてルダ・ガイランは、得え物ものに両もろ刃はの段だん平びらを選んだのか？　両刃と片刃、あるいは反りの有無によって、刀剣の重心はかなり変わってくる。こと大上段からの振り下ろしに限げん定ていすれば、日本刀のように片刃で反りのある得物が最善のはずだ。

　そこまで考えた辺りで、導神はそう考えている自分自身に重大な違い和わ感かんを覚えた。──放たれた拳が相手に届とどくまでの、おそらく十分の一秒にも満たないであろう極ごく微びの合間である。そんなわずかな時間に、自分は一体どれだけの思考を重ねているのか？

　思考の加速は無む意い識しきの緊きん張ちようの表れでもある。それは即すなわち、彼が懸けん命めいに押おし殺してきた直感からの警告であった。その瞬しゆん間かん、導神は自みずからの声を聞いた。──よく考えてみろ。騙だまし技わざひとつで攻こう略りやくできるような相手に対して、お前は直感的にあれほど絶望したりするのか？

「─────ぁ」

　己おのれの過あやまちに気付いた瞬間、導神は残った全ての勁けい力りよくを総そう動どう員いんして真後ろに跳とんだ。だが、それも一いつ歩ぽ遅おそい。鬼おにの間合いから逃のがれ切るより前に、死の一閃が真下から跳ね上がってきた。







　遥はるか上空の樹じゆ木もくの枝えだから、伝でん播ぱした衝しよう撃げきによって絶ぜつ命めいした小鳥が、次々と落下してきた。

「導神さま──ッ!?」

　コリォの絶ぜつ叫きようが上空から響ひびき渡わたる。その見下ろす先では、クルァシンの身体からだが血ち飛沫しぶきと共に倒たおれ込こむところだった。

「ぐ……っ……！」

　が、地に背せ中なかを突ついたのは一瞬だけで、導神はすぐさま跳はね起きて半身の構かまえを取り直した。とはいえ、その息いき遣づかいは荒あらく、呼こ吸きゆうには水っぽい濁にごった音が混まじっている。見れば、彼の胸むな板いたから右みぎ肩かたに深しん刻こくな創そう傷しようが走っており、傷きず口ぐちからのとめどない出血によって翠みどりの貫カン頭トウ衣イを赤く染そめていた。

「悪運の強い男だ。それだけの傷で『天てん穿せん』から逃れたか」

　ルダ・ガイランが疎うとましげに言った。その構えはいつの間にか元の大上段に戻もどっている。気息の導どう引いんによって胸の激げき痛つうを抑おさえながら、クルァシンは必死に状じよう況きようの把は握あくに努めた。

（まずい、肺はいを抉えぐられた……！）

　血の混まじった咳せきを吐はきながら、導神は思い出す。完全に死に体たいだと思っていた相手が、真下から跳はね上げてきた斬ざん撃げき。それはまさしく常じよう識しきの埒らち外がいの一刀だった。渾こん身しんの振ふり下ろしを終えた直後の姿し勢せいから、それに勝るとも劣おとらない速度の斬撃を繰くり出すなどと、誰だれが予想できるだろう。

「かはっ……！　か、構かまえは、確かに崩くずした。……だが、斬り下ろした態勢が、既に次の構えだと……？」

　導神は憎にく々にくしげに唇くちびるを嚙かむ。──今にして思えば、片かた膝ひざを地について剣を振り下ろしきった体勢が死に体であると決めつけるのは、唾だ棄きすべき先入観ではなかったか。ルダ・ガイランが何のために両もろ刃はの段だん平びらを得え物ものとしているのか、その理由をよく考えるべきだったのだ。

　下段から跳ね上げる斬撃に重力の助けはない。だが、その分は、曲げた膝を伸のばす脚きやく力りよくによって補おぎないうるのだ。つまり、この剣士が地に膝を着いた状態は死に体ではなく、それは大上段と対を成す大下段の構え。一いつ刀とう鬼きが長い戦歴の果てに身に着つけた、無む敵てきと呼ぶに相応ふさわしい固有の流りゆう儀ぎであった。

「然しかり。大上段から斬きり下ろす『地ち割かつ』、大下段から斬り上げる『天てん穿せん』。この無欠の連れん環かんをもって、己おれは天上に驕おごり高ぶる神々を斬きり伏ふせてきた」

　ルダ・ガイランは淡たん々たんと己が最強の所以ゆえんを語る。武ぶ勇ゆうを誇ほこっているにしては抑よく揚ようがなさすぎた。つまり、それは男にとって事実を語っているに過すぎないのだと、その恐おそるべき自信の程ほどを導神は思い知った。

「一分は既すでにやった。何かを恨うらんだか」

　じり、と剣けん士しが自ら間合いを詰つめ始める。あらゆる小細工を受け付けぬ鉄てつ壁ぺきの構えがクルァシンを追い詰める。だが、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの窮きゆう地ちにあって、導神はにやりと笑みを浮かべた。

「いいや、違ちがうな。……その一分を恨むのは、むしろ御身の、方だ」

「その通りだ、我が友神！」

　よく通る女の声が辺り一帯に響ひびき渡わたった。途と端たん、アヌビシア・ロケィラ双そう方ほうの兵士たちが大おう勢ぜいで駆かけ付け、ルダ・ガイランを包囲する分ぶ厚あつい陣じん形けいを組み上げる。宮きゆう殿でんと隣となり合った『栄の塔ホマセ・ユロ』の直下、石いし畳だたみで舗ほ装そうされた広場を埋うめ尽つくす兵たちの中から、セレィ・メル・ロケィラが毅き然ぜんと声を張はり上げた。

「とくと耳を澄すませよ、盲民族メルキエーナたち！　第三勢力の隠おん密みつは確たしかにいた！　そなたらの同どう胞ほうを殺したのは、そこにいる曲くせ者ものだ！」

　場に居い合あわせた盲民族メルキエーナが一いつ斉せいにルダ・ガイランへと注意を向け、有角ユルフイネクの兵たちもまた油ゆ断だんなく戦列を固める。盾たてと鎧よろい、さらに長なが槍やりで重じゆう武ぶ装そうした一千以上の兵員が立ち並ならぶ姿すがたに、クルァシンは今度こそ敵の詰みを確信した。いかに〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟とはいえ、単たん独どくで突とつ破ぱできる状じよう況きようには人としての限界がある。達人の剣一本で軍は滅ほろぼせない。

　一方で、ロケィラの兵たちを率ひきいるセレィの隣となりでは、ネレィクが怒いかりに拳こぶしを震ふるわせて立ち尽つくしていた。アヌビシアの王は口中に血が滲にじむほど強く歯を嚙かみしめ、同どう胞ほうの兵士たちに向けて命令を下す。

「……そやつを生け捕どれ。口さえ利きけるのならば、委細は問わぬ！」

「……！　待て、早まるな、ネレィク──」

　クルァシンの忠ちゆう告こくを搔かき消す気き勢せいと共に、盲種メルキエーナの兵たちが一斉に長なが槍やりで突つきかかった。四方八方から襲おそい来る切っ先に対して、しかしルダ・ガイランは少しの焦あせりも見せない。眼めを越こえた速度で段だん平びらが閃ひらめき、彼を貫つらぬきかけた槍の切っ先が纏まとめて斬きり落とされた。

「疾シッ！」

　得え物ものを破は壊かいされて呆ぼう然ぜんと立ち尽くす盲民族メルキエーナの兵たちに、すかさず一いつ刀とう鬼きの容よう赦しやない洗せん礼れいが浴びせられる。震しん刃じん勁けいによって強化された斬ざん撃げきが胴どう体たいを横よこ薙なぎにし、痛いたみを感じさせる間もなく犠ぎ牲せい者しやの肉体を両断する。湯気を上げる臓物はらわたが飛び散り、一帯の地面がたちまち血に染そまった。

「……ッ！　無む駄だな、抵てい抗こう、はやめろ、ルダ・ガイラン！　単独でどうに、かできる状じよう況きようでないこと、は分かる、はずだ！」

　一秒毎ごとに増ましていく死者を見かね、激げき痛つうを訴うつたえる肺はいを酷こく使しして、クルァシンが絶ぜつ叫きようする。〝神狩り部隊ヴエル・グルン〟に戦死を誉ほまれとする信念はない。ゆえに多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいの状じよう況きようにまで持ち込こめば交こう渉しように入れるだろうと、そう踏ふんでいた導神の予想は、しかし次の一いつ刀とう鬼きの一言で完全に裏うら切ぎられた。

「ひとり斬れば一歩進む。ならば五百も斬れば包囲を抜ぬけよう。何ら恐おそるるに足らぬ状況だ」

　次なるひとりを斬り伏ふせながら、何の気負いもなくルダ・ガイランは言い切った。場に居い合あわせた全ての者が例外なく身を震わせる──およそ人の発想ではない。

　クルァシンは慄おののきと共に己おのれの過あやまちを思い知った。いかな達人とは言え、神ならぬ人の身であれば、これだけの数の差を前にして心も折れよう。しかし、この相手は人ならぬ戦せん鬼きなのだ。ゆえに息いき絶たえるまで剣を振ふるい続けることに何の迷まよいもない。ならば決着までに斬り殺される人数は百や二百では留とどまるまい。

「……っ、ネレィク、兵を退ひかせろ！　今すぐだ！」

　そう促うながしても、喧けん噪そうの中にあるネレィクには声が届とどかない。そうしている間にも屍しかばねは増ふえ続け、今やアヌビシア兵の犠ぎ牲せい者しやは三十にも及およぼうとしている。クルァシンは業ごうを煮にやして、震しん脚きやくを地に叩たたき付けた。

「……ッ、全員、退けぇッ！　これ以上……誰だれも、死なせんッ！」

　地じ震しんめいた振しん動どうと、鼓こ膜まくを殴なぐり付けるような大声に身を竦すくませて、盲民族メルキエーナの兵たちが動きを止めた。導神の意図を汲くんだセレィが自分の部下に命じ、アヌビシアの兵らをルダ・ガイランの周りから退かせる。してみると、クルァシンは再び敵てきと一対一で向き合う羽は目めになった。

「……怪かい物ぶつ、め。もしや、ここまで読んでの、ことか……？」

　クルァシンは苦々しげに呟つぶやく。この局面でヴェル・グルンを捕とらえられるのなら、百や二百の犠ぎ牲せいは高くないと考えるのも間ま違ちがいではない。尋じん問もんにかけて絞しぼり出せる情報は値あたい千せん金きんなのだから。しかし、そこで導神が「たかが百や二百」を切り捨すてられるかどうかは別の問題である。

「ならば、それでも、いい……。最後の詰つめ、を、兵士に任まかせた、俺おれの怠たい慢まんだ。……だが、これ以上は、一人だって、殺させない」

　切れ切れに呟つぶやきつつ、クルァシンは手近な水包樹シヤンバラの大木の根元まで歩いていき、その幹みきに左ひだり肩かた口ぐちによる貼テン山ザン靠コウを叩たたきつけた。一いち撃げきの大だい威い力りよくが木の隅すみ々ずみまで伝わり、都の天てん井じようを成していた葉々が、一いつ斉せいに風に乗って落ちてくる。

「正しよう真しん正しよう銘めい、これが俺の、最後の、技わざだ。……祖武神の名に、掛かけて、あんたを打ち伏ふせ、よう！」

　そう宣せん言げんした刹せつ那な、クルァシンの身体からだが場に居い合あわせた全員の視し界かいから消え去った。──否いな、その姿すがたは彼らの頭上にあった。風に乗って落ちてくる葉から葉へと間かん断だんなく跳び移り、導神はルダ・ガイランの上空を眼めにも止まらぬ速度で移動していたのだ！

「見切れる、か!?　祖武神をして、唯ゆい一いつ俺に『才あり』と言わしめた、軽ケイ身シン功コウ、だ！　加えて……！」

　猛もう烈れつな速度で上空を行き来する導神の姿すがたが、その瞬間から三つに分かれた。先に用いたものと同じ気影身キエイシンである。高速で移動する三つの影から本物を見極めることの困こん難なんを悟さとったルダ・ガイランは、あらかじめ攻せめられる角度を限げん定ていするため、導神が殴なぐりつけた大木を背せにして再ふたたび大上段の構かまえを取った。
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「油ゆ断だんない、な……！　が、あんたの切り札、は、大上段からの『地きり割おろし』、そして死に体たいを挟はさまない大下段からの、『天きり穿あげ』。──その連れん環かんで、この攻こう撃げきに、対たい応おうできるか！」

　三人の導神が一いつ斉せいに足場にしていた木の葉を蹴けり、ルダ・ガイランへと向けて迸ほとばしった。大木を背にした一いつ刀とう鬼きに対して、ひとりは向かって左から回り込こむ形、ひとりは向かって右から回り込む形、最後のひとりは前二者の到とう達たつより一いつ拍ぱく遅おくれて正面から襲おそいかかる。ルダ・ガイランは瞬しゆん時じに敵てきの狙いを推すい測そくした。──極きよく端たんに角度を開けての同時攻撃ならば、最低でも一方は通ると見ての大おお博ばく打ちか。あるいは二つの分身をけしかけた直後に隙すきが生まれると計っての罠わなか。いずれにせよ、一刀鬼の構えには微み塵じんの揺ゆらぎもない。

「──『空くう裂れつ』」

　雷いかずちのごとき軌き道どうを描えがく斬ざん撃げきが、左右の導神をほぼ同時に斬きり裂さいた。二度の軌道変化を経へて斜ななめに斬り下ろされる、『地ち割かつ』とも『天てん穿せん』とも異なった第三の斬撃。ただ一度の斬り下ろしで二つの分身を切り裂いてのけた一刀鬼は、残る本体を盤ばん石じやくの大下段で待ち構える。

「疾シッ！」

　満を持して斬り上がる『天穿』の一刀。空中に身を置く導神には今度こそ逃れる術すべがない。股また下したから頭とう頂ちようまでを段だん平びらの分ぶ厚あつい刀身が一息に抜ぬけた。今度こそ殺とった──そう確信したルダ・ガイランの目前で、両断された虚きよ像ぞうが揺ゆらいで消え去った。

「何ッ!?」

　視界に捉とらえていた敵てき影えいの全てが気影身ニセモノであったと知って、さしもの一刀鬼も顔色をなくす。大上段に戻もどした構えで、ルダ・ガイランは油断なく大木に背中を押おしつける。

（そう……いくら構えに自信があっても、隙が少ないに越こしたことはない。だからこそ、あんたがこの木を背中にするだろうことも読めていた）

　頭上に舞まい散る無数の木の葉、その只ただ中なかに導神の姿すがたを追い求める一刀鬼からは、完全な死角となる位置。大木を挟んだルダ・ガイランのすぐ背後で、クルァシンは左の拳こぶしをそっと幹みきに押し付ける。

（そして、思い知れ。……これが俺おれの乾けん坤こん一いつ擲てきだ！）

　震しん脚きやくが大地を揺すぶり、練れん気きによって培つちかわれた力が右の拳に収しゆう束そくする。眼めに見えない勁けい力りよくの猛たけりを、クルァシンは拳を当てた木の幹に叩たたきつけるのではなく、その中に余あまさず押し込んだ！

「……かはッ!?」

　木の幹を挟はさんだ導神の反対側で、背せ中なかに強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けた一刀鬼が吐と血けつして地に膝ひざをつく。愕がく然ぜんとした面おも持もちで背後を窺うかがうルダ・ガイランに対して、クルァシンは胸むねからの出血によって青ざめた顔でにやりと笑ってみせる。

「……通った、か」

　言いながら、クルァシンもまた精せい根こん尽つき果てて木の幹みきに身体からだを預あずけた。勁けい力りよくの高度な運用によって障しよう害がい物ぶつ越ごしに相手を攻こう撃げきする浸シン透トウ拳ケンの妙みよう技ぎ。限度を超えた軽ケイ身シン功コウと気影身キエイシンの活用に続いて、今回の策さくを締しめくくる一手であったが、その成じよう就じゆは導神の体力の枯こ渇かつをも意味していた。

「む……ぐぅ……っ！」

　苦く痛つうに呻うめきながら、それでもルダ・ガイランが立ち上がろうと足あ搔がくのを見て、導神は痛つう烈れつに舌した打うちした。肺はいを痛めたせいで気息の導どう引いんが乱みだれ、気の練ねりが甘あまくなったらしい。が──クルァシンが疲ひ弊へいし切った身体に鞭むち打うつ前に、一いつ刀とう鬼きの全身に矢の雨が浴あびせられた。絶好の機を見計らっての天そら弓ゆみ隊たいによる援えん護ごであった。

「今だ、捕とらえろ！　これを置いて好機はない！」

　セレィに命じられた有角ユルフイネクの兵士たちが走り出す。剛ごう体たい法ほうで辛かろうじて矢による致ち命めい傷しようを防ふせいだルダ・ガイランだったが、浸シン透トウ拳ケンによる体内の負ふ傷しようは戦闘の継けい続ぞくを困こん難なんにさせるほど深しん刻こくだった。今度こそ追い詰つめた──状じよう況きようを見守る誰もがそう確かく信しんした瞬しゆん間かん、黒衣の剣士が口元で何かのピンを抜ぬく。

「──!?　いかん、全員下がれッ！」

　瞼まぶたを閉とじながら発せられたクルァシンの警けい告こくも一歩遅おそく、耳をつんざく轟ごう音おんと網もう膜まくを焦こがす閃せん光こう、そして導神にのみ感知できる『意味性の崩壊ゲシユタルト・ブレイク』の波動が怒ど濤とうのように押おし寄よせた。近くに居い合あわせた兵士たちが一いつ斉せいにもんどりうって無力化する。眼めと耳を同時に打撃する発展界の制せい圧あつ兵へい器き、非殺傷性手榴弾スタン・グレネードが爆発したのだ。

「くっ──」

　溢あふれかえる閃光と爆音の中、眼と耳の機能が完全に死んだ状況下にあって、導神は確信的な危き機き感かんに従したがい足を走らせる。彼の反応力をもってすれば耳を塞ふさぐくらいは造作もなかったところを、あえてそうしなかったのは、この機に乗じて一刀鬼が狙ねらうであろう凶きよう行こうが咄とつ嗟さに読めたからだ。

「伏ふせろ、セレィ──ッ！」

　兵たちの人ひと垣がきに囲まれた女じよ皇おうの位置を記き憶おくしていたクルァシンは、一か八かの判はん断だんで、その方向に立っていた兵士へと加減した貼てん山ざん靠こうを見み舞まう。将しよう棋ぎ倒だおしの形で隊たい列れつが崩くずれていき、それに巻まき込まれたセレィの身体からだも地に倒れこんだ。

「……ッ!?」

　訳も分からず地を舐なめた刹せつ那な、音も光も失われた世界の中で、それでもセレィは確かに感覚した。──己おのれの首が一秒前にあったであろう位置を、死の一閃が通り過ぎるのを。

「──仕し損そんじたか」

　眼と耳の使えぬ状況下。一瞬前の記憶と皮ひ膚ふ感覚のみを頼たよりに、兵たちの肩かたを足場として宙ちゆうを駆け、女じよ皇おうの首を刈かり取る瀬せ戸と際ぎわまで肉にく薄はくした一いつ刀とう鬼き。その手しゆ腕わんは、死神ですら舌したを巻くものだったろう。

　誰だれに聞こえるでもない舌打ちを残し、鬼の気け配はいはそのまま、白い闇やみの中へと消えていった。







　やがて閃せん光こうが収おさまり、いち早く両りよう眼めを見開いた導神が、慌あわてて辺りに視し線せんを巡めぐらせる。が、どれほど眼を凝こらして探さぐっても、すでに黒衣の剣士の姿すがたはどこにもない。

「う……ん……」

　兵士たちの身体からだに守られてそれほど光を浴あびなかったのか、まもなくセレィも頭を押おさえながらよろよろと立ち上がった。それを見て、クルァシンは巨きよ大だいな安あん堵どの息をつく。

「セレィ……無事だったか」

「クルァシン……何だ、今のは。あの男はどうなった？」

　セレィが眼をこすりながら辺りを見回していると、唐とう突とつに『栄の塔ホマセ・ユロ』の頂ちよう上じようから信号が鳴り響ひびいた。それを聞くやネレィクは血相を変えて部下に指し示じを叫さけび、命令を受けた兵士たちが慌てて西の方角に走っていく。一いつ瞬しゆん遅おくれて導神も状況を把は握あくした。落ち延のびていくルダ・ガイランの姿を、サーリャが耳か眼に捉とらえて報ほう告こくしたのだろう。

「今から追っていっても、もはや捕とらえられまい。……身一つが頼たのみの武人と思いきや、危あやういとなれば迷まよわず発展界の兵器を使う。つくづく恐おそるべき相手だった。今回は痛いたみ分けに持ち込こめた分だけマシかもしれん……ぐっ！」

　緊きん張ちようが解とけると同時に胸むねの痛いたみが蘇よみがえり、クルァシンはその場に腰こしを下ろして呻うめき声を上げる。すぐさま上空からコリォが降おりてきて、彼の傷きずの応おう急きゆう処しよ置ちを始める。

「導神さま、しっかり！　胸をやられています。今すぐ布を巻まきますから！」

「ああ、頼たのむ……いや、ちと待て。軽けい装そうのお前のどこに包帯に使えるほどの布ぬのがあると──」

　導神が疑ぎ問もんを発するよりも早く、コリォは自分の胸を覆おおっていたわずかな布に手をかけて、それを迷わず引き裂さいてしまった。露あらわわになった胸のふくらみから音速で眼をそらし、クルァシンは痛みとは別の理由で悲鳴を上げる。

「あ、阿あ呆ほうかお前は、一いつ刻こくも早く胸をしまえ！　衛えい生せい兵へい、衛生兵は何をしている!?　早く治ち療りようをしに来い──ッ！」







　予想通りと言うべきか、ネレィクの放った追手はルダ・ガイランを補ほ捉そくできず、ニシァ・エンテ殺しの犯はん人にんはまんまとノランドットを逃にげおおせた。しかし、ネレィクを含ふくめた多くの盲民族メルキエーナたちが犯人と直接対たい峙じしたことで、クェッタたち使し節せつ団だんに向けられていた容よう疑ぎは解かい消しようされた。

「……私は何から口に出せばいい。謝しや罪ざいか、降こう伏ふくか、あるいは恨うらみ事か。ここまで状じよう況きようが一気に動くと、私の強こわ張ばった頭は上手うまく働いてくれない」

　兵たちが去った後の『栄の塔ホマセ・ユロ』の直下には、左ひだり腕うでを固定具で固めたクルァシンとセレィ、それにネレィクの三人だけが残っていた。アヌビシア王の口調にもさすがに覇は気きがない。セレィたちに冤えん罪ざいを着きせていたという負い目はもちろんとして、多くの国民が貧まずしさに耐たえかねて国を裏うら切ぎったという事実に衝しよう撃げきを受けているためだ。

「謝罪と降伏はいらぬ。恨み事は好きになさると良い。……決して出すつもりはなかった死者も、ここにきて少なからず出してしまったからな」

　未いまだに血の跡あとが残る地面を眺ながめつつ、セレィは辛そうに唇くちびるを嚙かんだ。その隣となりでクルァシンもじっと俯うつむく。誰だれよりも自分の力不足を恥はじているであろう友神の苦く悩のうを分け合うように、セレィはそっと彼の手を握にぎった。

「……ネレィク殿どの、そなたも知ったであろう。あの隠おん密みつの人ならざる強さ、そして最後に放った雷にも勝る轟ごう音おんを。あれがこの世界を狙ねらう侵しん略りやく者しやたちの力だ。その脅きよう威いに対して、一国が我がを張はってみたところで何の抵てい抗こうになろうか。多くの国が互たがいに手を結び合わなければ、初めから勝負にもなるまい」

「…………」

「だから、恨み事それを言い終えたのなら、今度は未来について話そう。アヌビシアの未来について。同どう盟めいの未来について。エナ・ガゼの未来について」

　そこでクルァシンがゆっくりと面おもてを上げて視し線せんを動かし、セレィの言葉を引き継ついだ。

「そして、お前の未来についてもな。……サーリャ・ラプスェトエナシェ」

　導神が名を呼ばわると、『栄の塔ホマセ・ユロ』の入口から『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の娘が姿すがたを現あらわした。彼女はおぼつかない足取りで三人のもとまで歩み寄より、ネレィクの眼がん前ぜんで片かた膝ひざをついて、深々と頭こうべを垂たれた。

「……サーリャ。お前は私に隠かくしていることがあるそうだな」

　ネレィクは凍いてついた声で少女に問うた。サーリャも躊躇ためらわずに答えた。

「私には、眼めが見えます。それをずっと秘ひめてきました」

　その答えを聞いた瞬しゆん間かん、ネレィクの衣服を飾かざる金きん属ぞく装そう飾しよくがかすかに音を立てた。ついでアヌビシア王の口から零こぼれたのは、溜ため息混まじりの苦笑だった。

「……今回の裏切りについても、根底にあったのはそれか」

「お詫わびします。ニシァ・エンテ殺しの犯はん人にんを私が目もく撃げきしていた、その事実を最初から告げていれば、あのような形で会談が打ち切られることもなかった。自分の眼が潰つぶされることを恐おそれて、私は恥はじ知しらずにも口を噤つぐみました。それでも何とかして使節団の冤罪を晴はらしたくて……裏切りに裏切りを重ね、今に至いたる次第です」

「セレィ殿から話は聞いた。……多くの国民が、お前の名を聞いて彼女に同調したそうだ。『大央聴ラルゴウ・オオデキム』サーリャ・ラプスェトエナシェが支し持じするのなら、その理り念ねんに間ま違ちがいがあるはずはないとな。……民の中に生まれ、民の希望を受けて育ち、民に稼かせぎを還かん元げんし続ける。そんなお前が辺へん境きようの民に対して王室顔負けの発言力を得ていたのは、今にして思えば必然のことだ」

　体たい制せい側がわの敗はい北ぼく宣せん言げんとも取れる発言をして、ネレィクはじっと押おし黙だまった。そこにクルァシンがそっと言葉を挟はさむ。

「ネレィク、この娘をどう裁さばく」

　アヌビシアの王はその問いに答えず、次の瞬しゆん間かん、冷然たる声色で告げた。

「サーリャ・ラプスェトエナシェ。本日付で、お前を『大央聴ラルゴウ・オオデキム』の任にんから解とく」

　こくりと頷うなずくのみで、サーリャ本人は至いたって冷静にその言葉を受け止めた。次に下されるのは両りよう眼めを潰つぶす旨むねの命令か、さもなければ極きよつ刑けいの宣せん告こくか。いずれにせよ温おん情じようを乞こう気もなく、少女は粛しゆく々しゆくと罰ばつを受けるつもりだった。

「……ネレィク。俺おれからも言わせてもらうが、」

　見かねたクルァシンが口を挟はさもうとしたところで、不意にアヌビシアの王がかぶりを振ふる。耳の鋲身具ピアスがりりぃん、と寂さびしげな音色を立てた。

「みなまで言ってくれるな。事ここに及およべば、いくら私でも理り解かいできる。……私がサーリャを裁くのではない。私がサーリャによって裁かれたのだ。鎖さ国こく政せい策さくの限げん界かい、『聴士ラルゴウ』制せい度どの歪ゆがみ、貧ひん困こんに対する民みん衆しゆうの不満……今までアヌビシアという国家はれものが溜ために溜めてきた膿うみが、彼女という小さな穴あなから溢あふれ出したに過すぎぬ」

　ネレィクは地に膝ひざをついてサーリャの頰ほおを優しく手で撫なぜた。そうして彼は穏おだやかな声で、少女に与あたえる刑けい罰ばつを告げた。

「アヌビシア王ネレィク・シフォンロット・シャリオンの名の下に告ぐ。同どう盟めい国こく間かんにおける『聴士ラルゴウ』貸たい与よ制せい度どの先さき駆がけとして、サーリャ・ラプスェトエナシェを、ロケィラに派は遣けんする」

　サーリャの両りよう眼めが驚おどろきに見開いた。おそるおそる面おもてを上げて、少女が翡ひ翠すいの瞳ひとみで君主を見つめる。ネレィクは少しだけ自信なさげに笑って、セレィとクルァシンに問いかけた。

「……どうだろうか。私の判はん断だんは、貴き公こうらの思い描えがく最さい善ぜんの未来に続いているか？」

　間かん髪ぱつ入れず、セレィは力強い頷うなずきと共に返答した。

「……英えい断だんを感かん謝しやする、アヌビシア王ネレィク・シフォンロット・シャリオン殿どの。そなたはまことの意味で尊そん敬けいに値あたいする君主だ」

　それを聞いたネレィクははにかんだように笑い、膝をついたままだったサーリャの肩かたを叩たたいて立ち上がらせ、その背せ中なかを軽く押おしてクルァシンらのもとへと向かわせた。この状じよう況きように現げん実じつ感かんが摑つかめていないのか、サーリャはふわふわした危あぶなっかしい足取りで導神の方へ向かってくる。

「……あっ……」

「おっと──」

　小石につまずいて前のめりに倒たおれかけた少女の身体を、クルァシンが危あぶなげなく左ひだり腕うでで受け止めた。その両手と首にすかさず二本の下さげ髪がみが巻まきついていき、少女の前ぜん途とを祝福するように毛先で肌はだをくすぐった。

「サーリャ、今日まで本当によく頑がん張ばったな。……でも、もう頑張らなくていい。体からも、心からも、力を抜ぬいてしまって構かまわないんだ」

　身体を抱だきしめる導神の腕うでの力強さと、下さげ髪がみの滑すべらかな感かん触しよくに──サーリャの中で張りつめていた、最後の糸が切れる。

「う、ぁ……ああ……あああぁ……！」

　疲ひ労ろうと安あん堵どと感かん謝しやと、それ以外の様々なものが織おり交ざって込こみ上げてきて──彼女は本当に久ひさしぶりに、声を上げて泣き出した。十数年分の涙なみだが一度に溢あふれ出し、彼女の視し界かいを何も分からなくなるほど歪ゆがませた。

「今は好きなだけ泣け。涙を流し過すぎて、空っぽになってしまっても構かまいはしない。……それと引き換かえにこれから得ていくものが、お前の中身を少しずつ満たしてくれるはずだから」

　穏おだやかな面持ちで嗚お咽えつを受け止めながら、導神はサーリャが泣き疲つかれて眠ねむってしまうまで、彼女の身体からだを抱だき留とめ続けた。……ずっとずっと同じ姿し勢せいのまま、それはまるで、疲れ切った魂たましいを受け止める揺ゆり籃かごのように。








密会









　無数の高こう層そうビルが高さを競うように林立する都市部を、黒くろ塗ぬりの飛行自動車スカイヴイークルが音もなく進んでいく。人口の増ぞう加かに伴ともなう交通の過か密みつ問もん題だいは、綿めん密みつな車しや両りよう管かん制せいに基もとづく空路の整せい備びによってある程てい度どまで解かい決けつしていた。建けん造ぞう物ぶつの隙すき間まはそのまま車道として利用され、モニター化された前部窓フロントガラスに表示される飛行可能領りよう域いきと空路交通法を遵じゆん守しゆする限り、人々は快かい適てきな空の旅を楽しむことができる。

「マルクト様、アスヴェラ社からコールが入っておりますが……」

　運転手がそう告げると、後こう部ぶ座ざ席せきの男性はシートに深く身体を預あずけた姿し勢せいで電子バイザーを目ま深ぶかに被かぶったまま、片手を煩わずらわしげに振ふって「放っておけ」という意い志しを伝えた。運転手もすぐに心得て口を噤つぐむ。マルクトの身体は空を移動していたが、その意識はすでに現実にはないのだ。




「──ルダ・ガイランが例のＭＰメタフイジツクスと接せつ触しよくしたそうね」

　貸かし切りのシアターを模もした仮か想そう空くう間かんの中で、マルクトとライラは隣となり合った席に座すわってスクリーンを眺ながめていた。上じよう映えいされているのは『人間の階かい段だん』という古典名作で、アルマダートの植民界が経けい済ざい的てき発はつ展てんを遂とげて、発展界の仲間入りをするまでの過か程ていを描えがく大作ドキュメンタリーである。上映時間は実に八時間にも及および、公開当時はメディア文化関係のあらゆる賞を独どく占せんした。

「今回は様子見というところだね。じきに支し援えんも向こうに着つく。順当に考えて、勝負はそこからだろう」

「そうね。……抹まつ殺さつこそ仕し損そんじたけど、情じよう報ほう収しゆう集しゆうは抜ぬけ目なく済すませてくれたようだし。例のＭＰメタフイジツクスについてのみならず、それに与くみする同どう盟めい国こつ家かの現状での脅きよう威い度ど、更さらにはその君主の性格や弱みに至いたるまで。無む謀ぼうもいいところの単たん独どく潜せん入にゆうだったって言うのに、さすがに最強の猟りよう犬けんと呼よばれるだけはあるわ」

「ああ、そうだね。ヴェル・グルンの業ぎよう務む規き定ていに違い反はんする今回の単独任務にも、最強の神殺しは迷まよわず赴おもむいてくれた。まことに勇ゆう敢かんなことだ。その職業意識には感かん銘めいすら覚えるよ」

　マルクトがわざとらしく真顔で口にした賞しよう賛さんに、ライラはくつくつと含ふくみ笑った。

「よく言うわね。指し揮き系けい統とうに手を回して、彼に援えん軍ぐんとの合流を待たずに動けと命じさせたのは、他でもないあなたなのに」

「人聞きが悪いな。僕ぼくはただ、時間を無駄に使うのは好ましくないと忠ちゆう告こくしただけさ」

　マルクトは冗じよう談だんめかして肩かたをすくめた。その道化ぶりには感想を返さず、ライラは淡たん々たんと続ける。

「……堅かた物ぶつ揃ぞろいのヴェル・グルンに、よくパイプを通せたわね」

「それなりに時間はかかったよ。君の言うとおり、あの連中は金じゃ釣つれないし、仲間意識も尋じん常じようじゃなく強いからね。だが、どんなに優ゆう秀しゆうな組そ織しきであっても、ある意味では優秀だからこそ、どこかに必ず綻ほころびはあるものなんだよ。嫉しつ妬とであれ、私し怨えんであれ、思想的な対立であれ、ね」

　マルクトは皮肉げに言った。その綻びを嗅かぎつけるセンスに優れるからこそ、彼は熾し烈れつな競争を勝ち抜いて、今なおアルマダの上部構造に君くん臨りんし続けている。隣となりでライラの銀の唇くちびるが妖あやしく吊つり上がった。それは彼女にしても同じことだった。

「……こっちからは、ひとつ悪い報ほう告こくよ。あの爺じじい、子こ飼がいのＭＰメタフイジツクスを祖武神のところに遣つかわせた後、そのままの足でエナ・ガゼに向かわせるつもりらしいわ」

「やはりそう来たか。だが、そう悪い報しらせでもないさ。エナ・ガゼの植民界化が成功すれば、僕たちにも相そう応おうの配当金が入ってくる。仮かりに失敗したところで、一番の損害を被こうむるのは筆ひつ頭とう株かぶ主ぬしであるガブリオルト爺おうだしね」

「ええ、そうね。……ヤストターカスの覇は権けんにはもううんざり。その栄光と重ねて語られる剣けん狼ろう神しん討とう伐ばつの武ぶ勇ゆう伝でんにも、いっそ担にない手ごと消えてもらいたいわ」

　露ろ骨こつに舌した打うちする紫し髪はつの女悪魔リリスを、マルクトは道化の微笑ほほえみで宥なだめる。

「そう焦あせらずに、なるべく消極的に行こうじゃないか。先ほども言ったが、僕ぼくらとしてもエナ・ガゼの植民界化が成ること自体は純じゆん粋すいに喜ばしい。成功の公算も充じゆう分ぶんにあり、今もなお投とう資しを続けているのだから、客観的な事実として僕らはビジネスの成功を望んでいるんだ。ただ、もし仮かりに、その過か程ていで強大な敵てき勢せい力りよくの抵てい抗こうがあって──」

「──最強の神殺しが異い界かいに果て、それを端たん緒しよにヤストターカスの失しつ墜ついが始まるのなら、なおのこと望ましい。……つまり私たちは、確かく率りつの犯はん罪ざいが成じよう就じゆすることを望む、慎つつましき共きよう犯はん者しやというわけね」

　二人は異なった顔に同じアルマダ人の笑みを貼はり付けて、互たがいに眼めを合わせないままスクリーンを見つめた。映画はまだ前半の序じよ盤ばん、植民界の先住民たちがアルマダから派は遣けんされた現げん場ば監かん督とくの指示に従って巨大な宿しゆく舎しやを建てているところだ。そうやって規き定ていされた時間、規定された労働に励はげむことが、彼らにとっての『人間の階かい段だん』の第一歩というわけだった。

「さて……クルァシン君とやらは、我われ々われの期待を汲くみ取って、過不足なく応こたえてくれるかな？」

「静かに結果を待つとしましょう。私たちはアルマディアン。神に祈いのる文化はないわ」

　軽く言い切ると、別れの挨拶もなく、ライラの姿すがたは仮か想そう空くう間かんの中から忽こつ然ぜんと消え去った。ひとり残されたマルクトは道化の微び笑しようを顔から剝はがし、違ちがいないね、と無機質に頷うなずくのだった。








桃源の郷にて









　桃ももの花と、蒼そう穹きゆうと、新緑の芝しば生ふ。三色の織おり成す神しん仙せん境きようは、その空気すらも甘あまい香こう気きに満ち充みちて、この日も穏おだやかな活気に溢あふれていた。

　右に眼をやれば真白い毛皮の兎ウサギたちが元気にじゃれ合い、左に眼をやれば翼つばさの退化した足長鳥が巻まき藁わらを蹴けとばす。大小様々の動物たちが行っているのは各者各様の武の鍛たん練れんであり、その珍ちん妙みような光景のどれもが、彼にとっては不本意な郷きよう愁しゆうを搔かき立てるものだった。

「……チッ、どきやがれ。蹴り飛ばすぞ兎ども」

　人ひと懐なつっこく足に纏まとわりついてくる兎たちを鬱うつ陶とうしがりつつ、男は桃とう源げんの郷を奥へと進んでいく。赤しやく銅どう色いろの長髪に釣つり目の三さん白ぱく眼がんという剣けん吞のんな印象の青年であった。その足が一歩踏ふみ出す度に、鉄と鉄が軋きしり合うような錆さびついた音が鳴り響ひびく。その音は、彼の着き込こんだ足元までを覆おおう灰色のサーコートの中から響いているようだった。

「あれれっ、ツォン坊ぼうじゃニャいか。久ひさしぶりだニャあ」

　歩く青年の頭上から、桃の木の枝に両足でぶら下がった女が話しかけた。身体からだの随ずい所しよを覆う黄と黒の虎とら縞じまの毛皮、頭の上にぴょこんと生えた大きな耳、尻しりから伸のびた長い尻尾しつぽ。人と獣けものの特とく徴ちようを併あわせ持つその女に、ツォンと呼ばれた青年はちらりと視し線せんを向けた。

「……ヒャッコ、手テ前メエか。師し父ふはどこにいる」

「さあニャあ。いつも通り、どっかその辺でお昼ひる寝ねしてるんじゃニャいかな。根こん拠きよは特にニャいが、饅まん頭じゆう岩いわの辺りが有力だニャ」

　適てき当とうな感じにそう言うと、ヒャッコと呼ばれた半はん獣じゆうの女は猫ねこ科か動物の仕草で毛け繕づくろいを始めた。それで会話を切り上げて、ツォンも饅頭岩へと足を先に進める。特にヒャッコの言葉を信用したわけでもないが、彼には他に心当たりもなかった。

　行けど歩けど果ての見えない桃ももの樹じゆ海かいを、それから三十分余あまりも歩いた頃ころだろうか。ツォンの身体からだが唐とう突とつに拓ひらけた場所に出た。直径数百メートルに渡わたって芝しば生ふだけが生えた広場の中心には、三つの白く滑すべらかな巨きよ岩がんが並べて据すえてある。中でももっとも高い位置までせり出した真ん中の岩の天辺に、ツォンが探し求めた相手の姿すがたはあった。

「ツォン坊ぼうか、よく来た。まぁ楽にするがいいじゃろ。すぐに茶の一つも煎せんじてやるゆえ」

　饅頭岩の頂ちよう上じようで、小さな身体がむくりと上体を起こした。言こと葉ば遣づかいこそ古風だが、まだ十歳さいやそこらという歳のあどけない少女である。膝ひざまで伸びた淡あわい水色の髪かみはあちこちで癖くせっ毛が元気に飛び跳はね、身体には蒼あおい袍ほうを纏まとった上に翠の鱗うろこ模も様ようの上着を羽は織おっている。瞼まぶたの奥おくでは赤みがかった紫むらさきの瞳が慈じ悲ひ深ぶかい光を湛たたえていた。

「茶は要いらねぇ。師父、オレはあんたに確かく認にんに来ただけだ」

「なんじゃ、またアルマダートのお使いか。つくづく便利に使われとるなぁ、ぬしは」

　岩に腰こしを下ろした姿し勢せいのまま、少女は痛いたましげにツォンの顔を見やった。その視線を正面から受け止めることなく、赤しやく銅どう色いろの髪をした青年は単刀直入に用よう件けんを切り出す。

「……あんたの弟子を称しようするＭＰメタフイジツクスが、アルマダートの植民予定界で侵しん略りやく政せい策さくに抗あらがっている」

「あちきの弟子か。にしし、心当たりが多すぎて困こまるのぅ」

　少女はころころと笑って混まぜっ返した。親しげな態度に流されぬよう、ツォンは強い口調で補ほ足そくする。

「導神クルァシン、と名乗ったそうだ。紅べにの深シン衣イに翠みどりの貫カン頭トウ衣イを重ねて着込み、膝下までの頭髪を二ふた房ふさの下さげ髪がみに纏めてある。他に、震しん脚きやくを経由しての強きよう烈れつな打撃を得意とするという情報もある。……これでも特定は出来ねぇか」

　途と端たん、少女はぴたりと笑いを収おさめて、どことも知れぬ中空に視線をやった。先にツォンを見やった時と同じ、ひどく痛ましげな表情だった。

「…………シン坊か。確たしかに、あれはそういう道を突つっ走る子じゃったな……」

「言うまでもねぇことだが、アルマダート側としては、植民界政策に反目するＭＰメタフイジツクスに対しては原則として排はい除じよの方針を取る。だが、そこに師父、あんたの名前が絡からんできたことで、業ごう突つく張ばりのアルマダ人どもが、少しだけ慎しん重ちようになりやがった」

　少女は重い溜ため息をついて首を横に振ふる。癖くせっ毛だらけの水色の髪かみが、吹ふき上げの風に舞まう。

「……いつも通りじゃ。その子が自分からここに逃にげ込んで来たりしない限り、あちきは自分から干かん渉しようせん。アルマダの連中にも、せいぜい好きなようにやらせるがよかろ」

「──その返事を聞けて満足だ。オレも安心して駆除に出向ける」

　笑み混じりにそう呟つぶやいて、ツォンはすぐさま用は済すんだとばかりに身を翻ひるがえした。彼の一言から事情を汲くみ取った少女は、慌あわてて去りゆく弟子の背中に声を投げる。

「待て、ツォン坊ぼう！　まさか……ぬし自身がシン坊を狩かりに行くのか!?」

「だったらどうした。奴やつの弱点でも教えてくれるのか」

　ツォンは嘲あざけりの視線で相手を射い抜ぬく。少女は苦く渋じゆうに満ちた面持ちで頭こうべを垂たれた。

「……聞きたくなかったのぅ。あちきの弟子同士が骨こつ肉にく相食む因縁になろうとは。ぬしもシン坊も、どうやっても理解し合えぬほど、互たがいを隔へだてた性格はしておらんじゃろうに」

「自分だけが蚊帳かやの外みたいな言い方はやめてもらおう。最初にオレたちに争いの力を与えたのは、他ならぬあんただったろうが──我が師し父ふ、祖武神ユンフェイ」

　発展界において極限の畏い怖ふと共に呼ばれる己おのが名を受けて、少女は岩の上に悠ゆう然ぜんと直立した。

「ちと違ちがうな。あちきがぬしらに与あたえたのは生き延のびるための力じゃ。……もちろん、それを何に使うかはぬしらの勝手じゃがの。ＭＰメタフイジツクスでありながらアルマダートの手先を務つとめているぬしのようにのう──我わが不ふ肖しようの弟子、鉄てつ骸がい神しんツォンドルよ！」

　祖武神は強い口調で自らの徒と弟ていを呼ばわった。それはかつて後進界保全組織ＮＭＰノー・モア・プロスペリテイーの集会を血の惨さん劇げきに叩たたき落し、一活動家に過すぎなかった大おお倉くら信しんに身に余あまる責任を背せ負おい込ませ、彼がＭＰメタフイジツクスとして新生する契けい機きを最悪の形で作り出した神の名前でもあった。身の内に鉄くろがねの地じ獄ごくを秘ひめ、アルマダートの子こ飼がいとして働く彼は、未いまだ奇き縁えんをもって導神と分かち難がたく結ばれているのだ。

　しばし師弟で睨にらみ合った末に、やがてツォンの方から再び踵きびすを返した。きしきしと錆さびた鉄の音を立てながら去っていく弟子に、実年齢にして軽く万の桁けたを超える最古の神の一柱は、警けい告こくとも戒いましめとも取れる言葉を投げる。

「シン坊とぬしは、存在の根こん幹かんをなす絶望の形は大きく違っておるのに、その理想とするところはひどく似に通かよっておる。それが殺し合いでしか意い志し疎そ通つうできぬとは、何とも不毛なことじゃ」

「………………」

「努ゆめ々ゆめ油断をするでないぞ、ツォン坊。ぬしはＭＰメタフイジツクスとしても、あちきの門下生としても、シン坊より百年以上も先せん達だつじゃが──神としての業ごうの深さ、罪の重さを競い合えば、おそらくぬしの方が下手に回る。あの子を縛しばる罪の鎖の総力は、ぬしの『鉄骸』を上回るじゃろう」

　心からの懸け念ねんを込めて、祖武神は弟子に最後の忠ちゆう告こくを送った。声が届とどいたのかどうか、錆びた鉄が軋り合う音の残ざん滓しだけを残して、ツォンの背中も桃ももの花弁の吹雪ふぶきの向こうに消えてゆく。

　だだっ広い空間にひとり取り残された古き神は、坐ざ禅ぜんを組んだ姿勢で両の眼めを閉ざし、弟子たちの死し闘とうの行方ゆくえに思いを馳はせた。……どちらが勝とうとも、師である自分の胸むねに、埋うめようのない虚きよ無むを穿うがつだけと知りながら。


〈了〉









　あとがき




　こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。この度は『神と奴ど隷れいの誕生構文シンタツクスⅡ』を手にとって頂いただき、本当にありがとうございます。もし楽しんで読んでいただけたのなら、これに勝る喜びはありません。

　デビュー作の出しゆつ版ぱんから数ヶ月、こうして無事に続巻を出版できる運びとなり、ようやく夢ゆめ見み心地ごこちの気分も覚めましたが、今度は代わって押おし寄よせてくる現げん実じつの荒あら波なみに戦せん々せん恐きよう々きようとしている次第です。お化けの学校には試験がありませんが、作家の人生には保ほ険けんがない……！

　しかし、そんなものはどうでもいい話です。せっかくのあとがきなんですから、限かぎられた紙かみ資し源げんを有ゆう効こう活かつ用ようするためにも、読者の皆みな様さまの目から鱗うろこが落ちるような内容にしなければ。

　だから、そうですね。『下げ段だんから跳はね上げる斬ざん撃げき』の話をしましょう。

『下段から跳ね上げる斬撃』は素す晴ばらしい必ひつ殺さつ技わざです。相手の油ゆ断だんを突ついたり、大地のエナジーを刀身に込こめたり、濃のう尾び無む双そうと謳うたわれた掛かけ川がわの虎とらを仕し留とめたりするのにうってつけの奥おう義ぎです。跛は足そくの盲もう人じんから六代目沖おき田た総そう司じまで使い手を選びませんし、決める角度をちょっと誤あやまればもう一生うどんが食えません。

　そもそも、『下段から跳ね上げる斬撃』の革かく新しん的てきな点は、その殺さつ傷しよう力りよくに留とどまりません。元来、剣は上から下に振ふり下ろされるものでしたが、それは同時に、重力に対する人間の絶ぜつ対たい的てきな服ふく従じゆうを端たん的てきに示しめす動作だったわけです。小さな身体からだで地面にへばりついて生きていた恐きよう竜りゆう時代の哺乳類ごせんぞさまの姿すがたを想起させる、まことに屈くつ辱じよく的てきなモーションだったのです。

　しかし、『下段から跳ね上げる斬撃』は違ちがいます。それは重力に逆らって飛ひ翔しようする向上心の表現であり、いかなる権けん力りよくにも屈さぬというロックンロール精せい神しんの具体的実じつ践せんであり、ロケットを作り上げて宇う宙ちゆう空くう間かんへ飛び立った現代文明の勢いきおいを象しよう徴ちようする果か敢かんな行こう為いなのであります！

　学校や職しよく場ばで過すごす毎日の中、権力を笠かさに着てあなたの精神を抑よく圧あつする者がいれば、その時こそ『下段から跳ね上げる斬撃』が役立つ時です。もちろん現代日本はれっきとした法治国家なので、目上の人間を縦に割るのは可か能のうな限り避さけたいところですが、そこは斬り上げるモーションを間近で見せ付けるに留めるのが正解でしょう。さすれば必ずや相手は、その瞬しゆん間かんから敬けい服ふくの視し線せんをもってあなたを見るようになるはずです。機会があれば、ぜひ一度お試しください。

　さて、『下段から跳ね上げる斬撃』の話はこれくらいにして、今回の出版に当たってお世話になった諸しよ兄けいに感かん謝しやを述のべましょう。仕事場として自じ宅たくを提てい供きようしてくれた親友のＭ君、暇ひまさえあれば一いつ緒しよになってゾンビを撃うちまくった相あい棒ぼうのＴ君、改かい稿こうに当たって的てき確かくな助言をくださった担当編集の三み木きさん、前巻に引き続き本当に素す敵てきなイラストを描かいてくださった絵え師しのきくらげ様。その他、この本が出るまでに関かかわってくださった全すべての方々。

　そして最後に、この本を手にとってくれたあなたに、無上の感謝を。
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宇う野の朴ぼく人と

深夜から明け方にかけての弘前市内をチャリで突っ走ってる姿で目撃される珍獣。一見して不気味だが、実は草食動物なので、もし遭遇しても慌てることはない。上の写真は愛機ブケファラース号。いつか彼女と一緒に世界の果てを見て来ようと思う。一泊二日くらいで。
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イラスト／きくらげ

最近、片栗粉にはまっています。
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